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刊
に
よ
せ
て

東
日
本
国
際
大
学

東
洋
思
想
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　
　

松　

岡　

幹　

夫

　

本
学
の
東
洋
思
想
研
究
所
と
儒
学
文
化
研
究
所
に
お
け
る
一
年
間
の
研
究
成
果
を
集
約
し
た
論
文
集
『
研
究　

東
洋
』
も
、
今
回
で
第
三

号
を
数
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
誌
は
、
儒
学
を
建
学
の
精
神
に
置
く
学
校
法
人
昌
平
黌
の
基
本
理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
時
代
の
課
題
と
要

請
に
応
え
る
べ
く
研
究
領
域
を
東
洋
思
想
全
般
に
求
め
、学
内
外
の
研
究
者
の
成
果
を
盛
り
込
ん
で
発
刊
さ
れ
て
き
た
。
有
り
難
い
こ
と
に
、

各
方
面
か
ら
も
概
ね
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
も
一
層
、
内
容
面
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

　

第
三
号
で
は
、
昨
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
本
学
の
伝
統
行
事
「
孔
子
祭
」
の
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
文
明
と
東
洋
思
想
」
を
特

集
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
の
著
名
な
哲
学
者
で
あ
る
山
東
大
学
の
傅
永
軍
教
授
、
日
本
で
公
共
哲
学
の
第
一
人
者
と
さ
れ
る
東
京
大

学
大
学
院
の
山
脇
直
司
教
授
の
御
二
方
に
よ
る
、
深
い
学
識
に
基
づ
く
基
調
講
演
の
内
容
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
韓

国
の
儒
学
研
究
の
総
本
山
と
も
言
え
る
成
均
館
大
学
校
の
要
職
に
あ
る
二
人
の
教
授
が
発
表
を
行
い
、
国
内
外
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究

者
の
方
々
か
ら
応
答
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
模
様
も
、
極
力
臨
場
感
を
残
し
つ
つ
、
本
号
に
収
録
し
て
い
る
。
儒
学
思
想
の
現

代
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
、
公
共
哲
学
、
日
本
思
想
、
地
球
科
学
等
々
の
専
門
家
が
意
見
を
交
換
し
た
、
一
般
向
け
に
も
興
味
深
い
内
容
と
な
っ

た
よ
う
に
思
う
。

　

次
に
、
投
稿
論
文
は
三
本
を
掲
載
し
た
。
宇
野
経
済
学
の
継
承
者
で
あ
る
本
学
の
石
井
前
学
長
と
、
前
述
の
傅
教
授
、
長
く
言
語
哲
学
を

考
究
し
た
東
洋
思
想
研
究
所
の
関
沢
研
究
員
が
、『
論
語
』
や
儒
者
・
知
識
人
の
役
割
、
ま
た
近
代
日
本
の
思
想
家
を
意
欲
的
に
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
田
久
学
長
に
よ
る
中
国
口
腔
医
学
の
発
展
に
関
す
る
稀
少
な
翻
訳
や
、
本
年
の
大
学
祭
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
思
想

家
・
松
本
健
一
先
生
の
新
著
の
書
評
等
も
収
め
て
い
る
。

　

地
球
環
境
の
変
動
、
新
興
国
の
著
し
い
経
済
成
長
、
金
融
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
な
ど
、
現
代
文
明
は
今
、
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
叫
ば
れ
続
け
て
き
た
我
々
の
知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
は
、
い
よ
い
よ
焦
眉
の
急
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、学
問
の
世
界
で
は
、い
ま
だ
に
専
門
分
化
の
弊
害
が
根
深
い
。
学
際
的
で
開
か
れ
た
議
論
を
旨
と
す
る
本
誌
『
研
究　

東
洋
』
が
、

地
球
社
会
の
到
来
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
知
の
創
出
に
少
し
で
も
寄
与
し
う
る
こ
と
を
念
願
し
、
発
刊
の
言
葉
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
吉
日

発刊によせて
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化
研
究
所

ⅹⅹⅹⅱ
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研究　東洋

■
特
集
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
文
明
と
東
洋
思
想
」
■

第
二
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
日
本
国
際
大
学
か
ら
世
界
へ
」
を
掲
げ
る
本
学
は
、
二
〇
一
二

年
六
月
二
二
日
、
第
二
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
を
学
内
で
執
り

行
い
、
祭
主
の
緑
川
浩
司
理
事
長
が
玉
串
を
捧
げ
た
。
式
典
に
続
い

て
、
二
名
の
有
識
者
に
よ
る
記
念
基
調
講
演
、
さ
ら
に
第
二
部
と
し

て
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
本
学
学
生
、
付
属
昌
平
中
学
・
高
校
を
あ
わ
せ
約

一
〇
〇
〇
名
が
熱
心
に
聴
講
、
第
二
部
は
場
所
を
い
わ
き
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘
に
移
し
、
有
識
者
の
み
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い

ま
し
た
。
国
内
か
ら
は
創
価
大
学
、
国
際
基
督
教
大
学
、
海
外
か
ら

も
中
国
山
東
大
学
、
韓
国
成
均
館
大
学
、
香
港
孔
教
学
院
、
国
立
台

湾
大
学
、
元
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省
関
係
者
な
ど
も
列
席
し
ま
し
た
。
専

門
的
な
質
疑
応
答
と
学
術
交
流
を
深
め
る
目
的
か
ら
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
、
理
事
長
・
学
長
以
下
本
学
教
員
を
ふ
く
め
た
本
格
的
な
学

術
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
本
誌
特
集
で
は
、
各
有
識
者

の
発
表
論
文
お
よ
び
そ
れ
と
重
複
し
な
い
質
疑
応
答
の
一
部
を
ま
と

め
て
掲
載
し
、
当
日
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

第
Ⅰ
部　
　

第
二
四
回　

大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日
（
金
）　

　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
前
十
時
五
十
分　
　

本
学
体
育
館

　
　
　
　
　

第
二
十
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭

　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
～
午
後
十
二
時
三
十
五
分　

本
学
体
育
館

　
　
　
　
　

記
念
講
演　
　
　

　
　
　
　
　

演　

題　

「
孔
子
と
今
日
の
大
学
」

　
　
　
　
　

講　

師　

中
国
山
東
大
学　

教
授　

傅　

永
軍　

先
生

　
　
　
　
　

演　

題　

「
公
共
哲
学
と
Ｗ
Ａ
」

　
　
　
　
　

講　

師　

東
京
大
学
大
学
院 

教
授  

山
脇
直
司  

先
生

第
Ⅱ
部　
　

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
文
明
と
東
洋
思
想
」
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■特集：第二四回孔子祭記念国際シンポジウム

孔
子
祭
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
文
明
と
東
洋
思
想
」
式
次
第

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要
】

13
：
30
～
13
：
55　

開
会
の
言
葉
（ 

司
会
進
行
・
本
学
東
洋
思
想
研

究
所
・
先
崎
彰
容
）

１　

来
賓
ご
挨
拶　
　

 

石
井
英
朗　

東
洋
思
想
研
究
所
名
誉
所
長

（
前
東
日
本
国
際
大
学
学
長
）　　

２　

来
賓
ご
挨
拶　
　

葉
國
良　

国
立
台
湾
大
学
文
学
院
院
長　

３　

来
賓
ご
挨
拶　
　

 

ル
ー
・
バ
ン
・
ケ
イ　

元
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省

北
東
ア
ジ
ア
局
副
局
長

４　

メ
ッ
セ
ー
ジ　
　

 

湯
恩
佳 

香
港
孔
教
学
院
院
長
（
高
山
文
子 

東
京
孔
教
院
長 

代
読
）　

13
：
55
～
14
：
30　
　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
Ⅰ
部
（
司
会
進
行
・
本
学

東
洋
思
想
研
究
所
所
長
・
松
岡
幹
夫
）

　

発
表
①
「 

儒
家
の
人
倫
社
会
と
経
済
原
理
」　

徐
坰
遙　

成
均
館

大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部
教
授　

　
　
　
　

コ
メ
ン
ト　

 

小
島
康
敬　

国
際
基
督
教
大
学
・
教
養
学
部

教
授

　
　
　
　

徐
先
生
か
ら
の
応
答　

　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

14
：
35
～
15
：
30　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
Ⅱ
部
（
進
行
・
松
岡
幹
夫
）

　

発
表
②
「 

儒
学
思
想
の
本
質
的
特
性
と
現
代
的
意
味
」
成
均
館
大

学
校
儒
学
大
学
院
長　

呉
錫
源

　
　
　
　

コ
メ
ン
ト　

山
本
修
一　

創
価
大
学
工
学
部
教
授　

　
　
　
　

呉
先
生
か
ら
の
応
答

　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

全
体
総
括
①　
　
　
　
　
　

傅
永
軍　
　
　

山
東
大
学
教
授　
　
　

　
全
体
総
括
②　
　
　
　
　
　

山
脇
直
司　
　

東
京
大
学
大
学
院
教
授

　
　
　
　

総
括
お
よ
び
閉
会
の
辞　
　

田
久
昌
次
郎　

本
学
学
長　
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尊
敬
す
る
来
賓
の
皆
様
、
ご
在
席
の
皆
様

　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
緑
川
浩
司
理
事
長
先
生
の
心
の
こ
も
っ
た
お
招
き
を
い

た
だ
き
、孔
子
祭
出
席
の
た
め
東
日
本
国
際
大
学
に
ま
い
り
ま
し
た
。

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
国
際
大
学
は
儒
学
を
建
学
の
理
念
と
す
る
大
学
で
す
。
こ

の
よ
う
な
大
学
に
足
を
踏
み
入
れ
た
私
は
、
古
今
に
思
い
を
馳
せ
、

先
師
で
あ
る
孔
子
か
ら
現
代
の
大
学
事
情
を
連
想
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
孔
子
は
世
界
に
知
れ
渡
っ
た
教
育
家
で
ご
ざ
い

ま
す
。
孔
子
が
教
育
に
携
わ
っ
た
目
的
は
、
文
化
伝
統
を
保
存
し
、

文
化
知
識
を
普
及
さ
せ
、
国
家
の
た
め
に
才
徳
兼
備
の
管
理
人
材
を

養
成
し
、
人
間
同
士
の
間
に
仁
と
愛
が
溢
れ
ん
ば
か
り
の
大
同
の
世

界
を
築
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
現
在
の
言
葉
で
言
え
ば
、
孔
子
の
教

育
は
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
孔
子
の
教
育
は
、

学
習
者
に
「
人
間
に
な
る
た
め
」
の
教
育
を
受
け
さ
せ
、
世
界
を
背

負
っ
て
立
つ
君
子
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
単
な
る
あ
る
種

の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
専
門
的
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
五
〇
〇
年
を
経
た
現
在
で
は
、
教
育
、
と
り
わ
け
高
等
教
育
が

世
界
で
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
在
り
方
は

偉
大
な
先
師
に
よ
る
教
え
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
す
ま

す
多
く
の
大
学
が
行
政
や
市
場
領
域
の
従
属
物
と
化
し
、
自
由
研
究

と
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
が
消
え
去
り
、
教
員
の
「
技
師
」
化
と
学

生
の
「
技
師
見
習
い
」
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
大
学
の
教
育
は
そ
う

し
た
傾
向
の
中
で
、
哲
学
の
真
理
及
び
政
治
の
綿
密
さ
と
賢
明
さ
に

対
す
る
探
究
の
意
欲
を
失
い
、
紋
切
り
型
の
教
条
的
な
知
識
ま
た
は

そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
紋
切
り
型
の
技
術
を
伝
授
す
る
こ
と
に
専
念
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
教
条
的
な
知
識
や
技
術
は
、
も
は

や
、
人
間
を
中
心
と
す
る
教
育
を
通
し
て
、
大
学
生
の
思
想
、
知
識

並
び
に
人
格
の
バ
ラ
ン
ス
的
な
発
展
を
さ
せ
、
心
身
に
あ
る
天
賦
や

基
調
講
演
①　
孔
子
と
今
日
の
大
学
１

翻
訳　

田　

村　

立　

波

山
東
大
学　

哲
学
・
社
会
発
展
学
院
教
授　

傅　
　
　

永　

軍
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■特集：孔子祭記念国際シンポジウム

潜
在
的
能
力
に
目
覚
め
さ
せ
、
ま
た
個
人
の
志
向
や
人
生
目
標
に
対

し
理
解
を
深
め
さ
せ
、
よ
っ
て
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
情
操
を
涵
養

し
、
連
携
協
調
の
能
力
や
社
会
に
貢
献
す
る
意
欲
、
そ
し
て
全
人
類

に
関
心
を
寄
せ
る
胸
襟
を
持
た
せ
る
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
大

学
か
ら
形
而
上
学
的
色
彩
が
次
第
に
褪
せ
、
そ
れ
に
対
し
形
而
下
的

な
関
心
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
、
科
学
の
技
術
応
用
の
価
値
及
び
生
産
技
能
の
訓
練
と
い

う
教
育
の
役
割
に
重
点
を
置
き
、
科
学
の
文
化
啓
蒙
の
価
値
及
び
全

人
格
を
養
成
す
る
教
育
の
役
割
を
軽
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
世

間
の
人
々
は
「
大
学
と
は
何
か
」
と
い
う
よ
り
、「
大
学
に
何
が
で

き
る
か
」
を
問
う
て
い
ま
す
。
大
学
の
主
な
役
目
は
こ
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
人
類
の
知
恵
が
生
ん
だ
最
も

経
済
的
で
、
最
も
直
截
的
且
つ
最
も
有
効
な
方
法
を
用
い
、
普
通
の

人
間
を
優
れ
た
専
門
家
に
養
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
学
は
挙
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
技
能
訓
練
シ
ス
テ
ム

を
通
し
て
、
入
学
し
た
ご
く
普
通
の
人
間
を
優
れ
た
医
師
、
技
術
者
、

裁
判
官
ま
た
は
教
師
な
ど
に
育
て
上
げ
ま
す
。
大
学
の
管
理
は
会
社

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
会
社
化
の
管
理
理
念
に
基
づ
い
て
考
案
さ
れ

た
、
大
学
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
機
械
的
な
配
送
シ

ス
テ
ム
（
様
々
な
商
品
つ
ま
り
知
識
を
消
費
者
つ
ま
り
学
生
に
提
供

す
る
）
に
化
し
、
そ
こ
に
い
る
教
員
は
生
産
シ
ス
テ
ム
の
操
作
員
に

な
り
ま
す
。
大
学
の
目
標
は
た
だ
一
つ
「
生
産
」。
よ
り
大
量
に
国

家
及
び
社
会
に
消
費
さ
れ
る
商
品
（
知
識
と
人
材
）
を
生
産
す
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
国
家
や
社
会
も
大
学
に
た
だ
一
つ
の
期

待
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
：
製
品
。
国
家
及
び
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
適
う
製
品
を
よ
り
よ
く
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
に
指
摘
す
る
べ
き
な
の
は
、
私
が
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を

軽
視
す
る
現
代
の
大
学
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
代
の
大
学
に

お
け
る
専
門
教
育
に
反
対
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と
で

す
。
私
が
反
対
し
て
い
る
の
は
、
現
代
の
大
学
に
お
い
て
専
門
教
育

を
過
度
に
強
調
す
る
と
と
も
に
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
限
り
な

く
排
斥
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
代
社
会
に
あ
る
大
学
は
、
ド
イ

ツ
の
思
想
家
で
あ
る
ハ
ー
バ
マ
ス
が
語
っ
た
よ
う
に
、
生
活
世
界
と

シ
ス
テ
ム
と
い
う
二
つ
の
関
係
の
中
に
あ
り
ま
す
。大
学
の
理
念
は
、

民
族
乃
至
全
人
類
の
精
神
文
化
の
伝
統
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
大
学
で
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
大
学
に
属
す
る
構
成
員
に

活
動
の
規
範
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
に
手
本
ま
た
は
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
大
学
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
文
化
の
伝
達
及

び
更
新
、
そ
し
て
個
へ
の
教
育
と
養
成
の
主
な
場
所
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
重
要
な
使
命
の
一
つ
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
で
す
。
し

か
し
他
方
で
は
、
大
学
は
「
社
会
シ
ス
テ
ム
」
に
お
け
る
一
つ
の

「
組
織
」
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
貢
献
が
そ
れ
を
抜
き
に
す
れ

ば
通
れ
な
い
責
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
大
学
も
社
会
発
展
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の
た
め
に
人
材
と
知
識
を
送
り
出
す
役
目
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
大
学
は
文
化
啓
蒙
・
人
格
育
成
を
果
た
す
と

と
も
に
、
科
学
の
技
術
応
用
の
価
値
、
そ
れ
か
ら
生
産
技
能
の
訓
練

と
い
う
教
育
の
役
割
に
も
関
心
を
持
つ
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
の
問
題
点
は
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
と
専
門
教
育
の
関
係
を
如
何
に
結
び
つ
け
る
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
専
門
教
育
に

織
り
込
ん
で
、
相
当
の
人
文
的
素
養
、
ま
た
社
会
参
加
の
情
熱
及
び

能
力
、
理
性
を
伴
う
批
判
的
態
度
、
そ
れ
に
世
界
的
ま
た
は
人
類
的

に
関
心
を
兼
ね
備
え
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
材
を
養
成
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
材
は
、
あ
ら
ゆ
る
技
芸
の
可
能
性
と
限
界
を

正
確
に
判
断
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
技
芸
が
現
実
の
ニ
ー
ズ
に

合
う
よ
う
模
索
し
て
い
く
に
必
要
な
緻
密
な
思
考
力
と
判
断
力
も

持
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
技
芸
を
実
践
す
る
に
必
要
な
徳

性
と
知
能
も
合
わ
せ
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
現
代
の
大

学
の
使
命
に
つ
い
て
新
た
な
認
識
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学

の
大
学
た
る
所
以
は
、
新
し
い
教
育
精
神
を
提
唱
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
大
学
教
育
が
人
間
を
有
用
な
人
材
に
養
成
す
る
こ

と
を
重
視
す
る
の
み
で
は
な
く
、
人
間
を
自
由
独
立
の
、
尊
厳
を
有

し
、
ま
た
自
己
批
判
、
反
省
、
更
新
す
る
た
め
の
内
在
の
力
を
持

つ
人
に
育
て
る
こ
と
に
も
立
脚
す
る
か
ら
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
は
、
人
間
の
価
値
並
び
に
生
命
の
意
義
に
最
も
深
い
理
解

を
示
す
こ
と
が
で
き
、
徳
性
も
あ
り
、
真
理
も
愛
し
、
倫
理
を
実
践

し
、
責
任
感
を
持
ち
、
ま
た
秀
で
る
一
芸
も
持
つ
人
間
で
す
。
ゆ
え

に
調
和
的
成
長
を
遂
げ
ら
れ
た
人
間
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
新
し
い
教
育
精
神
は
、
現
代
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
在
り
方
に
背

く
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
専
門
知
識
の
伝
授
を
抹
消
す
る
の
で
も

な
く
、
む
し
ろ
人
智
を
開
く
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
知
識
並
び
に
真
の
良

知
の
あ
る
学
術
を
取
り
入
れ
て
、
自
主
的
・
調
和
的
な
生
活
ス
タ
イ

ル
が
実
現
で
き
る
文
化
の
創
出
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ

り
ま
す
。

　

東
日
本
国
際
大
学
が
こ
の
よ
う
な
理
想
を
持
つ
大
学
で
あ
る
こ
と

を
大
い
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
大
学
は
日
本
福
島
地
区
に
立
地

し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
３
・
11
大
震
災
に
よ
る
痛
み

を
経
験
し
た
こ
の
大
学
は
、
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
毅
然
と
自
ら
の

使
命
を
担
っ
て
、
そ
れ
を
実
践
に
移
し
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
へ

の
追
求
を
通
し
て
、
震
災
後
の
復
興
を
担
っ
て
い
く
者
た
ち
の
教
育

を
リ
ー
ド
し
、
よ
り
美
し
い
福
島
を
建
設
す
る
た
め
に
才
徳
兼
備
の

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
東
日
本
国
際
大
学
は
こ
の
よ

う
な
説
得
力
の
あ
る
実
践
を
以
て
、
孔
子
の
教
育
思
想
の
現
代
的
価

値
を
裏
付
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
講
演
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清

聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 



9

■特集：孔子祭記念国際シンポジウム

〔
編
註
〕

１　

傅
先
生
は
孔
子
祭
記
念
論
文
と
し
て
、
本
論
文
お
よ
び
本
号
所
収
の

も
う
一
本
の
論
文
で
あ
る
『
君
子
は
預
言
者
か
そ
れ
と
も
師
儒
か
？
』

を
用
意
し
て
来
日
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
時
間
と
構
成
の
関
係
上
、

後
者
を
中
心
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当日の講演の様子
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東
京
大
学
大
学
院　
総
合
文
化
研
究
科
教
授　

山　

脇　

直　

司

基
調
講
演
②　
「
公
共
哲
学
と 

Ｗ
Ａ
」

０
． 

序

　

ご
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
山
脇
直
司
と
申
し
ま
す
。

　

本
日
は
こ
の
よ
う
な
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
日
の
講
演
の
題
は
「
公
共
哲
学
と
Ｗ
Ａ
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
「
Ｗ
Ａ
」
は
、
平
和
の
「
和
」、
連
帯
の
意
味
の
「
輪
」

の
二
つ
の
意
味
を
兼
ね
て
お
り
、
ま
た
英
語
の
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
」
と
の
対

比
も
含
意
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
そ
う
し
た
様
々
な
「
Ｗ
Ａ
」

の
意
味
合
い
の
違
い
に
つ
い
て
念
頭
に
置
き
な
が
ら
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
前
半
で
は
公
共
哲
学
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
学
問
で
あ

る
の
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
孟
子
に
つ
い
て
―
―
と
い
う
の
も
、

今
日
は
孔
子
祭
で
す
が
、
孟
子
の
哲
学
と
い
う
の
は
公
共
哲
学
の
原

点
に
し
て
今
日
的
な
意
味
も
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
―
―
お
話
し
、

後
半
は
「
Ｗ
Ａ
」
と
し
て
の
「
和
」
の
本
質
的
な
意
味
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
公
共
哲
学
と
孟
子

１
．
１
．
公
共
哲
学
に
つ
い
て

　

で
は
、
最
初
に
「
公
共
哲
学
」
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
で
あ
る
の

か
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
黒
板
を
使
い
な
が
ら
、
時
に
皆
さ
ん
に

質
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
善
い
公
正
な
社
会
を
追
究
し
な
が
ら
、
現
下
で
起
こ
っ
て
い
る
深

刻
な
公
共
的
問
題
と
取
り
組
む
学
問
」。

　

黒
板
に
「
善
い
社
会
？
」「
公
正
な
社
会
？
」
と
書
き
ま
し
た
。

時
間
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
一
人
一
人
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
が
善

い
社
会
な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
社
会
が
公
正
な
社
会
な
の
か
、

質
問
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
日
は
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
社
会
が
「
公
正
な
社
会
」
か
、「
善
い
社
会
」

か
、
問
い
か
け
自
分
自
身
で
考
え
て
み
る
と
こ
ろ
か
ら
公
共
哲
学
は

始
ま
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
「
善
い
社
会
」
と
い
う
の
は
「
皆
が
幸
福
に
な
れ
る
社

会
」
あ
る
い
は
「
皆
が
幸
福
に
な
れ
る
よ
う
な
条
件
が
整
っ
た
社
会
」
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で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
最
高
に
善
い
社
会
と
は
「
皆
が
幸
福
に
な
れ

る
社
会
」
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
単
に
「
最
大

多
数
の
最
大
幸
福
」と
い
っ
た
功
利
主
義
的
な
考
え
方
と
は
違
っ
て
、

一
人
一
人
が
個
性
を
も
っ
て
自
分
を
伸
ば
し
て
い
く
社
会
、
皆
が
そ

れ
ぞ
れ
相
互
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
幸
福
に
な
っ
て
い
く
社
会
、
自
分

だ
け
で
は
な
く
他
の
人
に
も
幸
福
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
社
会

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
社
会
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
コ
イ
ノ

ニ
ア
」
と
名
付
け
ま
す
。
こ
の
コ
イ
ノ
ニ
ア
で
は
、
画
一
的
な
幸
福

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
個
性
を
伸
ば
し
な
が
ら
自
己
実

現
で
き
る
社
会
で
す
。
た
と
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
人
は
そ
れ

を
伸
ば
し
、
職
人
芸
が
得
意
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
伸
ば
す
、
そ
の
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合
っ
た
自
己
実
現
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
社

会
、そ
れ
が
最
も
善
い
社
会「
コ
イ
ノ
ニ
ア
」だ
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

で
は
「
公
正
な
社
会
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
誰
も
差
別

を
受
け
な
い
で
公
正
に
扱
わ
れ
る
、
そ
し
て
個
性
を
持
ち
な
が
ら
自

己
実
現
を
し
て
い
け
る
社
会
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
不
公

正
や
差
別
を
さ
れ
る
と
い
う
経
験
を
し
て
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
時
に
「
何
故
？
」
と
非
常
に
不
愉
快
に
思
わ
れ
た
こ
と
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
「
フ
ェ
ア
」

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
ね
。
そ
し
て
社
会
に
お
い
て
も
、

や
は
り
こ
の
「
フ
ェ
ア
」
と
い
う
精
神
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。
つ
ま
り
「
公
正
な
社
会
」
と
い
う
こ
と
は
「
フ
ェ
ア
な
社
会
」

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、「
公
正
な
社
会
と
は
何
か
」
を

皆
さ
ん
方
が
最
初
に
学
ぶ
の
は
、
た
と
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
公
共
哲
学
と
い
う
の
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
学

べ
る
哲
学
で
あ
る
と
も
言
え
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
は
審
判
が
公
正

な
ジ
ャ
ッ
ジ
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
野
球
で
も
そ
う
で
す

し
、
サ
ッ
カ
ー
で
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
フ
ェ
ア
に
試
合
を
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
サ
ッ
カ
ー
で
あ
れ
ば
、
ア
ン
フ
ェ
ア
な
行
為
を
す

れ
ば
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
す
し
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

で
退
場
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
み
ん
な
が
幸
福
に
な
れ

る
よ
う
な
善
い
社
会
と
は
ど
ん
な
社
会
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
誰
も
が

ル
ー
ル
に
従
う
よ
う
な
公
正
な
社
会
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
と
考
え

る
の
が
公
共
哲
学
で
あ
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
た
だ
単
に
考
え
た
だ
け
で
は
駄
目
な
の
で
す
。
公
共
哲

学
に
は
、
も
う
一
つ
大
切
な
要
件
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
現
在

起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
深
刻
な
公
共
的
問
題
と
取
り
組
む
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
実
践
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
も
身
近
で
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
東
日
本

大
震
災
で
、
多
く
の
方
々
が
津
波
で
亡
く
な
ら
れ
る
、
福
島
で
あ
れ

ば
放
射
能
の
問
題
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
が
あ
る
わ

け
で
す
。そ
う
い
っ
た
公
共
的
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
、



12

研究　東洋

そ
の
と
き
に
、
政
策
的
、
政
治
的
な
問
題
と
実
際
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
一
方
で
善

い
公
正
な
社
会
を
目
指
し
な
が
ら
、
他
方
で
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る

よ
う
な
大
き
な
問
題
と
取
り
組
む
、
そ
う
し
た
学
問
で
あ
る
と
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の
中
で
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
教
授
の
『
こ

れ
か
ら
の
正
義
の
話
を
し
よ
う
』
等
の
シ
リ
ー
ズ
を
テ
レ
ビ
で
見
た

こ
と
の
あ
る
方
は
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

は
い
、
少
な

い
で
す
け
れ
ど
い
る
よ
う
で
す
ね
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
積
極
的
に
取
り
上
げ

て
い
た
の
で
、
今
で
は
日
本
で
も
す
っ
か
り
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
有
名
に
な
る
前
の
サ
ン
デ
ル
は
私
も
良
く
知
っ
て
い
る

の
で
す
が
、テ
レ
ビ
に
出
る
よ
う
な
形
で
有
名
に
な
る
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
好
ま
し
い
と
思
わ
な
い
の
で
、最
近
は
交
流
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
サ
ン
デ
ル
さ
ん
は
公
共
哲
学
の
第
一
人

者
で
、
先
ほ
ど
の
傅
先
生
の
講
演
（
本
誌
掲
載
論
文
『
君
子
は
預
言

者
か
そ
れ
と
も
師
儒
か
』）
で
名
前
の
出
て
お
り
ま
し
た
テ
オ
ド
ア
・

ド
・
バ
リ
ー
や
、
サ
ン
デ
ル
の
先
生
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー

と
い
っ
た
学
者
た
ち
と
、
十
二
年
前
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
で
議
論
し
て

以
来
の
知
り
合
い
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
公
共
哲
学
全
般
に
つ
い
て
の
話
で
し
た
。
こ

こ
か
ら
は
、
特
に
儒
教
の
公
共
哲
学
、
と
り
わ
け
孟
子
の
公
共
哲
学

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
２
．
孟
子
の
公
共
哲
学

　

皆
さ
ん
、
も
ち
ろ
ん
孟
子
は
ご
存
じ
で
す
よ
ね
？ 

英
語
で
は 

M
encius 

と
言
い
ま
す
。
孔
子
は Confucius 

で
す
ね
。
ふ
つ
う

孔
子
の
方
が
偉
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
孟
子
も
政
治
や
倫
理
に

強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
て
、
現
在
読
ん
で
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
非
常
に

多
い
思
想
家
で
す
。
で
す
か
ら
、
公
共
哲
学
は
非
常
に
古
く
か
ら

あ
っ
た
学
問
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。
西
洋
で
は
先
ほ
ど
申
し

ま
し
た
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
遡
れ
ま
す
し
、
東
洋
で
あ
れ

ば
、
―
― 

孔
子
も
あ
げ
る
こ
と
も
出
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が 

―

―
、
少
な
く
と
も
孟
子
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
と
私
は
思
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、私
が
二
〇
〇
四
年
十
二
月
に
国
立
台
湾
大
学
で『
東

西
の
公
共
哲
学
』
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
と
き
、
二
つ

の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
一
つ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
、
も
う
一
つ
が
孟
子
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
孟
子
は
、
台
湾
で
も

公
共
哲
学
の
祖
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

さ
て
、
孟
子
は
様
々
な
こ
と
を
語
り
ま
し
た
が
、
今
日
は
そ
の
中

で
二
つ
ば
か
り
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
２
．
１
． 

四
端
の
心

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
「
良
心
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
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れ
ま
す
。
た
と
え
ば
「
君
に
は
良
心
の
声
が
聞
け
な
い
の
か
？
」
と

い
う
言
い
方
も
耳
に
し
ま
す
ね
。「
四
端
の
心
」
と
い
う
の
は
、
こ

の
「
良
心
」
と
い
う
言
葉
と
重
な
り
合
う
概
念
で
す
。

こ
の
「
四
端
の
心
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
す
で
に
ど
こ
か
で
習
い
ま

し
た
か
？ 
も
し
今
ま
で
習
っ
て
い
な
く
て
も
、
こ
こ
は
儒
教
の
伝

統
に
繋
が
る
大
学
で
す
か
ら
、
絶
対
に
覚
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

そ
れ
で
孟
子
は
、「
四
端
の
心
」
の
四
つ
の
心
を
次
の
よ
う
に
挙
げ

て
お
り
ま
す
。

・
惻
隠
〔
そ
く
い
ん
〕

・
羞
悪
〔
し
ゅ
う
お
〕

・
辞
譲
〔
じ
じ
ょ
う
〕

・
是
非
〔
ぜ
ひ
〕

　

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
概
念
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず「
惻
隠
」は
、「
あ
わ
れ
み
の
心
」を
意
味
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、

幼
い
子
供
が
よ
ち
よ
ち
と
井
戸
に
近
づ
い
て
い
く
の
を
見
か
け
た
と

し
ま
す
。
そ
の
と
き
、誰
も
が
は
っ
と
し
て
「
か
わ
い
そ
う
だ
、救
っ

て
や
ろ
う
」
と
思
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
別
に
子
供
を
救
っ
た
縁
で

そ
の
親
と
近
づ
き
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
は
な
い
し
、
村
人

や
友
人
に
褒
め
て
も
ら
う
た
め
で
も
な
い
。
あ
る
い
は
、
救
わ
な
い

こ
と
で
非
難
さ
れ
る
の
が
怖
い
か
ら
で
も
な
い
。そ
う
で
は
な
く
て
、

「
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
思
う
心
は
、
人
間
だ
れ
も
が
備
え
て
い
る
も

の
だ
、
と
孟
子
は
主
張
し
た
の
で
す
。

　

さ
て
問
題
は
、
人
間
性
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
言
い
切
れ
る
か
ど
う

か
で
す
が
、皆
さ
ん
も
そ
う
し
た
状
況
に
な
れ
ば
「
か
わ
い
そ
う
だ
、

救
っ
て
や
り
た
い
」
と
思
う
で
し
ょ
う
か
？ 

孟
子
は
そ
う
い
う
良

心
の
声
と
い
う
も
の
を
徹
底
的
に
信
じ
た
人
な
の
で
す
。
し
か
し
、

後
で
も
う
一
度
取
り
上
げ
ま
す
が
、
同
じ
儒
教
の
中
で
も
荀
子
の
よ

う
に
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
理
想
的
な
考
え
だ
と
み
な
し
て
、
そ
う
い

う
思
想
を
疑
っ
て
信
じ
な
か
っ
た
人
も
い
ま
す
。
同
じ
儒
教
の
中
で

も
意
見
は
分
か
れ
る
わ
け
で
す
。

　

け
れ
ど
も
孟
子
は
、
そ
う
い
う
「
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
思
う
心
は

誰
で
も
持
っ
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
非
難
さ
れ

る
か
ら
と
か
、
下
心
が
あ
る
か
ら
と
か
で
は
な
く
、
純
粋
に
「
か
わ

い
そ
う
だ
」
と
思
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
心
、
こ
れ
が
「
惻

隠
の
心
」
な
の
で
す
。
こ
れ
を
推
し
進
め
て
い
く
と
、
博
愛
を
意
味

す
る
「
仁
」
と
い
う
徳
に
行
き
着
き
ま
す
。
つ
ま
り
、こ
れ
は
「
仁
」

の
芽
生
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
羞
悪
」
と
い
う
の
は
、
悪
を
羞
〔
は
〕
じ
、
悪
〔
に
く
〕

む
心
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
が
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
恥

じ
る
、
そ
し
て
他
人
が
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
そ
れ
を
非
難
す
る
心
で

す
ね
。
こ
れ
を
推
し
進
め
る
と
、
正
し
い
道
を
意
味
す
る
「
義
」
と

い
う
徳
に
至
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
仁
義
」
と
い
う
の
は
本
来
こ
う
し
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た
意
味
な
の
で
す
。
今
日
の
日
本
で
は
「
仁
義
」
と
い
う
と
、
ヤ
ク

ザ
の
言
葉
を
意
味
し
、「
仁
義
な
き
戦
い
」
と
い
っ
た
形
で
使
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
本
来
こ
れ
と
は
別
の
意
味
だ
と
い
う
こ
と
を
、
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
辞
譲
」
で
す
が
、
こ
れ
は
譲
り
合
い
の
心
と
い
う
意
味

で
す
。
こ
れ
を
推
し
進
め
て
拡
げ
て
い
く
と
「
礼
」
と
い
う
徳
に
な

り
ま
す
。
こ
の
礼
と
い
う
の
も
、
他
人
か
ら
叩
き
込
ま
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
心
の
自
然
な
現
れ
、
心
か
ら
自
然
に
出
て
く
る
も
の
で
あ

る
、
と
孟
子
は
言
う
わ
け
で
す
。

　

最
後
は
「
是
非
」
で
す
。
何
が
良
い
か
悪
い
か
は
、
他
人
か
ら
教

わ
ら
な
く
て
も
自
然
に
分
か
る
の
だ
と
い
う
の
が
是
非
の
心
で
す
。

こ
れ
を
推
し
進
め
て
い
く
と
「
智
」
と
い
う
徳
に
至
り
ま
す
。

　

孟
子
は
こ
の
よ
う
に
、
人
間
は
「
良
心
」
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
自

然
と
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
わ
け
で
す
。そ
れ
は
性
善
説
と
言
わ
れ
、

ま
た
理
想
主
義
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
も
評
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
孟

子
が
、
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
「
理
想
主
義
的
」
な

の
か
ど
う
か
は
、
後
ほ
ど
検
討
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
孟
子
が
ど
の
よ

う
に
、
こ
う
し
た
「
生
れ
な
が
ら
に
も
つ
自
然
本
性
」
を
説
明
し
て

い
る
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

孟
子
は
言
い
ま
す
。
人
間
が
生
れ
つ
き
四
肢
を
有
す
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
四
つ
の
芽
生
え
を
備
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
に
は
仁

義
礼
智
な
ど
実
行
で
き
な
い
と
考
え
る
の
は
、
自
分
を
傷
つ
け
る
よ

う
な
行
為
な
の
だ
、と
。
そ
う
で
は
な
く
、自
分
に
生
れ
つ
き
備
わ
っ

て
い
る
こ
う
し
た
四
つ
の
芽
生
え
を
育
て
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
そ

う
す
れ
ば
こ
う
し
た
芽
生
え
は
、
木
が
萌
え
出
し
泉
が
湧
き
出
る
よ

う
に
限
り
な
く
大
き
く
な
っ
て
い
く
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
育
て
て
い

け
ば
天
下
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
す
ら
出
来
る
、
し
か
し
そ
れ
を
育
て

ら
れ
な
け
れ
ば
父
母
を
養
う
こ
と
す
ら
も
出
来
な
い
。
孟
子
は
こ
う

言
っ
た
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
孟
子
の
考
え
で
は
、
教
育
の
使
命
は
、
出
来
る
だ
け
そ

の
人
が
本
来
持
っ
て
い
る
良
さ
を
生
か
し
伸
ば
す
こ
と
で
あ
り
、
も

し
そ
う
し
た
芽
生
え
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
障
害
を
取
り

払
っ
て
や
り
、
再
び
芽
生
え
生
長
さ
せ
て
や
る
こ
と
だ
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
考
え
は
、
現
代
の
公
共
哲
学
が
「civic 

virtue

」、す
な
わ
ち
「
市
民
的
徳
性
」
と
呼
ぶ
も
の
と
重
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
上
か
ら
叩
き
込
む
の
で
は
な
く
、
人
々
が
自
発
的
に
実

践
す
る 

―
― 

つ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な 

―
― 

徳
の
こ
と
で
す
。

お
上
が
命
令
し
て
強
制
的
に
徳
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人

が
自
分
の
中
の
徳
に
気
付
い
て
、
そ
れ
を
育
て
な
が
ら
実
践
す
る
こ

と
で
、
上
か
ら
の
強
制
は
そ
こ
に
は
な
い
の
で
す
。
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１
．
２
．
２
．
荀
子
と
法
家

　

今
日
は
時
間
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
後
の
中
国
思
想
の

中
で
の
展
開
に
つ
い
て
、少
し
付
け
加
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

孟
子
と
い
う
人
は
、
儒
教
の
中
で
も
非
常
に
偉
い
人
で
す
が
、
そ

の
儒
教
の
中
に
も
孟
子
の
こ
う
し
た
人
間
の
見
方
に
反
対
し
た
別
の

流
れ
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
さ
き
ほ
ど
挙
げ
た
荀
子
と
い
う
人

で
す
。

　

荀
子
は
、孟
子
の
考
え
方
は
非
常
に
甘
い
も
の
だ
と
批
判
し
ま
す
。

と
い
う
の
も
、荀
子
の
考
え
で
は
、人
間
は
非
常
に
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ

ク
（
自
己
中
心
的
）
な
存
在
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、仁
義
智
信
と
い
っ

た
徳
は
教
育
に
よ
っ
て
鍛
え
て
心
に
叩
き
込
む
し
か
な
い
の
だ
、
と

荀
子
は
主
張
し
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
「
性
悪
説
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

も
し
こ
こ
ま
で
の
話
で
、
孟
子
の
考
え
は
甘
い
の
で
は
な
い
か
、

と
思
わ
れ
た
方
は
、ぜ
ひ
荀
子
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

孟
子
と
荀
子
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
問
い
か
け
、
考
え
て
み
る

こ
と
で
、あ
な
た
自
身
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
が
儒
教
内
部
で
の
考
え
で
し
た
。

　

他
に
、
法
家
と
い
う
人
達
が
い
ま
す
。
法
家
を
代
表
す
る
の
は
、

た
と
え
ば
韓
非
子
と
い
っ
た
人
で
、
儒
家
と
違
っ
て
、
徳
で
は
な
く
、

法
律
を
用
い
て
悪
い
こ
と
を
す
る
人
を
罰
す
る
こ
と
で
社
会
秩
序
を

作
り
上
げ
て
い
く
の
だ
、
と
い
っ
た
考
え
方
を
す
る
人
た
ち
で
す
。

し
か
し
、
韓
非
子
は
荀
子
の
弟
子
で
あ
り
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
荀

子
の
「
性
悪
説
」
的
な
考
え
方
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
か
ら
、
荀
子

の
考
え
と
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
孟
子
に
反
対
す
る
人
た
ち
も
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

私
は
孟
子
の
考
え
を
支
持
し
た
い
の
で
す
。
し
か
し
、
も
し
孟
子
の

考
え
は
甘
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
方
が
あ
れ
ば
、
荀
子

な
ど
も
ぜ
ひ
読
ん
で
、
自
分
自
身
で
ど
ち
ら
の
観
点
が
良
い
の
だ
ろ

う
か
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

１
．
２
．
３
．「
恒
産
な
く
し
て
恒
心
な
し
」

　

さ
て
、
孟
子
の
思
想
で
、
も
う
一
つ
重
要
な
哲
学
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
先
ほ
ど
少
し
触
れ
た
「
果
た
し
て
孟
子
は
批
判
さ
れ
る
べ

き
単
な
る
理
想
主
義
者
な
の
だ
ろ
う
か
」と
い
う
問
題
と
絡
み
ま
す
。

「
恒
産
な
く
し
て
恒
心
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ぜ
ひ
覚
え
て
欲
し
い
言
葉
で

す
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
、
孟
子
が
単
な
る
理
想
主
義
者
で
は
な

く
、
ま
さ
に
経
済
や
社
会
基
盤
の
重
要
さ
も
認
め
て
い
た
こ
と
を
示

す
言
葉
だ
か
ら
で
す
。
彼
は
こ
ん
な
風
に
言
っ
て
い
ま
す 

―
― 

生

活
が
不
安
定
で
あ
っ
て
も
、
良
心
を
失
わ
な
い
の
は
、
ご
く
限
ら
れ
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た
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
一
般
の
人
は
生
活
が
安
定
し
な
け
れ
ば
良
心

を
失
い
ま
す
。
一
般
の
人
は
生
活
が
安
定
し
な
け
れ
ば
良
心
を
失
う

の
で
す
。
そ
し
て
当
然
、
罪
も
犯
し
ま
す
。
し
か
し
、
罪
を
犯
さ
せ

て
か
ら
罰
す
る
の
で
は
、
人
民
を
獲
り
、
網
に
か
け
る
よ
う
な
も
の

で
す 

―
― 
と
。

　

こ
の
よ
う
に
、
孟
子
は
、
良
心
は
生
活
が
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば

簡
単
に
発
揮
で
き
な
い
、
と
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
孟
子
は
、
悪
い
意
味
で
観
念
論
者
、
あ
る
い
は
現
実
離
れ
し
た

理
想
主
義
者
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
非
常
に
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
に
良
心
を
持
っ
て
い
よ
う
と

も
、
生
活
が
安
定
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
い
、

そ
し
て
生
活
が
安
定
し
な
け
れ
ば
、
逆
に
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
良

心
す
ら
失
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
、
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
と
悪
い
方
向

へ
行
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
分
析
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
政

治
は
良
心
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
生
活
の
安
定
を
実
現
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
そ
れ
が
政
治
の
目
的
で
あ
り
、
最
初
に
考
え
る
べ
き
こ

と
で
あ
る
、
と
孟
子
は
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
思
想
は
、
ま
さ
に
今
起
こ
っ
て
い
る
社
会
問
題
と
も
重
な
っ
て

き
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
、
い
ま
福
島
県
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
あ

る
い
は
「
新
し
い
貧
困
」
と
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
、
孟
子
の
思
想

は
、
理
想
主
義
的
で
あ
り
な
が
ら
、
現
実
政
治
と
も
直
結
す
る
考
え

方
と
し
て
有
効
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
孟
子
は
現
代
の

公
共
哲
学
に
と
っ
て
も
方
向
付
け
を
与
え
る
よ
う
な
古
典
だ
と
、
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
以
上
が
前
半
部
分
で
し
た
。

後
半
で
は
、「
Ｗ
Ａ
」に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
． 

Ｗ
Ａ

　

Ｗ
Ａ
は
漢
字
の
「
和
」
と
「
輪
」
を
表
す
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
す
。

２
．
１
．
Ｗ
Ａ 

と 

Ｗ
Ａ
Ｒ
、「
和
」
と
「
輪
」

２
．
１
．
１
．
Ｗ
Ａ 

と 

Ｗ
Ａ
Ｒ

「
Ｗ
Ａ
」
に
「
Ｒ
」
を
加
え
る
と
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
」
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
「
Ｗ
Ａ
」
と
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
」
は
全
く
対
極

に
あ
る
も
の
だ
と
説
明
す
る
と
、
漢
字
を
知
ら
な
い
人
、
た
と
え
ば

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
に
も
「
Ｗ
Ａ
」
と
い
う
言
葉
を
す
ぐ
に
覚
え

て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
実
際
、
私
は
こ
の
よ
う
に
漢
字
を
知

ら
な
い
人
た
ち
に
は
説
明
す
る
こ
と
で
、
こ
の
言
葉
を
広
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
こ
の
「
Ｗ
Ａ
」
に
二

つ
の
意
味 

―
― 『
和
』
と
『
輪
』
―
― 

を
与
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
平
和
」
の
「
和
」
と
、連
帯
の
意
味
で
の
「
輪
」
で
す
ね
。

こ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
後
半
で
は
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
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す
。

２
．
１
．
２
．U

N
ES

C
O

 

と
「
Ｗ
Ａ
の
哲
学
」

　

先
ほ
ど
松
岡
先
生
か
ら
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は

U
N

ESCO

と
い
う
機
関
で
、
地
域
間
哲
学
対
話
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
み
な
さ
んU

N
ESCO

本
部
が
ど
こ
に
あ
る
か
ご
存
じ
で

す
か
？ 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
だ
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
前

の
事
務
局
長
が
松
浦
晃
一
郎
さ
ん
と
い
う
日
本
の
方
だ
っ
た
の
で

す
が
、
彼
が
「
和
」
に
つ
い
て
語
る
と
非
常
に
反
響
が
大
き
か
っ

た
、
と
の
こ
と
で
す
。
こ
のU

N
ESCO

が
興
味
深
い
の
は
、
そ
こ

に
は
ア
フ
リ
カ
系
や
ア
ラ
ブ
系
の
国
々
の
代
表
団
が
多
く
入
っ
て
い

て
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
影
響
力
が
弱
い
点
で
、
パ
レ
ス
チ

ナ
の
存
在
を
認
め
る
と
い
う
提
案
が
可
決
さ
れ
る
な
ど
急
進
的
な
側

面
も
持
つ
こ
と
で
す
。
英
語
で
の
正
式
名
称
は U

nited N
ations 

Educational, Scientific and Cultural O
rganization

国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
機
関
は
、

日
本
の
文
部
科
学
省
の
上
に
立
つ
機
関
な
の
で
す
。

　

こ
のU

N
ESCO

憲
章
の
前
文
に
「
戦
争
は
、
人
の
心
の
中
で
生

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
平
和
の
砦
を
心
の
中
に
築
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
反
省
の

中
で
、
平
和
を
目
指
し
て
作
ら
れ
た
文
章
で
、
日
本
国
憲
法
の
前
文

と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
し
た
国
連
機
関
の
中
で 

―
― 

私
も
英
語
で
論
文
を
書
い
て
い
る
の
で
す
が 

―
―
、「
Ｗ
Ａ

の
哲
学
」
な
る
も
の
が
知
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
「
Ｗ

Ａ
」
と
は
、
東
洋
思
想
の
伝
統
と
日
本
思
想
の
伝
統
の
両
方
に
基
づ

い
て
解
釈
で
き
る
よ
う
な
理
念
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
東
洋
思
想
の

伝
統
に
お
け
る
「
和
」、
そ
し
て
日
本
思
想
の
伝
統
に
お
け
る
「
和
」

を
順
番
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
．
１
．３
．「
和
」と「
同
」
―
― 『
春
秋
左
氏
伝
』『
国
語
』『
論
語
』

に
お
け
る

『
春
秋
左
氏
伝
』
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
岩
波
文
庫
に
も
三
冊
本

で
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
昭
公
二
十
年
と
い
う
と
こ
ろ
で
、「
和
」

と
「
同
」
の
違
い
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
様
々

な
食
材
が
入
っ
た
ス
ー
プ
が
例
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー

プ
と
い
う
の
は
日
本
で
は
飲
む
も
の
で
す
が
、
外
国
で
は
食
べ
る

も
の
な
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
で
い
う
ス
ー
プ
と
は
、
色
々
な
具
材
が
入
っ
て
い
る
食
べ
物
と
イ

メ
ー
ジ
し
て
下
さ
い
。

　

さ
て
、お
い
し
い
ス
ー
プ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 『
春
秋
左
氏
伝
』

は
、
多
様
な
食
材
を
集
め
、
和
え
て
ス
ー
プ
を
作
る
と
お
い
し
く
な

る
が
、
一
種
類
の
同
じ
食
材
で
作
る
と
ま
ず
く
な
る
、
と
言
っ
て
い
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ま
す
。

　

つ
ま
り
、
一
言
で
申
し
ま
す
と

　
　

和　

多
様
性
の
統
合

　
　

同　

均
質
、
一
つ
の
も
の

と
い
う
対
比
が
こ
こ
で
は
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
孔
子
祭
の
挨
拶
の
中

で
、
緑
川
理
事
長
が
『
論
語
』
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

外
の
古
典
で
も
、
す
で
に
「
和
」
と
「
同
」
は
違
う
と
い
う
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
和
」
と
い
う
も
の
は
、
様
々
な
違
い
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
調
和
や
統
合
を
考
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す

が
、
そ
れ
が
、『
春
秋
左
氏
伝
』
で
は
お
い
し
い
も
の
を
作
る
と
い

う
料
理
の
比
喩
で
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、音
楽
で
も
「
和
声
」

と
い
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
考
え
て

み
て
も
、
様
々
な
音
色
や
楽
器
、
奏
者
が
あ
り
、
そ
れ
を
指
揮
者
が

ま
と
め
上
げ
な
が
ら
一
つ
の
曲
を
演
奏
し
て
い
く
わ
け
で
、
そ
れ
と

も
通
じ
る
話
で
す
。

『
春
秋
左
氏
伝
』
が
興
味
深
い
の
は
、
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
殿
様

と
家
来
の
関
係
、
上
司
と
部
下
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
だ
、

と
付
け
加
え
て
い
る
点
で
す
。
つ
ま
り
、上
司
が
こ
う
だ
と
言
え
ば
、

部
下
も
同
じ
こ
と
を
言
う
、
上
司
が
駄
目
だ
と
言
え
ば
、
部
下
も
駄

目
だ
と
同
じ
こ
と
を
言
う
、
そ
う
し
た
関
係
で
は
い
け
な
い
の
で

あ
っ
て
、
上
司
や
上
に
立
つ
人
物
が
何
か
を
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
お

か
し
い
と
思
え
ば
部
下
は
遠
慮
な
く
進
言
す
る
べ
き
で
あ
り
、
上
司

の
方
で
も
、
そ
れ
が
正
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
意
見
を
変
え
る
、
そ
れ

こ
そ
が
「
和
」
の
姿
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
何

で
も
「
は
い
は
い
」
と
応
じ
る
イ
エ
ス
マ
ン
で
は
駄
目
で
、
そ
れ
は

「
同
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
命
令
し
た
と
お
り
に
動
く
ロ
ボ
ッ
ト

を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
意
見
を
出
さ
せ
て
、
そ
れ
を
取
り

入
れ
な
が
ら
政
治
を
動
か
し
て
い
く
、
こ
れ
こ
そ
が
「
和
」
で
あ
っ

て
、
そ
う
し
た
行
動
に
よ
っ
て
、
国
は
礼
に
そ
む
か
ず
、
民
か
ら
も

争
奪
の
心
が
な
く
な
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。『
春
秋
左
氏
伝
』

は
戦
争
と
平
和
に
関
す
る
本
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
平
和

の
論
理
と
し
て
の
「
和
」
が
、
人
間
関
係
を
基
軸
と
し
て
説
か
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
『
国
語
』
と
い
う
古
典
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん

が
学
校
で
勉
強
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
よ
う
な
日
本
語
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
春
秋
時
代
の
中
国
を
扱
っ
た
歴
史
書
で
す
。
こ
ち
ら
も
邦
訳

は
文
庫
で
は
な
い
の
で
す
が
存
在
し
ま
す
の
で
、
図
書
館
で
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
書
の
中
で
も
「
和
」
と
「
同
」
の
区
別
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば

　

和　

も
の
を
産
み
出
す
、
発
展
さ
せ
る

　

同　

そ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
な
い
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と
い
う
違
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
江
戸
時
代
の
思
想
家
、

荻
生
徂
徠
も
類
似
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
「
和
」
は
、
物
事
を
引
き
継
い
で
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
な
の
で
す
が
、「
同
」
に
は
そ
う
し
た
性
質

が
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
儒
教
の
最
も
基
本
的
な
思
想
と
し
て
、『
論
語
』
の
中
に
、

「
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
。
小
人
は
同
じ
て
和
せ
ず
。」
と
い
う
有

名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。

　

○　

和
し
て
同
ぜ
ず
（
＝
君
子
）

　

×　

同
じ
て
和
せ
ず
（
＝
小
人
）

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
か
？　

君
子
の
姿
と

し
て
語
ら
れ
る
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
は
、
意
見
が
違
う
人
も
色
々
あ

る
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
中
で
も
喧
嘩
を
せ
ず
に
、
意
見
の
違
い

を
認
め
合
い
な
が
ら
協
力
し
合
う
、
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、小
人
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
「
同
じ
て
和
せ
ず
」
と
い
う
の
は
、

表
面
的
に
は
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
」
と
お
互
い
に
同
意
し
て
合
わ
せ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
陰
で
は
悪
口
を
言
い
合
い
、
足
を
引
っ

張
り
合
っ
て
い
る
状
態
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
当
の
意

味
で
協
調
性
が
あ
る
社
会
と
い
う
の
は
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
社
会
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
一
人
一
人
の
個
性
が
基
盤

に
あ
る
よ
う
な
社
会
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
な
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
「
み
ん
な
仲
良
く
」
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
こ
の

「
み
ん
な
」
と
い
う
も
の
を
、
均
質
な
集
団
と
し
て
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
個
性
を
持
っ
た
、
異
な
っ
た
各
個
人
の
集
ま
り
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
性
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
「
み

ん
な
」
が
、
お
互
い
に
認
め
合
う
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、
そ
こ
に

は
「
違
い
を
認
め
合
う
」
と
い
う
態
度
が
入
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
「
い
じ
め
」
と
い
う
態
度
は
、「
あ

い
つ
は
み
ん
な
と
違
う
」「
生
意
気
だ
」、
そ
し
て
「
違
う
か
ら
追
い

出
し
て
や
ろ
う
」「
い
じ
め
て
や
ろ
う
」
と
い
う
形
で
出
て
く
る
わ

け
で
す
。
そ
こ
に
は
「
和
」
は
な
い
の
で
す
。

　

そ
う
で
は
な
く
、
多
様
性
を
認
め
合
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
「
和
」
が

生
ま
れ
る
、
こ
れ
は
非
常
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

以
上
は
、
中
国
古
典
を
通
し
て
見
た
東
洋
思
想
と
し
て
の
「
和
」

で
す
が
、
日
本
で
も
、
聖
徳
太
子
が
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」

と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
有
名
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
、
日

本
独
特
の
「
和
」
に
つ
い
て
、
特
に
「
和
」
の
訓
読
み
を
通
し
て
考

え
て
い
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

２
．
１
．
４
．
日
本
思
想
と
し
て
の
「
Ｗ
Ａ
」

「
和
」と
い
う
漢
字
の
訓
読
み
に
は
、「
和
ら
ぐ
」「
和
ら
ぎ
」「
和
や
か
」



20

研究　東洋

「
和
む
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
「
柔
ら
か
い
」
と

か
「
柔
和
な
」
と
い
っ
た
意
味
が
、
ソ
フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
が
入
っ
て

き
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
中
国
思
想
に
お

け
る
「
和
」
に
は
必
ず
し
も
入
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
つ
ま
り
、
訓
読
み
を
通
し
て
見
た
日
本
語
の
「
和
」
に
は
、「
心

の
平
安
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ

こ
に
は
、
お
そ
ら
く
儒
教
だ
け
で
な
く
、
仏
教
的
な
要
素
の
影
響
が

あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
日
本
的
な
「
和
」
か
ら
は
、
男
性
的
な
た
く
ま
し
さ
と

い
う
よ
り
も
、
女
性
的
な
優
し
さ
か
ら
出
て
く
る
よ
う
な
平
和
概
念

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
男
性
中
心
主
義
的
で
闘
争
的
な
平
和

運
動
で
は
な
く
、
柔
和
で
和
や
か
な
平
和
の
「
輪
」
と
い
う
意
味
で

の
「
Ｗ
Ａ
」
に
基
づ
い
た
平
和
思
想
と
平
和
の
た
め
の
「
輪
」
の
可

能
性
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ

れ
こ
そ
が
、
二
十
一
世
紀
の
平
和
の
公
共
哲
学
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
く
べ
き
概
念
だ
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
「
Ｗ
Ａ
」
と
い
う
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
東
洋
思
想
の
伝
統
に
お
い
て
、

「
同
」
と
対
比
さ
れ
た
、
何
よ
り
も
多
様
性
を
認
め
、
発
展
を
産
み

出
し
て
行
く
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
協
調
の
原
理
と
し
て「
Ｗ
Ａ
」

で
す
。
そ
し
て
次
に
、
日
本
の
伝
統
に
お
い
て
、
非
常
に
ソ
フ
ト
で

あ
り
な
が
ら
、
平
和
を
目
指
し
て
助
け
合
い
を
行
っ
て
い
く
平
和
で

和
や
か
な
「
Ｗ
Ａ
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
「
Ｗ
Ａ
」
は
、
ま
さ

に
西
洋
に
対
し
て
、
日
本
か
ら
発
信
し
続
け
て
い
く
べ
き
理
念
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
和
」
と
い
う
概
念
を
、
英
語
で
は
「harm

ony in 
diversity and differences

」
と
言
い
表
す
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、「
和
解 reconciliation

」

と
い
う
言
葉
で
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
み
な
さ
ん
に
は
、
和
解

と
聞
く
と
裁
判
の
場
面
で
の
意
味
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
喧
嘩
し
て
も
、
そ
の
後
に
仲
直
り
す
る
と
い
う
概
念
で
す
。

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
相
手
が
謝
っ
た
ら
、
相
手
を
許
す
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
度
喧
嘩
し
て
も
、
そ
の
状
態
を
続
け
る
の
で
は
な
く 

―
― 

そ
う

し
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
の
学
生
生
活
の
中
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
精
神
衛
生
上
も
良
く
な
い
こ
と
で
す
ね 

―
―
、
互
い

に
謝
り
許
し
あ
う
こ
と
、
こ
れ
が
「
和
解
」
で
す
。
こ
う
し
た
「
和

解
」
に
お
い
て
「
Ｗ
Ａ
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、「
Ｗ
Ａ
」

と
い
う
概
念
は
、
さ
ら
に
色
々
な
含
み
の
あ
る
理
念
と
し
て
、
思
想

と
し
て
育
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
「
Ｗ
Ａ
」

を
考
え
て
み
る
こ
と
で
、
心
の
平
和
と
社
会
の
平
和
が
両
立
し
う
る
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も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の「
輪
」が
広
が
る
こ
と
で
、「
Ｗ

Ａ
」
の
概
念
も
豊
か
に
発
展
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

３
．
終
わ
り
に

　

最
後
に
、
今
日
お
話
し
し
た
内
容
を
振
り
返
っ
て
ま
と
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

最
初
に
「
公
共
哲
学
と
は
何
か
」
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
「
善
き
公
正
な
社
会
と
は
何
か
」
を
考
え
る
と
い
う
学
問

で
し
た
。
つ
ま
り
、み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
社
会
と
は
何
か
、

そ
し
て
そ
の
た
め
の
条
件
と
は
何
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
学
問

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
、
フ
ェ
ア
で
公
正
な
ル
ー

ル
に
基
づ
く
社
会
と
い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、ど
の
よ
う
な
問
題
が
、現
在
起
こ
っ

て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
学
問
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
た
と
え
ば
、
原
発
問
題
が
ま
さ
に
そ
う

で
し
ょ
う
し
、
新
し
い
貧
困
と
い
っ
た
問
題
も
そ
う
で
す
し
、
若
者

が
生
き
が
い
を
失
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
が
あ
る
、
そ
う
い
っ
た
社

会
を
何
と
か
変
え
た
い
と
願
い
、
具
体
的
な
解
決
を
探
る
の
が
公
共

哲
学
の
本
質
を
成
す
と
い
う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
公
共
哲
学
」
は
、
今
日
、
新
し
い
学
問
と

し
て
突
然
登
場
し
た
も
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。
西
洋
で
あ
れ
ば
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
東
洋

で
あ
れ
ば
、
孔
子
や
孟
子
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来

る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
と
り
わ
け
孟
子
の
場
合
、
現
代
に
与
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
四
端
の

心
」
と
い
う
も
の
が
人
間
の
中
に
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。
つ
ま
り
四
つ
の
端
、「
惻
隠
」は
仁
へ
と
育
っ
て
い
く
端
で
あ
り
、

「
羞
悪
」
は
義
へ
と
、「
辞
譲
」
は
礼
へ
と
、「
是
非
」
は
智
へ
と
育
っ

て
い
く
端
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
、
人
間

は
こ
う
し
た
徳
性
を
生
れ
つ
き
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
育
て
る
の
が

教
育
で
あ
り
、
徳
性
は
上
か
ら
の
押
し
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
、
と
い
う
思
想
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
重
要
な
の
は
、
孟
子
は
、
生
活
が
安
定
し

て
い
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
徳
性
は
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
徐
々

に
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
経
済

や
生
活
の
安
定
が
、
生
ま
れ
持
っ
た
四
端
の
心
を
引
き
出
し
徳
性
を

育
む
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
点
で
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
実
現
す
る
の
は
政
治
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
思
想
は
、「
恒
産
な
く
し
て
恒
心
な
し
」
と
い
う
言
葉
に

要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、孟
子
の
思
想
と
い
う
も
の
は
、
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悪
い
意
味
で
の
観
念
論
で
も
な
け
れ
ば
、
単
な
る
理
想
主
義
で
も
な

い
、
現
実
を
踏
ま
え
た
リ
ア
ル
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
こ
と
を
見

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
に
「
和
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
「
同
」
と
対
比
さ
れ

る
形
で
、「
和
」
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、『
春
秋

左
氏
伝
』『
国
語
』『
論
語
』
と
い
っ
た
中
国
の
古
典
を
通
し
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
『
春
秋
左
氏
伝
』
で
は
、
お
い
し
い
ス
ー
プ
と
は
何
か

と
い
う
具
体
例
を
通
し
て 

―
― 
つ
ま
り
、
多
様
な
食
材
に
よ
っ
て

こ
そ
、
一
つ
の
統
一
さ
れ
た
お
い
し
い
味
は
出
来
る 

―
― 

味
の
多

様
性
と
統
一
と
し
て
の
「
和
」
の
醍
醐
味
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
は
単
に
調
理
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
上
に
立
つ
も
の
は
、

常
に
部
下
た
ち
の
多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
し
て
ま

た
部
下
た
ち
も
積
極
的
に
異
な
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
そ
れ
を
支
え
る
も
の
た
ち
と
の
相
互
作
用
が
成
り
立

つ
、
そ
れ
こ
そ
が
「
和
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、『
国
語
』
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
和
こ
そ
、
単
な
る
現

状
維
持
で
は
な
く
、
発
展
さ
せ
、
新
し
い
何
か
を
産
み
だ
す
原
動
力

と
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
『
論
語
』
の
「
和
し
て
同
じ
ず
」
と

い
う
考
え
方
に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
見
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
、「
和
」
と
い
う
語
の
訓
読
み
に
も
見

ら
れ
る
と
お
り
、「
和
や
か
」「
和
む
」「
和
ら
ぐ
」
と
い
う
癒
や
し

と
し
て
の「
Ｗ
Ａ
」が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

そ
う
し
た
「
Ｗ
Ａ
」
は
、
さ
ら
に
、
お
互
い
に
ぶ
つ
か
っ
た
後
に
ど

の
よ
う
に
許
し
合
う
の
か
と
い
う
「
和
解
」
の
問
題
と
し
て
の
「
Ｗ

Ａ
」
や
、平
和
の
輪
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
Ｗ
Ａ
」
は
、「
同
」
と
も
異
な
り
、ま
た
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
」

と
も
対
立
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
日
本
発

の
、
あ
る
い
は
東
洋
発
の
、
世
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
て
い
く
べ

き
理
念
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
今
日
の
結
論
で
す
。

　

長
い
話
で
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
退
屈
さ
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
う
ち
の
何
か
一
つ
で
も
記
憶
に
と
ど
め
て
い
っ
て
、
社
会

に
出
た
と
き
に
で
も
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
も

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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祝
辞　
現
代
文
明
と
東
ア
ジ
ア
思
想

—
—

日
本
福
島
東
日
本
国
際
大
学
孔
子
祭
で
の
講
演
―
―香

港
孔
教
学
院
院
長　

湯　
　

恩　

佳　

博
士

　

ご
在
席
の
同
志
の
皆
様
、
来
賓
の
皆
様

　

孔
子
は
偉
大
な
る
業
績
と
貢
献
を
有
す
る
人
格
の
高
い
思
想
家
・

教
育
家
で
あ
り
ま
す
。
孔
子
の
学
説
は
二
五
〇
〇
年
あ
ま
り
前
、
彼

が
生
涯
に
わ
た
り
見
聞
き
し
た
り
考
え
た
り
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な

試
練
や
艱
難
辛
苦
を
へ
て
ま
と
め
上
げ
た
哲
理
で
す
。そ
れ
は
哲
学
、

宗
教
、
教
育
、
法
律
、
政
治
、
経
済
な
ど
諸
々
の
分
野
に
わ
た
る
思

想
を
含
み
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
延
々
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
影
響
力

が
国
境
と
時
代
を
越
え
て
お
り
ま
す
。
世
界
の
国
々
の
中
で
、
日
・

中
・
韓
ほ
ど
孔
子
思
想
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受
け
た
国
は
あ
り
ま

せ
ん
。
孔
子
思
想
は
日
・
中
・
韓
三
カ
国
の
国
民
の
道
徳
観
と
価
値

観
の
主
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

紀
元
二
三
八
年
、
孔
教
の
経
典
は
い
ち
早
く
日
本
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
聖
徳
太
子
が
摂
政
の
三
十
年
間
（
紀
元
五
九
三
年
か

ら
六
二
二
年
）
の
間
に
、
儒
家
文
化
を
尊
崇
し
、
中
国
に
「
遣
隋
使
」

と
留
学
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
「
十
七
条
憲
法
」
を

つ
く
り
、
儒
家
思
想
を
官
僚
の
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
徳
規
範

と
位
置
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
天
智
天
皇
（
紀
元
六
六
二
年
か
ら

六
七
一
年
ま
で
在
位
）
は
大
学
寮
を
設
置
し
、
儒
家
の
経
典
を
教
科

書
に
使
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
日
本
の
学
校
教
育
は
、
孔
教
儒
学
を
継
承
す
る
面
に

お
い
て
極
め
て
喜
ば
し
い
成
果
を
成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
日
本
は

王
陽
明
の
思
想
を
精
神
武
器
に
明
治
維
新
を
推
進
し
、
長
期
に
わ
た

り
儒
家
思
想
を
昂
揚
さ
せ
、伝
統
文
化
の
保
護
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
は
儒
教
、
仏
教
、
道
教
及
び
神
道
の
信
者
は
国
民
の
90
％
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
米
国
の
著
名
な
歴
史
学
者
で
あ
る
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

（Edw
in O

ldfather Reischauer

）
が
、「
公
に
自
分
が
「
孔
孟

の
徒
」
と
自
認
す
る
人
は
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
意
味
で

は
、お
お
よ
そ
一
億
の
日
本
人
が
「
孔
孟
の
徒
」
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ

翻
訳　

田　

村　

立　

波
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て
い
ま
す
。

　

一
方
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
三
十
日
、
福
田
貴
代
子
夫
人
を
携

え
て
孔
子
廟
の
見
学
に
曲
阜
を
訪
問
さ
れ
た
福
田
康
夫
元
首
相
は
、

「
二
五
〇
〇
余
年
も
前
に
誕
生
し
た
孔
子
思
想
は
、
今
日
に
も
大
き

な
影
響
力
が
あ
り
、
知
恵
の
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。
感
動
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
国
と
日
本
に
と
も
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
儒
家
思
想
は
、
日
中
両
国
文
化
の
共
通
点
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
、
こ
の
よ
う
に
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

漢
武
帝
が
董
仲
舒
の
方
針
を
取
り
入
れ
、「
儒
家
独
尊
」
の
政
策

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
儒
教
が
国
教
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味

し
、
そ
れ
以
降
の
約
二
〇
〇
〇
年
に
わ
た
り
、
中
国
社
会
に
影
響
を

与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。漢
の
時
代
か
ら
清
の
中
期
に
い
た
る
ま
で
、

儒
教
は
中
国
の
国
教
と
い
う
座
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。
孔
教
の
儒

家
思
想
は
こ
う
し
て
長
ら
く
中
華
民
族
の
主
導
的
な
思
想
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
西
漢
か
ら
ア
ヘ
ン
戦
争
に
い
た
る
ま
で
、
中
国
の
人
口

は
世
界
人
口
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ

の
長
い
歴
史
の
中
で
、
世
界
人
口
の
三
分
の
一
以
上
の
人
々
が
儒
教

の
信
者
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

十
七
世
紀
ま
で
の
中
国
は
、長
ら
く
世
界
に
君
臨
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
儒
家
文
化
の
大
本
営
で
あ
っ
た
中
国
に
お
い
て
二
十
世
紀

初
め
に
「
新
文
化
運
動
」
が
行
わ
れ
て
以
来
、
孔
子
の
儒
家
文
化
は

重
大
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
中
国
政
府
は
孔
子
の
儒
家
文

化
を
高
く
評
価
す
る
と
同
時
に
、
世
界
各
国
で
三
〇
〇
か
所
も
の
孔

子
学
院
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
は
、
国
内
政
策
と
し
て
儒
家

思
想
を
高
揚
さ
せ
、「
人
本
主
義
」、「
調
和
の
と
れ
る
社
会
」、「
中

華
民
族
共
通
の
精
神
的
楽
園
の
建
設
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
民
族

精
神
の
高
揚
と
涵
養
を
文
化
建
設
の
極
め
て
重
要
な
任
務
と
し
、
そ

れ
を
国
民
教
育
と
精
神
文
明
建
設
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
民
に
常
に
前
進
的
な
精
神
状
態
を
持
た
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

孔
子
は
中
華
民
族
の
精
神
的
指
導
者
で
あ
り
ま
す
。
孔
子
の
儒
家

思
想
は
中
華
民
族
の
精
神
を
具
現
化
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
民
族

精
神
の
涵
養
を
国
民
教
育
に
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
質
的
に

孔
子
の
儒
家
思
想
を
国
民
教
育
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
年
二
月
、
中
国
教
育
部
指
定
の
テ
ス
ト
用
教
材
が
中
華
書

局
に
よ
っ
て
出
版
・
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
書
名
は
そ
れ
ぞ
れ
『
仁
』、

『
義
』、『
礼
』、『
智
』、『
信
』、『
忠
』、『
孝
』、『
廉
』、『
毅
』、『
和
』

で
あ
り
ま
す
。
書
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、（
政
府
は
）
孔
子
の

儒
家
思
想
に
お
け
る
核
心
的
価
値
を
現
代
的
に
解
釈
し
て
、
改
め
て

孔
子
の
儒
家
思
想
を
用
い
て
国
民
の
道
徳
観
と
価
値
観
を
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

孔
教
は
香
港
の
六
大
宗
教
の
一
つ
と
数
え
ら
れ
ま
す
。
国
連
に
認

め
ら
れ
た
十
三
の
宗
教
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
香
港
孔
教
学
院
は

一
九
三
〇
年
に
進
士
で
あ
る
陳
煥
章
博
士
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
て
か
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ら
、
八
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
宗
教
と
文
化
教
育
を
両
輪

と
し
て
貫
い
て
き
ま
し
た
。
私
が
孔
教
学
院
院
長
を
務
め
て
か
ら
、

一
億
五
千
万
（
香
港
ド
ル
）
を
儒
家
思
想
の
高
揚
の
た
め
に
寄
付
し
、

ま
た
九
五
〇
回
あ
ま
り
学
術
講
演
を
行
っ
て
、
孔
教
学
院
を
全
世
界

の
孔
教
儒
学
の
核
心
的
陣
地
に
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
成
均
館
を
は
じ
め
と
す
る
儒
家
の
文
化
陣
地
は
、
優

れ
た
伝
統
を
世
々
代
々
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
日
・
中
・
韓
は
儒

教
文
化
圏
の
核
心
国
家
と
し
て
、
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
と
も
に

儒
家
文
化
の
復
興
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
生
存

と
発
展
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
は
米
国
と
中
国
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
で
す
。
過
度
に
米
国
に
頼
り
、中
国
と
疎
遠
に
し
た
ら
、

日
本
に
と
っ
て
極
め
て
不
利
に
な
り
ま
す
。
最
近
、
福
田
康
夫
元
首

相
が
北
京
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
際
に
、「
日
中
両
国
が
手
を

携
え
協
力
し
あ
っ
て
い
け
ば
、
思
い
が
け
な
い
素
晴
ら
し
い
こ
と
を

成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
喧
嘩
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
に
大
賛
成
で
す
。

Ⅰ 　

孔
子
の
儒
家
思
想
を
高
揚
さ
せ
、
東
ア
ジ
ア
の
価
値
観
を
再
構

築
す
る

　

輝
か
し
い
孔
子
思
想
は
時
空
を
超
え
て
世
界
の
発
展
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
人
類
の
精
神
文
明
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
貢
献
を
し
て

き
ま
し
た
。
孔
子
は
人
類
史
上
最
も
偉
大
な
思
想
家
で
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
儒
家
学
説
の
創
始
者
で
あ
り
、
孔
教
の
教
祖
で
あ
り
、
中

華
民
族
の
精
神
的
指
導
者
で
あ
り
ま
す
。
孔
子
は
中
華
文
化
を
集
大

成
し
て
、『
詩
』、『
書
』、『
礼
』、『
楽
』、『
易
』、『
春
秋
』
な
ど
の

六
経
を
整
理
し
、
ま
た
中
華
文
化
の
精
髄
を
『
論
語
』
に
具
現
化
さ

せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
孔
子
は
最
も
完
全
な
人
類
思
想
体
系
を
築

き
あ
げ
、「
仁
者
人
を
愛
す
」
を
主
張
し
、
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信

と
い
う
五
つ
の
基
本
的
道
徳
を
唱
え
、
人
類
史
上
で
は
じ
め
て
系
統

的
な
道
徳
理
論
を
構
築
し
ま
し
た
。
人
間
関
係
に
お
い
て
は
、「
徳

を
以
て
人
を
服
す
」、
社
会
生
活
に
お
い
て
は
「
政
を
為
す
に
徳
を

以
て
す
」
と
主
張
し
、
そ
し
て
自
ら
の
生
活
で
そ
れ
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
孔
子
は
人
類
史
上
初
の
「
私
学
」
を
設
立
し
て
、
弟
子
を

集
め
講
義
を
行
い
、
従
っ
て
「
万
世
師
表
」、「
先
師
聖
人
」
と
仰
が

れ
て
い
ま
す
。孔
子
は
最
も
民
主
的
思
想
を
持
つ
政
治
家
で
も
あ
り
、

は
じ
め
て
「
賢
を
選
び
能
を
与
ぶ
」
と
い
っ
た
自
由
選
挙
の
思
想
を

提
出
し
ま
し
た
。
孔
子
の
生
涯
を
貫
い
た
こ
と
は
、
統
治
者
を
正
道

に
導
く
こ
と
で
あ
り
、
統
治
者
の
手
先
に
な
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
九
二
一
年
十
二
月
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
で
あ
る
マ
ー
リ

ン
（H

enk Sneevliet

）
が
孫
文
に
こ
う
質
問
し
ま
し
た
「
あ
な
た

の
革
命
思
想
の
根
本
的
な
も
の
は
何
で
す
か
」
と
。
孫
文
は
、「
中

国
に
は
伝
統
的
思
想
系
統
が
あ
る
。
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
・

周
公
・
孔
子
と
受
け
継
が
れ
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
私
の
思
想
の
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根
本
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
思
想
系
統
に
あ
る
。
そ
し
て
、
私
の
革

命
は
、
こ
の
思
想
系
統
を
継
承
し
て
な
お
か
つ
高
揚
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
」
と
は
っ
き
り
と
答
え
ま
し
た
。

Ⅱ 　

孔
子
の
思
想
を
高
揚
さ
せ
、
東
ア
ジ
ア
の
道
徳
観
を
再
構
築
す

る

　

孔
子
は
人
類
史
上
初
の
人
本
主
義
思
想
家
で
あ
り
ま
す
。
孔
子
は

人
間
の
命
を
な
に
よ
り
も
尊
重
し
、
人
間
の
価
値
と
人
倫
道
徳
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
人
間
の
生
存
、
価
値
、
尊
厳
、
教
育
、
そ
れ
に
家

庭
と
社
会
組
織
が
儒
学
の
一
貫
し
た
研
究
課
題
で
す
。
儒
学
に
お
い

て
は
、
管
理
・
統
治
の
核
心
は
人
間
で
あ
る
、
管
理
の
主
体
と
客
体

は
い
ず
れ
も
人
間
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
性
善
説
を
も
と
と
す

る
人
間
性
尊
重
の
管
理
モ
デ
ル
は
、
儒
家
の
管
理
思
想
に
あ
る
人
本

主
義
的
性
質
を
よ
く
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

孟
子
は
、
人
間
に
は
生
ま
れ
つ
き
「
善
の
端
」、
つ
ま
り
善
の
萌

芽
が
あ
り
、
善
の
心
と
徳
は
人
間
の
善
の
端
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
人
間
が
備
え
て
い
る
こ
の
善
の
徳
は
人
間
が
社
会
に
役
立
つ

行
為
に
従
事
す
る
内
在
的
な
根
拠
と
な
り
ま
す
。「
仁
者
人
を
愛
す
」

は
、孔
子
の
「
仁
」
に
関
す
る
最
も
本
質
的
な
ま
と
め
と
な
り
ま
す
。

儒
家
で
は
治
国
は
民
を
本
に
す
る
と
い
っ
た
考
え
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
仁
政
を
行
う
に
は
「
己
を
修
め
て
以
て
人
を
安
ん
ず
、
己
を
修

め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
」
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
孔

子
は
、「
己
を
修
め
る
」
が
手
段
で
、「
人
を
安
ん
ず
る
」
が
目
的
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
仁
政
の
実
質
は
天
下
の
百
姓
に
利
益
を
も
た
ら

す
べ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

孔
教
儒
学
は
人
類
の
精
神
文
明
に
お
け
る
貴
重
な
遺
産
で
あ
り
、

人
類
で
最
も
完
全
な
精
神
価
値
体
系
を
負
い
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
今
日
で
も
、
人
類
の
精
神
文
明
建
設
の
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
儒
学
を
広
げ
、
平
和
的
対
話
、
交
流
そ
し
て
伝

播
を
通
じ
て
、
儒
学
を
全
人
類
の
精
神
文
明
の
重
要
な
構
成
要
素

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、『
論
語
』
は
全
人
類

の
バ
イ
ブ
ル
に
な
り
ま
す
。『
論
語
』
に
あ
る
数
多
く
の
名
言
格
言
、

例
え
ば
、「
和
を
以
て
貴
き
と
為
す
」、「
和
し
て
同
ぜ
ず
」、「
仁
者

人
を
愛
す
」、「
己
を
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
を
達
せ
ん
と

欲
し
て
人
を
達
せ
し
む
」、「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
を
人
に
施
す
勿
れ
」

な
ど
が
、
中
国
だ
け
で
な
く
、
全
人
類
共
通
の
道
徳
信
条
と
な
っ
て

い
ま
す
。『
論
語
』
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
孔
子
の
儒
家
道
徳
精

神
を
徹
底
的
に
実
践
す
れ
ば
、
中
国
で
孔
教
の
儒
家
思
想
を
復
興
さ

せ
、
ひ
い
て
は
左
翼
的
思
潮
の
後
遺
症
を
完
全
に
無
く
す
こ
と
も
で

き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅲ 　

孔
子
の
儒
家
思
想
を
高
揚
さ
せ
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
観
を
再
構

築
す
る

　

金
融
危
機
、欧
州
債
務
危
機
は
世
界
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
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利
益
を
す
べ
て
の
核
心
と
す
る
価
値
観
、
物
欲
を
原
動
力
と
す
る
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
環
境
破
壊
・
自
然
破
壊
を
も
た
ら
す
発
展
モ
デ
ル
、

金
融
派
生
を
特
色
と
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
経
済
策
略
、
こ
れ
ら
一
連
の

も
の
に
終
止
符
を
打
つ
べ
き
で
す
。
世
界
を
席
捲
し
た
金
融
危
機
と

欧
州
債
務
危
機
は
、
症
候
が
「
経
済
」
で
す
が
、
病
因
が
「
道
徳
」

な
の
で
あ
り
ま
す
。
孔
教
儒
家
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
症

候
を
解
決
す
る
に
は
、
道
徳
か
ら
始
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
法
治
と
知
識
だ
け
で
は
、社
会
の
正
常
な
運
営
が
で
き
ま
せ
ん
。

儒
家
の
「
仁
智
合
一
」
の
思
想
に
基
づ
き
、
法
治
の
う
え
に
、
孔
教

儒
家
の
道
徳
の
力
を
借
り
て
、
は
じ
め
て
社
会
を
健
常
な
状
態
に
保

つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

世
界
中
の
人
間
が
孔
子
の
儒
家
道
徳
を
遵
守
す
れ
ば
、
金
融
危
機

は
発
生
し
得
ま
せ
ん
。
た
と
え
金
融
危
機
が
発
生
し
た
に
し
て
も
、

世
界
中
の
人
々
が
孔
子
儒
家
の
導
き
に
従
え
ば
、
い
ち
早
く
金
融
危

機
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
金
融
危
機

と
闘
う
中
で
、儒
家
の
「
仁
者
人
を
愛
す
」、「
義
を
以
て
利
を
制
す
」、

「
誠
実
・
信
を
守
る
」、「
人
を
本
と
す
る
」、「
徳
を
重
視
す
る
」、「
和

を
以
て
貴
き
と
為
す
」、「
中
庸
の
道
」
な
ど
の
精
神
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ　

 

孔
子
思
想
を
高
揚
さ
せ
、
東
ア
ジ
ア
の
和
平
観
を
再
構
築
す
る

　

宗
教
に
お
い
て
は
、
儒
教
は
孔
子
が
人
類
に
捧
げ
た
精
神
の
宝
物

で
す
。
儒
教
が
全
人
類
に
属
す
る
ゆ
え
ん
は
、
儒
教
が
人
間
性
に
最

も
合
致
す
る
宗
教
と
し
て
、
国
境
・
時
空
・
民
族
を
越
え
て
全
人
類

に
共
通
す
る
貴
重
な
精
神
的
財
産
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
と
い
う
原
則
が
あ
る
孔
子
の
儒
家
思
想
は
、

様
々
な
文
化
に
対
し
、
内
容
的
・
形
式
的
な
同
一
性
を
求
め
る
こ
と

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
あ
る
内
容
的
・
形
式
的
な
違
い
を
認
め

て
い
ま
す
。「
和
を
以
て
貴
き
と
為
す
」
と
い
う
原
則
を
堅
持
し
、

寛
容
的
な
態
度
を
と
り
さ
え
す
れ
ば
、
世
界
に
あ
る
様
々
な
民
族
文

化
を
保
護
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
世
界
文
化
の
単
一
化

と
平
面
化
を
避
け
、「
和
は
実
に
物
を
生
ず
る
」
と
い
う
原
理
の
も

と
で
世
界
の
多
元
的
な
文
化
の
共
存
共
栄
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
が
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
と
い
う
精
神
を
提
唱
す
る
目
的
は
、

今
日
の
世
界
中
の
矛
盾
と
衝
突
を
解
決
し
、
民
族
団
結
お
よ
び
世
界

平
和
を
促
進
す
る
大
切
な
役
割
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
球
村
で
は
、
一
つ
の
民
族
の
如
何
な
る
利
益
で
も
人
類
共
同

の
利
益
を
凌
駕
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
世
界
の
政
治
・
経
済
・
生
態
系
の
発
展
は
地
球
規
模
的
な

も
の
と
化
し
て
お
り
、
人
類
は
互
い
に
理
解
・
尊
重
し
あ
う
中
で
共

存
し
、
互
い
に
敵
視
し
争
う
中
で
滅
び
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
進
国
で
も
発
展
途
上
国
で
も
互
い
に
支
え
あ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
、
近
隣
の
国
や
民
族
の
間
で
も
、
や
は
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り
共
同
利
益
が
対
立
と
矛
盾
よ
り
大
き
い
の
で
す
。
和
す
れ
ば
互
い

に
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
、
対
立
す
れ
ば
互
い
に
傷
つ
け
ら
れ
る
。
真

に
民
族
利
益
を
重
視
す
る
人
は
、
近
隣
と
の
友
好
関
係
を
も
主
張
す

る
は
ず
で
す
。
恨
み
は
解
く
べ
き
で
、
結
ぶ
も
の
で
は
な
い
、
歴
史

的
紛
争
は
交
渉
、
妥
協
、
相
互
理
解
を
通
し
て
解
決
す
べ
き
で
、
武

力
に
訴
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
儒
学
研
究
の
碩
学
で
あ
る
張

載
が
、
か
つ
て
「
仇
は
必
ず
和
し
て
解
か
れ
る
」
と
語
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
解
決
の
方
法
が
見
出
せ
ま
せ
ん
。

　

孔
教
の
儒
家
思
想
が
国
際
で
果
た
す
主
な
役
割
は
五
つ
あ
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
．
世
界
平
和
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

２
．
全
人
類
の
道
徳
の
素
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

　

３
．
世
界
中
の
多
種
多
様
な
文
化
と
共
存
共
栄
で
き
る

　

４
．
世
界
中
の
宗
教
文
化
と
平
等
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

５
．
全
人
類
共
通
の
大
同
理
想
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

ご
清
聴
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お

祈
り
し
ま
す
。

シンポジウム　当日の様子
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本
学
儒
学
文
化
研
究
所
所
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

徐　
　
　

坰　

遙

　

昨
年
度
を
も
ち
ま
し
て
ご
退
官
さ
れ
た
、
本
学
儒
学
文
化
研
究
所

所
長
・
谷
口
典
子
先
生
の
後
任
と
し
て
、
こ
の
た
び
、
新
し
く
儒
学

文
化
研
究
所
所
長
に
徐　

坰
遙　
（
ソ　

キ
ョ
ン
ヨ
）
先
生
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
以
下
で
は
、
先
生
の
就
任
の
ご
挨
拶
文
な
ら
び
に
御

略
歴
を
掲
載
し
ま
す
。

徐　

坰
遙　
（
ソ　

キ
ョ
ン
ヨ
）
先
生　
　

　

取
得
学
位　
　

博
士
（
哲
学
）

　

出　
　

身　
　

成
均
館
大
学
校 

大
学
院 

東
洋
哲
学
科 

博
士
課
程

　

当
研
究
所
は
、
昌
平
黌
の
建
学
精
神
で
あ
る
儒
学
理
念
を
顕
彰
す

る
た
め
に
、
一
九
九
八
年
十
一
月
に
学
術
研
究
機
関
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
研
究
所
の
活
動
は
、
一
九
八
八
年
六
月
に
建
立
さ
れ
た
大
成
殿

（
孔
夫
子
の
祠
堂
）
の
管
理
と
毎
年
の
孔
子
祭
の
企
画
・
実
行
へ
の

参
画
を
通
じ
て
、
孔
子
の
教
化
活
動
を
、
儒
学
の
精
神
を
、「
教
育
」

や
「
社
会
」
へ
と
、
学
内
及
び
地
域
の
人
々
と
共
に
伝
え
拡
げ
て
い

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
論
語
の
素
読
教
室
を
運

営
す
る
こ
と
で
、
儒
学
の
実
践
活
動
を
学
生
と
一
般
人
に
広
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
・
韓
・
中
の
学
者
な
ど
漢
字
文
化
圏
を
中
心
と
し

た
世
界
の
儒
学
者
た
ち
を
お
招
き
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
学
術
研
究
誌
『
儒
学
文
化
』
を
刊
行
し
て
き
ま
し
た
（
現
在
は

東
洋
思
想
研
究
所
と
共
同
で
『
研
究 

東
洋
』
と
し
て
刊
行
し
て
お

り
ま
す
）。

所
長
就
任
の
ご
挨
拶
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二
〇
一
二
・
八
よ
り　
　

同
学 

名
誉
教
授

一
九
九
五
―
一
九
九
七　

 

成
均
館
大
学
校 

儒
学
大
学
院
院
長
、
儒

学
大
学
長
、
大
学
院
儒
学
科
長

一
九
九
三
―
一
九
九
五　

成
均
館 

儒
教
新
報
社 

主
幹

一
九
九
五
―
一
九
九
七　

東
洋
哲
学
研
究
会 

会
長
、
顧
問
（
現
在
）

一
九
八
五　
　
　
　
　
　

台
湾 

国
立
師
範
大
学 

研
究
教
授

一
九
九
七　
　
　
　
　
　

東
日
本
国
際
大
学 

客
員
教
授

二
〇
〇
〇
―
二
〇
〇
三　

 

成
均
館
大
学
校 

東
亜
細
亜
学
術
院 

儒
教

文
化
研
究
所 

初
代
所
長

二
〇
〇
七
―
二
〇
一
一　

 

成
均
館
大
学
校 

儒
東
学
部 

書
藝
文
化
研 

所
長

　
　

研
究
論
文

「
清
の
儒
者 

阮
元
の
博
学
の
精
神
」 （
東
洋
哲
学
研
究 

第
2
集 

一
九
八
二
）

「
金
秋
史
の
芸
術
の
精
神
」 （
東
方
思
想
論
考
一
九
八
三
）

「 

朝
鮮
王
朝
後
期
学
術
の
考
証
学
的
性
格
」 （
儒
教
思
想
研
究 

第
7

集 

一
九
九
四
）

「
韓
国
性
理
学
の
図
式
に
よ
る
理
解
」 （
儒
教
思
想
研
究 

第
22
集  

二
〇
〇
五
）

「
韓
国
儒
学
の
実
践
学
的
思
想
体
系
」（
儒
教
思
想
研
究 

第
23
集 

二
〇
〇
七
）

　
　

略　

歴

一
九
七
九　
　
　
　
　
　

全
州
大
学
校 

漢
文
教
育
科 

専
任
講
師

一
九
八
〇　
　
　
　
　
　

同
徳
女
子
大
学
校 

教
養
学
部 

専
任
講
師

一
九
八
一
―
二
〇
一
二　

 

成
均
館
大
学
校 

儒
学
科 

助
教
授
、
副
教

授
、
教
授
を
歴
任

　

私
は
去
る
六
月
に
本
研
究
所
長
に
就
任
し
た
、
韓
国
成
均
館
大

学
校
儒
教
大
学
の
名
誉
教
授
で
す
。
本
校
と
成
均
館
大
学
校
儒
教

大
学
は
、
建
学
精
神
を
儒
教
精
神
に
置
い
て
い
る
共
通
点
に
よ
り
、

一
九
九
五
年
に
姉
妹
校
と
な
り
、
孔
子
祭
の
相
互
参
拝
と
学
術
交
流

を
通
し
今
日
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
時
に
本
学
留

学
生
を
東
京
に
避
難
さ
せ
た
出
来
事
は
、
ま
さ
に
儒
学
精
神
の
人
命

重
視
思
想
の
正
確
な
発
露
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
論
語
」に
は 

“
馬

小
屋
に
火
事
が
起
こ
っ
た
時
に
孔
子
は
馬
に
関
し
て
は
聞
き
も
せ
ず

人
の
安
否
を
気
遣
っ
た
” 

と
い
う
お
話
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
本
校
の
建
学
精
神
の
理
論
的
背
景
と
実
践
的
行
動
の
展

開
の
た
め
に
、
全
て
の
力
量
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
そ
し
て
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
日
本
国
際
大
学　

儒
学
文
化
研
究
所　

所
長　
　

徐　

坰
遙
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「
孟
子
の
浩
然
之
気
と
誠
思
想
」（
儒
教
文
化
研
究　

第
14
集 　

二

〇
〇
九
）

「
河
西 
金
麟
厚
の
聖
学
思
想
の
研
究
」 （
河
西
学
術
財
団　

二
〇
一
〇
）

「
儒
教
共
同
体
の
人
間
的
環
境
」 （
儒
教
文
化
研
究 

第
18
集　
二
〇
一
一
）

「
儒
家
の
人
間
理
解
」 （
研
究 

東
洋 

創
刊
号　

二
〇
一
一
）

　
　

著　

書

『
儒
教
人
間
学
』 （
共
著 
成
均
館
大 

出
版
部 

一
九
九
六
）

『 

朝
鮮
朝
性
理
哲
学
の
構
造
的
探
究
』（
共
著 

成
均
館
大
出
版
部 

二
〇
〇
一
）

『 

韓
国
儒
教
の
知
性
論
』 （
成
均
館
大 
儒
教
文
化
研
究
所 

二
〇
〇
三
）

『 

韓
国 

文
廟
佾
舞
の
美
学
』（
共
著 

呈
才
研
究
会
編 

寶
庫
社 

二
〇
〇
八
）

『
儒
家
思
想
の
人
文
学
的
息
吹
』 （
圖
書
出
版 

文
史
哲 

二
〇
一
一
）

『 

中
国
教
学
史
』 （
本
田
成
之
『
支
那
経
学
史
論
』
韓
国
語
訳 
圖
書

出
版 

文
史
哲

　
二
〇
一
一
）

『
儒
教
人
文
学
の
禮
楽
文
化
』 （
共
著 

学
古
房　

二
〇
一
二
）

東
日
本
国
際
大
学
で
は
、
長
年
、
本
学
教
員
と
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
『
論
語
素
読
教
室
』
を
開
講
し
て
参
り
ま
し
た
。
平
成

元
年
か
ら
は
じ
ま
る
恒
例
の
勉
強
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
原

則
的
に
月
二
回
、
本
学
明
倫
堂
を
会
場
に
論
語
を
読
む
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
完
成
し
た
新
一
号
館
の
明
倫
堂
へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
興
味
あ
る
皆
様
は
、
お
気
軽
に
左
記

研
究
所
事
務
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

論
語
素
読
教
室

　

東
日
本
国
際
大
学　

東
洋
思
想
研
究
所

　

９
７
０
－
８
０
２
３　

 

福
島
県
い
わ
き
市
平
鎌
田
字
寿
金
沢

２
２
－
１

　

電
話　

０
２
４
６
－
２
１
－
１
６
６
２（
事
務
担
当　

酒
井
）

論
語
素
読
教
室
の
ご
案
内
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発
表
①　
儒
家
の
人
倫
社
会
と
経
済
原
理

成
均
館
大
学
校　

儒
学
・
東
洋
学
部
教
授

東
日
本
国
際
大
学　

儒
学
文
化
研
究
所
所
長　

徐　
　
　

坰　

遙

〈
論
文
要
旨
〉

　

儒
教
は
人
倫
社
会
学
と
し
て
人
間
の
交
際
関
係
を
重
視
す
る
人
生

学
で
あ
る
。
従
っ
て
儒
学
は
、
人
間
は
何
か
と
い
う
本
質
的
な
問
い

掛
け
よ
り
も
、
人
生
を
ど
う
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
、

価
値
の
主
題
に
一
貫
さ
れ
る
。
儒
家
の
経
典
は
、
全
て
人
倫
日
用
の

道
理
を
説
い
て
い
る
。
儒
学
は
個
人
の
徳
性
涵
養
を
通
し
、
社
会
共

同
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を

示
す
人
生
体
験
学
で
あ
る
。

　

我
々
は
才
能
だ
け
あ
る
人
間
を
人
間
ら
し
い
人
と
は
思
わ
な
い
。

個
人
は
共
同
体
の
中
で
一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
ら
の
身
の
ほ
ど
を

知
り
、
他
人
を
知
り
、
共
に
協
力
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
。
そ
の
結

果
、
天
下
共
同
体
の
発
展
に
尽
く
す
“
で
き
た
人
”
あ
る
い
は
“
為

人
”
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
今
日
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
文

学
的
な
価
値
の
議
論
に
つ
い
て
考
え
て
み
れ
ば
、
文
化
的
に
生
き
る

価
値
と
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
か
が
問
題
の
よ

う
だ
。
儒
家
の
礼
楽
思
想
は
、
世
の
中
の
風
俗
文
化
を
品
格
の
な
い

世
俗
化
で
は
な
く
、礼
俗
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
書
経
』

の
大
禹
謨
篇
で
は
、
正
徳
、
利
用
、
厚
生
の
三
つ
が
政
の
主
要
目
標

で
あ
り
三
事
と
い
う
。
そ
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
厚
生
は
賦
役
と
関
税

を
軽
く
し
、
農
時
期
を
奪
わ
ず
、
民
の
生
計
の
遣
り
繰
り
を
し
や
す

く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
安
定
し
た
社
会
を
形
成
さ
せ

る
道
が
、
貧
富
の
差
を
無
く
す
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
自
ら
の
度
量

に
よ
り
礼
を
つ
く
す
こ
と
を
、
儒
家
で
は
礼
学
と
い
う
。
従
っ
て
経

済
活
動
で
も
、
礼
が
あ
る
礼
治
主
義
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
基
準
は
何

よ
り
も
義
利
を
良
識
と
す
る
こ
と
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。

　

義
利
の
概
念
は
、
公
益
と
私
利
に
区
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
義

利
概
念
は
公
私
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
義
の
中
心
的
概
念
は
、
自
他

が
共
に
重
宝
さ
れ
る
と
い
う
人
倫
的
共
同
性
を
意
味
し
、
利
と
は
自

分
一
人
だ
け
が
徳
を
す
る
と
い
う
利
己
的
な
こ
と
か
ら
招
来
さ
れ
る

反
人
倫
性
の
こ
と
で
あ
る
。

翻
訳　

山　

田　

紀　

浩
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共
同
体
で
皆
が
共
に
あ
る
こ
と
を
公
義
と
い
う
。
財
物
を
生
む
こ

と
に
も
大
道
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
大
道
と
は
、
仕
事
の
裁
断
を
し
、

制
御
を
義
と
し
て
行
い
、
潔
さ
を
持
ち
、
理
知
に
従
い
、
経
道
と
権

道
を
持
ち
、
一
定
と
変
化
の
全
て
に
対
応
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
う

し
た
大
道
を
行
う
者
（
大
丈
夫
）
は
、
富
か
さ
や
貧
し
さ
に
よ
り
揺

る
が
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
君
子
は
ま
ず
徳
性
を
修
養
す
る
。
徳
性

を
得
た
者
は
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
人
を
得
れ
ば
土
地
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
土
地
を
持
て
ば
富
財
を
え
る
こ
と
が
で
き
、
富
財
を
得

れ
ば
国
を
適
時
適
所
で
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
性
と
は
立
国

の
根
本
で
あ
り
、
富
財
は
枝
葉
に
す
ぎ
な
い
。
根
本
を
軽
視
し
末
端

を
重
視
す
れ
ば
、民
に
争
い
が
起
き
破
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
こ
う
し
た
君
主
は
、
財
が
集
ま
ろ
う
と
も
民
心
が
離
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
反
対
に
財
を
分
け
与
え
れ
ば
民
心
が
戻
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
情
理
に
反
す
る
言
葉
で
、
他
人

を
咎
め
れ
ば
他
人
も
無
理
に
で
も
反
撃
し
て
く
る
、
情
理
に
よ
ら
な

い
方
法
で
財
を
得
れ
ば
、不
情
理
に
財
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
あ
る
。

　

人
間
関
係
の
中
で
の
義
理
と
利
害
は
、主
観
的
な
私
利
と
は
違
う
。

し
か
し
、
義
利
が
主
客
観
を
超
え
合
致
す
る
も
の
が
公
的
な
も
の
で

あ
る
。
人
倫
社
会
は
至
公
無
私
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
義
利
は
正

邪
を
分
け
、
和
平
を
維
持
す
る
手
段
で
あ
る
。
利
害
打
算
は
欲
心
を

出
す
生
活
だ
け
を
目
的
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
天
下
の
大
本
と

し
て
の
中
と
天
下
の
達
道
と
し
て
の
和
を
成
せ
ば
、
天
地
が
本
然
の

位
置
に
着
き
、
万
物
が
本
然
の
成
長
を
す
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の

生
命
の
ふ
さ
わ
し
い
出
会
い
と
、
人
間
生
活
で
の
正
し
い
分
か
ち
合

い
の
生
活
の
み
が
、
人
間
の
生
命
を
維
持
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

従
っ
て
天
下
が
均
等
に
た
っ
た
一
人
の
人
間
で
も
、
そ
の
生
活
や

任
を
完
遂
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
治
国
平
天

下
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
人
心
が
同
一
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人

の
気
持
ち
を
正
し
く
汲
み
と
り
、
彼
我
之
間
が
そ
れ
ぞ
れ
度
量
と
願

意
を
正
し
く
得
れ
ば
上
下
四
旁
が
均
斉
に
方
正
さ
れ
、
天
下
が
均
平

に
な
る
だ
ろ
う
。

〈
主
題
語
：
文
化
生
命
、
経
済
生
活
、
義
利
分
別
、
分
數
、
出
会
い
、

分
か
ち
合
う
〉

Ⅰ　

諸
言

　

現
代
は
価
値
判
断
を
重
視
す
る
時
代
で
あ
る
。
日
常
生
活
が
衣
食

住
だ
け
を
解
決
す
る
た
め
の
生
活
で
は
満
足
し
な
い
。
我
々
は
旅
行

を
す
れ
ば
楽
し
く
幸
せ
だ
。
そ
れ
は
繰
り
返
す
日
常
や
様
々
な
制
約

か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
中
で
複
雑
・
多
難

な
都
市
を
離
れ
、
自
然
の
懐
に
入
る
旅
行
は
よ
り
楽
し
い
。
旅
行
は

未
知
の
世
界
を
探
し
出
し
、
見
聞
を
広
め
る
も
の
で
あ
る
。
自
分
が

見
た
こ
と
も
な
い
所
で
、
共
に
呼
吸
が
で
き
る
と
い
う
生
命
の
喜
び

と
、
自
分
が
居
住
す
る
所
で
は
な
い
場
所
で
生
活
す
る
楽
し
さ
を
感
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じ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
常
の
時
空

を
離
れ
、
自
分
の
生
命
と
生
活
に
悦
楽
で
き
る
良
い
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
こ
う
し
た
行
楽
を
楽
し
む
事
を
、
真
の
休
暇
だ
と
思
う
。
い

わ
ゆ
る
福
祉
社
会
は
、生
計
だ
け
を
取
り
ま
と
め
る
生
活
で
は
な
い
。

一
般
市
民
が
文
化
的
価
値
な
ら
び
に
生
活
の
余
裕
と
豊
か
さ
を
十
分

に
享
受
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
時
代
の
話
題
は
科
学
と
文
化
と
の
融
合
に
関
心
が
集
中
し

て
い
る
。
そ
れ
は
現
代
社
会
が
人
間
の
価
値
意
識
の
高
調
に
よ
り
人

間
ら
し
く
生
き
る
社
会
、
言
い
換
え
れ
ば
、
自
然
と
人
間
の
全
て
が

和
平
し
て
い
く
世
界
を
志
向
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
方

で
は
経
済
的
成
長
と
文
化
的
創
作
が
融
合
さ
れ
ず
、
一
方
に
だ
け
偏

重
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
代
社
会
は
経
済
的

得
失
の
結
果
に
た
よ
り
、
物
質
的
成
否
の
み
を
基
準
と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
価
値
判
断
に
よ
り
経
済
生
産
は
日
常
生
活
の
便

利
さ
に
明
け
暮
れ
、
人
間
生
命
に
対
す
る
無
関
心
あ
る
い
は
無
視
す

る
傾
向
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
利
害
と
成
否
に
偏
重
し

た
価
値
観
を
煽
る
現
象
は
、
ま
さ
に
人
間
ら
し
い
倫
理
意
識
の
欠
如

に
あ
る
と
い
え
る
。
現
代
社
会
は
個
人
と
他
人
が
互
い
に
競
争
す
る

関
係
を
形
成
し
た
。
従
っ
て
個
人
は
他
人
に
対
し
自
己
防
衛
の
本
能

を
拡
大
さ
せ
、
他
人
の
能
力
よ
り
も
さ
ら
に
優
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
競
争
意
識
に
没
入
し
て
い
る
。
し
か
し
自
分
と
他
人
は
共

同
生
活
の
中
で
敵
対
関
係
で
は
な
く
、
互
い
に
助
け
合
う
待
対
関
係

で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
が
人
間
ら
し
さ
を
消
失
し

て
い
く
状
況
を
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、
他
人
を
抱
擁
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
徳
性
と
し
て
他

人
の
恨
み
を
返
済
す
る
と
い
う
“
以
徳
報
怨
”
の
実
践
行
動
と
な
る
。

従
っ
て
徳
性
と
は
、
自
分
自
身
の
土
台
と
な
る
心
根
ば
か
り
で
は
な

く
、
他
人
を
思
う
心
遣
い
で
も
あ
る
。
自
分
の
私
欲
を
克
服
し
他
人

を
思
う
社
会
性
を
回
復
す
る
と
い
う
“
克
己
復
礼
”
す
る
こ
と
が
、

ま
さ
に
人
間
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
自
分
を
捨
て
他
人
に
適
合
す
る

と
い
う
“
舍
己
従
人
”
す
る
こ
と
が
、
他
人
に
待
対
す
る
態
度
で
あ

り
実
践
に
な
る
。
仁
義
と
は
、
徳
目
も
他
人
の
た
め
の
徳
行
と
し
て

実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徳
性
と
は
、
人
間
に
天
が
天
賦
し
た

本
性
を
い
う
１
。
仁
徳
と
は
、
二
人
の
間
で
自
分
が
持
っ
て
い
る
直

心
を
行
う
徳
行
と
し
て
表
現
さ
れ
る
心
で
あ
る
２
。

　

こ
う
し
た
解
釈
こ
そ
人
間
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
り
、
徳
の
意
味

で
あ
る
。
孔
子
以
前
の
五
経
で
の
徳
と
い
う
表
現
は
、
全
て
が
仁
と

通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
人
間
ら
し
さ
と
は
、
人
心
と
人
情
を

さ
ら
け
出
し
、自
分
が
他
人
を
守
り
抱
き
し
め
る
心
の
表
現
で
あ
る
。

人
間
と
人
間
が
情
を
分
け
、
互
い
が
互
い
を
理
解
し
抱
擁
す
る
心
が

最
も
人
間
ら
し
い
行
為
で
あ
ろ
う
。“
人
が
人
間
ら
し
く
な
け
れ
ば

礼
の
解
釈
は
何
で
あ
り
、
人
が
人
間
ら
し
く
で
き
な
け
れ
ば
楽
と
は

何
な
の
か
３
”
と
い
う
話
も
、
聖
賢
が
作
っ
た
礼
楽
文
化
人
間
ら
し

さ
を
土
台
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
礼
楽
と
は
人
心
と
人
情
に
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順
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
経
済
と
文
化
は
、
全
て
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
と
人
間
ら
し

い
生
き
方
を
見
極
め
る
物
差
し
で
あ
る
。
科
学
は
共
同
の
合
心
と
協

力
を
願
い
、
文
化
は
個
性
的
な
生
命
想
像
を
望
む
。
し
か
し
科
学
技

術
と
文
化
生
命
が
人
間
ら
し
さ
を
忘
れ
れ
ば
、
活
力
と
活
性
を
無
く

す
結
果
を
招
来
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
ら
し
さ
を
土
台
に
し

な
け
れ
ば
、
生
命
ら
し
い
生
命
で
も
な
く
生
活
ら
し
い
生
活
で
も
な

い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

現
代
社
会
の
価
値
判
断
の
基
準
は
、
科
学
技
術
が
産
出
す
る
産
業

の
経
済
的
生
産
性
に
置
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
全
て
が
、
動
力
の

開
発
と
加
速
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
分
業
化
を
さ
せ
る
方
法
が
よ

り
効
果
的
な
価
値
を
持
つ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
産
業

社
会
は
共
同
と
協
力
に
よ
っ
て
よ
り
発
展
す
る
が
、
労
働
者
が
合
心

し
、
あ
る
一
部
分
だ
け
を
理
解
し
仕
事
を
す
る
の
で
は
な
く
全
体
的

な
規
模
を
理
解
し
仕
事
に
従
事
す
る
な
ら
ば
、
互
い
の
交
流
が
な
さ

れ
、
成
就
感
を
得
、
自
発
心
が
生
ま
れ
、
生
産
力
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
生
産
品
の
所
有
と
労
働
の
代
価
を
受
け
満
足
感
を
得
る
。
そ

う
し
た
成
就
感
と
満
足
感
は
自
ら
を
知
り
理
解
す
る
情
感
を
増
進
さ

せ
る
。
従
っ
て
人
間
中
心
の
経
営
が
不
可
欠
と
い
う
観
点
か
ら
生
産

倫
理
と
分
配
倫
理
の
問
題
が
台
頭
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

　

人
間
の
能
力
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
大
幅
に
遅
れ

て
い
る
と
い
う
認
識
に
よ
り
、
機
械
文
明
が
人
間
文
化
を
支
配
す
る

段
階
に
発
展
し
て
き
た
。
ま
た
そ
う
し
た
認
識
は
、
生
活
の
た
め
の

科
学
と
生
命
を
生
か
す
文
化
が
乖
離
さ
れ
た
現
象
を
生
む
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
う
し
た
両
文
化
概
念
は
人
間
の
心
身
を
別
個
の
も
の
と

し
て
分
離
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
善
心
の
認
識
と
欲
心

の
人
情
と
で
分
析
し
て
見
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、
労
心
と
労
力
に
両
分
し
て
考
え
る
思
考
方
法
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
二
方
面
が
人
倫
の
相
関
関
係
の
中
で
調
和
し
、

調
節
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
を
生
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。一
方
、

人
間
は
個
人
と
し
て
孤
立
し
て
は
生
き
て
い
け
ず
、
自
分
と
他
人
が

交
際
し
な
が
ら
共
存
す
る
社
会
の
中
で
、
人
間
と
人
間
が
互
い
に
理

解
し
合
う
識
見
と
包
容
で
共
に
暮
ら
し
て
い
る
。
分
數
を
知
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
礼
儀
廉
恥
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
役

割
を
把
握
し
自
発
的
に
行
動
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

儒
教
は
人
倫
社
会
学
と
し
て
関
係
論
を
重
視
す
る
人
生
学
で
あ

る
。
従
っ
て
儒
学
は
、
自
発
的
に
人
間
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
本
質

的
な
問
い
よ
り
は
、人
生
を
ど
う
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

価
値
を
主
題
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
。
儒
家
の
経
典
は
全
て
が
人
倫

日
常
の
道
理
が
記
さ
れ
て
い
る
４
。
儒
学
を
人
間
学
と
い
う
観
点
か

ら
み
る
と
、
人
倫
は
経
典
学
の
主
題
で
あ
り
日
用
は
経
世
学
の
主
た

る
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
聖
賢
の
道
な
ら
ば
人
間
ら
し
い
人
間
と
し

て
の
聖
賢
が
礼
楽
文
化
を
定
め
、
教
導
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
人
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倫
は
生
命
を
生
か
す
も
の
で
あ
り
、
日
用
は
生
活
を
生
か
す
も
の
で

あ
る
。

“
人
倫
は
ま
さ
に
仁
倫
で
あ
り
、
産
業
は
即
ち
生
業
で
あ
る
。
物
我

が
俱
生
す
る
こ
と
を
い
わ
ゆ
る
仁
と
い
い
、
物
我
が
均
仁
す
る
こ
と

を
い
わ
ゆ
る
生
と
い
う
。
仁
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
を
生
の

性
で
あ
り
、
生
と
は
仁
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
天
下
に

ど
の
よ
う
に
無
形
の
性
が
あ
り
、
無
性
の
形
が
あ
る
の
か
？
こ
れ
が

人
倫
と
産
業
の
無
間
の
悟
り
で
あ
る
５
”。
従
っ
て
人
倫
と
産
業
は

無
間
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
家
族
で
夫
婦
暮
ら
し
の
よ
う
な
も
の
だ
。

ふ
た
つ
の
内
ひ
と
つ
が
な
け
れ
ば
、
独
り
者
で
夫
婦
生
活
を
行
う
よ

う
に
難
し
さ
が
伴
う
６ 

。
人
間
の
生
命
は
父
子
関
係
で
維
持
さ
れ
人

間
の
生
活
は
夫
婦
関
係
に
よ
る
家
庭
活
動
で
営
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
人
間
関
係
は
個
体
の
生
命
力
と
共
同
体
の
生
活
力
を
統
合
し
な
が

ら
成
さ
れ
る
も
の
だ
。
そ
れ
を
権
道
や
時
中
、
時
用
と
い
う
。
自
然

の
万
物
は
万
変
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
変
化
の
原
理
を
探
し
出
す

こ
と
は
、
古
代
の
哲
学
者
の
仕
事
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
優
秀
な
思
想
家

た
ち
の
役
割
を
今
日
で
は
最
高
経
営
者
と
科
学
技
術
者
に
変
え
て
し

ま
っ
た
。
彼
ら
は
人
間
を
排
斥
し
、
物
質
に
よ
る
経
済
的
な
認
識
と

技
術
的
な
成
果
だ
け
が
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
い
う
考
え
に

は
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
人
生
に
は
自
分
と
他
人
と
の
人
間
関
係
で

の
人
倫
か
ら
生
ま
れ
る
是
非
曲
直
と
論
弁
が
付
き
ま
と
う
。
そ
う
し

た
出
来
事
が
結
局
、
様
々
な
人
間
模
様
を
作
り
出
す
原
因
に
な
る
。

そ
う
し
た
難
題
は
出
来
る
だ
け
明
ら
か
に
し
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
私
が
他
人
を
心
で
抱
き
、
心
で
包
み
込
ん
で
あ
げ
る

こ
と
で
も
あ
る
。

　

現
代
は
科
学
が
人
間
文
化
を
主
導
す
る
時
代
だ
。
こ
う
し
た
技
術

文
明
の
発
達
時
期
に
は
人
間
の
能
力
が
機
械
の
能
力
よ
り
も
落
ち
、

機
械
か
ら
人
間
が
疎
外
感
を
感
じ
も
す
る
。
人
間
の
機
能
性
は
技
術

開
発
に
よ
り
次
第
に
縮
ん
で
き
て
い
る
。

　

儒
学
で
の
父
子
概
念
は
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
人
間
で
あ
る
。
父

を
文
物
制
度
に
倣
い
話
す
な
ら
ば
、
歴
史
書
で
の
〈
食
貨
志
〉
の
部

分
に
す
ぎ
な
い
。
父
子
が
財
貨
を
集
め
分
け
る
こ
と
も
、
全
て
人
情

を
分
け
他
人
を
思
う
心
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。 

Ⅱ　

文
化
生
命
と
経
済
生
活
の
出
会
い

　

儒
家
で
の
富
の
問
題
は
、
人
間
ら
し
い
礼
楽
文
化
の
中
で
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
“
安
貧
楽
道
”
と
い
う
貧
富
差
別

に
焦
点
を
置
い
て
い
う
言
葉
で
は
な
い
。“
経
世
済
民
”
と
い
う
経

済
の
意
味
も
、
人
間
が
生
活
す
る
社
会
を
経
綸
し
、
庶
民
を
救
済
す

る
と
い
う
共
同
体
の
意
識
で
あ
る
。

　

聖
賢
は
礼
楽
形
政
の
均
整
が
と
れ
て
い
る
。“
礼
儀
と
し
て
人
々

の
志
向
を
導
き
、
音
楽
と
し
て
人
々
の
声
音
を
調
和
さ
せ
、
政
令
と

し
て
人
々
の
駆
動
を
統
一
さ
せ
、
刑
罰
と
し
て
人
々
の
罰
を
正
す
” 

７
。
こ
の
よ
う
に
歴
代
の
帝
王
た
ち
が
礼
楽
制
度
を
作
り
刑
政
を
運
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用
さ
せ
な
が
ら
民
心
を
統
一
さ
せ
た
の
は
、
治
国
の
政
道
を
掴
む
た

め
で
あ
っ
た
。
我
々
に
人
間
ら
し
い
文
化
生
命
を
礼
楽
文
化
と
し
て

残
し
た
の
が
ま
さ
に
聖
賢
で
あ
っ
た
。“
楽
と
は
同
一
で
あ
る
こ
と

を
調
和
さ
せ
、
礼
と
は
差
別
を
分
別
す
る
” 

８
。
従
っ
て
、
音
楽
の

作
用
は
好
悪
の
感
情
を
調
和
さ
せ
、
人
々
の
心
霊
を
浄
化
し
煩
悩
者

の
心
情
を
穏
や
か
に
す
る
。
礼
儀
の
作
用
は
貧
富
の
等
級
を
分
け
、

各
階
層
の
人
々
が
全
て
自
ら
の
場
を
守
ら
せ
、
絶
対
に
僭
越
せ
ず
相

互
に
敬
う
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

盛
大
な
音
楽
は
常
に
平
易
で
あ
る
。
厳
重
な
礼
儀
は
常
に
倹
約
で

あ
る
９ 

。
礼
楽
は
平
淡
な
中
に
深
刻
さ
が
あ
り
簡
素
の
中
に
厳
格
さ

が
あ
る
。
礼
は
減
損
す
る
も
の
と
し
て
日
々
励
ま
ね
ば
次
第
に
衰
退

す
る
。
楽
は
充
溢
す
る
も
の
と
し
て
節
制
し
な
け
れ
ば
放
縦
し
て
し

ま
う 

10

。

“
礼
と
楽
に
は
、
本
義
が
あ
り
文
飾
が
あ
る
。
礼
は
た
だ
的
中
す
る

こ
と
で
あ
り
楽
は
た
だ
和
諧
す
る
こ
と
で
、
中
と
和
は
礼
と
楽
の
本

然
で
あ
る
。従
っ
て
本
義
と
文
飾
は
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
い
け
な
い
。

礼
の
文
飾
は
玉
帛
と
俎
豆
の
部
類
で
あ
り
、
楽
の
文
飾
は
声
音
と
節

奏
の
部
類
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
こ
う
し
た
中
和
が
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
玉
帛
、
俎
豆
と
声
容
、
節
奏
で
文
飾
す
れ
ば
、
礼
楽
を

成
す
。
た
だ
中
和
の
意
味
だ
け
を
一
方
的
に
固
守
し
て
も
礼
楽
を
成

さ
な
い
” 11

。

　

人
間
は
身
心
一
如
に
神
形
妙
合
を
成
し
て
お
り
、
形
気
と
形
体
を

区
別
し
、
表
現
が
難
し
い
も
の
の
よ
う
に
礼
楽
制
度
の
人
情
を
土
台

に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
人
間
は
天
地
調
和
に
共
に
参
与
し
天
地
の
道

を
成
就
す
る
た
め
の
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
中
和
を
成
す
な
ら
天
地

が
自
ら
の
場
を
与
え
万
物
を
育
つ
だ
ろ
う 

12

。
徳
性
を
涵
養
す
る
こ

と
は
、
人
間
模
様
に
身
を
施
す
智
仁
勇
の
三
達
徳
を
備
え
る
た
め
で

あ
る
。
ま
さ
に
徳
と
は
人
性
の
発
端
で
あ
る

13

。
そ
の
徳
性
を
根
本

に
徳
治
を
行
え
ば
、
そ
の
人
間
ら
し
さ
に
感
服
し
、
自
律
的
に
従
う

よ
う
に
な
る
。
個
人
の
自
発
性
は
そ
の
潜
在
能
力
と
想
像
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
律
的
な
被
動
性
は
、
自
律
的
な
能

動
性
に
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
。
生
命
が
あ
る
創
造
は
自
発
的
な
能
力

に
よ
り
生
ま
れ
る
も
の
だ
。 

　

ま
た
『
中
庸
』
で
は
、
人
間
社
会
の
天
下
で
遍
く
通
じ
る
道
を
中

道
と
い
う
。“
中
和
が
自
分
に
あ
り
天
人
（
宇
宙
と
人
間
）
に
隙
間

が
な
く
な
り
、
天
地
（
宇
宙
）
が
自
ら
の
場
を
守
る
悟
り
と
万
物
が

創
造
的
に
発
展
し
育
つ
化
育
と
な
る
悟
り
は
、
全
て
こ
れ
か
ら
は
み

出
さ
な
い 

14

”、
こ
う
し
た
天
地
の
道
は
人
間
か
ら
離
れ
る
こ
と
は

無
い
。

　

儒
学
は
個
人
の
徳
性
を
通
し
社
会
共
同
体
で
ど
の
よ
う
に
生
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
提
示
す
る
人
生
体
験
学
で
あ
る
。
我
々
は
能

力
だ
け
あ
る
人
を
人
間
ら
し
い
人
間
と
は
言
わ
な
い
。
個
人
は
共
同

体
の
構
成
員
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
分
を
わ
き
ま
え
他
人
を
知
り
共

に
協
力
し
生
き
て
い
き
、
そ
の
結
果
、
天
下
共
同
体
の
発
展
に
繋
が
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る
“
出
来
た
人
”
あ
る
い
は
“
為
人
”
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

今
日
の
企
業
で
は
新
入
社
員
を
採
用
す
る
時
、
選
抜
基
準
は
知
能
指

数
（IQ
）
で
は
な
く
、
社
会
性
指
数
（SQ

）
を
置
い
て
い
る
。
知
識

だ
け
で
利
欲
を
得
る
の
で
は
な
く
、
共
同
体
の
富
を
追
求
で
き
る
能

力
評
価
を
し
て
い
る
。
個
人
の
生
命
力
が
集
団
の
中
で
他
人
と
ど
の

く
ら
い
共
に
で
き
る
か
の
指
数
を
調
べ
て
い
る
。
こ
の
社
会
性
指
数

の
高
さ
は
、
結
局
、
個
人
一
人
が
ど
の
く
ら
い
人
間
ら
し
い
人
間
か
、

組
織
社
会
の
中
で
自
分
の
潜
在
能
力
で
他
人
と
協
力
と
心
を
合
わ
せ

で
き
る
の
か
の
自
発
性
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。

　

儒
学
で
の
社
会
的
教
化
は
、
礼
楽
に
通
じ
人
々
が
全
て
和
睦
す
る

よ
う
互
い
に
怨
み
を
無
く
し
、
ま
た
人
々
全
て
が
自
ら
の
成
す
べ
き

こ
と
を
成
し
、
社
会
安
全
と
経
済
的
発
展
を
促
進
で
き
る
こ
と
だ
と

い
う
。“
楽
教
が
通
じ
れ
ば
心
中
に
怨
み
が
な
く
な
り
、
礼
教
が
通

じ
れ
ば
人
々
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い

15

”。
自
分
と
他
人
の
間
に
些

細
な
虚
し
さ
も
な
く
些
細
な
嫉
妬
が
な
い
こ
と
が
、
互
い
に
と
も
に

い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
楽
の
作
用
は
好
悪
の
情
感
を
調
和
さ
せ
、

人
々
の
心
力
を
浄
化
さ
せ
な
が
ら
、
心
を
平
穏
に
さ
せ
て
お
り
、
礼

の
作
用
は
各
々
の
階
層
の
人
々
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
數
を

互
い
に
僭
越
せ
ず
に
接
す
る
中
で
、
相
互
尊
重
す
る
。
従
っ
て
人
間

ら
し
さ
と
人
の
役
割
で
あ
る
仁
義
は
礼
楽
に
近
づ
き
な
が
ら
礼
楽
の

精
神
を
体
現
し
て
い
る

16 

。

　

儒
家
は
人
間
中
心
の
思
考
を
土
台
に
文
明
と
野
蛮
を
区
別
す
る
い

わ
ゆ
る
人
間
と
禽
獣
の
区
分
認
識
を
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
。
禽
獣

は
無
礼
で
あ
り
感
情
の
自
己
調
節
が
で
き
ず
に
や
り
た
い
放
題
で
あ

る
が
、
人
間
は
人
間
ら
し
い
礼
儀
を
持
ち
洗
練
文
化
生
活
を
営
む
。

従
っ
て
人
間
文
化
は
人
心
を
音
楽
で
教
化
す
る
。
人
間
の
意
識
と
行

為
に
つ
い
て
ど
ち
ら
が
本
文
で
ど
ち
ら
が
前
後
か
と
分
別
す
る
こ
と

は
無
意
味
で
あ
る
。
人
間
の
感
情
に
よ
り
現
れ
る
行
動
は
意
識
と
行

為
が
ほ
ぼ
同
時
に
現
れ
る
。
儒
家
の
聖
人
は
楽
を
通
し
民
心
を
善
な

る
も
の
と
し
、“
移
風
易
俗
”
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る

17

。

　

今
日
、
提
示
さ
れ
て
い
る
人
文
学
的
価
値
に
対
す
る
論
議
も
、
話

を
詰
め
れ
ば
、
文
化
的
生
活
の
価
値
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
人
間
ら
し
く

生
き
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
儒
家
の
礼
楽
思
想
は
社
会
の
風
俗
文
化

を
品
格
が
な
い
世
俗
化
で
は
な
く
、
高
貴
な
礼
俗
化
を
な
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
す
る
前
は
、
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
の

下
剋
上
が
起
き
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
乱
世
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は

天
子
国
で
あ
る
周
が
分
裂
し
、
諸
候
国
が
そ
れ
こ
そ
富
国
強
兵
の
政

策
に
よ
り
自
ら
の
国
だ
け
を
考
え
る
時
期
だ
っ
た
。言
い
換
え
れ
ば
、

天
下
共
同
体
の
大
利
経
営
が
崩
れ
、
国
家
共
同
体
の
小
利
運
営
に
没

頭
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
孔
子
と
孟
子
は
富

国
論
よ
り
は
富
民
思
想
を
示
し
た
。
孔
孟
は
舜
堯
か
ら
伝
来
し
た
儒

教
共
同
体
の
福
祉
社
会
を
建
設
し
よ
う
と
儒
学
の
集
大
成
の
た
め
す

べ
て
の
力
を
投
入
し
た
。
こ
の
時
の
人
間
の
生
活
の
価
値
は
、
仁
儀
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と
い
う
人
間
ら
し
く
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
生
き
る
こ
と
だ
っ

た
。
仁
義
と
は
人
間
の
道
徳
性
だ
け
を
強
調
す
る
の
で
は
な
い
。
日

常
生
活
で
も
自
分
だ
け
の
生
活
で
は
な
く
、
公
私
の
区
別
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
暴
動
の
極
致
は
結
局
、
親
を
殺
害
し
臣
下

が
王
を
殺
す
無
父
無
君
の
形
と
な
り
、
家
族
崩
壊
と
無
政
府
社
会
に

な
る
。
従
っ
て
対
等
社
会
を
建
設
し
運
営
す
る
た
め
富
ん
だ
者
と
貧

し
い
者
の
疎
通
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
生
活
の

中
で
利
を
見
れ
ば
人
の
役
割
を
知
り
、
義
を
思
え
と
い
う
い
わ
ゆ
る

“
見
利
思
義
”
の
生
活
視
点
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
経
済
活

動
の
基
盤
の
主
は
農
商
で
あ
り
、
農
耕
社
会
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
価

値
判
断
は
や
は
り
定
着
文
化
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

　

韓
国
語
で
人
間
と
は
語
源
的
に
、
生
き
る
こ
と
（
現
象
）
と
知
る

こ
と
（
知
識
）
の
合
成
語
だ
っ
た
。
従
っ
て
人
間
と
は
、
知
識
と
行

動
が
一
緒
で
あ
る
言
業
一
致
を
実
践
、
実
行
し
な
が
ら
生
き
る
と
い

う
意
味
に
な
る
。
人
生
と
は
他
で
も
な
い
、
人
間
ら
し
く
人
間
的
に

生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
ら
し
い
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
人
の
人

柄
や
行
動
に
お
い
て
人
間
と
し
て
の
条
件
に
欠
陥
が
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
の
条
件
と
は
無
礼
な
禽
獣
の
よ
う
に
、
自
分
一
人
の
た
め

に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
他
人
も
自
分
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
と
い

う
考
え
で
、
人
情
を
分
け
な
が
ら
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
人
間
は

哺
乳
類
の
霊
長
目
に
属
す
る
脊
椎
動
物
と
し
て
地
球
上
の
生
物
の

中
で
最
も
発
達
し
た
。
特
に
哺
乳
動
物
は
母
子
間
で
互
い
に
抱
き
あ

う
待
対
的
な
「
好
」
の
字

18

の
関
係
を
成
し
生
き
て
い
る
。
哺
乳
動

物
は
母
乳
で
あ
る
期
間
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
一
人
置

き
っ
ぱ
な
し
に
は
で
き
な
い
。
人
間
も
や
は
り
独
り
歩
き
出
来
る
時

ま
で
、
母
の
胸
で
育
て
ら
れ
る
。

　

人
間
が
生
存
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
欲
望
は
食
欲
、性
欲
、

睡
眠
欲
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
儒
家
で
は
人
間
の
大
欲
望
を

飲
食
男
女
と
い
う
。“
食
べ
て
飲
む
飲
食
と
生
み
育
て
る
男
女
は
、

人
間
の
基
本
的
な
欲
望
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
死
亡
と
貧
苦
は
人
間

が
基
本
的
に
忌
避
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る

19 

”。

　

こ
の
よ
う
に
欲
望
と
忌
避
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
体
力
管
理
と
心

理
状
態
が
お
お
き
な
礎
と
な
る
。仁
愛
す
る
術
を
知
っ
て
い
る
心
は
、

ま
さ
に
愛
己
し
愛
親
す
る
心
を
持
つ
者
は
、
行
い
の
中
に
そ
の
愛
情

が
他
人
に
波
及
し
て
い
く
。
仁
と
は
両
人
が
対
面
す
れ
ば
心
が
互
い

に
通
じ
親
睦
に
な
り
、
他
人
を
大
切
に
す
る
気
遣
い
を
す
る
。
ま
さ

に
人
倫
に
身
を
置
き
そ
の
分
數
を
全
て
成
す
こ
と
で
あ
る

20

。
仁
徳

と
は
真
心
を
つ
か
う
こ
と
で
現
れ
る
人
間
ら
し
い
も
の
と
言
え
る
。

仁
者
に
対
し
漢
儒 

鄭
玄
は
、
人
間
は
互
い
に
賢
い
と
解
釈
し
て
い

る
。
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
味
方
を
作
っ
て
生
き
る
こ
と
で
は

な
い
。
待
人
関
係
が
円
満
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
対
物
関
係
に
節
用

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
儒
学
で
は
礼
学
と
い
う
。
そ
し
て

文
物
制
度
は
礼
楽
思
想
に
合
わ
せ
作
ら
れ
た
。
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い
わ
ゆ
る
富
と
い
う
物
は
、
ま
さ
に
福
で
あ
る

21 

。
そ
れ
は
富
裕

な
も
の
の
礼
を
好
め
ば
幸
福
に
な
れ
る

22 

。
人
間
は
人
生
を
生
命
力

で
長
生
き
し
よ
う
と
追
い
求
め
、
生
活
的
に
は
多
福
で
あ
る
こ
と
を

希
求
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
壽
福
康
寧
で
あ
る
こ
と
を
望
む
。

　

幸
福
と
は
、
人
々
が
物
質
生
活
を
創
造
し
精
神
生
活
を
実
践
し
て

い
く
中
で
、
十
分
の
理
想
と
目
的
を
意
識
的
に
実
現
し
な
が
ら
精
神

的
な
満
足
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
財
物
が
豊
か
な
者
が
金
持
ち
で

は
な
い
。
情
緒
が
安
定
し
た
人
間
で
あ
り
、
情
理
が
完
備
さ
れ
た
人

間
と
し
て
五
福
を
持
っ
た
人
間
が
真
の
金
持
ち
で
あ
る
。
我
々
は
元

気
で
い
る
の
か
と
い
う
あ
い
さ
つ
言
葉
に
、
お
か
げ
さ
ま
で
元
気
で

す
と
答
え
る
。
他
人
と
他
人
の
財
物
を
仲
裁
し
て
あ
げ
る
業
者
を
福

徳
房
と
い
う
。
そ
の
財
産
権
だ
け
を
仲
裁
す
る
の
で
は
な
く
、
ふ
た

り
の
徳
性
も
紹
介
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

“
保
有
す
る
と
は
家
計
を
潤
沢
で
あ
り
我
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

こ
と
だ
が
、
徳
性
は
身
心
を
潤
沢
に
し
我
々
の
生
命
を
元
気
づ
け
、

人
間
の
心
胸
を
寛
大
に
し
身
体
を
和
楽
に
す
る
た
め
に
、
君
子
は
必

ず
そ
の
心
を
一
様
に
真
誠
に
す
る

23 

”。
父
子
の
概
念
は
経
済
的
価

値
だ
け
の
正
義
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、
文
化
的
価
値
を
共
に
分
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
は
生
命
を
維
持
し
な
が
ら
生
活
す
る
存

在
で
あ
る
た
め
だ
。
生
活
は
衣
食
住
の
問
題
は
王
宮
の
よ
う
な
家
で

好
衣
好
食
す
る
こ
と
を
誰
も
が
望
む
。
聚
散
は
共
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

Ⅲ　

富
民
思
想

　

経
済
的
共
同
体
経
営
で
重
視
す
る
こ
と
は
、
個
体
の
欲
望
を
無
視

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
共
同
体
の
構
成
員
で
あ
る
個
体
が
集
ま
り
全

体
を
成
し
て
い
る
。
政
事
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
養
民
す
る
こ
と
だ

と
い
う
理
念
を
置
い
て
い
る
。『
書
経
』
の
大
禹
謨
篇
で
は
正
德
、

利
用
、
厚
生
の
三
つ
が
政
事
の
主
要
目
標
で
あ
り
三
事
と
い
う
。
そ

の
注
釈
に
よ
れ
ば
厚
生
は
賦
役
や
関
税
を
軽
く
し
農
事
を
奪
わ
ず
民

の
生
計
を
穏
や
か
に
す
る
こ
と
と
あ
る
。

　

孔
子
が
衛
の
国
に
行
っ
た
時
、
冉
有
が
山
車
を
ひ
い
た
が
、
孔
子

が
衛
の
国
の
民
を
見
て
繁
栄
し
て
い
る
な
と
い
わ
れ
、
冉
有
が
言
っ

た
。
す
で
に
多
く
を
得
た
の
で
平
安
に
富
と
し
て
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
富
を
得
た
な
ら
ば
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

24 

。
こ
の

よ
う
に
人
口
が
多
く
な
れ
ば
、
経
済
生
活
を
豊
か
に
し
た
後
に
は
、

文
化
的
な
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
“
先
富
後
教
”
を

言
っ
て
い
る
。

　

人
類
社
会
は
自
分
と
他
人
が
共
に
生
き
る
共
同
生
活
の
集
体
社
会

だ
。
人
間
は
身
心
の
立
体
構
造
と
し
て
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
で
生

活
し
て
い
る
。
他
人
を
自
分
の
よ
う
に
考
え
る
心
が
ま
さ
に
人
間
ら

し
い
こ
と
だ
。
人
間
は
誕
生
か
ら
人
間
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の

関
係
を
五
つ
に
整
理
し
そ
の
関
係
に
よ
り
使
わ
れ
ば
な
ら
な
い
心
を

五
つ
の
徳
目
と
し
て
社
会
性
に
注
目
し
、
親
愛
す
る
、
分
別
す
る
、
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正
当
で
あ
る
、
信
頼
す
る
次
序
を
考
慮
し
示
し
た
も
の
が
い
わ
ゆ
る

五
倫
で
あ
る
。

　

人
間
の
生
存
は
時
空
を
共
に
し
、
心
と
体
が
相
応
す
る
変
化
の
流

れ
の
中
に
生
き
て
い
る
。
人
間
の
徳
性
は
心
の
発
露
と
し
て
現
れ
仁

情
と
な
り
、
人
間
の
情
感
を
体
の
発
露
と
し
て
仁
述
に
な
る
。
従
っ

て
“
仁
情
と
は
自
分
自
身
を
生
き
他
人
も
生
き
る
と
い
う
人
情
で
あ

り
、
仁
術
と
は
自
分
自
身
も
生
か
し
他
人
も
生
か
せ
る
人
術
で
あ

る
25 

”。
自
分
を
生
か
す
こ
と
は
人
間
生
命
を
生
か
す
こ
と
で
あ
り
、

他
人
を
生
か
す
こ
と
は
共
同
生
活
を
生
か
す
こ
と
だ
。
人
間
の
心
身

の
性
情
は
引
用
待
対
の
錯
綜
関
係
に
よ
り
成
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
採

用
論
で
全
体
と
大
用
が
両
分
さ
れ
ず
二
進
法
的
に
互
い
の
相
関
性
を

維
持
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
物
語
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
生
命
と

生
活
の
関
係
性
に
注
目
す
る
な
ら
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
仁
文

学
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
。

“
孟
子
が
梁
恵
王
に
会
っ
た
時
に
王
が
言
っ
た
。「
長
老
が
千
里
の
道

を
何
と
も
思
わ
ず
い
ら
し
た
が
、
自
分
の
国
に
利
益
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
か
？
」
孟
子
が
答
え
て
言
わ
れ
た
。「
王
は
常
に
利
益
だ
け

の
お
話
を
さ
れ
る
の
か
？　

た
だ
、
仁
と
義
が
あ
る
の
み
で
す
」

26

”。

　

こ
れ
は
周
の
国
の
顕
王
三
三
年
に
、
孟
子
が
梁
の
国
に
生
き
恵
王

に
会
っ
た
時
に
恵
王
が
話
を
謙
遜
に
し
、
幣
帛
を
後
に
し
て
有
能
な

人
を
呼
ん
だ
た
め
、
鄒
の
国
か
ら
梁
の
国
に
移
っ
て
も
そ
れ
を
し
よ

う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
梁
恵
王
が
孟
子
に
将
来
の
た
め
の

計
画
と
自
分
の
国
が
利
し
軍
事
が
強
く
な
る
方
法
を
聞
い
た
の
で
あ

る
。“
王
が
統
治
を
手
厚
く
し
て
国
を
興
す
意
が
あ
る
な
ら
ば
、
慰

め
の
話
だ
け
を
す
る
だ
ろ
う
か
、
仁
義
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
答

え
た
。
仁
と
は
心
の
礎
で
あ
り
人
間
が
大
切
に
す
る
理
知
で
あ
り
、

義
と
は
心
で
裁
断
し
仕
事
を
す
る
こ
と
の
正
し
さ
を
得
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
王
が
天
下
を
治
め
る
大
き
な
道
理
で
あ
る
が
、
大
き
な

益
を
ほ
っ
て
お
い
て
小
さ
な
益
だ
け
を
得
る
つ
も
り
な
の
か
と
お
っ

し
ゃ
っ
た

27 

”。 

こ
こ
で
付
け
加
え
る
こ
と
は
他
人
の
物
を
ほ
し
が

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
孟
子
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

“
王
が
ど
の
よ
う
に
自
分
の
国
を
豊
か
に
す
る
か
と
い
え
ば
、
大
夫

は
ど
の
よ
う
に
自
分
の
家
を
豊
か
に
す
る
か
と
言
い
、
下
級
官
吏
と

庶
民
た
ち
は
ど
の
よ
う
自
分
自
身
の
利
益
を
得
る
の
か
と
上
下
が
互

い
に
言
う
よ
う
に
な
り
、国
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）

本
当
に
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
利
益
だ
け
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
全
て
を
得
る
ま
で
満
足
し
な
い
だ
ろ
う

28 

”。

　

こ
の
よ
う
に
上
の
者
が
利
益
を
下
の
者
か
ら
得
よ
う
と
し
、
下
の

者
が
利
益
を
上
の
者
か
ら
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
上
下
が
利
益
を
得
よ

う
と
国
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
危
険
は
互
い
が
死
に

潰
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。　

　

仁
は
大
切
に
す
る
心
を
主
と
し
、
義
は
敬
う
こ
と
を
主
と
す
る
徳



42

研究　東洋

行
だ
。
財
富
は
物
質
文
明
だ
け
を
豊
か
に
す
る
の
で
は
な
く
、
精
神

生
活
も
自
由
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
生
活
は
生
産
、消
費
、

流
通
、
配
分
等
に
分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
経
済
活

動
に
基
本
的
な
精
神
姿
勢
は
、
分
け
る
こ
と
と
与
え
る
と
い
う
こ
と

を
中
心
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貧
し
き
こ
と
は
国
を
救
済
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
益
は
個
々
人
の
貧
富
の
差
を
も
た
ら
す
と
い

う
こ
と
だ
。
富
益
富
し
貧
益
貧
す
る
社
会
的
現
象
も
徳
性
を
完
備
し

た
者
が
富
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い
こ
と
で
起
き
る
。
富
者
は
文
化

的
知
性
で
あ
る
。
富
者
学
は
価
値
判
断
学
で
あ
る
。
儒
家
で
は
真
の

富
者
は
大
丈
夫
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
賤
丈
夫
は
物
質
生
活
も
経
済

的
価
値
だ
け
を
追
い
、
文
化
的
価
値
は
追
わ
な
い
拙
丈
夫
で
あ
る
。

今
日
の
韓
国
の
地
で
は
猝
富
家
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
分

相
応
を
超
え
た
富
を
得
て
管
理
も
で
き
ず
に
い
る
。

　

儒
家
で
の
富
者
の
概
念
は
自
分
自
身
の
分
相
応
を
知
る
人
で
あ

り
、
安
分
知
足
を
知
る
者
で
あ
る
。
財
物
が
多
い
者
が
徳
性
を
持
つ

者
な
ら
ば
、
母
子
と
は
子
に
徳
を
与
え
る
者
で
あ
り
、
他
人
を
思
い

他
人
を
助
け
る
者
で
あ
る
。
持
つ
者
は
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
貧
者

は
物
乞
い
だ
け
を
し
て
は
い
け
な
い
。
我
々
と
い
う
概
念
は
相
対
的

な
概
念
で
は
な
く
対
対
関
係
を
な
し
、
自
分
と
他
人
が
共
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
一
つ
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

い
わ
ゆ
る
大
丈
夫
は
均
分
で
き
る
分
け
合
う
天
使
で
あ
る
。

　

富
は
富
者
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
ま
た
缺
乏
は
豊
富
の
も
の
を
分

配
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
そ
し
て
滿
、 

大
、
厚
、
多
、
富
裕
、

興
盛
な
ど
の
意
味
も
含
む
。
富
貴
は
人
々
の
願
望
で
あ
る
。
し
か
し

正
当
な
手
段
で
得
た
も
の
で
な
い
富
貴
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
貧

し
さ
は
人
々
が
嫌
う
。
し
か
し
情
理
に
合
わ
な
い
義
を
重
視
し
益
を

得
る
思
想
は
浮
雲
の
よ
う
な
も
の
だ

29 

。

　

文
化
は
生
活
様
式
と
思
考
方
法
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
風

俗
で
あ
る
。
経
済
文
化
は
物
質
生
活
と
心
理
現
象
の
調
和
に
よ
り
な

さ
れ
る
。
そ
れ
は
儒
学
で
は
礼
楽
文
化
と
い
う
。“
儒
者
は
金
玉
を

富
と
は
定
め
ず
、
忠
信
を
宝
と
定
め
た
。
土
地
を
求
め
る
こ
と
を
望
む

の
で
は
な
く
、
道
義
と
し
て
身
を
立
て
る
場
を
求
め
、
財
物
を
た
く
さ

ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
知
識
と
才
能
を
望
ん
だ

30

”。

　

安
定
し
た
社
会
を
つ
く
る
道
は
貧
富
の
差
を
な
く
す
こ
と
で
あ

り
、
自
分
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
礼
を
行
う
こ
と
を
儒
学
で
は
礼
学
と

い
う
。

Ⅳ　

富
豪
と
大
丈
夫 

　

一
般
的
に
富
者
ら
し
い
富
者
は
富
豪
と
い
い
、
富
傑
と
い
え
ば
好

礼
す
る
者
を
い
う
。
礼
を
重
視
す
る
こ
と
は
正
名
主
義
と
し
て
名
分

と
分
相
応
を
よ
く
配
分
で
き
る
た
め
だ
。
従
っ
て
経
済
活
動
に
も
礼

が
あ
る
礼
治
主
義
が
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
権
利
を

分
別
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
点
だ
。

　

義
理
に
関
す
る
概
念
は
公
益
と
私
利
で
区
分
し
、
義
利
関
係
は
公
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私
関
係
と
同
じ
も
の
だ
。
義
の
中
心
的
概
念
は
自
他
が
共
に
補
う
、

美
し
い
人
倫
的
共
同
性
を
意
味
し
、
利
は
自
分
自
身
だ
け
が
美
し
い

利
己
的
な
こ
と
か
ら
招
来
さ
れ
反
人
倫
性
で
あ
る
。
共
同
体
で
皆
共

に
な
す
こ
と
を
公
義
と
い
う
。“
孟
子
は
誰
で
も
そ
う
だ
と
思
う
こ

と
を
理
で
あ
り
義
だ
と
い
う

31 

”。
自
分
の
隠
し
立
て
が
な
く
他
人

と
一
緒
に
過
ご
す
秩
序
が
復
礼
で
あ
る
。

　

天
下
は
人
間
社
会
を
指
し
人
間
は
共
同
生
活
を
営
み
、
天
下
共
同

体
は
人
類
社
会
を
い
う
。“
人
々
は
全
て
口
で
天
下
国
家
を
話
し
、

そ
れ
を
喜
ぶ
。
天
下
の
基
礎
は
国
で
あ
り
、国
の
根
本
は
家
族
（
家
）

で
あ
り
、
そ
し
て
家
族
の
根
本
は
個
人
（
身
）
で
あ
る

32 

”。
こ
れ

は
天
下
国
家
は
個
人
を
本
位
と
し
成
す
共
同
体
と
し
て
そ
の
関
係
は

分
け
ら
れ
な
い
連
繋
が
あ
る
共
同
体
意
識
を
意
味
す
る
。

　

道
徳
的
価
値
の
概
念
は
社
会
経
済
関
係
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
。
個

人
と
個
人
の
間
に
、
個
人
と
団
体
の
間
に
、
全
体
と
団
体
の
間
の
関

係
の
中
か
ら
体
現
さ
れ
る
。
個
人
と
他
人
、
個
人
と
団
体
、
個
人
と

社
会
の
間
の
利
益
関
係
の
利
益
関
係
を
招
来
さ
せ
る
。
個
人
が
社
会

に
対
し
義
務
を
履
行
し
、
必
要
時
に
は
あ
る
程
度
の
節
制
を
強
い
ら

れ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
自
己
犠
牲
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

群
居
す
る
こ
と
は
人
類
の
天
性
で
あ
り
、
人
間
個
人
は
群
居
社
会

を
離
れ
孤
立
し
て
住
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
命
は
共
同
体
の
中
か

ら
個
人
の
生
命
に
寄
託
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
間
個
体
と
全
体
と
の

間
に
人
倫
の
徳
目
に
な
る
。
こ
れ
は
孝
悌
慈
の
性
情
を
実
現
す
る
こ

と
で
あ
り
、
生
き
る
こ
と
に
価
値
を
与
え
る
こ
と
だ
。
孝
は
親
愛
で

あ
り
、
悌
は
友
愛
、
慈
は
自
愛
で
あ
る
。

　

儒
教
共
同
体
主
義
は
人
間
が
共
に
生
き
る
社
会
共
同
体
と
し
て
文

化
的
社
会
を
志
向
す
る
。
人
間
個
人
は
団
体
で
構
成
員
と
し
て
の
職

分
を
持
っ
て
い
る
。
人
間
社
会
で
家
族
共
同
体
は
宗
教
や
民
族
と
は

関
係
な
い
共
同
体
の
基
礎
に
な
る
社
会
で
あ
る
。
社
会
共
同
体
、
国

家
共
同
体
と
し
て
な
さ
れ
る
、
人
間
個
人
は
そ
の
共
同
体
と
し
て
の

一
人
の
存
在
で
あ
る
。

　

孟
子
は
“
興
民
偕
楽
”
す
る
王
道
と
し
て
天
下
の
統
一
を
力
説
し

た
。“
一
般
大
衆
の
楽
し
み
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
と
す
る
な
ら
、

一
般
大
衆
も
そ
の
楽
し
み
を
自
分
の
楽
し
み
と
し
て
作
る
。
一
般
社

会
の
人
々
の
心
配
ご
と
を
自
分
の
心
配
ご
と
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

心
配
ご
と
を
自
分
の
心
配
ご
と
と
し
て
作
る
。
社
会
で
の
楽
し
み
悲

し
み
を
見
つ
け
、そ
こ
ま
で
の
役
割
を
担
う
者
は
い
な
い
だ
ろ
う 

33

”。

　

こ
の
よ
う
に
心
配
事
と
楽
し
み
を
自
分
だ
け
の
基
準
に
せ
ず
に
、

楽
し
み
と
悲
し
み
が
互
い
に
通
じ
上
下
の
壁
が
な
く
な
れ
ば
、
社
会

の
全
て
の
人
々
の
心
を
寄
せ
合
っ
て
自
分
に
戻
り
一
つ
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
が
ま
さ
に
“
独
善
其
身
”
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

徳
性
と
義
理
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
、
恩
沢
が
社
会
の
人
々
に
増

え
る
よ
う
に
な
る
“
兼
善
其
身
”
に
な
り
、
人
間
社
会
を
救
済
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

34 

。
ま
た
、
王
道
と
は
昔
の
聖
王
た
ち
が
天
下
共
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同
体
を
治
め
る
方
法
を
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
“
偏
ら
ず
傾
き
も
せ

ず
王
道
が
広
く
実
現
さ
れ
れ
ば
公
平
で
あ
り
、
反
逆
せ
ず
傾
き
も
し

な
け
れ
ば
王
道
は
正
し
く
ま
っ
す
ぐ
で
あ
り
、
法
を
守
る
物
た
ち
が

集
ま
れ
ば
法
を
守
る
も
の
が
従
う
よ
う
に
な
る

35 

”。

　

力
で
仁
を
願
う
覇
道
や
徳
性
で
仁
を
行
う
王
道
は
全
て
人
々
を
服

従
さ
せ
る
。
し
か
し
力
で
服
従
さ
せ
る
こ
と
は
強
く
大
き
く
脅
迫
さ

せ
対
抗
で
き
ず
服
従
す
る
。
徳
性
で
服
従
す
る
こ
と
は
外
的
に
そ
う

見
え
る
だ
け
で
な
く
衷
心
で
愛
し
て
い
る
た
め
知
性
で
服
従
す
る
こ

と
に
な
る

36 

。
覇
道
に
よ
る
服
従
は
他
律
的
な
服
従
で
あ
り
、
王
道

に
よ
る
服
従
は
自
立
的
な
感
服
で
あ
る
。

　

し
か
し
現
実
的
に
は
道
徳
的
な
生
き
方
の
た
め
の
是
非
の
具
現
と

経
済
的
な
生
き
方
の
た
め
の
利
害
の
追
求
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
は
易

し
く
な
い
。
そ
の
調
和
と
調
節
の
秤
は
他
で
も
な
く
、
人
間
ら
し
さ

に
置
く
人
本
主
義
で
あ
る
。
従
っ
て
儒
学
で
は
、
時
中
と
権
道
を
提

示
し
そ
の
状
況
の
軽
重
と
緩
急
か
ら
事
の
前
後
を
定
め
る
。“
時
に

よ
っ
て
中
を
得
る
こ
と
を
権
道
と
い
い
、
事
を
処
理
す
る
に
妥
当
な

こ
と
を
義
と
い
う
。
権
道
と
し
て
変
化
に
対
応
し
、
義
と
し
て
事
を

処
理
す
れ
ば
、国
の
た
め
に
こ
れ
以
上
必
要
な
も
の
が
あ
ろ
う
か

37 

”。

富
豪
は
小
利
を
う
ら
や
ま
し
が
り
大
失
す
る
賤
丈
夫
で
は
な
く
豪
傑

な
大
丈
夫
で
あ
る
。

“
昔
、
市
場
で
交
易
す
る
者
が
自
分
の
所
有
物
を
持
っ
て
い
な
い
物

と
換
え
、
行
政
は
税
金
を
徴
収
せ
ず
紛
争
を
治
め
る
だ
け
だ
っ
た
。

賤
丈
夫
の
一
人
が
龍
斷
を
探
し
左
右
を
見
な
が
ら
市
場
の
利
益
を
網

羅
し
た
こ
と
を
、
人
々
は
そ
れ
を
王
に
話
し
た
。
そ
の
後
彼
か
ら
税

金
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
商
売
人
か
ら
徴
収
し
た
こ
と
は

こ
の
賤
丈
夫
が
初
め
て
で
あ
っ
た

38 

”。

　

こ
の
よ
う
に
自
分
だ
け
の
利
益
を
願
う
者
は
商
売
人
で
あ
り
賤
丈

夫
で
あ
る
。

　
“
天
下
の
有
識
者
に
心
服
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
人
が
欲
を
出
す
も

の
だ
。
し
か
し
憂
い
を
解
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
好
色
は
一
般

人
が
欲
を
出
す
こ
と
だ
が
、
あ
る
王
が
妻
を
二
人
得
て
も
憂
い
を
取

り
払
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
保
有
す
る
こ
と
は
一
般
人
が
欲
を

出
す
こ
と
で
あ
り
天
下
を
持
っ
た
と
し
て
も
憂
い
を
解
け
な
か
っ

た
。
尊
い
こ
と
は
人
々
が
欲
を
出
す
こ
と
だ
が
尊
い
天
子
に
な
っ
て

も
憂
い
を
解
け
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
喜
び
、
好
色
を
し
、
尊

く
な
っ
て
も
憂
い
を
解
け
な
か
っ
た
。
た
だ
父
母
に
従
順
で
あ
っ
た

こ
と
だ
け
で
憂
い
を
解
け
た

39 

”。

　

こ
こ
で
は
孝
心
を
強
調
し
て
い
る
が
、
人
間
の
欲
望
の
中
で
、
富

貴
は
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
“
私
の
国
に
一
人
の
妻
と
一
人
の
妾
が
一
緒
に
一
つ
に
家
に
住
ん

だ
男
が
い
た
。
こ
の
家
の
男
は
外
出
す
れ
ば
必
ず
酒
と
肉
を
分
け
て

も
ら
っ
た
後
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
の
妻
が
誰
と
一
緒
に
飲
ん
で
食
べ

た
の
か
と
聞
く
と
、
全
て
豊
貴
な
人
だ
と
答
え
た
。
そ
の
妻
が
疑
問

に
思
い
妾
に
聞
い
た
。
夫
が
外
出
す
れ
ば
必
ず
酒
と
肉
を
腹
い
っ
ぱ
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い
食
べ
て
帰
っ
て
く
る
け
ど
、
誰
と
一
緒
に
食
べ
る
の
か
と
聞
く
と

豊
貴
な
人
と
い
う
。
し
か
し
そ
ん
な
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
私
が

一
度
、
夫
が
ど
こ
に
行
く
の
か
探
っ
て
み
る
。
そ
こ
で
早
起
き
し
夫

の
外
出
し
た
時
に
行
く
場
所
を
探
っ
て
み
た
。
夫
が
街
中
を
歩
い
て

も
一
緒
に
食
べ
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
夫
が
東
側
城
郭
の
墓

場
で
法
事
を
し
て
い
る
所
に
行
き
そ
こ
で
食
べ
、
足
り
な
け
れ
ば
違

う
と
こ
ろ
で
ま
た
も
ら
っ
て
食
べ
て
い
た
。
夫
は
一
生
を
共
に
暮
ら

す
人
だ
が
、
今
の
こ
の
状
態
は
な
ん
だ
。
妻
と
妾
は
一
緒
に
夫
を
恨

み
泣
い
て
い
た
が
、
夫
は
そ
の
状
況
を
知
ら
ず
に
帰
宅
し
得
意
げ
に

妻
と
妾
に
自
慢
し
た

40 

”。

　

と
こ
ろ
で
豊
貴
な
人
な
ら
ば
社
会
に
名
も
知
ら
れ
て
お
り
、
常
に

一
緒
に
食
事
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
往
来
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
夫
が

外
出
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
訪
問
し
て
く
る
こ
と
は
な
く
、
何
な

の
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
夫
が
豊
貴
な
人
と
付
き
合
っ
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
る
が
、
夫
が
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
く
る
飲
食
物

の
出
所
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
結
果
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
恥

ず
か
し
く
て
今
後
ど
の
よ
う
に
暮
ら
す
べ
き
か
。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
孟
子
は
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

“
君
子
の
立
場
で
見
れ
ば
、
こ
の
話
と
同
様
に
、
豊
貴
と
栄
達
を
求

め
た
者
は
妻
と
妾
が
そ
れ
を
見
て
泣
か
な
い
者
は
い
な
い
こ
と
だ
ろ

う
41 

”。

　

今
社
会
で
保
有
し
貴
い
と
い
わ
れ
る
人
は
、
得
意
げ
で
あ
り
な
が

ら
そ
れ
が
恥
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
る
。
普
通
の
人
々
は
こ
れ

が
楽
し
み
だ
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
道
が
分
か
る
君
子
と
し
て

は
、
保
有
し
貴
い
こ
と
を
望
む
者
と
し
て
は
恥
ず
か
し
く
て
仕
方
が

な
い
。
た
だ
こ
の
妻
と
妾
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
私
の
国

の
こ
の
人
の
よ
う
に
他
人
に
つ
い
て
い
き
な
が
ら
自
分
の
志
を
忘
れ

る
こ
と
は
容
易
い
。
そ
こ
で
君
子
は
他
人
の
お
い
し
い
食
べ
物
や
華

麗
な
衣
装
を
捨
て
、
た
だ
利
益
と
義
理
の
経
済
を
厳
格
に
守
り
、
極

め
て
力
強
く
そ
し
て
大
き
い
気
運
を
育
て
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
浩
然
之
氣
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
一
話
は
孟
子
が
自
分
の
国
の
人
を
持
っ
て
保
有
と
貴
い

こ
と
を
求
め
る
者
の
醜
い
例
を
示
し
た
も
の
だ
。
仮
に
富
貴
を
求
め

る
者
が
偽
り
の
道
と
し
て
、
暗
い
夜
道
に
は
哀
願
し
昼
に
は
他
人
に

対
し
て
傲
慢
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
ま
の
国
の
生
き
様
と
何
が
異
な
る

の
か
。

　

こ
れ
に
反
し
真
の
保
有
と
は
、
賤
丈
夫
に
な
る
の
で
は
な
く
大
丈

夫
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

“
天
下
の
広
い
家
に
住
み
、
天
下
の
正
し
い
場
に
立
て
ば
、
天
下
の

大
き
な
道
に
向
か
い
、
仕
事
を
得
、
庶
民
と
共
に
道
に
向
か
い
、
仕

事
を
得
な
い
者
は
、
一
人
で
そ
の
道
に
向
か
い
豊
貴
の
心
を
土
台
に

で
き
ず
、
貧
し
さ
を
切
り
開
け
ず
、
威
武
が
志
を
曲
げ
ら
れ
な
い
こ

と
、
こ
れ
が
大
丈
夫
に
成
る
こ
と
だ

42 

”。
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こ
こ
で
大
道
と
は
、
仕
事
を
裁
断
し
制
御
す
る
こ
と
を
義
と
し
て

行
い
、
堂
々
と
す
る
こ
と
を
堪
え
、
理
知
を
追
い
経
道
と
権
道
を
持

ち
一
定
と
変
化
に
対
し
て
全
て
対
応
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
う
し
た

態
度
に
向
か
う
大
丈
夫
は
豊
貴
や
貧
し
さ
に
よ
り
振
り
回
さ
れ
な

い
。

　

豊
貴
な
人
と
し
て
礼
を
好
む
こ
と
を
知
れ
ば
、
傲
慢
で
あ
っ
た
り

放
蕩
で
な
け
れ
ば
、
貧
し
い
人
と
し
て
も
礼
を
好
み
、
考
え
を
首
尾

一
貫
し
て
仕
事
に
励
む
だ
ろ
う

43 
。
礼
楽
と
は
人
間
の
行
為
を
規
範

化
す
る
だ
け
で
な
く
、人
間
の
考
え
に
も
成
熟
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
人
の
要
求
を
整
理
で
き
、堂
々
と
判
断
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

人
間
社
会
で
の
貧
し
い
者
と
高
齢
者
を
救
済
す
る
方
法
は
礼
治
で
あ

る
。 

“
貧
窮
し
た
人
に
対
し
て
は
、
財
貨
を
納
め
る
よ
う
に
要
求
し
な
い

こ
と
で
あ
り
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
筋
力
を
使
う
こ
と
を
要
求
し
な

い
こ
と
が
礼
で
あ
る

44  

”。
こ
の
よ
う
に
礼
の
規
範
性
は
客
観
的
な

状
況
に
よ
り
変
化
さ
せ
た
対
応
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
貧
富
や
幸
福

は
相
対
的
な
価
値
判
断
に
よ
り
幸
福
な
社
会
は
均
衡
に
分
け
持
つ
者

が
福
祉
社
会
を
維
持
で
き
る
。

“
若
く
し
て
親
が
い
な
い
人
を
孤
児
と
い
う
が
、
年
を
取
っ
て
子
供

が
い
な
い
人
を
独
居
老
人
と
い
い
、
年
を
取
っ
て
妻
子
供
が
い
な
い

者
を
一
人
や
も
め
と
い
い
、
年
を
取
っ
て
夫
が
い
な
い
者
を
寡
婦
と

呼
ぶ
。こ
の
四
つ
の
分
類
の
人
々
は
社
会
生
活
が
困
難
で
身
を
寄
せ
、

頼
る
所
が
な
い
人
と
苦
し
い
事
情
の
者
に
食
を
分
け
与
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
盲
啞
、
聾
兒
、
身
体
障
害
者
は
四
肢
が
全
て
が
等
し
く
人
間

と
し
て
各
種
工
匠
と
し
て
、
自
ら
そ
の
製
造
技
術
を
身
に
付
け
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

45 

”。

　

通
常
の
社
会
の
文
明
化
に
よ
り
欠
損
家
庭
や
障
害
者
は
社
会
的
に

保
障
を
し
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
社
会
的
企
業
と
は
福

祉
社
会
を
建
設
す
る
一
助
に
成
る
企
業
と
い
え
る
。

Ⅴ　

 

結 

語 

　

豊
貴
と
貧
し
さ
の
区
別
は
そ
の
地
位
と
経
済
力
で
差
別
化
す
る
言

葉
だ
が
、
経
済
社
会
構
造
で
見
れ
ば
全
体
経
営
と
細
部
的
な
実
務
の

担
当
を
分
別
す
る
こ
と
と
い
え
る
。

　

人
生
と
い
う
言
葉
は
人
間
の
生
命
と
生
活
の
合
成
語
で
あ
る
。
富

貴
と
貧
し
さ
と
は
物
質
生
活
の
相
対
的
な
価
値
を
評
価
す
る
表
現

だ
。
従
っ
て
真
の
豊
者
は
人
生
を
安
楽
に
生
き
る
者
で
あ
る
。
徳
性

は
社
会
性
の
指
数
で
あ
る
。
人
間
の
本
性
は
天
賦
的
な
も
の
だ
。
他

人
を
考
え
る
心
が
徳
性
で
あ
る
。孔
子
は
桓
魋
か
ら
侮
辱
を
受
け
た
。

そ
の
時
に
話
し
た
言
葉
が
、“
天
が
私
に
徳
を
与
え
た
。
桓
魋
が
私

を
ど
う
す
る
と
い
う
の
か
”

46 

と
言
っ
た
。“
天
地
の
徳
を
一
言
で

い
う
な
ら
ば
仁
で
あ
る
だ
ろ
う
。
人
間
の
心
も
や
は
り
一
言
で
い
う

な
ら
ば
仁
だ
け
で
あ
る

47 

”。

　

従
っ
て
徳
と
は
根
本
で
あ
り
、
財
物
と
は
末
葉
に
な
る
。“
根
本
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は
外
に
し
て
末
端
を
中
に
す
れ
ば
、庶
民
が
争
い
略
奪
が
多
く
な
る
。

ま
た
財
物
を
集
め
る
だ
け
な
ら
庶
民
が
離
れ
て
い
き
財
物
を
分
け
与

え
る
な
ら
庶
民
は
集
ま
っ
て
く
る

48 

”。
本
分
と
は
互
い
を
分
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
仕
事
を
す
る
時
に
先
に
す
る
こ
と
と
後
で
す
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
で
の
経
済
原
理
は
権
利
に
関

し
て
は
分
別
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
他
人
を
大
切
に
す
る
徳
性

と
他
人
と
ど
う
対
す
る
か
の
徳
行
を
日
常
生
活
に
実
践
す
る
こ
と
で

あ
る
。

“
君
子
は
ま
ず
徳
性
を
修
養
す
る
。
徳
性
を
持
つ
者
は
人
を
得
、
人

を
得
れ
ば
土
地
を
持
ち
、土
地
を
持
て
ば
財
富
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

財
富
を
得
れ
ば
国
を
適
時
適
所
で
運
営
で
き
る
。
徳
性
と
は
立
国
の

根
本
で
あ
る
。
財
富
は
末
端
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
根
本
を
軽
く
見
、

末
端
を
重
要
視
す
れ
ば
、
庶
民
が
互
い
に
争
い
強
奪
す
る
方
向
に
向

か
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
群
衆
は
も
し
財
物
を
得

て
も
民
心
が
離
れ
、
反
対
に
財
物
を
分
け
与
え
れ
ば
民
心
が
帰
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
だ
。
従
っ
て
情
理
に
反
す
る
言
葉
と
し
て
、
他
人

を
叱
れ
ば
そ
の
人
も
無
理
に
で
も
反
撃
し
て
く
る
が
、
整
理
が
出
来

ず
に
得
た
財
物
は
整
理
も
つ
か
ず
に
失
う
こ
と
に
な
る

49 

”。

“
財
物
を
出
す
時
に
お
い
て
も
明
ら
か
な
方
法
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
財
物
を
生
産
す
る
者
が
多
く
消
費
す
る
者
が
少
な
け
れ
ば
、
仕

事
を
す
る
人
が
素
早
く
し
使
用
す
る
人
が
ゆ
っ
く
り
す
れ
ば
、
そ
う

し
た
国
の
財
政
は
充
足
す
る
だ
ろ
う
。
徳
性
と
は
財
物
を
運
営
し
国

家
と
庶
民
を
発
展
さ
せ
、
仁
徳
が
な
い
人
は
国
家
と
庶
民
を
利
用
し

財
物
を
集
め
る
だ
け
で
あ
る

50 

”。

“
自
分
の
家
に
戦
車
を
引
く
四
匹
の
馬
を
育
て
る
大
夫
は
、
鶏
や
豚

を
育
て
る
僅
か
な
仕
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
氷
を
分
け
て
も
ら
い
葬
式

を
行
う
大
夫
は
牛
や
羊
を
育
て
て
は
い
け
な
い
、
百
台
も
の
兵
車
を

抱
え
る
卿
大
夫
は
財
物
を
集
め
る
臣
下
を
育
て
て
は
い
け
な
い
。
財

物
を
集
め
る
臣
下
を
置
い
て
お
く
よ
り
も
む
し
ろ
盗
み
を
す
る
臣
下

を
置
い
た
方
が
良
い

51 

”。

　

こ
れ
は
今
日
言
わ
れ
て
い
る
独
寡
占
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
大
企
業
と
中
小
企
業
が
相
生
す
る
た
め
に
は
権
利
を
分
別

し
仕
事
の
役
割
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

　

個
人
の
生
命
は
集
合
社
会
の
中
で
生
活
し
な
が
ら
楽
し
み
を
増
や

し
共
感
し
そ
れ
を
享
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
個
人
は
自
分
を
理

解
す
る
人
と
仲
間
に
な
り
、
他
人
を
知
る
知
恵
を
持
ち
、
社
会
の
す

べ
て
を
理
解
す
る
知
天
の
段
階
に
は
い
る
こ
と
に
な
る
。
人
間
は
動

物
と
一
緒
に
生
存
だ
け
の
た
め
い
き
る
の
で
は
な
い
。
生
命
を
生
か

す
創
造
と
生
活
を
生
き
る
文
化
を
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
価
値

を
志
向
す
る
存
在
だ
。

　

人
倫
社
会
は
人
間
ら
し
さ
を
土
台
に
人
間
個
体
と
個
体
が
自
分
と

他
人
と
し
て
出
会
い
、
個
体
と
集
体
が
出
会
う
集
合
体
と
し
て
協
働

社
会
を
成
し
て
い
る
。
そ
の
出
会
い
の
社
会
性
は
人
情
感
の
分
け
合

い
に
よ
り
和
楽
を
得
て
、
泰
平
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
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現
代
社
会
で
文
化
的
な
生
き
方
と
科
学
的
な
生
き
方
が
出
会
お
う

と
す
る
な
ら
ば
、
仁
情
と
仁
術
が
本
文
、
始
終
、
先
後
、
そ
し
て
内

外
に
な
り
、
内
聖
外
王
の
道
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
真
の
人
間
環
境
に
よ
る
人
間
経
営
で
あ
り
、
創
造
経
営
で
あ
る
。

環
境
倫
理
と
は
自
然
環
境
に
関
す
る
問
題
だ
け
で
な
く
人
間
の
文
化

的
環
境
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

人
間
関
係
の
中
で
の
義
理
と
利
害
は
主
観
的
な
判
断
と
客
観
的
な

私
利
に
よ
る
。
し
か
し
義
利
が
主
客
観
を
超
え
て
合
致
す
れ
ば
公
的

と
な
る
。
人
倫
社
会
は
至
公
無
私
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
義
利
は

正
邪
を
区
分
し
和
平
を
維
持
す
る
手
段
で
あ
り
、
利
害
打
算
は
欲
望

を
出
す
生
活
だ
け
を
目
的
に
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。“
天
下
の
大

本
と
し
て
中
と
天
下
の
達
道
と
し
て
の
和
を
成
す
な
ら
天
地
が
本
来

の
場
を
掴
み
万
物
も
育
つ
こ
と
に
な
る

52 

”。
こ
の
よ
う
に
和
あ
る

出
会
い
を
目
指
し
互
い
に
分
け
合
う
道
だ
け
が
人
間
生
命
を
生
か

し
、
人
間
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

従
っ
て
“
天
下
が
均
衡
で
ど
の
一
夫
一
人
も
、
そ
の
生
き
方
や
そ

の
任
を
完
遂
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
治
国
平
天
下
と
い
う

53 

”。

“
そ
う
す
れ
ば
人
心
の
同
一
で
あ
る
こ
と
を
持
っ
て
他
人
を
正
し
く

汲
み
と
り
、
彼
我
之
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
數
と
願
意
を
正
し
く
得
な

が
ら
、
上
下
四
旁
が
均
齊
し
、
方
正
に
な
り
天
下
が
均
平
に
な
る
だ

ろ
う

54 

”。

　

文
化
は
人
が
こ
の
社
会
で
人
間
ら
し
く
生
き
る
生
き
方
の
足
跡

だ
。
そ
れ
は
私
と
他
人
が
共
に
文
化
的
交
流
を
通
し
て
生
活
を
質
的

に
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
文
化
生
命
の
象
徴
性
は
人
間
ら
し
さ

だ
。
私
と
他
人
が
共
に
生
命
の
喜
び
と
生
活
の
楽
し
み
を
分
け
合
う

こ
と
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
理
想
で
あ
る
。

〈
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．

〈
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記
〉

１
『
論
語
』
述
而 

天
生
德
於
予
．
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２　

丁
茶
山
︐『 

與
猶
堂
全
書
』 

中
庸
自
箴
．

３
『
論
語
』
八
佾
． 

人
而
不
仁 

如
禮
何 

人
而
不
仁 

如
樂
何
．

４　

權
近
︐『
禮
記
淺
見
錄
』
河
崙
序
．
禮
經
垩
人
入
敎
之
大
典 

而
切
於

人
倫
日
用
者
也
．

５　

李
元
龜
、『
心
性
錄
』
第
一 

上
部
． 

人
倫
卽
仁
倫 

産
業
卽
生
業
也 

物
我
俱
生
謂
之
仁 
物
我
均
仁
謂
之
生
也 

是
知
仁
者 

生
之
性
也 

生
者

仁
之
形
也 

天
下
豈
有
無
形
之
性
無
性
之
形
也
哉 

此
人
倫
産
業
之
所
以

無
間
也
． 

６　

李
元
龜
︐『
心
性
錄
』
第
一 
上
部
．
人
倫
比
之
如
夫 

産
業
比
之
如
妻 

單
擧
人
倫
而
不
治
産
業
者 

鰥
也 
獨
取
産
業
而
不
循
人
倫
者 

寡
也 

如

知
之
則 

孰
欲
鰥
居 

孰
願
寡
處 

人
倫
效
天
效
日 

産
業
法
地
法
月 

天
氣

下
降 

地
氣
上
昇 

然
後
四
時
行
焉 

萬
物
生
焉
．

７『
禮
記
』樂
記
． 

禮
以
道
其
志 

樂
以
和
其
聲 

政
以
一
其
行 
刑
以
防
其
奸
．

８
『
禮
記
』
樂
記
．
樂
者
爲
同 

禮
者
爲
異
．

９
『
禮
記
』
樂
記
．
大
樂
必
易 

大
禮
必
簡
．

10
『
禮
記
』
祭
義
．
禮
減
而
不
進
則
鎖 

樂
盈
而
不
反
則
放
．

11
『
北
溪
字
義
』 

陳
淳
︐ 「
禮
樂
」． 

禮
樂
有
本
有
文 

禮
只
是
中 

樂
只
是

和 

中
和
是
禮
樂
之
本
然 

本
與
文
二
者
不
可
闕
一 

禮
之
文 

如
玉
帛
俎

豆
之
類 

樂
之
文 

如
聲
音
節
奏
之
類 

須
是
有
這
中
和 

而
又
文
之
以
玉

帛
俎
豆
聲
容
節
奏 

方
成
禮
樂 

不
只
是
偏
守
中
和
底
意
思 

便
可
謂
之
禮

樂
．

12
『
中
庸
』
第
1
章
．
致
中
和 

天
地
位
焉 

萬
物
育
焉
．

13
『
禮
記
』 

樂
記
．
德
者 

性
之
端
也
．

14　

朱
熹
︐『
四
書
集
注
』 

中
庸
首
章
說
．
中
和
在
我 

天
人
無
間 

而
天
地

之
所
以
立 

萬
物
之
所
以
育 

其
外
不
是
矣
．

15
『
禮
記
』
樂
記
．
樂
至
則
无
怨 

禮
至
則
不
爭
．

16
『
禮
記
』
樂
記
︐ 

仁
近
於
樂 

義
近
於
禮
．

17
『
禮
記
』
樂
記
︐ 

樂
也
者 

垩
人
之
所
樂
也 

而
可
以
善
民
心
．
其
感
人

深 

其
移
風
易
俗 

故
先
王
之
敎
焉
．

18　

好
と
い
う
字
は
子
を
産
ん
だ
母
が
子
を
抱
く
姿
か
ら
来
て
お
り
「
良

い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

19『
禮
記
』禮
運
．飮
食
男
女 

人
之
大
欲
存
焉 

死
亡
貧
苦 

人
之
大
惡
存
焉
．

20　

丁
若
鏞
︐『
與
猶
堂
全
書
』 

論
語
古
今
註 

卷
3
．
仁
者
嚮
人
之
愛
也 

處
人
倫
盡
其
分 

謂
之
仁
．

21
『
禮
記
』
郊
特
牲
．
富
也
者
福
也
．

22
『
禮
記
』
雜
記
．『
論
語
』
述
而
．

23
『
大
學
』
傳
3
章
． 

富
潤
屋 

德
潤
身 

心
廣
體
胖 

故
君
子
必
誠
其
意
．

24
『
論
語
』
子
路
． 

25　

李
元
龜
︐『
心
性
錄
』
第
一 

上
部
．
仁
情
者 

生
己
生
人
之
情 

仁
術

者 

生
己
生
人
之
術
．

26
『
孟
子
』
1
．
양
혜
왕
장
구
상
︐ 

孟
子
見
梁
惠
王 

王
曰 

叟
不
遠
千
里

而
來 
亦
將
有
以
利
吾
國
乎 

孟
子
對
曰 

王
何
必
曰
利 

亦
有
仁
義
而
已

矣
．

27
『
孟
子
』
1
．
양
혜
왕
장
구
상
︐ 

의
해
︐  

四
頁
、 

참
조
．
유
교
경
전
번
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역
편
찬
위
︐ 

성
균
관
대
출
판
부
︐ 

二
〇
〇
六
． 

서
울
． 

28
『
맹
자
』
1
．
양
혜
왕
장
구
상
︐ 

의
해
． 

四
頁
、 

참
조
．
유
교
경
전
번

역
편
찬
위
︐ 

성
균
관
대
출
판
부
︐ 

二
〇
〇
六
． 

서
울
． 

29
『
論
語
』
述
而
． 

30
『
禮
記
』
儒
行
．

31
『
孟
子
』
告
子
上
．

32
『
孟
子
』
離
婁
上
︐ 
人
有
恒
言 

皆
曰
天
下
國
家
．
天
下
之
本
在
國
︐ 

國

之
本
在
家 

家
之
本
在
身
．

33
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
．
樂
民
之
樂
者 
民
亦
樂
其
樂 

憂
民
之
憂
者 

民
亦

憂
其
憂
． 

樂
以
天
下 

憂
以
天
下 
然
而
不
王
者 

未
之
有
也
．

34
『
孟
子
』
盡
心
上
．
古
之
人 

得
志 

澤
加
於
民 

不
得
志 

修
身
見
於
世 

窮
則
獨
善
其
身 

逹
則
兼
善
天
下
．

35
『
書
經
』
洪
範
．

36
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
．
以
力
服
人
者 

非
心
服
也 

力
不
瞻
也
． 

以
德
服

人
者 

中
心
悅
而
誠
服
也
．

37
『
栗
谷
全
書
』
拾
遺 

卷
5
︐ 

時
弊
七
條
策
．

38
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
．
古
之
爲
市
者 

以
其
所
有 

易
其
所
無
者 

有
司
者

治
之
耳 

有
賤
丈
夫
焉 

必
求
龍
斷
而
登
之 

以
左
右
望
而
罔
市
利 

人
皆

以
爲
賤 

故
從
而
征
之 

征
商 

自
此
賤
丈
夫
始
矣
．

39
『
孟
子
』
萬
章
上
．
天
下
之
士
悅
之 

人
之
所
欲
也 

而
不
足
以
解
憂 

好

色
人
之
所
欲 

妻
帝
之
二
女 

而
不
足
以
解
憂 

富
人
之
所
欲 

富
有
天
下 

而
不
足
以
解
憂 

貴
人
之
所
欲 

貴
爲
天
子 

而
不
足
以
解
憂 

人
悅
之 

好

色
富
貴 

無
足
以
解
憂
者 

惟
順
於
父
母 

可
以
解
憂
．

40
『
孟
子
』
離
婁
下
． 

齊
人 

有
一
妻
一
妾
而
處
室
者 

其
良
人 

出
則
必

饜
酒
肉
而
後
反 

其
妻
問
所
與
飮
⻝
者 

則
盡
富
貴
也 

其
妻
告
其
妾
曰 

良
人 

出
則
必
饜
酒
肉
而
後
反 

問
其
與
飮
⻝
者 

盡
富
貴
也 

而
未
嘗
有

顯
者
來 

吾
將
瞯
良
人
之
所
之
也 

蚤
起 

施
從
良
人
之
所
之 

徧
國
中 

無

與
立
談
者 

卒
之
東
郭
墦
間
之
祭
者 

乞
其
餘 

不
足 

又
顯
而
之
他 

此
其

爲
饜
足
之
衜
也 

其
妻
歸
告
其
妾
曰 

良
人
者 

所
仰
望
而
終
身
也 

今
若

此 

與
其
妾 

訕
其
良
人
而
相
泣
於
中
庭 

而
良
人 

未
之
知
也 

施
施
從
外

來 

驕
其
妻
妾
．

41
『
孟
子
』
離
婁
下
．
由
君
子
觀
之 

則
人
之
所
以
求
富
貴
利
逹
者 

其
妻

妾 

不
羞
也
而
不
相
泣
者 

幾
希
矣
．

42
『
孟
子
』
滕
文
公
下
． 

居
天
下
之
廣
居 

立
天
下
之
正
位 

行
天
下
之

大
衜 

得
之 

與
民
由
之 

不
得
之 

獨
行
其
衜 

富
貴
不
能
淫 

貧
賤
不
能
移 

威
武
不
能
屈 

此
之
謂
大
丈
夫
．

43
『
禮
記
』
曲
禮 

上
．
富
貴
而
知
好
禮 

則
不
驕
不
淫 

貧
賤
而
知
好
禮 

則
志
不
懾
．

44
『
禮
記
』
曲
禮 

上
．
貧
者
不
以
貨
財
爲
禮 

老
者
不
以
筋
力
爲
禮
．

45
『
禮
記
』
王
制
．
少
而
無
父
者
謂
之
孤 

老
而
無
子
者
謂
之
獨 

老
而
無

妻
者
謂
之
矜 

老
而
無
夫
者
謂
之
寡 

此
四
者 

天
民
之
窮
而
無
告
者
也 

皆
有
常
餼 

暗
聾
跛
躄
斷
者
侏
儒 

百
工
各
以
其
器
食
之
． 

46
『
論
語
』
述
而
．
天
生
德
於
予 

桓
魋
其
如
予
何
．

47　

戴
震
︐『
原
善
』．
天
地
之
德
可
以
一
言
盡
也 

仁
而
已
矣 

人
之
心
其
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亦
可
以
一
言
盡
也 

仁
而
已
矣
．

48
『
大
學
』
傳
10
章
．
德
者
本
也 

財
者
末
也 

外
本
內
末 

爭
民
施
奪 

是

故 
財
聚
則
民
散 

財
散
則
民
聚
．

49
『
大
學
章
句
』
傳
10
章
．
是
故
君
子 

先
愼
乎
德 

有
德
此
有
人 

有
人
此

有
土 

有
土
此
有
財 

有
財
此
有
用
．
德
者
本
也 

財
者
末
也 

外
本
內
末 

爭
民
施
奪 

是
故 
財
聚
則
民
散 

財
散
則
民
聚
． 

是
故 

言
悖
而
出
者 

亦

悖
而
入 

貨
悖
而
入
者 
亦
悖
而
出
．

50
『
大
學
章
句
』
傳
10
章
．
生
財
有
大
衜 

生
之
者
眾 

⻝
之
者
寡 

爲
之
者

疾 

用
之
者
舒 

則
財
恒
足
矣 

仁
者 
以
財
發
身 

不
仁
者 

以
身
發
財
．

51
『
大
學
章
句
』
傳
10
章
．
畜
馬
乘 
不
察
於
雞
豚 

伐
氷
之
家 

不
畜
牛
羊 

百
乘
之
家 

不
畜
聚
斂
之
臣 

與
其
聚
斂
之
臣 
寧
有
盜
臣
． 

52
『
中
庸
』
第
1
章
．
致
中
和 

天
地
位
焉 

萬
物
育
焉
．

53
『
大
學
章
句
』
傳
10
章 

新
安
陳
氏
注
． 

如
此
則 
天
下
均
平 

而
無
一

夫
不
遂
其
所
矣
．

54
『
大
學
章
句
』
傳
10
章 

朱
熹
注
．
是
以
君
子 

必
當
因
其
所
同 
推
以
度

物 

使
彼
我
之
間
各
得
分
願
則 

上
下
四
旁 

均
齊
方
正 

而
天
下
平
矣
．

シンポジウムでの発表の様子
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発
表
②　
儒
学
思
想
の
本
質
的
特
性
と
現
代
的
意
味

Ⅰ　

問
題
提
起

　

儒
学
思
想
は
去
る
数
千
年
の
間
、
中
国
を
は
じ
め
と
し
て
東
ア
ジ

ア
国
家
に
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
特
に
、
韓
国
人
の
価
値
観

と
生
き
方
全
般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
重
要
な
思
想
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
稿
は
韓
国
を
は
じ
め
東
洋
人
の
価
値
意
識
に
大
き
い
影

響
を
与
え
た
儒
学
思
想
の
本
質
を
正
し
く
理
解
し
て
、
二
一
世
紀
現

代
社
会
に
機
能
で
き
る
儒
学
思
想
の
長
所
を
生
か
し
、
正
し
い
価
値

観
の
確
立
と
人
類
が
指
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
し
い
文
化
の
方

向
設
定
に
役
に
立
つ
知
恵
を
得
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。 

　

か
つ
て
ド
イ
ツ
の
社
会
科
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（K

arl 
Em

il M
axim

ilian W
eber,

一
八
六
四
～
一
九
二
〇
）
は
、
彼
の

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
（D

ie 
protestantische Ethik und der 'Geist' des K

apitalism
us

）」

（
一
九
〇
五
）
で
西
洋
の
清
教
徒
倫
理
と
東
洋
の
儒
学
思
想
を
比
較

し
な
が
ら
東
洋
が
経
済
的
発
展
を
果
た
せ
な
か
っ
た
根
本
的
原
因
と

成
均
館
大
学
校　

儒
学
大
学
院
長　

呉　
　
　

錫　

源

し
て
、
儒
教
思
想
の
限
界
と
問
題
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
し
か

し
一
九
八
〇
年
代
に
達
し
て
日
本
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
を
は
じ
め
と
す

る
台
湾
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
国
家
の
ま
ぶ
し

い
経
済
発
展
が
成
り
立
っ
て
、
多
く
の
学
者
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
主
張

が
西
洋
人
の
立
場
で
見
た
偏
見
と
し
て
東
洋
の
儒
学
思
想
に
対
す
る

客
観
的
な
理
解
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

　

実
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
杜
維
明
と
日

本
東
海
大
学
の
謝
世
輝
な
ど
は
現
代
の
資
本
主
義
に
は
必
ず
儒
教

倫
理
が
補
充
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
り
、
一
九
九
〇
年
代
に

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
（Sam

uel 
H

untington

）
教
授
は
「
儒
教
資
本
主
義
」
と
い
う
名
称
を
使
っ

て
経
済
と
儒
教
と
の
深
い
関
連
性
と
儒
教
経
済
倫
理
の
重
要
性
を
強

調
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
儒
学
思
想
の
経
済
を
基
盤
と
し
た
現
代
社
会
に
及
ぼ

す
機
能
に
対
し
相
反
し
た
見
解
が
交
差
し
て
い
る
け
れ
ど
、
何
よ
り

翻
訳　

松　

本　

優　

梨
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も
重
要
な
の
は
、
過
去
長
い
間
の
歴
史
の
中
で
我
々
人
類
に
人
生
の

知
恵
を
提
供
し
た
儒
学
思
想
の
普
遍
的
な
本
質
に
対
す
る
正
し
い
理

解
が
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
、
そ

の
間
の
歴
史
過
程
の
中
で
儒
学
思
想
は
時
代
と
国
家
そ
し
て
地
域
と

個
人
の
特
性
に
よ
っ
て
非
常
に
多
様
な
姿
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な
が
ら

純
機
能
的
ま
た
は
、
逆
機
能
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
事
実

で
あ
る
。 

　

い
か
な
る
思
想
で
あ
っ
て
も
普
遍
性
と
特
殊
性
、
本
質
と
現
象
、

純
機
能
と
逆
機
能
の
要
素
は
す
べ
て
備
え
て
い
る
。
万
が
一
そ
の
思

想
の
普
遍
的
本
質
に
執
着
し
て
特
殊
性
を
無
視
し
た
り
、
否
定
的
逆

機
能
側
に
偏
っ
て
肯
定
的
純
機
能
側
を
逃
し
た
り
し
て
は
な
ら
な

い
。
逆
の
立
場
も
や
は
り
同
じ
よ
う
に
問
題
に
な
る
と
い
え
る
。
当

然
、
客
観
的
立
場
で
両
面
を
同
時
に
見
る
べ
き
で
あ
り
、
現
代
社
会

に
純
機
能
と
し
て
作
用
で
き
る
長
所
を
導
き
出
す
作
業
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
る
。

Ⅱ　

儒
学
思
想
の
本
質
的
特
性

　

儒
学
思
想
は
孔
子
（
五
五
一
～
四
七
九 B.C.

）
が
創
始
し
た
思

想
で
あ
る
。
孔
子
思
想
の
最
も
大
き
い
特
徴
は
従
来
の
神
を
中
心
と

し
た
思
考
か
ら
人
間
中
心
の
思
考
へ
と
意
識
を
転
換
さ
せ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、宗
教
的
天
命
の
世
界
を
人
間
に
内
在
化
さ
せ
、

人
間
の
道
徳
的
な
自
覚
を
通
じ
て
超
越
的
な
神
性
を
認
識
さ
せ
よ
う

と
し
た
の
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
に
内
在
さ
れ
た
本
性
を
正
し

く
具
現
す
れ
ば
、人
間
の
正
し
い
生
き
方
を
実
現
で
き
る
と
と
も
に
、

究
極
的
に
は
宗
教
的
体
得
の
世
界
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

見
た
の
で
あ
る
。 

　

儒
学
思
想
の
本
質
的
特
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
儒
学

を
創
始
し
た
孔
子
の
思
想
が
入
っ
て
い
る
『
論
語
』
を
通
じ
て
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
論
語
』
で
孔
子
は
人
間
の
正
し
い
行
動

規
範
と
し
て
の
礼
、
正
し
い
価
値
判
断
と
し
て
の
義
、
そ
し
て
正
し

い
人
間
関
係
と
し
て
の
仁
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
徳
目
の

中
で
、
孔
子
が
主
に
主
張
し
た
儒
学
思
想
の
本
質
的
特
性
を
整
理
し

て
み
れ
ば
次
の
五
つ
で
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　

最
初
に
、
儒
学
思
想
は
人
間
中
心
の
思
想
で
あ
る
。
儒
学
で
追
求

す
る
道
は
人
間
の
道
を
意
味
す
る
。
そ
の
為
、
何
よ
り
も
人
間
の
個

人
的
な
主
体
性
と
人
間
の
社
会
的
な
関
係
性
を
重
要
視
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
自
然
を
重
要
視
す
る
道
家
や
超
越
さ
れ
た
神
を
中
心
に
す

る
一
般
宗
教
と
は
根
本
的
な
立
場
が
違
う
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

な
儒
学
の
人
間
中
心
の
思
想
は
、
人
間
が
万
物
を
支
配
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
人
間
優
越
主
義
的
な
立
場
で
は
な
く
、
宇
宙
の
す

べ
て
の
存
在
と
共
存
し
な
が
ら
人
間
の
責
務
を
尽
く
す
真
の
意
味
の

人
道
主
義
思
想
で
あ
る
。 

　

次
に
、
儒
学
思
想
は
現
実
肯
定
の
思
想
で
あ
る
。
儒
学
は
す
で
に

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
過
去
や
ま
だ
来
て
い
な
い
未
来
よ
り
は
、
今
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現
在
に
肯
定
的
な
姿
勢
で
最
善
を
尽
く
す
思
想
で
あ
る
。
私
が
向
き

合
っ
て
い
る
今
こ
の
瞬
間
の
日
常
生
活
の
中
で
最
高
の
価
値
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
生
活
哲
学
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
現
実
に
対
し
否
定
的

な
見
解
で
接
近
す
る
道
家
と
仏
家
と
は
違
う
立
場
で
あ
る
。
私
に
与

え
ら
れ
た
こ
の
状
況
で
最
善
を
尽
く
せ
ば
天
道
と
合
致
す
る
究
極
的

な
悟
り
の
世
界
ま
で
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
見
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

第
三
、
儒
学
思
想
は
動
機
と
過
程
を
重
要
視
す
る
思
想
で
あ
る
。

儒
学
は
、
結
果
そ
の
も
の
よ
り
は
理
想
に
向
か
っ
て
持
続
的
な
努
力

を
注
ぐ
そ
の
誠
実
さ
に
意
味
を
付
与
す
る
思
想
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
動
機
よ
り
は
結
果
を
重
要
視
す
る
法
家
と
は
異
な
る
立
場
で
あ

る
。
人
生
に
お
い
て
結
果
や
目
的
も
重
要
で
あ
る
が
、
動
機
や
過
程

は
よ
り
一
層
重
要
で
あ
る
。
純
粋
な
心
と
誠
実
な
姿
勢
で
努
力
し
な

が
ら
日
々
新
し
く
な
る
人
生
、
そ
の
中
で
人
生
の
真
の
価
値
を
追
求

し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

第
四
、
儒
学
思
想
は
実
践
中
心
の
思
想
で
あ
る
。
儒
学
で
知
る
こ

と
と
知
識
は
、
正
し
い
価
値
判
断
と
道
徳
的
実
践
を
前
提
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
為
、
知
識
を
中
心
に
す
る
西
洋
の
学
問
観
と
は
違

う
立
場
で
あ
る
。
宋
代
の
性
理
学
が
理
気
論
を
中
心
と
し
て
人
間
の

問
題
を
精
密
に
分
析
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
的
分
析
は
そ
の
究

極
的
目
標
が
道
学
の
実
践
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
故
、
儒
学
思

想
で
は
、
幅
広
い
知
識
も
大
事
だ
が
何
よ
り
も
観
念
の
み
で
は
な
く

正
し
い
人
格
を
基
と
し
た
実
践
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
儒
学
思
想
は
人
間
が
自
分
の
存
在
を
実
現
す
る
思
想
で

あ
る
。
正
し
い
生
き
方
を
追
求
す
る
動
機
と
目
的
こ
そ
人
間
存
在
の

自
己
実
現
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
来
世
の
救
い
を
強
調
す
る
宗
教
の

祈
福
主
義
と
、
道
徳
性
を
無
視
し
た
功
利
主
義
を
強
く
批
判
し
て
い

る
。
人
間
の
存
在
原
理
そ
れ
自
体
が
道
徳
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、人
間
の
道
理
に
最
善
を
尽
く
し
、

自
ら
の
存
在
価
値
を
実
現
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し

自
身
の
行
為
を
他
の
人
が
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
何
の
代
価
も

な
か
っ
た
り
し
て
も
、
他
の
人
は
も
ち
ろ
ん
天
を
恨
む
こ
と
は
し
な

い
の
で
あ
る
。
愛
（
仁
）
と
正
義
（
義
）
で
人
事
を
尽
く
し
て
天
命

を
待
つ
よ
う
な
姿
勢
に
は
真
な
る
自
己
の
存
在
価
値
を
認
識
で
き
る

自
得
処
と
人
生
を
観
照
で
き
る
高
い
境
地
の
自
楽
処
が
含
ま
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

Ⅲ　

韓
国
人
の
特
性
と
退
渓
学

　

一
般
的
に
東
洋
の
儒
教
文
化
圏
と
は
韓
国
を
は
じ
め
中
国
、
日

本
、
そ
し
て
台
湾
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な

国
々
で
今
日
、
儒
教
的
価
値
意
識
が
最
も
強
く
残
っ
て
い
る
国
は
韓

国
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
西
洋
文
化
の
基
盤
の
上
に
多
様
な
宗
教
と

思
想
と
が
混
在
し
て
い
る
今
で
も
韓
国
人
の
意
識
構
造
と
生
活
規
範

は
依
然
と
し
て
儒
学
の
価
値
意
識
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
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れ
だ
け
儒
学
思
想
は
韓
国
人
の
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
韓
国
人
の
民
族
的
特
性
と
こ
の
よ
う
な
韓
国
人
の
特
性
に
及

ぼ
し
た
儒
学
思
想
の
影
響
を
考
察
す
る
な
ら
ば
次
の
幾
つ
か
を
上
げ

ら
れ
る
。

　

韓
国
人
は
人
間
の
尊
厳
性
と
道
徳
性
を
か
な
り
重
要
視
す
る
民
族

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
韓
国
人
の
人
間
中
心
的
な
特
性
は
檀
君
神
話

の
弘
益
人
間
の
理
念
か
ら
で
も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

に
は
人
間
を
愛
し
て
、
人
間
の
た
め
の
生
き
方
に
価
値
を
置
く
、
人

間
中
心
の
世
界
観
が
よ
く
含
ま
れ
て
い
る
。 

個
人
的
に
人
格
を
修

養
し
た
上
で
、
社
会
に
正
義
を
実
現
し
よ
う
と
思
う
儒
学
思
想
は
こ

の
よ
う
な
韓
国
の
人
間
尊
重
の
思
想
と
関
連
し
て
、
韓
国
人
の
道
徳

的
価
値
観
の
確
立
と
利
他
的
な
倫
理
意
識
の
発
揚
に
大
き
い
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。 

　

韓
国
人
は
学
問
を
崇
め
た
て
て
礼
儀
を
重
要
視
す
る
民
族
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
中
国
の
『
後
漢
書
』
に
は
韓
国
人
の
気
質
は
善
良

で
平
和
が
好
き
だ
と
い
っ
て
韓
国
を
君
子
の
国
と
称
し
た
し
、
礼
儀

を
高
め
て
こ
れ
を
常
に
実
践
す
る
民
族
と
い
っ
て‘
東
方
礼
儀
之
国
’

だ
と
呼
ん
だ
。
君
子
と
高
尚
な
人
を
指
向
す
る
儒
学
思
想
は
韓
国
人

の
こ
の
よ
う
な
性
格
を
刺
激
し
て
韓
国
人
の
高
い
教
育
の
熱
意
と
さ

ら
に
高
い
礼
儀
文
化
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
今
日
韓
国
の

ま
ぶ
し
い
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
色
々
な
要
因
の

中
で
最
も
大
き
い
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
韓
国
人
の
高
い
教
育
の
熱

意
が
入
っ
た
り
も
す
る
の
で
あ
る
。

　

韓
国
人
は
両
親
に
対
す
る
親
孝
行
と
先
祖
に
対
す
る
尊
敬
を
か
な

り
重
要
視
す
る
民
族
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
祖
に
対
す
る
崇
拝
意

識
は
韓
国
古
代
か
ら
引
き
続
い
て
き
た
伝
統
文
化
と
し
て
中
国
の

色
々
な
文
献
と
韓
国
に
散
在
さ
れ
て
い
る
色
々
な
金
石
文
中
か
ら
で

も
簡
単
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

愛
（
仁
）
を
実
践
す
る
初

め
て
の
出
発
点
で
両
親
に
対
す
る
親
孝
行
と
目
上
に
対
す
る
恭
慶
を

何
よ
り
も
重
要
視
す
る
儒
学
思
想
は
こ
の
よ
う
な
韓
国
人
の
家
族
意

識
を
触
発
さ
せ
、
韓
国
人
の
孝
思
想
と
敬
老
思
想
を
よ
り
一
層
高
揚

さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

　

韓
国
人
は
人
倫
と
真
理
を
重
要
視
す
る
民
族
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
特
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
朝
鮮
初
期
の
道
学
者
は
性
理
学
を
基
盤

と
し
た
宋
代
の
朱
子
学
を
受
け
入
れ
て
人
間
の
本
質
を
精
密
に
分
析

し
、
道
徳
的
実
践
と
社
会
の
正
義
の
実
現
に
注
力
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
静
庵
（
趙
光
祖
、
一
四
八
二
～
一
五
一
九
）
を
中
心
と

し
た
朝
鮮
初
期
の
道
学
派
は
宋
代
儒
学
の
道
学
思
想
を
基
盤
と
し
て

尭
舜
の
理
想
政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
政
治
改
革
を
積
極
的
に
試
み

た
し
、
朝
鮮
中
期
に
は
栗
谷
（
李
珥
、
一
五
三
六
～
一
六
八
四
）
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
学
者
が
性
理
学
の
多
様
な
主
題
に
関
す
る
論

争
を
通
じ
て
よ
り
一
層
細
か
く
分
析
や
整
理
を
し
て
独
自
的
な
韓
国

の
儒
学
思
想
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
宋
代
の
朱
子
学
の
理
論
体
系
を
も
れ
な
く
究
明
、
分

析
し
て
独
自
的
な
韓
国
の
儒
学
思
想
を
確
立
し
た
代
表
的
な
人
物
が

退
渓
（
李
滉
、
一
五
〇
一
～
一
五
七
〇
）
で
あ
る
。
退
渓
は
人
間
の

心
性
を
よ
り
一
層
緻
密
に
分
析
し
て
、
中
国
の
朱
子
学
よ
り
一
次
元

さ
ら
に
高
い
円
熟
し
た
境
地
を
成
し
遂
げ
た
し
、
朱
子
学
を
単
純
に

踏
襲
し
て
守
る
立
場
か
ら
で
は
な
く
自
ら
考
え
て
自
覚
す
る
と
共

に
、
ま
た
絶
え
間
な
い
哲
学
的
論
弁
を
通
じ
て
儒
学
の
本
質
を
正
確

に
体
得
し
た
境
地
で
、新
し
い
韓
国
儒
学
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。 

　

退
渓
学
の
特
徴
は
人
間
学
に
あ
る
。
退
渓
は
真
理
に
対
す
る
強
い

信
頼
と
信
念
を
基
盤
と
し
て
純
善
の
人
間
の
本
質
が
現
実
の
具
体
的

人
間
行
為
と
情
緒
を
通
じ
て
具
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

強
い
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
敬
を
基
に
し
て
修
養
に
努
力

し
人
欲
を
克
服
す
れ
ば
誰
で
も
最
高
の
人
格
体
で
あ
る
聖
賢
に
な
れ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
特
に
こ
の
よ
う
な
退
渓
学
の
最
も
大
き
い
特

徴
は
、
学
問
的
思
弁
に
だ
け
終
わ
ら
な
い
で
一
生
懸
命
生
涯
を
か
け

て
絶
え
ず
実
践
し
た
点
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

　

性
理
学
が
ち
ょ
っ
と
間
違
え
ば
観
念
の
世
界
へ
飛
び
出
し
や
す
い

問
題
点
を
克
服
し
て
、実
践
的
な
模
範
を
見
せ
た
退
渓
の
生
き
方
は
、

ま
さ
に
儒
学
思
想
の
本
質
を
最
も
正
し
く
体
得
し
た
も
の
だ
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
高
い
学
問
と
人
格
を
土
台
に
し
て
儒
学

思
想
の
本
質
を
正
し
く
理
解
し
、
実
践
し
た
退
渓
の
人
生
は
後
代
の

人
々
に
多
く
の
感
動
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
は
遠
く
中
国

や
日
本
ま
で
大
き
く
及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
数
多
く
の
弟
子
を
排
出
し

て
安
東
地
域
を
中
心
と
し
た
独
自
の
学
派
と
し
て
嶺
南
学
派
の
中
心

を
な
し
た
。
今
日
、
安
東
が
韓
国
の
儒
教
文
化
中
心
地
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
退
渓
学
派
の
興
盛
に
よ
っ
た

も
の
で
あ
る
。

Ⅳ　

現
代
社
会
の
価
値
観
と
儒
教
の
役
割

　

今
日
の
世
界
は
先
端
科
学
に
基
づ
い
た
情
報
通
信
の
発
達
に
よ
っ

て
時
間
と
空
間
の
障
壁
を
越
え
て
一
つ
の
地
球
村
を
成
し
遂
げ
、
世

界
の
多
様
な
文
化
が
一
か
所
に
集
ま
っ
て
い
て
、
知
識
の
大
衆
化
を

通
じ
て
数
多
く
の
人
々
の
知
的
水
準
が
日
々
向
上
し
て
い
る
。
し
か

し
、
世
界
の
所
々
で
は
対
立
と
葛
藤
に
よ
る
闘
争
と
殺
戮
が
終
わ

ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
現
代
社
会
の
緊
急
な
課
題
は
平
和
と

和
諧
を
通
し
た
相
生
と
共
存
の
時
代
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

今
日
世
界
を
支
配
し
て
い
る
現
代
社
会
の
理
念
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス

以
後
に
現
れ
た
西
欧
近
代
思
想
で
あ
る
。
西
欧
近
代
思
想
の
根
本
的

な
価
値
観
は
、
精
神
的
な
道
徳
性
よ
り
物
質
的
経
済
性
を
中
心
と
し

て
い
る
価
値
意
識
に
定
礎
さ
れ
て
い
る
。
経
済
的
実
利
を
中
心
と
す

る
価
値
観
は
産
業
、
科
学
、
医
療
技
術
の
驚
異
的
な
発
展
を
触
発
さ

せ
て
物
質
の
豊
か
さ
と
人
類
の
福
祉
に
相
当
な
寄
与
を
し
た
。
し
か

し
物
質
を
優
先
と
す
る
価
値
は
相
対
的
に
精
神
的
道
徳
性
を
弱
化
さ
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せ
て
、
手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
質
が
目
的
と
な
る
こ
と
で
価

値
観
の
混
乱
と
共
に
人
間
の
尊
厳
性
が
喪
失
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
物
質
に
対
す
る
絶
え
間
な
い
欲
求
は
、
相
対
的
貧
困
意
識
に

よ
る
欠
乏
感
、
不
満
感
、
敵
対
感
を
触
発
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
物
質

を
得
る
た
め
手
段
と
方
法
を
選
ば
ず
闘
争
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会

の
不
正
と
暴
力
事
件
な
ど
の
病
理
現
象
を
誘
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

西
欧
近
代
思
想
の
特
徴
は
人
間
の
理
性
を
重
要
視
す
る
価
値
観
に

基
づ
い
た
合
理
主
義
精
神
で
あ
る
。
合
理
主
義
思
想
に
は
物
質
と
精

神
、
個
人
と
集
団
、
人
間
と
自
然
な
ど
の
相
異
な
っ
た
二
つ
の
価
値

に
対
し
、
総
合
的
か
つ
相
互
補
完
的
な
関
係
か
ら
見
る
よ
り
は
分
析

的
か
つ
対
立
的
な
関
係
か
ら
の
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
分
析
的
か
つ
合
理
的
な
価
値
意
識
は
科
学
的
思
考
を
促
進
さ
せ
た

が
、
排
他
的
両
極
の
理
論
に
よ
っ
て
社
会
的
葛
藤
と
闘
争
の
問
題
を

も
っ
と
高
め
た
の
で
あ
る
。

　

西
欧
近
代
思
想
の
特
徴
は
社
会
的
共
同
体
よ
り
は
個
人
的
個
体
の

問
題
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
個
人
を

中
心
と
す
る
価
値
意
識
は
人
権
の
伸
張
と
自
由
の
拡
大
を
促
進
さ
せ

た
し
、
個
性
の
伸
張
と
自
我
実
現
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

く
れ
た
。
し
か
し
自
由
は
、
責
任
意
識
が
伴
わ
な
い
時
に
は
無
限
の

放
任
主
義
と
な
り
、
共
同
体
意
識
を
無
視
し
た
時
に
は
個
人
的
な
利

己
主
義
に
固
着
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
健
全
で
均
衡
的
な
思
考
を
喪

失
し
た
時
に
は
盲
目
的
な
闘
争
主
義
と
集
団
的
な
利
己
主
義
に
転
落

す
る
か
も
知
れ
な
い
問
題
も
あ
る
。

　

儒
学
思
想
は
人
間
に
中
心
を
置
い
て
い
て
、
人
間
の
真
の
主
体
性

に
基
づ
い
た
仁
義
の
人
道
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
儒
学
思
想
に
は
物
質
以
上
の
世
界
を
追
求
す
る
純
粋
な
道
徳
性
が

あ
り
、
他
人
を
配
慮
し
て
愛
す
る
高
い
次
元
の
人
格
性
が
含
ま
れ
て

い
て
、
真
理
と
定
義
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
強
い
批
判
精
神
と
実
践

精
神
も
あ
る
。
ま
た
、
儒
学
思
想
が
指
向
す
る
価
値
意
識
は
道
徳
性

に
基
づ
い
た
物
質
の
追
求
、
共
同
体
意
識
と
責
任
意
識
を
基
盤
と
し

た
個
人
主
義
、
自
然
と
の
共
存
と
親
和
的
な
関
係
を
維
持
す
る
人
間

観
で
あ
る
。

　

二
十
一
世
紀
の
人
類
社
会
は
、
人
間
の
尊
厳
性
が
回
復
さ
れ
、
真

の
意
味
と
し
て
の
人
間
化
さ
れ
た
世
界
へ
と
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
く
ら
先
端
科
学
で
新
し
い
宇
宙
時
代
を
成
し
遂
げ
る
と

い
っ
て
も
そ
れ
を
操
縦
し
て
運
用
す
る
主
体
は
い
つ
も
人
間
で
あ
る

た
め
だ
。
し
た
が
っ
て
新
し
い
方
向
の
課
題
と
し
て
は
、
す
べ
て
の

人
々
が
も
っ
と
成
熟
さ
れ
た
人
間
を
指
向
し
、
こ
の
よ
う
な
人
格
を

基
に
人
間
の
生
命
の
尊
厳
性
を
自
覚
し
て
、
相
手
の
文
化
や
宗
教
を

大
切
に
思
う
中
で
、
全
人
類
が
平
和
的
に
共
存
す
る
社
会
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
る
。
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発
表
①　
徐
坰
遥
教
授
へ
の
コ
メ
ン
ト

国
際
基
督
教
大
学　

教
養
学
部
教
授

東
日
本
国
際
大
学　

客
員
教
授　

小　

島　

康　

敬

〔
編
註　

本
号
所
収
の
徐
坰
遥
教
授
論
文
は
、
孔
子
祭
当
日
、
時
間

の
関
係
上
か
ら
、
全
文
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
、
要
約
さ
れ
た
形
で

口
頭
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
そ
の
要
約
さ
れ
た
形

で
の
発
表
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
当
日
口
頭
で
行
わ
れ
た
も
の
の

記
録
で
す
。〕 

序
　

ご
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
国
際
基
督
教
大
学 

Ｉ
Ｃ

Ｕ 

―
― International Christian U

niversity 

―
― 
の
小
島
と

申
し
ま
す
。
御
存
知
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
キ
リ
ス
ト
教
系
の
大
学
で

す
の
で
、
儒
学
思
想
を
中
心
に
日
本
の
思
想
史
を
勉
強
し
て
お
り
ま

す
私
は
い
さ
さ
か
肩
身
が
狭
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
本
日
は
儒

学
の
殿
堂
昌
平
黌
の
伝
統
を
継
承
す
る
貴
大
学
に
お
招
き
頂
き
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

時
間
も
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
徐
先
生
の
御
発
表
を
受
け
、

私
の
心
に
響
い
た
こ
と
を
、
三
点
に
絞
っ
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
点
は
、
皆
さ
ん
も
お
持
ち
の
徐
先
生
の
概
要
に
ご
ざ
い
ま
す

「
個
人
の
徳
性
を
通
し
て
」
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
ま
す
「
徳
性
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
で
す
〔
本
号
所
収
論
文
参
照
〕。

　

そ
し
て
第
二
点
は
「
義
と
利
」
の
関
係
で
す
ね
。
私
的
な
利
が
義

と
一
致
す
る
こ
と
で
公
的
に
な
る
、
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
で

す
。

　

第
三
点
は
「
人
間
の
生
命
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
で
す
。

　

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
、
私
の
コ
メ
ン
ト
と
言
い
ま
す
か
、
感
想

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ　
 

徳
性
に
つ
い
て

　

で
は
、
第
一
点
の
「
徳
性
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

現
在
、
大
学 

―
― 

特
に
日
本
の
大
学 

―
― 

で
は
、「
情
報
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
情
報
」
と
い
う
言
葉
が
氾
濫
し

て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
も
、
大
学
に
「
情
報
」
を
求
め
て
や
っ
て
く



59

■発表へのコメント

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
方
で
も
、
大
学
の
新

設
や
学
部
学
科
の
増
設
・
改
編
に
し
て
も
、「
情
報
」
や
「
国
際
」、「
バ

イ
オ
」
と
い
っ
た
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
な
い
と
、
な
か
な
か
認
可

し
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
体
全
体
、
大
学
と
い
う
の
は
「
情
報
」
を
求
め
る
場
な

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
大
学
と
は
「
知
」
を
求
め
る
場
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、「
情
報
」と「
知
」と
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ

う
か
、
こ
う
し
た
素
朴
な
疑
問
が
私
に
は
浮
か
ん
で
き
ま
す

　

大
学
で
は
、
近
年
、Faculty D

evelopm
ent 

―
― FD

 

―

― 

と
い
う
こ
と
が
し
き
り
と
強
調
さ
れ
、
大
学
で
の
授
業
改
革
や

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ス
キ
ル
の
向
上
が
目
指
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て

Pow
erPoint 

と
い
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
効
率
的
に
教
え
る
方
法
の
導
入
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
や

大
学
の
授
業
でPow

erPoint

を
使
う
の
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
私
は
、
大
学
で
の
授
業
で
はPow

erPoint
は
極
力

使
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、
と
学
生
達
に
宣
言
し
て
授
業
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

　

と
、
言
い
ま
す
の
はPow

erPoint 

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
と
い
う
の
は
大
変
な
く
せ
者
だ
か
ら
で

す
。こ
う
し
た
ソ
フ
ト
が
ど
う
し
て
開
発
さ
れ
た
か
と
考
え
ま
す
と
、

こ
れ
は
企
業
が
、
限
ら
れ
た
時
間
で
、
い
か
に
自
社
の
製
品
に
つ
い

て
の
情
報
を
効
率
よ
く
伝
達
す
る
か
、
そ
れ
だ
け
を
目
的
と
し
て
考

案
さ
れ
た
ツ
ー
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
、
そ
う
し
た
ソ
フ
ト
で
作
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
見
て
い
て
面
白
く
、
飽
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
「
分
か
っ

た
」
気
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
「
分
か
っ
た
よ
う
な
気

に
さ
せ
る
」
ト
リ
ッ
ク
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
画
面
が
ど
ん
ど
ん
と

展
開
し
て
、
こ
ち
ら
に
考
え
さ
せ
た
り
、
疑
問
を
持
た
せ
た
り
す
る

暇
を
与
え
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
そ
う
で
し
ょ
う
。
製
品
に
疑
問
が
持
た

れ
た
ら
ま
ず
い
で
す
よ
ね
。
実
の
と
こ
ろ
は
良
く
分
か
っ
て
い
な
い

の
だ
け
ど
、
何
か
分
か
っ
た
よ
う
に
気
分
に
さ
せ
た
ら
成
功
で
す
。

　

教
え
る
側
の
立
場
か
ら
す
る
と
、Pow

erPoint

を
使
う
と
非
常
に

楽
で
す
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
手
を
抜
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
講
義
を
分
か
り
や
す
く
す
る
為
にPow

erPoint

を
活
用
す
る
と
い
う
と
、
聞
こ
え
は
良
い
の
で
す
が
、
学
生
達
を
話

だ
け
で
引
き
付
け
る
自
信
が
な
い
の
で
、Pow

erPoint

に
た
よ
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。分
か
り
や
す
け
れ
ば
、

そ
れ
で
本
当
に
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
丁
寧
にPow

erPoint

で
、

見
栄
え
良
く
講
義
内
容
を
こ
ち
ら
で
整
理
し
て
あ
げ
る
と
、
学
生
達

自
身
が
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
要
点
を
自
分
の
頭
で
捉
え
て
纏
め
る

と
い
う
、
大
事
な
教
育
の
機
会
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
か
。
大
学
教
育
に
お
い
て
大
事
な
こ
と
は
、「
知
」
を

鍛
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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も
し
大
学
と
い
う
も
の
が
、「
情
報
」
を
提
供
し
伝
達
す
る
場
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
学
と
い
う
の
は
必
要
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
目
の
前

に
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
社
会
で
す
か
ら
、
求
め
る
「
情
報
」
は
簡
単
に

手
に
入
り
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、大
学
の
存
在
意
義
と
い
う
の
は
、

一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
常
々
私
は
そ
う
自
問
し
て
い
ま

す
。
現
代
と
い
う「
情
報
の
時
代
」に
お
い
て
、「
知
」は
ど
こ
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

少
し
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
が
「
情
報
の
時
代
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
近
代
は
「
知
の
時

代
」
だ
、
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
近
代
は
知
の
時
代
で
あ
る

と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
非
常
に
興
味
深
い
話
が
あ
り

ま
す
。
明
治
維
新
の
際
に
、高
等
教
育
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、

そ
れ
ま
で
人
間
教
育
を
担
っ
て
い
た
漢
学
が
捨
て
ら
れ
ま
す
。 

狭

い
意
味
で
の
「
実
学
」
の
輸
入
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
狭
い
意
味

で
の
と
い
う
の
は
、「
実
心
」
と
し
て
の
実
学
の
面
を
切
り
捨
て
、「
実

用
」
性
の
面
の
み
を
強
調
し
た
「
実
学
」
が
す
す
め
ら
れ
た
か
ら
で

す
。「
知
」
は
力
で
あ
る
と
い
っ
た
学
問
状
況
に
対
し
て
、
当
時
国

際
連
盟
の
事
務
次
長
を
務
め
て
い
た
新
渡
戸
稲
造
（
か
つ
て
5
千
円

札
に
も
な
っ
て
い
た
新
渡
戸
稲
造
で
す
）
が
、
苦
言
を
呈
し
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
事
を
言
っ
て
い
る
か
と
言
い
ま
す
と 

―
― 

今
で

は
、
今
と
い
う
の
は
明
治
の
20
年
代
で
す
が
、
学
問
と
人
格
が
別
の

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
学
問
は
人
格
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
、
人
格
な
ど
ど
う
で
も
よ
い
、
学
問
さ
え

出
来
れ
ば
い
い
の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
人
が
増
え
て
き
た
。

だ
が
、
本
当
に
そ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
学
問
に
と
っ
て
最
大
に

し
て
最
高
の
目
的
と
は
、
人
格
を
養
う
こ
と
で
は
な
い
か 

―
― 

大

体
こ
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
色
々
な
大
学
の
創
設
の
理
念
な
ど
を
見
ま
す
と
、
大

抵
そ
こ
に
は
「
学
問
と
人
格
の
統
一
」、「
人
格
の
養
成
」
と
言
っ
た

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
の
大

学
の
状
況
か
ら
す
る
と
、「
大
学
で
人
格
の
養
成
を
す
る
」
な
ど
と

言
わ
れ
る
と
、
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
…
…

と
い
い
ま
す
か
、
そ
も
そ
も
学
者
に
は
、
人
格
の
破
綻
者
が
多
い

（
会
場
笑
）。
こ
れ
は
私
自
身
の
事
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど

も
（
笑
）。
ま
あ
実
際
、
学
者
に
は
奇
人
変
人
が
多
い
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
近
代
に
な
り
「
知
の
時
代
」
に
入
っ

た
、
そ
し
て
現
代
は
さ
ら
に
「
情
報
の
時
代
」
に
な
っ
た
。

　

も
っ
と
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
ど
う
な
の
か
。
日
本
の
場

合
で
あ
れ
ば
、
前
近
代
、
つ
ま
り
江
戸
時
代
の
知
識
人
達
に
と
っ
て

は
「
学
び
」
と
い
う
の
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
学
問
を
す
る
こ
と
は
、
学
問
の
た
め
の
学

問
で
は
な
く
、
ま
さ
に
人
格
の
形
成 

―
― 

あ
る
い
は
人
間
形
成
と
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言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が 

―
― 

と
し
て
理
解
さ
れ
、
実

践
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
単
に
知
識
を
身
に
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
が
そ
の
人
の
生
き
方
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
と
し

て
、「
学
び
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
知
」
と
「
徳
」

の
一
致
と
で
も
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
江
戸
か
ら

現
代
へ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
見
る
と
、「
徳
の
時
代
」
か
ら
「
知

の
時
代
」
へ
、
そ
し
て
「
知
の
時
代
」
か
ら
「
情
報
の
時
代
」
へ
と

い
っ
た
具
合
に
、
学
び
の
在
り
方
が
ど
ん
ど
ん
と
薄
ま
っ
て
き
て
し

ま
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
話
が
長
く
な
り
ま
す
が
、『
大
学
』
の
八
条
目 

―
― 「
格
物
」

「
致
知
」「
誠
意
」「
正
心
」「
修
身
」「
斉
家
」「
治
国
」「
平
天
下
」 

―
― 

が
あ
り
ま
す
ね
。
私
も
若
い
頃
は
、
何
て
大
雑
把
な
考
え
方

だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、「
物
の
理
を
追
求

す
る
こ
と
」
と
「
人
間
の
道
徳
的
修
養
」
と
が
一
続
き
で
語
ら
れ
、

ま
た
、
個
人
の
修
養
が
完
成
す
れ
ば
国
家
社
会
も
自
ず
と
治
ま
る
と

言
う
が
、
事
は
そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
、
知
の
探
究
と
修
身
、

修
身
と
治
国
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
の
問
題
で
は
な
い
か
、

そ
れ
ぞ
れ
切
れ
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
か
、
と
そ
の
時
は
思
っ
た
次

第
で
す
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
れ
は
、
近
代
と
い
う
時
代
の
、
連
続

性
を
切
断
す
る
考
え
方
な
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
も
こ
の
年
に

な
っ
て
く
る
と
、
こ
の
『
大
学
』
の
八
条
目
の
連
続
性
の
考
え
方
は

何
か
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ

れ
て
き
ま
す
。
物
の
理
を
一
つ
一
つ
明
ら
か
に
し
て
い
く
、
そ
れ
は

一
見
世
界
の
平
和
な
ど
に
は
関
係
な
く
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

実
は
深
い
と
こ
ろ
で
繋
が
っ
て
い
る
の
だ 

―
― 

こ
の
八
条
目
と
い

う
の
は
、
そ
う
し
た
大
切
な
事
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
、

今
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
宋
学
を
、
朱
子
に
よ
っ
て
ま
と
め
あ
げ
ら

れ
た
体
系
を
、
見
直
し
て
見
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
点
目
の
最
後
に
、少
し
皮
肉
め
い
た
こ
と
を
付
け
加
え
ま
す
と
、

世
の
中
、
本
当
に
「
情
報
」
と
い
う
言
葉
が
溢
れ
て
お
り
ま
す
。
た

め
し
に
既
存
の
学
問
・
学
科
の
名
前
に
「
情
報
」
を
付
け
て
検
索
す

れ
ば
、ほ
と
ん
ど
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
例
え
ば
「
情
報
経
済
学
部
」「
経

営
情
報
学
科
」「
情
報
法
学
」「
情
報
哲
学
」「
情
報
歴
史
学
」
な
ど

な
ど
、
と
い
っ
た
具
合
で
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
「
情
報
」
を
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
古
い
頭
の
私
に
は
理
解
を
苦
し
む
と
こ
ろ
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
「
情
報
」
と
い
う
言
葉
が
氾
濫
す

る
学
問
状
況
に
あ
っ
て
、
徐
先
生
の
本
日
の
発
表
は
、「
個
人
の
徳

性
の
涵
養
と
し
て
の
学
問
」
と
い
う
問
題
を
気
付
か
せ
て
く
れ
た
、

と
い
う
こ
と
が
、
私
か
ら
の
第
一
点
で
す
。
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Ⅱ　

義
と
利
の
一
致

　

そ
れ
か
ら
第
二
点
目
の「
義
」と「
利
」の
関
係
と
い
う
問
題
で
す
。

　

今
日
は
理
事
長
先
生
か
ら
も
、「
義
」
と
「
利
」
の
関
係
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
絡
め
て
申
し
ま
す
と
、
一
般
的

に
は
君
子
は
「
義
」
を
、
商
人
は
「
利
」
を
重
ん
じ
る
、
あ
る
い
は

日
本
的
な
文
脈
で
言
え
ば
、
武
士
は
「
義
」
を
、
商
人
は
「
利
」
を

取
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
日
、
山
脇
先
生
の
方
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、「
恒
産
な
く
し
て
恒
心
な
し
」と
い
う
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

儒
教
は
、
一
概
に
利
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で

は
な
く
、
利
の
求
め
方
、
利
の
分
配
の
仕
方
が
問
題
と
な
る
わ
け
で

す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
て
参
り
ま
す
と
、日
本
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

「
義
と
利
の
合
一
」
あ
る
い
は
「
義
と
利
の
一
致
」
と
い
う
こ
と
を

語
っ
た
儒
者 

―
― 

と
言
い
切
っ
て
良
い
の
か
ど
う
か
難
し
い
部
分

も
あ
る
の
で
す
が 

―
― 

と
し
て
、
山
田
方
谷
が
い
ま
す
。
儒
者
と

い
う
か
、
藩
政
改
革
を
担
っ
た
人
物
で
す
ね
。
そ
し
て
ま
た
、
幕
末

明
治
期
の
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
三
島
中
洲 

―
― 

こ
の
方
は
、
今
の

二
松
學
舍
大
学
の
創
設
者
で
す 

―
― 

彼
も
ま
た
「
義
と
利
の
合
一
」

と
い
う
こ
と
を
唱
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
三
島
中
洲
の
考
え
方
に

共
鳴
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
の
か
、
日
本
の
資
本

主
義
を
作
り
上
げ
た
と
言
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
も
、
有
名
な
『
論
語
と

算
盤
』
の
中
で  

利
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
社

会
的
意
義
を
説
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
て
参
り
ま
す

と
、
本
日
徐
先
生
が
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
よ
う
な
、
私
的
な
利
が
義

と
一
致
す
る
と
い
う
問
題
は
、
非
常
に
意
義
深
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
、
問
題
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
も
、
ひ
と
た
び
利
を
追
求
し
は
じ
め
る

と
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
も
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
う
、
そ
う
い
っ
た

側
面
を
我
々
は
ど
う
や
っ
て
自
己
制
御
し
て
い
っ
た
ら
良
い
の
か
、

そ
う
い
っ
た
問
題
を
今
日
の
お
話
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ⅲ　

生
命
と
儒
教

　

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
お
持
ち
の
概
要
を
ご
覧
に
な

ら
れ
ま
す
と
、「
人
間
の
生
命
に
ふ
さ
わ
し
い
出
会
い
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
〔
編
註
：
本
誌
掲
載
論
文
参
照
〕。

　

私
は
「
生
命
」
と
い
う
言
葉
は
、
儒
教
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な

意
味
を
持
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
儒
教
で
は
「
孝
」
が
道
徳
の
根

本
に
お
い
て
説
か
れ
ま
す
。
親
孝
行
の
「
孝
」
で
す
ね
。
し
か
し
、

親
孝
行
の
「
孝
」
は
、
自
分
の
目
上
の
父
母
を
大
切
に
す
る
と
い
う

意
味
だ
け
で
は
な
く
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
祖
先
を
祀
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
伴
侶
を
め
と
り
子
を
生
み
育
て
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
も
含
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
「
孝
」
な
わ
け
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で
す
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
の
意
味

は
、
私
な
り
の
解
釈
を
す
れ
ば
、
つ
ま
り
命
孝
と
は
生
命
の
流
れ
を

絶
や
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
個
体
と
し
て
の
人
間
に
は

死
が
お
と
ず
れ
る
が
、
生
命
の
流
れ
そ
の
も
の
は
個
体
の
死
を
越
え

て
続
い
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ

命
の
流
れ
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
子
孫
へ
と
繋
い
で
ゆ
く
こ
と
が
、

孝
だ
と
思
い
ま
す
。
命
は
「
私
」
の
所
有
物
で
は
な
く
、「
私
」
と

い
う
の
は
命
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
将
来
に
命
を
つ
な
い
で
ゆ
く

バ
ト
ン
ラ
ン
ナ
ー
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
儒
学
者
で
あ
る
伊
藤
仁
斎
は
こ
の
世
界
は
「
生
あ
っ

て
死
な
し
」
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
は
生
だ
け
で
、
生

に
対
す
る
死
の
世
界
は
な
い
、
生
の
終
わ
り
を
死
と
言
う
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
、と
て
も
変
に
聞
こ
え
ま
す
。
だ
っ
て
、

現
実
に
死
は
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。
ど
う
し
て
彼
は
そ
ん
な
変
な
こ

と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
仁
斎
の
言
う
こ
と
の
意
味
が
良

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
感
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、私
の
身
体
は
個
々
の
細
胞
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。そ
し
て
個
々

の
細
胞
は
死
ん
で
い
き
ま
す
ね
。
し
か
し
個
々
の
細
胞
が
死
滅
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
私
は
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の

喩
え
を
宇
宙
的
に
拡
大
す
れ
ば
、
個
々
の
人
間
は
死
ん
で
い
く
が
、

こ
の
宇
宙
が
続
く
限
り
生
命
は
個
体
の
死
を
越
え
て
流
れ
て
ゆ
く
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仁
斎
は
そ
う
い
っ
た
個
体
と
し
て
の
死
を

越
え
た
、
こ
の
宇
宙
の
生
命
の
連
続
性
を
実
感
し
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
孝
の
思
想
の
仁
斎
な
り
の
深
め

方
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

か
な
り
時
間
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
急
な
終
わ
り
方
に
な

り
ま
す
が
、
御
報
告
に
刺
激
さ
れ
て
、
三
点
の
私
見
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
静
聴
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
編
註　

こ
の
後
、
徐
坰
遥
教
授
に
よ
る
応
答
が
続
き
ま
し
た
が
、

基
本
的
に
本
号
所
収
の
全
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
を
口
頭
で
補

足
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
ち
ら
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。〕 
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発
表
②　
呉
錫
源
学
長
へ
の
コ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
質
疑
応
答

成
均
館
大
学
校　

儒
学
大
学
院
長　

呉　
　
　

錫　

源

山
本
修
一
教
授
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
と
質
問

　

今
日
の
呉
先
生
の
御
発
表
で
は
、
儒
教
思
想
の
特
徴
を
、
次
の
よ

う
に
五
つ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
見
て
参
り

ま
す
と

　

儒
学
思
想
は

　

1
．神
中
心
の
思
想
か
ら
人
間
中
心
の
思
想
へ
の
転
換
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
が
基
本
と
な
り
、

　

2
．
現
実
を
肯
定
す
る
思
想
で
あ
る
。

　

3
．
動
機
と
過
程
を
重
要
視
す
る
思
想
で
あ
る
。

　

4
．
実
践
中
心
の
思
想
で
あ
る
。

　

5
．
自
己
実
現
を
中
核
と
す
る
思
想
で
あ
る
。

と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
代
社
会
の
価
値
観
の
ベ
ー
ス
は
西
洋
近
代
思
想
の
価
値

観
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
、
そ
の
価
値
観
を
以
下
の
よ
う
に
分
析
さ

れ
ま
し
た
。

　

1
．
物
質
的
な
実
利
を
中
心
と
し
た
価
値
意
識

　

2
．
分
析
的
で
合
理
的
な
価
値
意
識

　

3
．
個
人
を
中
心
と
す
る
価
値
意
識

 　

こ
れ
ら
三
点
を
挙
げ
、
対
比
さ
せ
る
形
で
、
現
代
社
会
に
お
け

る
儒
学
思
想
の
役
割
を
的
確
に
、
そ
し
て
ま
た
大
変
分
か
り
や
す
く

説
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
十
一
世
紀
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
、
人
間
の

尊
厳
性
が
回
復
さ
れ
、
真
の
意
味
で
人
間
化
さ
れ
た
世
界
へ
と
転
換

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
成
熟
し
た
人
間
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
、
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
御
紹
介
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
自
然
科
学
の
分
野
で
、

地
球
化
学
、
特
に
そ
の
中
で
も
古
環
境
学
を
研
究
す
る
一
方
で
、
現

代
社
会
に
お
け
る
諸
問
題
、
環
境
問
題
や
科
学
技
術
の
も
た
ら
す
諸

問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
仏
教
思
想
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
る
か
を
研
究
し
て
参
り
ま
し
た
。

創
価
大
学　

工
学
部
工
学
部
教
授

東
日
本
国
際
大
学　

客
員
教
授　

山　

本　

修　

一
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今
日
の
呉
先
生
の
御
発
表
に
お
け
る
問
題
意
識
と
ア
プ
ロ
ー
チ
に

は
、私
の
問
題
意
識
や
ア
プ
ロ
ー
チ
と
共
通
す
る
部
分
も
多
く
あ
り
、

ま
た
、
お
お
む
ね
類
似
し
た
結
論
を
導
か
れ
て
い
る
こ
と
に
多
く
の

共
感
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
よ
う
な
門
外
漢
に
と
っ
て
も

理
解
で
き
る
よ
う
な
形
で
お
話
し
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
大
変
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
コ
メ
ン
ト
と
い
う
よ
り
も
質
問
を
幾
つ
か
考
え
て

き
た
の
で
す
が
、
長
く
な
り
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
う

ち
か
ら
二
点
だ
け
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
現
代
の
文
明
は
、
先
ほ
ど
も
出
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に

「
科
学
技
術
文
明
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
達
の
生
活

と
い
う
も
の
は
、
科
学
技
術
の
成
果
・
産
物
に
よ
り
、
大
変
に
急
速

に
、
便
利
で
快
適
な
も
の
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
こ
で
は
常
に
私
達
の
欲
望
と
い
う
も
の
が
刺
激
さ
れ
、

開
発
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
活
動
が
成
り
立
つ
よ
う
な
構

造
が
作
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
環
境
問
題
や
資
源

問
題
と
い
っ
た
も
の
を
解
決
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
欲
望
を
抑
制
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
の
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
体
、
儒
学
に
お
い
て
は
「
欲
望
」
と
い
う
も
の
が
ど

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
欲
望
の
抑
制
と
言
う
こ
と
が
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ま
た
二
つ
目
と
し
ま
し
て
、
自
然
と
の
共
生
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
、
と
先
生
の
御
発
表
の
最
後
の
方
に
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
と
の

共
生
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
基
礎
と
な
る
自
然
観
、
つ
ま
り
儒
学
に

お
い
て
人
間
、
動
物
、
植
物
と
い
っ
た
生
物
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
以
上
二
点
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

呉
錫
源
大
学
長
か
ら
の
応
答

　

山
本
先
生
、
ご
質
問
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
先
ほ
ど
、
石
井
先
生
が
開
会
挨
拶
で
提
起
さ
れ
た
問
題

〔
当
日
の
挨
拶
で
提
示
さ
れ
た
問
題
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
本
号
所
収
論

文
参
照
〕
に
つ
い
て
、
次
い
で
山
本
先
生
の
コ
メ
ン
ト
に
、
時
間
が

な
い
で
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
手
短
に
私
の
お
考
え
を
お
話
し
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

石
井
先
生
は
、
未
来
の
共
同
体
社
会
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
行
く

べ
き
な
の
か
、
と
い
う
提
題
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

儒
教
の
中
で
は
、
未
来
の
共
同
体
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
行
く
べ

き
か
に
つ
い
て
、『
礼
記
』の
礼
運
篇
の
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
れ
は
西
洋
的
な
概
念
で
言
え
ば
、「
福
祉
学
」
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
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う
も
の
で
、福
祉
学
の
研
究
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
理
想
は
、
儒
学
で
い
う
商
工
社
会 

―
― 

利
益
経
済
社
会
と

訳
せ
る
で
し
ょ
う
が 

―
― 

の
大
同
思
想
と
い
う
人
間
の
道
に
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
お
い
て
、
指
導
者
は
、
必
ず
人
格
と
能
力
を

共
に
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
血
縁
を
乗
り
越
え
る
、
そ

う
し
た
社
会
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
障
害
者
を
大
切
に
し
、
労
働
者
を
大
切
に
す
る
と
い
う
理

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
、
二
〇
五
〇
年
を
目
標
と
し
て
、
こ
う
し
た
大
同
社
会

と
い
う
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、山
本
先
生
の
ご
質
問
へ
の
回
答
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
の
欲
望
の
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、
欲
望
の
「
欲
」

と
い
う
漢
字
の
中
に
は
、
悪
い
意
味
の
「
欲
」
も
あ
る
に
せ
よ
、
純

粋
な
意
味
で
の
「
欲
」
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
純

粋
な
意
味
で
の
「
欲
」
と
い
う
の
は
、
自
分
の
利
益
を
思
う
の
で
は

な
く
、
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
公
的
な
欲
と
い
う
意
味
で
の
欲
で
す
。

仏
教
で
は
無
欲
を
強
調
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
儒
教
は
こ
う
し
た
純

粋
な
欲
と
い
う
も
の
を
大
切
に
し
ま
す
。
儒
学
は
、
純
粋
な
欲
望
を

大
切
に
し
つ
つ
、
ま
た
社
会
の
中
に
お
い
て
は
節
欲
す
る
と
い
う
こ

と
を
重
要
視
す
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
儒
教
的
な
観
点
か
ら
未
来
を

考
え
た
場
合
、
一
方
で
、
こ
の
純
粋
な
意
味
で
の
欲
望
を
大
切
に
し
、

そ
れ
を
成
就
さ
せ
て
い
く
、
他
方
で
、
そ
れ
ら
が
共
存
で
き
る
社
会

を
作
っ
て
行
く
、
こ
う
し
た
事
が
大
切
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
点
の
自
然
と
の
共
存
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
状
況
を
作
り
出
し
た
大
き

な
原
因
と
し
て
、
西
洋
の
近
代
思
想
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
い
う

の
も
、
そ
う
し
た
西
洋
思
想
に
お
け
る
「
理
性
」
に
は
、
す
で
に
人

間
の
優
越
、
人
間
中
心
主
義
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
最
大
の

問
題
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
人
間
中
心
主
義
・
人
間
優
越
主
義
は
、
儒
教

の
思
想
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、儒
教
思
想
の
中
に
は
、

人
間
の
自
律
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
自
分
に
責
任

を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
自
然
と
の
共
同
と
い
う
思
想
の
実
践
に
関

し
て
は
、
韓
国
が
一
番
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
特
に
六
百
年
程
前
に
建
国
さ
れ
た
朝
鮮
王
朝
の
時
代
に
お
い

て
は
、
常
に
自
然
と
の
一
致
を
考
え
て
、
建
築
や
街
作
り
が
行
わ
れ
、

都
市
が
造
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
間
優
越
主
義
を
超
え
て
、
人
間
の
責
任
と
自
律
が
大

切
に
さ
れ
た
社
会
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
自
然
と
共
存
で
出
来
る
社
会

が
到
来
す
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
通
訳　

山
田
紀
浩
〕
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教
授
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コ
メ
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ト

山
東
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学　

哲
学
・
社
会
発
展
学
院
教
授　

傅　
　
　

永　

軍

　

と
て
も
興
味
深
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
の
ご
意
見
に
基
本
的
に
は
賛
成
で
す
。

　

し
か
し
、
私
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
少
し
違
う
の
で
は
、
と
思
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
討
論
さ
れ
て
き
た
問
題
は
、
東
洋
だ

け
で
な
く
、
こ
の
地
球
全
体
に
共
通
す
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
の
提
題
と
な
っ
て
い
ま
す
「
現
代
文
明
と
東
洋
思
想
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
し
た
が
っ
て
、
現
代
文
明
に
お
け
る
東
洋
思
想
の

役
割
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
の
韓
国
の
お
二
人
の
先
生
方
の
発
表
〔
本

号
所
収
論
文
参
照
〕
に
応
答
す
る
形
で
コ
メ
ン
ト
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
の
意
見
で
は
、
お
二
人
の
先
生
の
考
え
方
は
、
二
元
論
的
な
考

え
方 

―
― 

つ
ま
り
東
洋
と
西
洋
と
い
う
対
立 

―
― 

の
呪
縛
か
ら

抜
け
出
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す
。

　

東
洋
と
西
洋
を
対
立
さ
せ
、
し
ば
し
ば
、
次
の
様
に
言
わ
れ
ま
す
。

「
科
学
を
重
視
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
人
格
の
育
成
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
」
と
い
う
の
は
西
洋
の
思
想
が
も
た
ら
し
た
弊
害
で
あ
る
、

と
。
あ
る
い
は
、
近
代
社
会
と
い
う
の
は
西
洋
思
想
の
影
響
を
受
け

過
ぎ
た
た
め
、自
ら
が
伝
統
と
し
て
き
た
「
節
欲
」
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
、
と
。
そ
し
て
、
今
の
科
学
技
術
の
進
歩
そ
し
て
利
益
の
一

方
的
な
追
求
は
西
洋
的
な
も
の
で
あ
り
、そ
れ
に
対
し
「
徳
の
育
成
」

と
「
節
欲
」
は
東
洋
的
な
伝
統
で
あ
る
、
等
々
。
そ
う
し
て
、
西
洋

を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
が
出
来
る
思
想
的
な
何
か
が
東
洋
に
は
あ
る

の
だ
、
と
一
部
の
人
達
は
考
え
て
き
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
私
の
十
数
年
間
の
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
考
え
て
い

た
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
見
方
は
や
や
楽
観
的
過
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す
。

　

と
申
し
ま
す
の
も
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
西
洋
的
な
も

の
と
東
洋
的
な
も
の
は
、
必
ず
し
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
対
立
す
る

概
念
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
特
に
、
産
業
革

命
以
降
の
歴
史
を
見
て
く
る
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。
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例
え
ば
、
中
国
に
お
い
て
は
、
一
九
四
九
年
以
降
、
毛
沢
東
思
想

の
元
で
、
知
に
対
す
る
批
判
そ
し
て
修
正
主
義
に
対
す
る
批
判
と
い

う
こ
と
を
徹
底
的
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
私
的
利
益
の
追
求

も
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
十
年
間
、
中

国
の
人
達
は
自
分
達
の
私
欲
を
滅
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
き
た
わ
け
で

す
。
結
局
の
所
、
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
私
欲
を

滅
す
る
こ
と
な
ど
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
来
た
わ
け
で

す
。
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
社
会
は
徳
性
が
成
長
し
て
い
く

社
会
な
の
で
は
な
く
、
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
社
会
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
で
は
な
く
、
以
上
の
事
柄
を
良
く
考
え
て
み
ま
す
と
、
こ
れ

ら
が
示
し
て
い
る
の
は
、「
利
」
と
い
う
の
は
、
私
達
が
生
存
し
て

い
く
に
際
し
て
最
も
根
本
的
な
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
故
「
利
」
と
「
義
」
の
論

争
が
発
生
し
た
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
実
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
西
洋

思
想
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
受
容
の
仕
方
、
そ
の
受
け
入
れ
方

の
問
題
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
現
代
社
会
を
生
き
る
私
達
に
と
っ
て
、
過
去
の
西
洋
の

考
え
方
あ
る
い
は
東
洋
の
考
え
方
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
今
日
の
私
達
の
生
の
あ
り
方
、
そ
の
回
答
と
す
る
こ
と

は
、
も
は
や
不
可
能
に
近
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た

こ
と
を
求
め
ら
れ
な
い
の
な
ら
ば
、
私
達
は
、
自
分
達
自
身
で
自
分

達
の
生
を
作
り
上
げ
る
他
な
い
の
だ
、
と
発
想
を
転
換
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。
と
は
い
え
、
ど
の
よ
う
な
生
を
作
り
上
げ
る
べ
き
か

は
、
今
、
私
達
自
身
で
模
索
し
て
い
る
最
中
な
の
で
す
が
。

　

私
達
は
、
日
中
韓
三
国
に
お
い
て
思
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
長
ら
く

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
場
で
、
私
は
二
元
対
立
を
超
越
し
よ
う
と
主
張
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
開
か
れ
た
姿
勢
で 

―
― 

「
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
」
で 

―
― 

新
し
い
思
想
を
受
け
入
れ
よ
う
と
提
言
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
必
ず
、
寛
容
と
開
か
れ
た
姿
勢
の
両
方
が
必
要
不

可
欠
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、
新
た
な
絆

で
結
ば
れ
た
、
多
元
的
な
価
値
観
が
融
合
す
る
社
会
が
形
成
さ
れ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
場
に
お
い
て
、
往
々
に
し
て
異
様

な
存
在
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
思
想
の
喧
伝
者
だ
と
自
負

し
て
い
る
の
で
す
。

　

以
上
、
私
の
浅
は
か
な
見
解
で
す
。

〔
通
訳　

田
村
立
波
〕
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司

　

今
の
呉
先
生
や
傅
先
生
の
議
論
を
ま
と
め
る
意
味
で
も
、こ
の
五
、

六
年
間
、
私
が
公
共
哲
学
に
お
い
て
唱
え
て
き
た
一
つ
の
キ
ャ
ッ
チ

ワ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
活
私
開
公
（
か
っ
し
か
い
こ
う
）」
と
い
う
言
葉
で
す
。

　

こ
れ
は
今
ま
で
の
「
滅
私
奉
公
（
め
っ
し
ほ
う
こ
う
）」
と
い
う
、

ま
さ
に
毛
沢
東
時
代
の
考
え
方
、
あ
る
い
は
戦
前
の
日
本
の
考
え
方

を
否
定
い
た
し
ま
す
。
同
時
に
「
滅
公
奉
私
（
め
っ
こ
う
ほ
う
し
）」

と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
り
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
で
あ
る
考
え
方
も
否

定
し
ま
す
。

　

こ
の
双
方
を
拒
否
す
る
も
の
と
し
て
、
私
が
長
ら
く
主
張
し
て
参

り
ま
し
た
の
が
「
活
私
開
公
」
と
い
う
新
し
い
考
え
方
で
す
。
こ
れ

は
「
私
」
と
い
う
個
人
一
人
一
人
を
活
か
し
な
が
ら
、
公
共
性
と
い

う
も
の
を
開
い
て
い
く
、
あ
る
い
は
公
益
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い

く
、
そ
う
し
た
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
こ
う
し
た
考
え
方
で
行
く
こ
と
で
、
日
本
国
憲
法
で
言

え
ば
、
個
人
の
尊
厳
と
い
う
理
念
と
公
共
の
福
祉
、
あ
る
い
は
個
人

の
自
由
と
い
う
理
念
と
公
共
の
福
祉
が
両
立
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
私
の
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
視
点

で
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
東
洋
思
想
に
つ
い
て
も
、
今
日
お
話
し
し
た
よ
う

に
色
々
と
考
え
て
き
た
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
西
洋
思
想
を

専
門
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
私
が
最
終
的
に
卒
業
し
た
の
は
ド

イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
わ
け
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
事
情
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
原
子
力
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

も
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
見
解

が
違
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
こ
れ
だ
、
西
洋
近
代
は

こ
れ
だ
、
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
わ
け
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

も
均
質
で
は
な
く
国
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
原
発
に
反
対
す
る
人
の
割
合
が
八
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
は
左
翼
勢
力
だ
け
で
は
な
く
、
保
守
政
党
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も
キ
リ
ス
ト
教
会
も
ま
た
反
対
し
て
い
ま
す
。
地
震
は
な
い
ド
イ
ツ

で
す
が
、
核
廃
棄
物
が
あ
る
限
り
、
こ
れ
は
倫
理
的
に
正
当
化
さ
れ

な
い
、
つ
ま
り
将
来
世
代
に
命
に
か
か
わ
る
放
射
性
廃
棄
物
を
残
す

と
言
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
現
代
世
代
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う

立
場
を
、
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
採
っ

て
き
た
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
多
く
は
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を
考

慮
に
入
れ
ず
、
安
全
で
あ
る
、
と
主
張
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
核
廃
棄
物
問
題
は
、
非
常
に
危
険
な
ゴ
ミ
を
将
来
に
残

す
と
い
う
事
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
結
果
的
に
現
代
世
代
の
エ
ゴ
イ
ズ

ム
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
考

え
で
あ
り
ま
す
。
原
発
を
続
け
る
限
り
、
核
廃
棄
物
は
増
え
る
一
方

で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
最
終
処
分
の
仕
方
も
定
ま
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。常
に
危
険
が
残
る
わ
け
で
す
。ま
た
、そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

ド
イ
ツ
で
の
私
の
先
生 

―
― 

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ペ
ー
マ
ン 
―
― 

は
保
守
的
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
原
発
は
辞
め
る
べ
き
と

い
う
考
え
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。（『
原
子
力
時
代
の
驕
り
―
「
後
は

野
と
な
れ
山
と
な
れ
」
で
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
』
山
脇
直
司
・
辻
麻
衣
子

訳
、
知
泉
書
館
）

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
原
発
問
題
は
、
現
代
の
文
明
に
お
け
る

「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
考
え
る
一
つ
の
指
標
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の

で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
洋
思
想
は
、
ど
う
答
え
る
の
か
、
あ
る

い
は
答
え
る
論
理
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
中
国
や
韓
国
が
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
、そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

そ
し
て
中
国
や
韓
国
の
知
識
人
の
方
々
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く

の
か
。
個
人
的
に
注
目
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
山
本
先
生
の
お
話
と
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
日

本
の
場
合
、
例
え
ば
、
核
増
殖
炉
に
対
し
て
、「
も
ん
じ
ゅ
」
と
い

う
仏
教
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で

あ
り
ま
す
。
核
増
殖
炉
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
を
起
こ
し
て
以
来
、

全
く
動
い
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
い
う
夢
は
全
く

の
神
話
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
が
、
現
代
の
文
明
を
考
え
る
際
に
は
、
抽
象
的

で
は
な
く
具
体
的
な
問
題
と
し
て
私
た
ち
に
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
哲
学
者
の
ハ
ン
ス
・
ヨ

ナ
ス
な
ど
が
検
討
し
て
い
た
よ
う
な
、
将
来
世
代
に
対
す
る
倫
理
と

い
う
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
、
と
い
う
課
題
で
も
あ

る
わ
け
で
す
。

　

さ
て
、
義
と
利
の
問
題
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
「
活
私
開
公
」

で
考
え
る
べ
き
問
題
で
す
。
ま
た
、
こ
の
「
義
」
と
い
う
も
の
も
、

将
来
世
代
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
事
柄
で
す
。

　

今
日
の
講
演
で
は
「
Ｗ
Ａ
」
と
い
う
事
を
述
べ
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
核
の
問
題
は
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
広
島
と
長
崎
に
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行
か
れ
れ
ば
そ
の
悲
惨
さ
が
よ
く
分
か
る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
核

の
平
和
利
用（A

tom
s for Peace

）と
い
う
事
が
謳
わ
れ
ま
し
た
が
、

ど
う
も
そ
れ
も
イ
ン
チ
キ
臭
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

始
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
核
問
題
を
考
え
る
と
、
今
日
の
講
演
で
は
お
話
し
で
き

な
か
っ
た
将
来
世
代
と
現
代
世
代
と
の
「
Ｗ
Ａ
」
と
い
う
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
儒
教
的
に
ど
う
考

え
ら
れ
る
の
か
小
島
先
生
他
に
お
聞
き
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
時
間
が
な
い
よ
う
で
す
。

　

ま
と
め
ま
す
と
、
私
は
、
多
数
者
の
た
め
の
「
公
」
と
少
数
者
の

エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
し
て
の
「
私
」
と
い
う
公
私
二
元
論
で
は
不
十
分
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
個
人
の
人
間
性
・
心

を
活
か
す
と
い
う
意
味
で
の
「
活
私
」
こ
そ
が
「
開
公
」
に
繋
が
る

と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
は
な
い
人
権
思
想
を

考
え
る
べ
き
な
の
で
す
。
実
際
、
人
権 hum

an rights 

と
い
う
も

の
を
、
個
人
の
エ
ゴ
で
は
な
く
、
他
者
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
考

え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
る
人
権
思
想
も
出
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
挿
話
的
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
、
明
治
時
代
に
「right

」

の
日
本
語
訳
を
考
え
た
際
に
漢
字
を
間
違
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。「
ケ
ン
リ
」の「
リ
」は「
理
」と
書
く
べ
き
だ
っ

山
脇
直
司
先
生
出
版
書
籍
　

『
社
会
思
想
史
を
学
ぶ
』

　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
ち
く
ま
新
書
819
、
七
五
六
円

『
公
共
哲
学
と
は
何
か
』

　

二
〇
〇
四
年
五
月
、
ち
く
ま
新
書
469
、
七
九
八
円

『
公
共
哲
学
か
ら
の
応
答　

３
・  11
の
衝
撃
の
後
で
』

　

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
筑
摩
選
書
、
一
五
七
五
円

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
思
想
史
』

　

一
九
九
二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
三
一
〇
円

た
の
で
あ
り
、「
利
益
」
の
「
利
」
を
書
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
は
明
治
時
代
の
大
き
な
誤
り
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
福
沢

諭
吉
は
理
性
の
「
理
」
を
あ
て
て
い
ま
す
。right

の
「
ケ
ン
リ
」
は
、

今
か
ら
で
も
漢
字
を
改
め
て
「
権
理
」
と
書
く
べ
き
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
、
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
付
け
加
え
て
、
私
の

コ
メ
ン
ト
を
終
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

以
上
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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共
同
体
の
自
己
規
律
と
し
て
の
『
論
語
』

■
論
文
Ⅰ
■

Ⅰ　

問
題
提
起

　

孔
子
（
Ｂ
Ｃ
五
五
一
～
Ｂ
Ｃ
四
七
九
）
の
対
話
記
録
を
主
と
す
る
言

行
録
で
あ
る
『
論
語
』
は
、
二
千
年
余
の
歳
月
を
超
え
て
東
ア
ジ
ア

世
界
の
最
上
級
の
古
典
と
し
て
、
そ
の
魅
力
が
さ
ま
ざ
ま
に
読
み
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。『
論
語
』
は
ハ
ン
デ
ィ
な
小
冊
子
で
す
が
、
生

老
病
死
と
い
っ
た
生
命
感
や
歴
史
論
が
経
験
論
風
に
と
申
し
ま
す
か

具
体
的
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
二
十
篇
五
〇
〇
条
ほ
ど
の
短
文
が
主

で
す
が
、
そ
こ
に
は
文
学
的
な
感
與
を
誘
発
す
る
条
文
も
含
ま
れ
、

ま
さ
に
孔
子
と
い
う
巨
人
の
生
き
様
が
実
体
験
と
し
て
綴
ら
れ
て
い

る
多
面
的
・
多
層
的
な
面
白
さ
に
富
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
し
て
多
彩
な
仕
事
を
成
し
た
桑
原
武
夫

（
一
九
〇
四
～
一
九
八
八
）
が
い
う
よ
う
に
、｢

孔
子
は
歴
史
上
の
人

物
で
あ
っ
た
。
歴
史
社
会
に
連
関
さ
せ
て
よ
む
こ
と
も
ま
た
許
さ
れ

る
。
い
な
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
ろ
う｣

（
①
39
）。｢

抽
象
的
な

単
一
原
理
の
追
及
よ
り
も
経
験
的
な
多
数
の
範
例
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
、
世
界
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
が
中
国
思
想
の
特
色
な
の

で
あ
る｣

（
①
41
）。
な
お
、
引
用
文
の
出
典
は
本
稿
末
に
一
括
し
て

掲
げ
、
引
用
直
後
に
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
小
論
は
社
会
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
商
品
経
済

と
共
同
体
と
い
う
人
類
史
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
、
よ
り
根
源
的
な
共
同
体
の
自
己
規
律
な
い
し
体
制
維
持
を
確

保
し
媒
介
す
る
核
心
的
な
基
準
と
し
て
存
在
し
て
き
た
『
論
語
』
と

い
う
視
点
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ⅱ　

共
同
体
の
認
識

　

古
今
東
西
の
歴
史
学
の
分
野
に
お
い
て
、
共
同
体
の
概
念
を
明
確

に
論
証
し
た
の
は
、
日
本
の
経
済
史
・
社
会
史
の
領
域
で
の
中
村
吉

治（
一
九
〇
五
～
一
九
八
六
）に
よ
る
著
名
な
研
究
成
果
に
依
る
と
い
っ

本
学
東
洋
思
想
研
究
所
名
誉
所
長

本　

学　

前　

学　

長　

石　

井　

英　

朗
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て
よ
い
で
し
ょ
う
。
中
村
に
よ
れ
ば
、人
間
社
会
の
歴
史
的
把
握
は
、

バ
ラ
バ
ラ
な
個
人
で
は
な
く
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
と
人
と
の

結
合
の
仕
組
み
、
つ
ま
り
社
会
編
成
原
理
と
し
て
の
理
念
で
あ
る
共

同
体
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

中
村
は
、
共
同
体
と
は｢

人
間
集
団
が
相
互
に
分
離
で
き
ず
、
一

体
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
形
態｣

と
い
い
、
こ
れ
を｢

生

産
手
段
・
生
活
手
段
の
不
分
割
に
対
応
す
る
不
分
割
集
団
、｣

（
②
22
）

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
単
位
労
働
時
間
当
た
り
の
産
出
高
が

低
小
な
生
産
力
を
基
礎
条
件
と
し
て
い
た
前
近
代
社
会
に
お
い
て

は
、
個
人
は
も
と
よ
り
家
族
（
イ
エ
）
と
し
て
も
自
立
は
許
さ
れ
な

い
相
互
依
存
的
な
集
団
と
し
て
の
み
、
生
産
手
段
や
生
活
資
料
に
関

係
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
一
般
化
し
て
い
た
の
で
し
た
。そ
れ
は
、

｢

単
な
る
集
団
と
か
群
と
か
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
社
会

と
い
う
組
織
体
な
の
で
あ
る｣

（
③
2
）
と
い
わ
れ
て
、
ま
ず
は
家

の
連
合
体
を
共
同
体
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

事
実
上
、
こ
う
し
た
共
同
体
か
ら
離
脱
し
て
、
人
間
は
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、
共
同
体
と

い
う
社
会
を
構
成
す
る
う
え
で
、
歴
史
的
変
化
に
適
応
し
て
こ
れ
を

保
全
す
る
究
極
的
な
規
範
を
要
件
と
し
ま
す
。
中
村
学
説
は
、
数
多

く
の
著
作
を
と
お
し
て
歴
史
的
な
実
証
の
う
ち
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
確
認
た
め
い
く
つ
か
引
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

｢

共
同
体
と
し
て
基
本
的
に
生
産
手
段
が
共
同
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
性
質
が
あ
る
限
り
、
所
有
と
非
所
有
の
区
別
は
な
い
。
そ
こ
に
経

済
的
な
相
異
に
よ
るorder

と
か
組
織
は
生
ま
れ
な
い
。
組
織
は
自

然
的
な
人
間
の
関
係
（Personal relation

）
と
し
て
現
れ
る
。
老
幼

男
女
と
い
う
よ
う
な
、
自
然
差
に
も
と
づ
く
社
会
と
な
る
。
つ
ま
り

共
同
の
生
産
手
段
の
上
に
あ
る
社
会
は
、
直
接
の
人
間
結
合
の
社
会

な
の
で
あ
る
。
身
分
社
会
で
あ
る
。
…
…
こ
の
身
分
社
会
に
お
い
て
、

人
は
互
い
に
同
血
縁
と
感
じ
、
意
識
す
る
。
こ
れ
も
氏
の
伝
統
で
あ

る
。
こ
の
血
縁
は
規
範
と
し
て
の
血
縁
で
あ
る
。
同
共
同
体
員
で
あ

る
こ
と
は
血
縁
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
血
縁
で
あ
る
こ
と
は
共
同
体

員
で
あ
る
。
勿
論
、
共
同
体
員
た
る
た
め
に
は
、
生
産
技
術
・
生
産

力
の
段
階
に
対
応
し
て
の
人
口
構
成
の
一
員
と
な
る
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
生
物
的
に
そ
こ
で
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
な
い
。
そ

う
で
あ
っ
て
も
い
い
し
、
そ
う
で
な
く
と
も
い
い
。
村
落
共
同
体
の

血
縁
集
団
で
な
い
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
血
縁
社

会
（
身
分
社
会
・
同
族
社
会
）
と
し
て
、
そ
の
首
長
は
族
長
で
あ
り
、

身
分
的
な
首
長
で
あ
る
」（
④
88
）。

　

｢

土
地
所
有
に
つ
い
て
の
諸
制
限
（
放
棄
禁
止
、
移
転
禁
止
、
転
作

強
制
、
相
続
規
制
等
々
）、
農
業
に
つ
い
て
、
生
活
に
つ
い
て
、
一
般

に
及
ぶ
制
約
が
首
長
権
力
に
よ
る
も
の
と
し
て
現
象
す
る
の
だ
が
、

そ
れ
ら
は
要
す
る
に
共
同
体
的
制
限
に
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
共

同
体
農
民
が
共
同
体
首
長
の
身
分
的
隷
従
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、何
よ
り
も
ま
ず
共
同
体
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た｣

（
④
90
）。
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｢
対
等
な
人
間
に
お
け
る
契
約
で
な
く
、
上
下
に
隷
属
し
て
ゆ
く
と

い
う
結
合
で
あ
る
。
絶
対
的
な
服
従
は
、
権
力
が
家
族
的
性
格
を
も

つ
こ
と
に
よ
る
属
性
で
あ
る｣

（
④
200
）。

　

中
村
共
同
体
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、｢

生
活
・
生
産
の
た
め
に
集

団
が
で
き
、
そ
れ
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
組
織
が
で
き
る
。
そ
の

集
団
を
結
合
さ
せ
て
い
る
根
本
は
そ
こ
に
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い

が
、
し
か
し
何
と
な
く
存
在
す
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
保
ち
発
達

さ
せ
る
規
範
が
生
ま
れ
る｣
（
⑤
18
）
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

｢

分
割
で
き
な
い
生
産
手
段
と
、
分
割
で
き
な
い
人
間
集
団
と
が
、

分
離
さ
れ
え
ぬ
密
着
し
た
関
係
で
生
活
し
て
い
る
状
態
が
、
生
産
手

段
に
も
人
々
の
間
に
も
血
が
か
よ
っ
て
い
る
と
い
う
社
会
だ
と
一
口

に
い
え
る
と
考
え
る
。
そ
れ
を
血
縁
集
団
と
み
ず
か
ら
信
じ
さ
せ
た

基
本
社
会
が
つ
づ
く
か
ぎ
り
、
同
族
の
結
合
現
象
と
性
質
は
つ
づ
く｣

（
⑤
23
）
と
、
そ
の
本
質
的
契
機
を
な
ぞ
っ
て
、
共
同
体
の
基
本
原

理
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
て
き
ま
す
と
、
中
村
吉
治
に
よ
る
共
同
体
の
概
念
規

定
は
、
内
部
的
な
原
理
の
み
で
成
立
し
、
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
す
。

　

人
類
史
に
お
け
る
前
近
代
を
貫
く
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
共
同

体
が
解
体
す
る
の
は
、
土
地
か
ら
の
農
民
の
分
離
と
い
う
近
代
社
会

を
告
知
す
る
資
本
主
義
の
原
始
的
蓄
積
期
を
経
過
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
人
間
の
労
働
力
を
商
品
化
さ
せ
る
と
い
う
実

質
を
伴
い
つ
つ
、
法
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
近
代
的
所
有
権
を

確
立
し
、
旧
来
の
身
分
社
会
か
ら
新
た
な
私
有
財
産
制
に
基
づ
く
階

級
社
会
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
労

働
力
の
商
品
化
＝
個
人
の
確
立
を
根
幹
と
す
る
商
品
経
済
体
制
＝
資

本
主
義
が
、
工
業
化
を
軸
と
し
て
、
こ
の
近
代
五
〇
〇
年
の
社
会
編

成
原
理
と
な
り
替
わ
っ
た
の
で
す
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、そ
の
生
涯
に
お
け
る
最
高
の
著
作
『
資
本
論
』（
第

一
巻
初
版
一
九
六
七
年
）
の
た
め
の
一
八
五
〇
年
代
に
お
け
る
厖
大
な

準
備
ノ
ー
ト
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
を
遺
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に

は
、
人
類
史
の
巨
視
的
な
三
段
階
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢

人
格
的
依
存
関
係
は
最
初
の
社
会
形
態
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
人
間

の
生
産
性
は
ご
く
小
範
囲
で
ま
た
孤
立
し
た
地
点
で
だ
け
発
展
す

る
。
物
的
依
存
性
の
う
え
に
き
ず
か
れ
た
人
格
的
独
立
性
は
第
二
の

大
き
な
形
態
で
あ
り
、
そ
こ
で
一
般
的
な
社
会
的
物
質
代
謝
、
普
遍

的
な
対
外
諸
関
係
、全
面
的
な
欲
望
、そ
し
て
普
遍
的
な
力
能
と
い
っ

た
体
制
が
は
じ
め
て
形
成
さ
れ
る
。
諸
個
人
の
普
遍
的
な
発
展
の
う

ち
に
、
ま
た
諸
個
人
の
社
会
的
な
力
能
と
し
て
の
彼
ら
の
共
有
的
・

社
会
的
な
生
産
性
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
の
う
え
に
き
ず
か
れ
た
自
由

な
個
性
は
、
第
三
の
段
階
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
第
三
段
階
の
諸
条

件
を
つ
く
り
だ
す｣

（
⑥
79
）。

　

中
村
の
共
同
体
論
は
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
人
格
的
依
存
関
係
を
身
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分
社
会
と
い
い
、
物
的
依
存
性
を
本
旨
と
し
た
人
格
的
独
立
の
社
会

＝
資
本
主
義
を
階
級
社
会
と
区
分
し
て
い
る
の
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅲ　

共
同
体
の
自
己
規
律
と
し
て
の
『
論
語
』

　

さ
て
以
上
の
よ
う
な
中
村
吉
治
の
共
同
体
論
を
前
提
と
し
た
と

き
、
孔
子
の
『
論
語
』
は
、
人
類
史
に
お
い
て
本
源
的
な
社
会
結
合

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
共
同
体
の
自
己
規
律
を
表
現
す
る
も
の
と
い
え
ま

す
。
現
代
的
な
文
脈
で
い
え
ば
、
共
同
体
の
社
会
倫
理
で
あ
り
、
公

共
哲
学
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。　

　

私
と
同
世
代
で
儒
教
に
つ
い
て
独
自
の
興
味
深
い
著
作
を
少
な
か

ら
ず
発
表
し
て
き
た
加
地
伸
行
（
一
九
三
六
生
ま
れ
）
も
、
儒
家
思

想
の
代
表
と
し
て
の
孔
子
の
『
論
語
』
に
集
約
さ
れ
る｢

共
同
体
の

き
ま
り｣

を
説
い
て
い
ま
す
。

｢

共
同
体
社
会
の
原
理
の
特
性
は
、
感
性
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

…
…
そ
の
根
本
理
由
は
、
共
同
体
の
核
心
と
な
っ
て
い
る
家
族
を
支

え
て
い
る
も
の
が
、
理
屈
で
な
く
て
感
性
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
…
…
正
確
に
言
え
ば
無
償
の
愛
と
い
う
感
性
で
あ
る
」（
⑦
38
）。

｢

こ
う
い
う
共
同
体
に
お
い
て
生
き
て
い
く
と
き
、
共
同
体
を
律
す

る
き
ま
り
、す
な
わ
ち
、慣
習
が
、共
同
体
を
指
導
す
る
原
則
と
な
っ

て
い
く
。
…
…
慣
習
と
は
歴
史
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
先
例
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
長
年
の
経
験
や
熟
練
が
必
要
で
あ
る
。
…
…
い
わ
ゆ

る
長
老
政
治
で
あ
る
。
…
…
み
な
が
自
然
と
身
に
つ
け
る
き
ま
り
が

道
徳
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
ゆ
き
、
形
式
と
し
て
は
礼
と
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
共
同
体
を
指
導
す
る
も
の
は
、
慣
習
に
基
礎
を
置
く

と
こ
ろ
の
〈
道
徳
〉
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
共
同
体
の
政
治
が
道
徳
を
指
導
原
理
と
す
る
た
め
、
逆
に

い
え
ば
、
指
導
者
に
は
、
道
徳
の
完
成
度
、
道
徳
を
身
に
つ
け
る
度

合
い
の
程
度
が
高
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
古
代
社
会
は
、
共
同
体
社
会
の
集
合
で
あ
る
。
各
共
同
体
と

も
に
、
そ
の
指
導
者
に
共
同
体
に
お
け
る
道
徳
完
成
者
を
置
く
。
こ

れ
が
、中
国
政
治
学
、中
国
政
治
思
想
の
根
本
的
考
え
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
尭
と
か
舜
と
か
と
い
っ
た
、
中
国
の
伝
説
上

の
天
子
は
、
道
徳
的
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と
し
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
、

道
徳
的
完
成
者
を
政
治
の
担
当
者
に
、
ひ
い
て
は
天
子
に
戴
い
て
ゆ

く
図
式
が
絶
え
ず
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」（
⑦
39
～
40
）。

　

共
同
体
の
連
合
や
協
調
と
い
う
面
で
も
、
言
語
の
持
つ
意
義
は
お

お
き
い
。
古
代
よ
り
中
国
と
朝
鮮
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
は
漢
字
を
共

有
し
、
そ
れ
を
媒
介
に
儒
教
・
律
令
・
漢
訳
仏
教
な
ど
の
文
化
を
享

受
し
て
き
ま
し
た
。
中
国
古
代
史
の
構
成
、
西
島
定
生
（
一
九
一
九

～
一
九
九
八
）
は
、｢

中
国
の
社
会
と
国
家
と
が
最
初
の
大
き
な
変
動

期
に
入
る
の
は
春
秋
・
戦
国
時
代
で
あ
る
。
こ
の
変
動
期
に
お
い
て
、

氏
族
制
は
弛
緩
し
て
家
父
長
的
小
農
民
が
折
出
さ
れ
、
…
…
そ
の
結

果
と
し
て
諸
侯
国
は
た
が
い
に
他
国
を
侵
略
し
て
そ
の
領
域
を
拡
張
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す
る｣

（
⑧
15
）
と
し
な
が
ら
も
、｢

周
の
天
子
を
中
心
と
す
る
秩
序

体
制
に
編
入
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
」
で
、「
こ
の
区
別

の
基
準
が
〈
礼
〉
の
有
無
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
の
ち
の
〈
東

ア
ジ
ア
世
界
〉
の
形
成
に
関
連
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」（
⑧
12
）
と

含
蓄
あ
る
発
言
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

い
ま
ひ
と
つ
、儒
の
共
同
体
的
色
彩
を
濃
厚
に
伝
え
る
と
こ
ろ
を
、

陳
舜
臣
（
一
九
二
四
生
ま
れ
）
か
ら
引
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

｢

儒
と
は
、
鬼
神
と
隣
り
合
わ
せ
に
生
活
し
、
霊
魂
の
不
滅
を
信
じ

て
い
た
人
た
ち
の
生
き
方
の
体
系
が
お
そ
ら
く
挫
折
や
流
浪
の
体
験

に
よ
っ
て
磨
か
れ
、
時
代
の
潮
流
に
あ
わ
せ
て
自
己
改
造
を
お
こ

な
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
お
も
い
ま
す
。
…
…
孔
子
は
春
秋
時
代

の
人
で
す
。
彼
は
儒
の
集
大
成
者
で
す
か
ら
、
儒
教
の
誕
生
は
春
秋

時
代
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
儒
教
が
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
誕

生
し
た
か
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
、
孔
子
が
生
ま
れ
る
百
年
ほ
ど

前
の
〈
葵き

き
ゅ
う丘

の
盟
〉
を
研
究
し
て
み
る
の
が
最
も
よ
い
方
法
で
し
ょ

う｣

（
⑨
28
～
29
）。

　

こ
れ
は
、
長
江
中
流
の
国
で
勢
力
を
伸
張
し
て
い
た
南
方
の
楚
に

対
抗
す
る
た
め
、
黄
河
流
域
の
中
原
の
諸
侯
を
召
集
し
て
、
共
通
の

憲
法
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
、
た
が
い
に
そ
の
遵
守
を
誓
約
し
よ

う
と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
条
―
― 

不
幸
を
誅
せ
よ
。
樹
子
を
易
う
る
こ
と
無
か
れ
。
妾

を
以
て
妻
と
為
す
こ
と
無
か
れ
。

　

樹
子
と
は
諸
侯
の
後
継
者
の
こ
と
で
す
。
要
は
、
終
身
、
斎
家
、

治
国
、
平
天
下
を
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

第
二
条
―
―
賢
を
尊
び
才
を
育
し
、
以
て
有
徳
を
彰
せ
。

　

第
三
条
―
― 

老
を
敬
い
幼
き
を
慈
し
み
、
賓
旅
を
忘
る
る
こ
と
無

か
れ
。

賓
と
は
在
留
外
国
人
の
こ
と
で
す
。

　

第
四
条
―
― 

士
は
官
を
世
（
世
襲
）
す
る
こ
と
無
か
れ
。
官
事
は

摂
（
兼
任
）
す
る
こ
と
無
か
れ
。
士
を
取
る
こ
と
必

ず
得
よ
。
大
夫
を
専
殺
（
ほ
し
い
ま
ま
に
殺
す
）
こ
と

無
か
れ
。

　

第
五
条
―
― 

防
を
曲
ぐ
る
こ
と
無
か
れ
。
糴て
き

（
穀
物
の
輸
入
）
を

逷と
ど

む
る
こ
と
無
か
れ
。
封
ず
る
こ
と
有
り
て
告
げ
ざ

る
こ
と
無
か
れ
。

　

防
と
は
堤
防
の
こ
と
。
水
路
を
勝
手
に
変
更
し
て
、
自
分
の
い
い

よ
う
に
し
な
い
。
人
為
的
な
決
壊
は
黄
河
諸
国
の
タ
ブ
ー
で
す
。
つ

ぎ
に
兵
糧
攻
め
し
な
い
申
し
合
わ
せ
で
す
。
諸
侯
や
功
臣
を
封
ず
る

こ
と
が
あ
れ
ば
知
ら
せ
よ
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
五
ヶ
条
を
み
ま
す
と
儒
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、
い

か
に
も
共
同
体
的
秩
序
の
保
全
持
続
と
い
う
儒
教
の
理
想
に
合
致
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
『
論
語
』
か
ら
も
一
条
引
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
曰
く
、
千
乗
の
国
を
導
く
に
は
、
事
を
敬
し
て
信
あ
り
、
用
を
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節
し
て
人
を
愛
し
、
民
を
使
う
に
時
を
以
て
す
。（
学
而
第
一
）

｢
諸
侯
の
国
を
治
め
る
心
得
を
孔
子
が
述
べ
ま
し
た
。〈
一
天
万
乗

の
天
子
〉
と
い
う
よ
う
に
、
天
下
を
治
め
る
君
主
が
万
乗
の
君
で
あ

り
ま
す
。
／　

天
子
の
下
に
各
地
に
封
じ
ら
れ
た
諸
侯
が
い
て
、
彼

ら
の
納
め
る
国
を
〈
千
乗
の
国
〉
と
称
し
ま
し
た
。

　

古
代
中
国
の
戦
い
は
、
じ
か
に
馬
に
乗
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

銜
（
く
つ
わ
）
や
鐙
（
あ
ぶ
み
）
も
発
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
危

な
く
て
乗
れ
な
い
の
で
す
。
中
国
人
は
塞
外
の
騎
馬
民
族
か
ら
騎
乗

を
習
っ
た
の
で
す
が
、『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、そ
れ
は
趙
の
武
霊
王
（
在

位
前325

～
前299

）の
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
そ
れ
以
前
は
、

馬
に
車
を
ひ
か
せ
、
戦
士
は
そ
れ
に
乗
っ
て
戦
っ
た
の
で
す
。

　

四
頭
立
て
の
馬
車
に
三
人
の
甲
士
（
武
装
兵
）
が
乗
り
、
そ
れ
に

七
十
二
人
の
徒
歩
の
兵
が
つ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
牛
十
二
頭
が
ひ

く
荷
車
に
食
料
や
武
器
な
ど
を
の
せ
、
二
十
五
人
の
人
夫
が
従
う
の

で
す
。
こ
れ
が
一
乗
で
す
。
人
民
八
百
戸
で
こ
れ
を
準
備
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
乗
の
メ
ン
バ
ー
は
、
甲
士
、
歩
兵
、
人
夫
あ
わ
せ
て
ち
ょ
う
ど

百
人
で
す
。
そ
れ
を
八
百
戸
の
人
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
一
戸
平
均

五
人
と
す
れ
ば
、
四
千
人
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
千

乗
の
国
と
は
単
純
計
算
す
れ
ば
、
人
口
四
百
万
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

／　

万
乗
の
国
、
す
な
わ
ち
天
子
の
国
。
人
び
と
が
天
下
と
認
識
し

た
の
は
四
千
万
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
タ
テ
マ
エ
で
す
か
ら
、
実
数
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い

で
し
ょ
う
。

　

孔
子
は
リ
ア
リ
ス
ト
で
す
か
ら
、
天
下
国
家
と
い
う
大
風
呂
敷
は

ひ
ろ
げ
ま
せ
ん
。
千
乗
の
国
、
す
な
わ
ち
諸
侯
の
国
を
治
め
る
心
得

を
問
題
に
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
孔
子
た
ち
が
住
む
魯
の
国
を
意
識

し
た
の
で
し
ょ
う
。
隣
の
斎
な
ど
に
く
ら
べ
る
と
、
ひ
と
ま
わ
り
小

型
の
、
中
小
級
の
諸
侯
の
国
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
／　

諸
侯
の
国

を
み
ち
び
く
に
は
、
事
柄
を
大
切
に
し
て
、
い
っ
た
ん
言
っ
た
こ
と

は
か
な
ら
ず
守
り
、
費
用
を
節
約
し
て
人
を
愛
し
、
人
民
を
使
役
す

る
に
は
時
を
以
て
す
、
す
な
わ
ち
農
繁
期
な
ど
は
避
け
よ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

私
た
ち
が
古
典
を
読
む
の
は
、
先
人
た
ち
が
読
ん
だ
あ
と
を
な
ぞ

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。『
論
語
』
に
し
て
も
二
千
余
年
来
読
み
つ

が
れ
て
き
ま
し
た
。
古
い
漢
文
は
基
本
的
に
は
、
二
千
年
前
と
ほ
ぼ

同
じ
表
現
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。
話
し
こ
と
ば
は
ず
い
ぶ
ん
変
化

し
た
で
し
ょ
う
が
、
表
意
文
字
に
よ
る
文
章
に
は
、
そ
れ
が
ほ
と
ん

ど
影
響
を
与
え
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
表
音
文
字

の
文
章
は
、
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
時
代
あ
る
い
は
地
域
に
よ
る
変

化
が
大
き
く
反
映
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
読
め
な
く
な
り
ま
す
。

　

漢
字
圏
の
ひ
と
た
ち
は
、
い
く
ら
発
音
が
ち
が
っ
て
い
て
も
、
千

年
前
、
二
千
年
前
の
文
章
の
意
味
が
わ
か
る
の
で
す
。
た
だ
古
代
は

竹
簡
や
木
簡
に
墨
書
し
た
り
刻
ん
だ
り
す
る
の
で
、
面
倒
で
す
か
ら
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で
き
る
だ
け
簡
単
に
記
し
、
わ
か
り
き
っ
た
表
現
は
省
略
し
ょ
う
と

し
ま
す
。
け
れ
ど
二
千
年
前
に
わ
か
り
き
っ
て
い
た
こ
と
が
、
い
ま

で
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
」（
⑩
23
～
26
）。

　

以
上
の
こ
と
に
加
え
て
、『
論
語
』
は
優
れ
た
歴
史
書
と
し
て
の

側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

春
秋
時
代
末
期
と
は
い
え
、
お
よ
そ
二
千
五
百
年
以
前
の
古
代
中

国
に
お
い
て
、
諸
侯
の
戦
車
千
台
を
保
持
す
る
武
装
集
団
と
し
て
の

軍
隊
を
保
持
す
る
に
は
、
人
口
四
〇
〇
万
ほ
ど
の
経
済
ス
ケ
ー
ル
を

要
す
る
と
し
ま
す
と
、
農
業
中
心
の
社
会
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
約
型

の
共
同
体
的
規
制
を
と
お
し
て
導
い
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が

理
解
さ
れ
ま
す
。
国
家
レ
ベ
ル
の
大
共
同
体
間
の
戦
争
は
、
貯
蓄
に

乏
し
い
共
同
体
財
政
に
あ
っ
て
は
、
過
大
な
浪
費
で
あ
り
、
安
全
保

障
の
た
め
、
盟
な
ど
の
外
交
手
段
も
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　

つ
い
で
に
、
共
同
体
の
教
本
と
し
て
の
『
論
語
』
の
特
質
を
、
西

洋
の
近
代
的
人
間
観
か
ら
論
評
し
、
明
示
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の

学
者
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
（
一
九
二
一
生
ま
れ
）
の

一
九
七
二
年
の
著
作
『
孔
子
』
か
ら
、
興
味
深
い
そ
の
一
節
を
み
て

み
ま
す
。

｢

孔
子
は
『
論
語
』
の
な
か
で
、
選
択choice

あ
る
い
は
責
任

responsibility

と
い
っ
た
語
を
十
全
な
形
で
論
じ
て
い
な
い
。
…
…

西
洋
の
哲
学
的
・
宗
教
的
人
間
理
解
に
お
け
る
選
択
・
責
任
の
重
要

性
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
展
開
や
厳
密
化
が
、
そ
れ
ら
の
言
葉
に
は
欠

如
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
孔
子
は
選
択
、
責
任
の
語
を
次
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
個
人
が
自
分
の
意
思
で
運
命

を
切
り
開
く
た
め
に
正
し
い
選
択
肢
を
選
ぶ
と
い
う
考
え
方
や
、
精

神
的
罪
悪
感
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
後
悔
や
報
い
等
の
考
え
方
が
選
択

や
責
任
と
い
う
概
念
に
分
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る｣　
（
⑪
52
）。

『
論
語
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
支
配
し
て
い
る
の
は
、
道
を
行
く
た
と
え

で
あ
り
、｢

道
の
概
念
が
、
儀
礼
・
儀
式
を
意
味
す
る
孔
子
の
中
心

概
念
〈
礼
〉
に
符
号
す
る
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。〈
礼
〉

は
孔
子
に
と
っ
て
、
社
会
的
交
流
、
人
間
の
生
で
あ
る
大
な
る
儀
式

の
明
瞭
に
し
て
精
緻
な
型
で
あ
っ
た
。
真
な
る
道
を
堂
々
と
歩
む
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
正
し
く
儀
礼
を
運
営
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

へ
の
移
行
は
、理
に
適
っ
た
当
然
の
移
行
で
あ
る
」（
⑫
54
～
55
）
と
、

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
同
調
し
ま
す
が
、
た
だ
孔
子
に
お
い
て
は
、
こ

の
〈
道
〉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
欧
米
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
自
然

な
も
の
で
あ
る
岐
路
（
分
か
れ
道
）
の
イ
メ
ー
ジ
に
発
展
し
な
い
た

め
、
選
択
と
い
う
概
念
も
成
立
せ
ず
、｢

唯
一
の
秩
序
に
対
す
る
〈
選

択
の
余
地
〉
に
は
無
秩
序
・
混
沌
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い｣

（
⑪
55
）

と
い
う
の
で
す
。
端
的
に
い
っ
て
、｢

純
粋
な
選
択
の
自
由
と
い
う

も
の
は
な
い
。
道
を
た
ど
る
か
、
逃
れ
る
か
だ
け
で
あ
る｣

（
⑪
57
）

と
い
う
論
評
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
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人
格
的
相
互
依
存
性
が
明
示
的
な
身
分
社
会
で
あ
る
共
同
体
に
お

い
て
は
、
西
欧
の
近
代
社
会
か
ら
抽
出
し
た
個
人
的
な
自
由
権
と
い

う
も
の
は
、
い
わ
ば
無
い
も
の
ね
だ
り
に
等
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
近
代
の
人
権
思
想
が
、
無
媒
介
に
前
近
代
社
会
に
投
影
さ

れ
て
パ
ロ
デ
ィ
を
生
じ
な
い
た
め
に
も
、
社
会
科
学
的
な
共
同
体
論

が
不
可
欠
な
こ
と
を
証
す
る
事
例
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
の
優
れ
た
孔
子
論
は
、
以
下
の
一
節

か
ら
も
読
み
と
れ
る
こ
と
は
付
け
加
え
な
い
と
不
公
平
で
し
ょ
う
。

｢

孔
子
が
ま
さ
に
彫
琢
し
彼
の
主
た
る
思
想
枠
組
を
形
成
し
た
言
葉

や
イ
メ
ー
ジ
は
、
我
々
西
洋
人
に
と
っ
て
異
質
で
は
あ
る
が
、
理
解

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
調
和
の
と
れ
た
全
体
像
を
提
示
し

て
く
れ
る
。
人
は
け
っ
き
ょ
く
、
自
ら
の
内
部
に
決
定
権
を
有
す
る

よ
う
な
自
律
的
存
在
で
は
な
い
。
ま
た
、
有
効
な
選
択
肢
か
ら
選
択

を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
を
自
力
で
形
成
し
て
い
く

よ
う
な
力
を
も
た
な
い
。
そ
の
反
対
に
、
う
ま
れ
た
時
は
〈
原
質
〉

で
あ
り
、
教
育
に
よ
っ
て
文
明
的
と
な
り
真
に
人
間
的
な
人
間
と
な

る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
人
間
に
な
る
た
め
に
人
は
道
を
目
指
さ

ね
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
道
は
…
…
道
は
高
貴
で
あ
り
、
そ
れ
を
追
う

者
も
高
貴
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
…
…
人
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。

こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
帰
結
は
、
社
会
や
物
理
的
環
境
に
抗
し
て
個
人

の
力
を
称
揚
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
個
人
が
誤
ま
る
こ
と

な
く
〈
人
が
文
明
的
な
人
間
と
な
る
〉
唯
一
の
真
な
る
道
を
歩
も
う

と
す
る
〈
目
標
〉
あ
る
い
は
方
向
を
明
確
に
強
固
に
す
る
。
道
を
歩

め
ば
、
道
に
備
わ
っ
た
精
神
の
広
大
な
尊
厳
と
力
が
人
に
宿
る
。
迷

わ
ず
に
道
を
歩
む
者
、
強
い
る
の
で
は
な
く
〈
自
然
に
〉〈
譲
る
〉

こ
と
が
で
き
る
者
、
彼
等
の
生
に
は
、
個
人
的
な
尊
厳
と
自
己
実
現

が
あ
り
、
他
者
と
の
社
会
的
調
和
の
根
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
生
を

互
い
に
認
め
合
う
相
互
尊
重
が
あ
る
の
で
あ
る
」（
⑪
80
～
81
）。

　

共
同
体
に
は
、成
員
相
互
の
祭
へ
の
参
加
に
み
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

「
無
計
算
に
全
体
が
一
体
と
し
て
生
き
る
牧
歌
性
が
あ
る｣

（
⑫
355
）

わ
け
で
し
た
。『
論
語
』
に
は
、
君
主
を
論
じ
た
条
文
が
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
古
代
中
国
に
お
い
て
も
「
身
分
層
の
集
中

的
表
現
と
し
て
の
君
主
」（
⑬
67
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

「
共
同
体
首
長
＝
君
主
は
、
ま
っ
た
く
共
同
体
内
の
経
済
的
関
係
そ

の
も
の
か
ら
、
当
該
生
産
シ
ス
テ
ム
と
も
い
い
う
る
秩
序
の
維
持
者

と
し
て
そ
の
支
配
的
地
位
を
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
力
と
い
う

も
の
は
、
共
同
体
の
位
置
す
る
生
産
力
段
階
に
制
約
さ
れ
た
自
然
的

秩
序
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
支
配
す
る
方
法
が
与
え
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
権
力
の
行
使
＝
支
配
に
、
首
長
の
個
人

的
恣
意
の
余
地
が
ま
っ
た
く
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
支
配
の
正
当
性
が
、
共
同
体
的
生
活
の
再
生
産
シ

ス
テ
ム
の
な
か
に
、
合
理
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
事
態
な
の
で
あ

る
。
こ
の
共
同
体
首
長
の
支
配
権
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
身
分
制
の
頂

点
に
位
置
す
る
ゆ
え
に
、
他
に
転
換
を
許
さ
ぬ
絶
対
的
な
権
威
を
保
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持
し
続
け
る
の
で
あ
っ
て
、
近
代
資
本
制
商
品
社
会
に
お
け
る
転
換

可
能
な
階
級
的
権
力
と
い
う
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
る
」（
⑭

32
）
と
、
私
も
か
つ
て
立
言
し
た
も
の
で
し
た
。

Ⅳ　
『
論
語
』・
資
本
主
義
・
国
家

　

共
同
体
と
い
う
言
葉
は
、
ド
イ
ツ
語
のGem

einde

ま
た
は

Gem
einschaft

、
英
語
で
い
え
ば
、V

illage Com
m

unity

か
ら
移

入
さ
れ
た
学
術
用
語
と
し
て
、
経
済
史
や
社
会
史
の
領
域
で
活
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
今
は
ま
た
、
主
と
し
て
社
会
学
サ
イ
ド
か
ら
英
米
流
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
論
が
盛
況
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。Com

m
unity

に

は
、
共
同
体
、
利
害
な
ど
共
に
す
る
団
体
、
地
域
社
会
、
地
域
圏
、

基
礎
集
団
な
ど
の
訳
語
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
代
以
降
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
う
概
念
は
ま
す
ま
す
多
義
的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
（
⑮
参

照
）。

　

ま
し
て
や
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
産
業
的
に
は
成
熟
し

て
、
経
済
的
成
長
力
を
弱
め
て
き
て
い
る
現
代
資
本
主
義
の
特
殊
な

世
界
大
の
急
展
開
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核
と
し
た
政
策
当

為
と
し
て
の
地
域
振
興
論
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

中
村
吉
治
は
、「
生
産
関
係
に
お
け
る
人
と
土
地
、
人
と
人
と
の

関
係
が
変
わ
る
と
き
、
共
同
体
は
失
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
共
同
体
が

な
く
な
る
と
き
、
近
代
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
理
屈
か
ら
い

え
ば
、
近
代
は
共
同
体
な
き
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
る
に
、
近
代
に

お
い
て
共
同
体
を
、
現
代
の
問
題
と
す
る
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
歴

史
の
発
展
の
理
屈
か
ら
外
れ
た
現
実
に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
的
理
由
ま
た
は
経
過
が
あ
る
と
い
う
ほ
か
あ

る
ま
い
」（
⑫
340
～
341
）
と
名
言
を
吐
い
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
関
係
が
、
商
品
や
貨
幣
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
主
要

な
生
産
手
段
と
し
て
の
土
地
を
失
っ
て
農
民
は
無
産
の
労
働
者
と
な

り
、
衣
食
住
す
べ
て
の
生
活
資
料
を
生
産
で
き
る
資
本
と
い
う
主
体

に
対
し
て
、
労
働
能
力
を
商
品
化
し
て
販
売
す
る
と
い
う
物
的
依
存

の
市
場
経
済
原
理
に
立
脚
す
る
商
品
経
済
社
会
が
近
代
社
会
な
の
で

す
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
基
本
的
に
中
村
の
言
う
よ
う
に
共
同
体
は
失

わ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
共
同
体
の
崩
壊
が
商
品
経
済

と
い
う
新
た
な
社
会
枠
組
み
の
成
立
と
同
伴
し
て
近
代
的
個
人
の
確

立
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
奇
妙
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
間
違
い
の
な
い
事
実
な
の
で
す
。

　

た
だ
こ
こ
で
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
残
り
ま
す
。
そ

れ
は
マ
ル
ク
ス
も
『
資
本
論
』
で
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
商
品
経
済

と
い
う
の
は
、
共
同
体
と
共
同
体
の
間
か
ら
発
生
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
人
類
史
に
と
っ
て
共
同
体
が
本
源
的
も
の
で
あ
り
、

商
品
経
済
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が
い
か
に
欲
望
を
開
放
す
る
精
緻
な

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
に
せ
よ
、
二
次
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
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さ
い
ご
に
、
経
済
学
の
宇
野
理
論
体
系
で
は
代
表
的
論
客
で
あ
っ

た
降
旗
節
雄
（
一
九
三
〇
～
二
〇
〇
九
）
の
注
目
す
べ
き
発
言
を
引
い

て
み
ま
す
。

「
近
代
国
民
国
家
は
絶
対
主
義
国
家
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
か
ら
理

解
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
代
に
つ
く
り
だ
さ
れ
た
新
し
い
共
同
体
で
あ

る
」（
⑯
56
）。

「
旧
来
の
共
同
体
の
解
体
は
一
方
で
国
民
国
家
と
い
う
広
大
な
領
域

を
も
っ
た
大
き
な
共
同
体
を
作
り
出
す
が
、
同
時
に
他
方
に
、
一
夫

一
婦
制
の
単
婚
家
族
と
い
う
小
さ
な
共
同
体
を
作
り
出
す
。そ
し
て
、

市
場
経
済
で
支
配
さ
れ
た
経
済
領
域
を
こ
の
二
つ
の
共
同
体
が
か
こ

い
こ
む
こ
と
に
な
る
。
国
家
と
い
う
共
同
体
の
、
か
つ
家
族
と
い
う

共
同
体
の
外
部
の
領
域
が
、
市
場
経
済
の
領
域
で
あ
り
、
こ
の
領
域

は
資
本
に
よ
っ
て
全
面
的
に
支
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」（
⑯
72
）。

「
資
本
主
義
体
制
成
立
の
た
め
に
は
、
し
た
が
っ
て
国
民
国
家
と
単

婚
家
族
と
い
う
大
、小
二
類
型
の
共
同
体
を
絶
対
的
条
件
と
し
た
が
、

市
場
経
済
は
単
独
で
こ
の
二
つ
の
共
同
体
を
形
成
し
う
る
力
を
も
っ

て
い
な
か
っ
た
。
／
も
と
も
と
共
同
体
と
市
場
経
済
と
は
原
理
を
異

に
す
る
人
間
の
結
合
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
共
同
体
の
内
部
か
ら
商
品

が
発
生
し
得
な
か
っ
た
よ
う
に
、
市
場
経
済
が
共
同
体
を
作
り
出
す

こ
と
も
で
き
な
い
」（
⑯
73
）。

「
人
類
史
を
共
同
体
と
し
て
総
括
し
、
共
同
体
と
共
同
体
の
間
か
ら

発
生
し
た
市
場
経
済
が
、
近
代
に
至
っ
て
共
同
体
を
解
体
し
つ
つ
生

産
過
程
を
包
摂
し
た
の
が
資
本
主
義
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
資
本
主

義
に
お
い
て
も
、
人
類
は
つ
い
に
国
家
及
び
家
族
と
い
う
共
同
体
の

支
配
か
ら
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
み
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
点
に
ま
た
人
類
に
と
っ
て
の
社
会
主
義

の
意
味
が
あ
る
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
⑯
64
）。

　

中
村
が
い
う
共
同
体
の
本
源
的
再
生
産
に
結
び
つ
い
た
生
産
・
生

活
の
基
礎
単
位
と
し
て
の
家
（
イ
エ
）household

と
い
う
概
念
が
、

家
族fam

ily

に
解
消
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
資
本
と
い
え
ど
も

人
間
に
固
有
な
何
で
も
創
り
う
る
労
働
力
の
再
生
産
は
、
次
世
代
を

含
め
て
労
働
者
の
家
庭
に
依
存
す
る
以
外
に
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
資
本
主
義
が
そ
の
体
制
的
展
開
を
確
立
す
る
産
業
革
命
後
の

イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
的
段
階
に
お
い
て
、
国
家
主
導
に
よ
っ
て
労

働
力
保
全
の
た
め
の
工
場
法
の
成
立
拡
充
を
計
っ
た
こ
と（
⑰
参
照
）

か
ら
も
、
私
た
ち
は
国
家
の
社
会
秩
序
の
維
持
機
能
に
お
け
る
共
同

体
的
性
格
を
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
検
討
は
別
稿
を
要
し
ま
す
が
、
人
類
史
が
共
同

体
と
い
う
歴
史
的
枠
組
を
必
然
的
な
も
の
と
し
て
き
た
こ
と
を
大
前

提
に
、
孔
子
の
『
論
語
』
と
い
う
古
典
の
意
義
が
、
共
同
体
の
論
理

的
に
し
て
ま
た
倫
理
的
エ
ト
ス
を
集
大
成
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
れ

ば
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。
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君
子
は
預
言
者
か
そ
れ
と
も
師
儒
か
？

　

ア
メ
リ
カ
の
中
国
学
者
セ
オ
ド
ア
・
ド
・
バ
リ
ー
は
そ
の
著
作
『
儒

家
の
苦
境
』
に
お
い
て
、
中
国
に
お
け
る
儒
家
の
君
子
を
ヘ
ブ
ラ
イ

に
お
け
る
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
の
「
預
言
者
」
と
比
較
し
て
い
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
儒
家
の
君
子
と
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
に
は
数
多
く
の
類
似

点
が
あ
る
と
い
う
。
彼
は
「
儒
家
の
君
子
の
預
言
者
的
役
割
の
う
ち

の
い
く
つ
か
の
特
徴
を
見
る
と
、
儒
家
の
君
子
は
セ
ム
族
世
界
の
預

言
者
に
い
く
ら
か
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
：
君
子
は
個
体
と
し
て
『
道
』
こ
そ
が

最
高
の
価
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
直
接
会
得
す
る
こ
と
が
で
き

る

；

君
子
の
霊
感
に
富
ん
だ
言
説
は
、
も
の
言
わ
ぬ
天
の
存
在
を
証

拠
だ
て
る
も
の
で
あ
る
。
君
子
の
使
命
は
―
―
実
際
に
は
天
の
委
託

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
君
子
は
統
治
者
に
警
告
を
与
え
、
彼
ら
が

天
命
に
背
い
て
壊
滅
的
な
災
害
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
１ 

。」

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
儒
家
の
君
子
は
「
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
の
一
般

的
役
割
―
―
真
理
の
宣
揚
―
―
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
２ 

」
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

ド
・
バ
リ
ー
は
儒
家
の
君
子
と
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
の
身
分
上
の
類

似
を
か
な
り
重
く
見
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
儒
家
の
君

子
の
宣
揚
す
る
真
理
と
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
の
そ
れ
は
内
容
の
点
で
は

い
く
ら
か
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
儒
家
の
重
視
す
る
「
仁
」

や「
義
」な
ど
の
核
と
な
る
観
念
は
、ヘ
ブ
ラ
イ
初
期
の『
旧
約
聖
書
』

の
中
で
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
が
全
身
全
霊
を
も
っ
て
宣
言
す
る
「
神
が

あ
ま
ね
く
天
下
人
類
へ
そ
そ
ぐ
愛
」「
正
義
と
公
正
」
な
ど
の
観
念

と
近
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
は
い
え
、
異
な
っ
て
も
い
る
の
だ
。
し
か

し
、
儒
家
の
君
子
は
み
な
彼
ら
の
指
導
者
で
あ
る
孔
子
と
孟
子
を
手

本
と
し
、
社
会
生
活
の
中
に
お
け
る
正
義
と
公
正
を
重
視
し
３ 

、
統

■
論
文
Ⅱ
■

山
東
大
学　

哲
学
・
社
会
発
展
学
院
教
授　

傅　
　
　

永　

軍

翻
訳　

田　

村　

立　

波
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治
者
の
残
虐
非
道
を
憎
み
、
人
々
の
暮
ら
し
を
重
ん
じ
て
語
る
４ 

。

儒
家
の
君
子
の
発
す
る
「
声
」
は
す
な
わ
ち
ホ
セ
ア
、
ヨ
エ
ル
、
ア

モ
ス
、
ナ
ホ
ム
な
ど
の
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
の
告
げ
る
「
啓
示
」
と
き

わ
め
て
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
み
な
あ
ま
ね
く
天
下
の
民
衆
の

た
め
の
憤
怒
で
あ
り
叫
び
で
あ
り
、
統
治
者
の
不
仁
、
不
義
の
ふ
る

ま
い
に
抗
議
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、儒
家
の
君
子
は「
個

人
の
魂
の
自
由
」
と
「
凡
俗
を
超
越
し
た
魅
力
」
と
い
う
、
ユ
ダ
ヤ

の
預
言
者
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
二
つ
の
性
質
を
有
し
て
い
る
の
で

あ
る
と
い
う
。

　

ド
・
バ
リ
ー
は
儒
家
の
君
子
を
『
旧
約
聖
書
』
伝
統
中
の
預
言
者

と
し
て
解
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
的
な
儒
家
の
苦
境
を
発
見
し

た
。
ド
・
バ
リ
ー
の
言
う
儒
家
の
苦
境
と
は
、
実
際
に
は
儒
家
の
君

子
の
困
窮
で
あ
る
。
彼
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
儒
家
が
最
初
に
設
計
し

た
永
遠
の
理
想
と
は
、「
君
子
の
指
導
の
も
と
、
聖
王
が
統
治
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
天
・
地
・
人
の
結
合
が
実
現
す
る
５ 

」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。こ
の
理
想
を
実
現
せ
ん
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

儒
家
の
君
子
は
二
つ
の
重
責
を
担
う
。
一
方
に
お
い
て
君
子
は
真
理

の
伝
達
者
の
役
割
を
担
い
、
人
々
と
天
に
代
わ
っ
て
も
の
を
言
う
。

ま
た
一
方
に
お
い
て
君
子
は
真
理
の
実
行
者
の
役
割
を
担
い
、
君
主

帝
王
と
朝
廷
の
不
義
に
対
し
て
批
評
と
矯
正
を
行
な
う
。
よ
っ
て

君
子
は
真
理
と
帝
王
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
関
係
は
相
互
に

尊
重
し
合
う
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
彼
ら
の
間
の
力
関
係
は
中
国
政

治
の
バ
ラ
ン
ス
と
発
展
の
方
向
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
不
幸
な
こ
と
に
、
中
国
政
治
の
重
要
な
バ
ラ
ン
ス
要
素
と
し
て

の
儒
家
の
君
子
は
、
か
え
っ
て
そ
の
身
の
置
き
所
を
な
く
す
こ
と
に

な
っ
た
。
一
方
で
儒
家
の
君
子
は
人
々
の
代
弁
者
で
あ
る
こ
と
を
自

負
し
て
い
た
が
、
彼
が
代
表
す
る
人
々
の
委
託
を
得
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
発
言
に
は
民
衆
の
支
持
す
る
世
俗
的

な
合
法
性
と
正
当
性
が
欠
け
て
い
た
。
ま
た
一
方
、
彼
ら
は
天
か
ら

の
宗
教
的
授
権
も
得
ら
れ
ず
、
天
と
個
人
的
に
つ
な
が
り
を
持
っ
て

対
話
し
、
直
接
神
と
相
対
し
て
与
え
ら
れ
る
超
越
的
で
神
聖
な
る
委

託
を
獲
得
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
宗
教
の
与
え
る
超
越

的
な
合
法
性
と
正
当
性
を
も
失
っ
た
の
で
あ
る
。
儒
家
の
君
子
は
、

一
般
民
衆
と
専
制
的
な
皇
帝
の
権
力
の
は
ざ
ま
に
生
き
る
と
い
う
、

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
運
命
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
儒
家

の
君
子
は
伝
統
社
会
に
お
い
て
ま
さ
に
空
中
に
浮
遊
す
る
亡
霊
の
ご

と
き
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
現
実
は
、
儒
家
の

君
子
の
身
分
の
困
窮
と
使
命
の
消
滅
を
決
定
づ
け
た
。
こ
れ
も
ま
た

ド
・
バ
リ
ー
の
言
う
と
こ
ろ
の
、
歴
史
上
儒
家
の
直
面
し
た
最
大
の

苦
境
で
あ
る
。

　

私
は
ド
・
バ
リ
ー
の
観
点
を
あ
る
種
の
同
情
を
も
っ
て
理
解
す
る
。

ド
・
バ
リ
ー
は
中
国
に
お
け
る
儒
家
の
君
子
を
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
と

比
較
し
て
、
自
ら
熟
慮
と
苦
心
の
末
こ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。
彼

は
中
国
伝
統
社
会
に
お
い
て
、
西
側
社
会
の
公
共
知
識
人
（
社
会
問
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題
に
携
わ
る
知
識
人
、実
践
す
る
知
識
人
）と
同
様
の
社
会
階
層
を
探
し
、

儒
学
の
伝
統
の
中
か
ら
、
立
憲
政
治
の
民
主
的
遺
伝
子
を
探
し
出
し

て
、西
側
社
会
の
現
代
的
観
念
で
あ
る
「
分
権
」「
牽
制
」「
法
治
」「
自

由
」
な
ど
を
整
合
す
る
こ
と
か
ら
儒
学
へ
と
向
か
う
明
晰
な
ル
ー
ト

を
指
し
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
儒
家
信
仰
を
深
く
す
る
人
々
の
文
化

的
焦
燥
を
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
考
え
た
。
東
洋
人
で
あ
ろ
う
と
西
洋
人

で
あ
ろ
う
と
、
い
っ
た
ん
儒
家
の
信
仰
の
現
実
的
正
当
性
を
剥
奪
さ

れ
た
な
ら
ば
、
未
来
へ
向
け
て
儒
家
の
価
値
観
を
広
め
て
い
こ
う
と

し
て
も
、
数
々
の
抵
抗
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
私

の
ド
・
バ
リ
ー
の
観
点
に
対
す
る
こ
の
種
の
同
情
的
理
解
は
、
決
し

て
私
が
彼
の
観
点
に
賛
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
状
況
は
真
逆
で
あ
る
。
私
の
理
解
に
よ
れ

ば
、
ド
・
バ
リ
ー
が
儒
家
の
君
子
を
ヘ
ブ
ラ
イ
の
伝
統
の
中
の
ユ
ダ

ヤ
の
預
言
者
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
儒
家
の
君
子
思
想

に
関
す
る
一
種
の
誤
読
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、「
預
言
者
」（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
でN

avia

）
と
い
う
言
葉

の
原
義
は
「
神
の
精
神
に
感
動
を
受
け
た
発
言
者
或
い
は
布
教
者
」

で
あ
り
、
ま
た
「
神
の
消
息
の
伝
道
者
」
で
あ
る
。「
神
の
消
息
の

伝
道
者
」
と
し
て
、
預
言
者
は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
人
格
と
「
傑
出
し

た
知
恵
」
を
持
ち
、
そ
の
精
神
の
修
養
は
神
の
領
域
に
ま
で
達
し
て

い
る
６ 

。
し
た
が
っ
て
ヘ
ブ
ラ
イ
の
伝
統
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
の
預
言

者
と
は
、
た
だ
単
に
高
い
教
育
を
受
け
た
知
識
人
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
さ
ら
に
神
と
直
接
つ
な
が
り
、
神
の
意
を
受
け
て
民
衆
と
為

政
者
に
天
意
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。「
預
言
者
た
ち
の
使
命
は
そ
の
性
質
上
、

神
の
正
義
と
関
連
す
る
（
信
仰
上
及
び
政
治
上
の
）
も
の
で
あ
る
。
為

政
者
が
何
か
過
ち
を
犯
せ
ば
、
預
言
者
の
任
務
は
す
な
わ
ち
そ
の
過

ち
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
為
政
者
が
天
意
と
公
正
に
反
す
れ

ば
、
預
言
者
は
い
つ
で
も
天
に
な
り
代
わ
っ
て
こ
と
を
行
な
う
。
預

言
者
の
も
た
ら
す
消
息
は
、
そ
の
良
し
悪
し
を
問
わ
ず
、
天
意
を
行

使
す
る
に
あ
た
っ
て
の
一
切
の
不
信
仰
、
不
正
義
に
対
し
て
そ
れ
を

正
す
も
の
で
あ
る
。
預
言
者
は
天
意
に
反
す
る
す
べ
て
の
人
や
も
の

ご
と
に
対
し
て
『
ノ
ー
』
と
言
え
る
人
で
あ
る
７ 

。」
し
た
が
っ
て
、

一
般
的
な
意
味
か
ら
言
え
ば
、
我
々
は
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
を
、「
神
」

と
「
天
」
の
委
託
を
受
け
、
現
実
に
対
し
て
批
判
と
指
導
を
行
な
う

知
識
人
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
と
異
な
り
、
儒
家
の
君
子
は
、
同
様
に

自
由
な
知
識
人
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
名
義
上
、
歴
史
、
典

籍
、
礼
儀
、
倫
理
の
決
ま
り
ご
と
に
精
通
し
て
い
る
知
識
人
で
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
知
識
人
は
「
特
殊
な
社
会
階
層
を
構
成
し
、
公
共
の

福
祉
を
促
進
す
る
と
い
う
名
目
に
よ
り
国
家
と
社
会
に
身
を
捧
げ
る

こ
と
を
志
す
８ 

。」
つ
ま
り
、
儒
家
の
君
子
は
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
と

異
な
り
、
天
に
責
任
を
負
う
必
要
は
な
く
、
ま
た
天
に
代
わ
っ
て
発
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言
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
９ 

。
儒
家
の
君
子
は
天
と
個
人

的
な
つ
な
が
り
は
な
く
、
天
も
ま
た
人
格
神
の
形
式
を
と
っ
て
人
の

歴
史
に
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
儒
家
の
君
子
は
自

ら
の
限
界
を
世
俗
の
政
治
的
権
威
へ
の
奉
仕
の
枠
内
と
す
る
こ
と
が

決
定
づ
け
ら
れ
た
。「
天
の
意
志
」は
彼
ら
が
代
表
す
る
の
で
は
な
く
、

彼
ら
の
奉
仕
す
る
「
天
子
」
す
な
わ
ち
地
上
の
君
主
こ
そ
が
代
表
す

る
の
で
あ
る
。
儒
家
の
君
子
に
と
っ
て
は
、
君
主
こ
そ
が
「
神
」
で

あ
り
、彼
ら
は
そ
の
神
の
「
祭
司
」
或
い
は
「
侍
従
」
な
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
『
孟
子
・
梁
恵
王
下
』
中
の
一
節
に
言
う
が
ご
と
く
「『
書
』

に
曰
く
、
天
下
民
を
降
す
。
之
が
君
を
作
し
、
之
が
師
を
作
し
、
こ

れ
こ
こ
に
其
れ
上
帝
を
助
け
、
之
を
四
方
に
寵
す
。
罪
有
る
も
罪
無

き
も
、
こ
れ
我
在
り
。
天
下
い
ず
く
ん
ぞ
敢
え
て
厥
の
志
を
越
ゆ
る

こ
と
有
ら
ん
、
と
。」
こ
こ
か
ら
は
、
中
国
の
伝
統
に
お
い
て
、
儒

家
の
君
子
は
必
ず
現
行
体
制
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
制
度
に
が
ん

じ
が
ら
め
に
と
ら
え
ら
れ
る
た
め
、
君
主
の
意
志
に
対
抗
す
る
能
力

を
失
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
体
制
に
従
順
な

者
と
し
て
、
儒
家
の
君
子
の
職
責
に
は
依
然
と
し
て
真
理
を
語
り
広

め
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
何
が
真
理
で
あ
る
か
を
決

定
す
る
の
は
、
も
は
や
超
越
し
た
力
で
は
な
く
、
世
俗
の
権
威
を
掌

握
し
た
帝
王
君
主
で
あ
っ
た
。
帝
王
君
主
に
必
要
な
の
は
、
儒
家
の

君
子
が
彼
ら
の
意
志
に
し
た
が
っ
て
「
真
理
を
宣
揚
す
る
」
こ
と
で

あ
り
、
儒
家
の
君
子
は
自
ら
の
豊
富
な
知
識
に
よ
っ
て
君
主
の
誤
っ

た
言
説
を
飾
り
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
儒
家
の
君
子
が
ど

ん
な
に
「
重
用
さ
れ
な
い
」
存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
ど
ん

な
に
剛
直
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
儒
家
の
礼
治
秩
序
と

倫
理
の
決
ま
り
ご
と
は
、
一
種
の
抗
え
な
い
力
と
な
っ
て
儒
家
の
君

子
を
君
主
の
権
威
の
も
と
に
は
い
つ
く
ば
ら
せ
、
君
主
の
意
志
に
屈

伏
さ
せ
、
君
主
の
奴
隷
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

も
し
彼
ら
の
中
に
、
ひ
ざ
ま
づ
い
た
状
態
か
ら
も
う
一
度
立
ち
上
が

り
た
い
と
思
う
者
が
い
た
な
ら
ば
、彼
は
即
刻
体
制
か
ら
排
除
さ
れ
、

辺
鄙
な
地
へ
と
追
い
や
ら
れ
、
つ
い
に
は
社
会
生
活
か
ら
徹
底
的
に

遊
離
し
て
「
落
剥
し
た
文
人
」
と
な
っ
て
、
胸
に
満
ち
る
情
熱
を
む

な
し
く
さ
せ
、
豊
か
な
見
識
や
才
覚
を
無
駄
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
現

実
の
政
治
生
活
と
社
会
生
活
に
対
す
る
影
響
力
を
完
全
に
失
う
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
儒
家
の
君
子
は
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
と
は
全
く
異

な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
間
の
違
い
は
、
ド
・
バ
リ
ー
の
言
う
よ
う
に
、

た
だ
現
実
の
社
会
へ
の
真
理
の
伝
達
の
方
法
が
異
な
る
だ
け
―
―
儒

家
の
君
子
は
「
声
」
を
使
い
、
民
衆
の
日
常
の
言
葉
に
よ
っ
て
真
理

を
語
っ
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
は
啓
示
に
よ
っ
て
人
々
に
神
の
も

た
ら
す
真
理
を
示
し
た
―
―
と
い
う
の
で
は
な
く
、ま
た
ド
・
バ
リ
ー

の
発
見
し
た
よ
う
に
日
常
の
経
験
と
幻
覚
や
神
秘
体
験
と
の
違
い
で

も
な
い
。
儒
家
の
君
子
の
語
る
真
理
は
、
人
類
の
日
常
体
験
で
裏
打

ち
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
の
伝
え
る
啓
示
は
預
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言
者
の
使
命
の
幻
覚
と
神
秘
体
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ

の
預
言
者
と
儒
家
の
君
子
の
違
い
は
き
わ
め
て
大
き
い
。「
預
言
者

は
自
ら
の
努
力
或
い
は
機
会
と
因
縁
に
よ
っ
て
先
行
し
て
天
の
意
、

天
の
道
、
天
の
理
、
天
の
機
を
知
り
、
し
か
も
そ
の
伝
達
に
努
力
す

る
人
で
あ
り
、
超
越
的
価
値
を
信
仰
し
、
超
越
的
価
値
を
宣
伝
し
、

超
越
的
価
値
を
防
衛
す
る
人
で
あ
る

10 

。」
彼
ら
は
真
理
の
追
求
者

で
あ
り
、
伝
播
者
で
あ
り
、
防
衛
者
で
あ
る
。
し
か
し
儒
家
の
君
子

は
、君
主
に
忠
誠
を
尽
く
し
、儒
学
の
伝
道
に
そ
の
身
を
捧
げ
、も
っ

て
国
を
安
ん
じ
、
も
っ
て
官
僚
を
教
化
し
、
世
俗
の
権
威
に
替
わ
っ

て
天
下
を
治
め
る
。彼
ら
は
真
理
に
対
す
る
偽
り
の
愛
好
者
で
あ
り
、

真
理
を
覆
い
隠
し
軽
視
す
る
者
で
あ
る
。

　

儒
家
の
君
子
は
預
言
者
で
は
な
い
。
な
ら
ば
中
国
と
西
欧
の
双
方

の
視
野
の
も
と
、
我
々
は
彼
ら
を
何
と
呼
ぶ
べ
き
か
？　

こ
れ
は
難

し
い
問
題
で
は
な
い
。
我
々
は
い
と
も
た
や
す
く
現
有
の
理
論
の

中
か
ら
名
称
を
探
し
出
し
て
儒
家
の
君
子
に
名
前
を
つ
け
、
そ
れ

に
よ
っ
て
儒
家
の
君
子
の
行
な
い
と
使
命
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
か
つ
て
広
範
な
影

響
を
及
ぼ
す
学
説
―
―
古
代
の
旧
大
陸
の
主
要
文
明
の
起
源
と
な

る
「
枢
軸
時
代
」
理
論
―
―
を
唱
え
た
。
こ
の
理
論
は
、
紀
元
前

八
〇
〇
～
二
〇
〇
年
の
間
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
中

国
、
イ
ン
ド
の
古
代
文
化
に
お
い
て
、
同
時
期
に
思
想
文
化
の
一
大

エ
ポ
ッ
ク
が
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
文

化
の
一
大
エ
ポ
ッ
ク
は
、
一
種
の
哲
学
上
の
飛
躍
と
し
て
表
現
さ
れ

た
。
特
に
突
出
し
て
い
た
の
は
、
独
立
し
た
精
神
の
秩
序
が
世
俗
の

政
治
的
権
威
の
外
に
発
生
し
、
そ
こ
か
ら
伝
統
社
会
特
有
の
「
世
俗

に
基
づ
く
権
威
」
と
「
神
聖
（
思
想
）
に
基
づ
く
権
威
」
と
い
う
二

元
的
権
威
の
対
峙
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
世
俗
の
帝
王
は
世

俗
の
権
威
を
代
表
す
る
。
し
か
ら
ば
、
神
聖
或
い
は
思
想
の
権
威
を
代

表
す
る
の
は
誰
な
の
か
？　

こ
の
問
題
を
扱
っ
た
研
究
に
よ
れ
ば

11 

、

「
精
神
の
秩
序
」
と
二
元
的
権
威
の
形
成
に
呼
応
し
て
、「
枢
軸
時

代
」
は
の
ち
の
社
会
政
治
文
化
、
道
徳
的
精
神
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

対
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
独
立
し
た
社
会
集
団
を
生
み
出
し

た
。
こ
の
独
立
し
た
社
会
集
団
と
は
す
な
わ
ち
知
識
人
の
集
合
体
で

あ
り
、
彼
ら
こ
そ
が
神
聖
或
い
は
思
想
的
権
威
を
代
表
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
張
灝
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

知
識
人
は
独
立
し
た
社
会
集
団
と
し
て
、「
枢
軸
時
代
」
に

初
め
て
出
現
し
、
超
越
し
た
代
弁
者
の
地
位
を
も
っ
て
政
治
的

指
導
者
か
ら
独
立
し
て
対
等
に
ふ
る
ま
う
趨
勢
を
生
み
出
し

た
。
こ
れ
よ
り
こ
の
種
の
伝
統
型
の
知
識
人
が
歴
史
の
舞
台
に

登
場
し
、
政
治
的
権
威
の
外
側
に
あ
っ
て
、
重
要
な
地
位
を
占

め
る
に
至
っ
た

12 

。
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つ
ま
り
、
枢
軸
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
時
期
に
は
必
ず
こ
の
よ
う

な
知
識
人
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
伝
統
的
な
天
の
責
務
を

引
き
継
ぎ
、
神
聖
の
使
命
を
担
い
、
批
判
を
通
し
て
社
会
の
発
展
を

牽
引
し
、「
預
言
者
」
と
し
て
の
性
格
を
明
白
に
示
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
枢
軸
時
代
に
は
預
言
者
的
知
識
人
の
誕
生
が
伴
っ
た

が
、
同
時
に
別
の
形
の
知
識
人
も
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
意

を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
預
言
者
型
の
知
識
人
と
は

ま
っ
た
く
異
な
り
、「
神
」
や
「
天
」
の
代
弁
者
と
し
て
世
俗
の
権

威
と
衝
突
し
よ
う
と
は
決
し
て
考
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
彼

ら
は
あ
る
種
の
積
極
的
か
つ
協
力
的
態
度
に
よ
っ
て
政
治
的
権
威
に

対
処
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
一
方
で
儒
学
の
伝

道
に
心
酔
し
、
経
典
の
学
術
的
研
究
と
そ
の
普
及
に
従
事
し
、「
儒

学
の
伝
道
」
の
保
護
者
で
あ
り
、
そ
の
衣
鉢
を
継
ぐ
継
承
者
で
あ
る

と
自
負
す
る
一
方
、
ま
た
積
極
的
に
実
社
会
に
踏
み
込
ん
で
、
自
ら

の
知
識
に
よ
っ
て
政
治
的
権
威
に
奉
仕
し
、
君
主
の
師
或
い
は
知
恵

袋
と
な
り
、
自
ら
現
行
社
会
の
秩
序
を
守
り
、
統
治
者
の
統
治
の
大

い
な
る
野
望
を
実
現
す
る
こ
と
を
渇
望
し
た
。
こ
の
種
の
知
識
人
は

す
で
に
批
判
性
を
失
っ
て
、
真
理
か
ら
徐
々
に
遠
ざ
か
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
「
預
言
者
」
と
呼

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
は
現
実
の
政
治
が
必
要
と
す
る
知
識
人

の
精
鋭
で
あ
り
、
そ
の
た
め
往
々
に
し
て
政
治
の
方
針
決
定
の
際
の

陰
の
操
り
手
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種
の
知
識
人
の
も
っ
と

も
適
切
な
呼
称
は
「
師
儒
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
張
灝
氏
は
こ

の
二
種
の
知
識
人
を
類
別
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　

お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
、「
枢
軸
時
代
」
以
後
、
各
主
要
文
明

の
伝
統
に
お
い
て
、
伝
統
型
の
知
識
人
は
知
識
化
と
慣
例
化
の

影
響
の
も
と
、「
預
言
者
」
と
「
師
儒
」
の
二
つ
の
類
型
に
分

か
れ
た
。
前
者
は
「
枢
軸
時
代
」
の
知
識
人
の
後
継
者
の
典
型

で
あ
り
、
超
越
意
識
を
基
礎
と
し
た
理
念
に
基
づ
い
て
政
治
社

会
の
権
威
に
対
し
て
様
々
な
形
式
と
様
々
な
程
度
の
批
判
意
識

を
継
続
し
た
が
、
後
者
は
文
明
伝
統
の
経
典
学
術
の
研
究
者
、

伝
授
者
へ
と
変
化
し
、
往
々
に
し
て
政
治
と
社
会
に
対
す
る
批

判
意
識
を
持
た
な
か
っ
た

13 

。

　

こ
の
基
準
を
運
用
し
て
、
伝
統
社
会
に
お
け
る
儒
家
の
君
子
の
演

ず
る
役
割
を
推
し
測
っ
て
み
れ
ば
、
基
本
的
に
彼
ら
は
「
師
儒
」
類

の
知
識
人
の
列
に
並
べ
ら
れ
る
。
儒
家
の
君
子
は
「
師
儒
」
と
し
て
、

本
質
的
に
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者

の
堅
持
す
る
最
高
の
理
想
と
は
、
真
理
の
追
究
で
あ
り
、
彼
ら
は
強

権
を
恐
れ
ず
真
理
を
口
に
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
儒
家
の
君
子
の
多

く
は
、帝
王
の
師
と
な
る
こ
と
を
自
ら
の
最
高
の
理
想
と
見
な
し
た
。

そ
し
て
、
帝
王
の
師
と
な
る
と
い
う
理
想
の
誘
惑
と
制
限
に
よ
り
、

儒
家
の
君
子
は
た
と
え
剛
直
の
士
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
役
割
を
よ
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り
よ
く
演
じ
る
た
め
に
は
、
常
に
自
ら
の
真
理
に
対
す
る
愛
着
に
対

し
て
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
心
な
ら
ず
も
帝
王
を
守
護
し
、
政

治
的
な
威
力
と
権
勢
に
屈
伏
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
態
度
を
変
え
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
長
期
に
わ
た
れ
ば
、
儒
家
の
君
子
は
官

界
の
浮
き
沈
み
に
身
を
任
せ
、
遅
か
れ
早
か
れ
自
ら
の
知
識
人
の
身

分
を
失
い
、
知
識
人
の
身
分
が
内
包
す
る
と
こ
ろ
の
、
真
理
を
畏
敬

す
る
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
者
式
の
幾
ば
く
か
の
潜
在
的
性
質
及
び
潜
在
的

能
力
が
む
し
ば
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。官
職
へ
の
誘
惑
に
よ
り
、

彼
ら
は
権
力
遊
戯
の
中
で
道
に
迷
い
、
自
我
を
放
棄
し
て
真
理
を
利

益
交
換
の
コ
マ
と
見
な
す
よ
う
に
な
る
。
抜
け
目
な
く
立
ち
回
っ
て

人
に
取
り
入
り
、
ひ
た
す
ら
帝
王
の
師
と
な
ら
ん
と
す
る
い
わ
ゆ
る

「
儒
家
の
君
子
」
に
至
っ
て
は
、
さ
ら
に
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
陰
険
な
魂
胆
に
よ
り
「
偽
預
言
者
」
を
装
い
、
民
衆
を
愚
弄

し
、
悪
者
の
手
先
と
な
り
、
是
非
善
悪
を
さ
か
さ
ま
に
す
る
。
強
権

と
圧
迫
の
お
先
棒
を
担
ぎ
、
真
理
と
対
立
す
る
。

　

私
の
こ
の
よ
う
な
伝
統
社
会
の
中
の
儒
家
の
君
子
に
対
す
る
理
解

は
、
実
際
上
、
ド
・
バ
リ
ー
の
観
点
の
論
証
が
前
提
と
す
る
も
の
を

台
無
し
に
し
て
し
ま
う
も
の
だ
。
ド
・
バ
リ
ー
の
言
う
、
い
わ
ゆ
る

伝
統
社
会
の
中
に
お
け
る
儒
家
の
苦
境
な
ど
存
在
し
な
い
の
で
あ

る
。
単
純
に
伝
統
的
な
知
識
人
、
つ
ま
り
儒
家
の
君
子
の
観
点
か
ら

見
る
と
、伝
統
的
な
儒
家
が
伝
統
社
会
の
中
で
遭
遇
す
る
苦
境
と
は
、

儒
家
の
君
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
困
窮
で
あ
る
。
つ
ま
り
伝
統

的
な
儒
家
の
君
子
は
自
ら
を
公
共
知
識
人
と
誤
認
し
て
い
る
が
、
実

際
に
は
彼
ら
は
帝
王
君
主
一
家
に
奉
仕
す
る
幕
僚
、
顧
問
、
知
恵
袋

で
あ
り
、
君
主
の
私
臣
で
あ
り
道
具
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
私

は
か
つ
て
小
論
に
て
以
下
の
ご
と
く
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。「
伝
統

社
会
の
中
の
知
識
人
は
、
権
力
と
知
識
の
は
ざ
ま
、
統
治
と
合
法
性

の
は
ざ
ま
、
も
の
を
言
う
権
利
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
は
ざ
ま
に
あ
る

種
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
正
義
の
願
い
を
公
共
生
活
に
組
み
入
れ

る
こ
と
を
保
障
し
よ
う
と
努
力
し
た

14 

。」
彼
ら
の
思
想
と
観
念
は
、

高
邁
な
理
想
に
影
響
さ
れ
、
統
治
集
団
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
多
少
の
自
主
性
を
示
し
、
ま
た
草
の
根
社
会
の
世
俗
的
混

乱
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
永
遠
か
つ
固
定
不
変
で
あ

ろ
う
価
値
を
持
つ
。
そ
う
す
れ
ば
彼
ら
は
自
ら
世
俗
の
政
治
的
権
威

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
、
一
方
で
は
自
ら
の

知
識
に
よ
っ
て
帝
王
君
主
に
奉
仕
し
な
が
ら
も
独
立
性
を
失
う
こ
と

な
く
、
も
う
一
方
で
は
真
理
を
追
究
し
な
が
ら
、
政
治
的
権
威
と
手

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
し
か
し
こ
れ
は
伝
統
的
な
知
識

人
の
夢
見
た
美
し
い
幻
で
し
か
な
く
、
権
力
と
の
遊
戯
の
結
果
は
、

結
局
は
権
力
に
呑
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
終
わ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
理
論
的
に
分
析
す
れ
ば
、
伝
統
社
会
に
お
い
て
は
、

知
識
人
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
を
克
服
し
よ
う
と
思

え
ば
、
必
ず
政
治
の
外
側
で
独
立
し
、
真
実
自
由
で
独
立
し
た
人
間

と
な
っ
て
、
政
治
と
決
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
言
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で
言
え
ば
、
君
主
の
も
の
は
君
主
に
、
君
子
の
も
の
は
君
子
に
帰
す
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
儒
家
の
君
子
は
、
理
論
上
は
「
預
言
者
」
で

あ
る
べ
き
で
、彼
ら
は
永
遠
の
「
大
道
」
と
世
界
の
良
心
を
代
表
し
、

一
貫
し
て
政
治
の
統
治
と
不
公
正
な
社
会
秩
序
に
対
し
て
批
判
的
な

態
度
を
保
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
知
識
人
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
社
会
の
良
心
、
人
類
の
基
本
的
価
値
（
例
え

ば
理
性
、
自
由
、
公
正
な
ど
）
の
擁
護
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
知
識
人
に
と
っ
て
「
知
識
」
は
そ
れ
を
用
い
て

未
知
の
も
の
を
探
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の

存
在
の
秘
密
を
解
析
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
さ

ら
に
重
要
な
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
の
知
恵
と
能
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
、
知
識
に
内
在
す
る
道
徳
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
々
は
往
々
に
し
て
知
識
と
い
う
も
の
と

理
性
、知
恵
、批
判
、正
義
な
ど
の
概
念
を
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
類
に
と
っ
て
の
あ
る
種
の
世
俗
的
追
及
を
超
越
し
た
崇
高
な

関
心
を
表
現
す
る
。
知
識
の
こ
う
い
っ
た
道
徳
的
性
格
は
、
知
識
人

に
正
義
を
担
う
不
屈
の
精
神
を
持
た
せ
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
自
ら
の

存
在
価
値
に
根
拠
を
与
え
る
こ
と
と
も
な
っ
た

15 

。

　

今
や
、
儒
家
の
君
子
は
現
代
的
な
転
換
を
通
し
て
公
共
知
識
人
の

身
分
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
純
に
理
論
上

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
現
実
的
に
実
践

の
必
要
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
が
今
日
行
な
っ
て
い
る

思
索
の
価
値
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。
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が
れ
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が
れ
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。
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得
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。
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を
得
べ
し
。
そ
の
民
を

得
る
に
道
あ
り
。
そ
の
心
を
得
れ
ば
、
す
な
わ
ち
民
を
得
べ
し
。
そ
の

心
を
得
る
に
道
あ
り
。
欲
す
る
所
は
こ
れ
を
与
え
こ
れ
を
衆
め
、
悪
む

所
は
施
す
な
か
ら
ん
の
み
」。

５　

ド
・
バ
リ
ー
『
儒
家
の
苦
境
』
一
一
〇
頁

６　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
コ
ー
ヘ
ン
『Everym

anʼs T
alm

ud

』
蓋
遜
訳
、
山
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東
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
、一
三
七
頁
［
訳
注
：
原
著 A

braham
 

Cohen, Everym
an's T

alm
ud: T

he M
ajor T

eachings of the 
Rabbinic Sages, 1995, Schocken （Reprint edition

）］

７　

劉
軍
寧
『
帝
師
都
是
偽
先
知
』「
東
方
早
報
」
二
〇
〇
八
・
八
・
四

８　

Julia C
hing, C

onfucianism
 and C

hristianity, T
okyo: 

K
odansha, 1977, p

．102

９
『
論
語
・
陽
貨
』「
天
何
を
か
言
わ
ん
や
」。

10　

劉
軍
寧
『
帝
師
都
是
偽
先
知
』「
東
方
早
報
」
二
〇
〇
八
・
八
・
四

11　

張
灝
『
時
代
的
探
索
』
台
湾
中
央
研
究
院
／
聯
経
出
版
事
業
株
式
有

限
公
司
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
―
二
六
頁
参
照
。

12　

張
灝
『
時
代
的
探
索
』
二
三
―
二
四
頁

13　

張
灝
『
時
代
的
探
索
』
二
四
頁

14　

傅
永
軍
『
啓
蒙
、
批
判
詮
釈
与
宗
教
倫
理
』
山
東
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
、
七
三
頁

15　

傅
永
軍
『
啓
蒙
、
批
判
詮
釈
与
宗
教
倫
理
』
山
東
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
、
七
三
頁

シンポジウムでの白熱する討論
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時
枝
誠
記
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
「
誤
読
」
し
た
か
？

 
―
― 
日
本
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
受
容
史
に
お
け
る
小
林
英
夫
の
役
割
に
つ
い
て
の
序
論

■
論
文
Ⅲ
■

本
学
東
洋
思
想
研
究
所
嘱
託
研
究
員　

関　

沢　

和　

泉

Ⅰ　

序

　

表
題
の
問
い
に
つ
い
て
、
私
達
は
た
だ
ち
に
、
語
の
厳
密
な
意
味

に
お
い
て
は
、
そ
し
て
幾
つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
誤
読
で

あ
る
、
と
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
同
時
に
、
時
枝
誠
記
の
「
誤
読
」
は
、
日
本
語
に
お
い
て

〈
こ
と
ば
〉
を
巡
る
語
彙
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
ソ
シ
ュ
ー
ル

の
〈
こ
と
ば
〉
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
果
た
し
て
何
を
行
っ
て
い
る
も

の
な
の
か
、
そ
れ
は
ど
れ
だ
け
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ

た
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
た
め
の
有
益
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
、
と
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、ま
た
、そ
う
し
た
時
枝
の
「
誤
読
」
の
背
景
に
、ソ
シ
ュ
ー

ル
の
『
一
般
言
語
学
講
義
』
の
邦
訳
者
で
あ
る
言
語
学
者
・
小
林
英

夫
の
翻
訳
の
ま
ず
さ
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
の
だ
が
、実
の
所
、単
な
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
の（
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
）

紹
介
者
な
ど
と
言
わ
れ
る
小
林
は
、
そ
う
し
た
「
紹
介
者
」
に
留
ま

ら
ず
、
独
自
の
形
で
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
著
作
が
行
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

語
の
論
理
と
、
彼
が
そ
れ
を
翻
訳
し
た
日
本
語
の
論
理
の
違
い
の
分

析
を
し
て
お
り
、
そ
の
構
図
の
上
に
こ
そ
、
時
枝
の
批
判
は
、
そ
の

構
図
の
転
倒
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で

検
証
す
る
の
は
、
こ
の
転
倒
の
様
子
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
小
林
英
夫
は
、
単
な
る
海
外
の
言
語
学
の

潮
流
の
紹
介
者
に
留
ま
ら
な
い
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
紹
介
者
と
し
て
の
小
林
で
は
な
く
、
彼

自
身
の
言
語
理
論
に
つ
い
て
は
、残
念
な
が
ら
、ほ
と
ん
ど
ま
と
ま
っ

た
分
析
が
な
さ
れ
ず
に
き
た
。
例
外
は
、
独
自
の
国
語
改
革
論
者
と

し
て
、
小
林
が
自
身
の
言
語
観
を
練
り
上
げ
て
き
た
過
程
を
分
析
し
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た
立
川
（
一
九
九
四
＝
一
九
九
五
）
で
あ
り
（
渡
辺
（
二
〇
一
〇
）、六
〇

頁
、
註
三
）、
ま
た
、
そ
れ
を
指
摘
す
る
渡
辺
自
身
の
分
析
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
し
ば
し
ば
日
本
の
言
語
思
想
の
伝
統
に
繋
が

る
側
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
時
枝
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判
の
背
景
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
小
林
の
提
示
し
た
構
図
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ
時
枝
の
「
誤
読
」

は
単
な
る
誤
解
で
あ
る
と
済
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
か
、
を

確
認
し
、
今
後
の
小
林
英
夫
自
身
の
言
語
理
論
の
研
究 

―
― 

そ
し

て
そ
れ
は
、
時
枝
の
議
論
の
位
置
づ
け
の
再
評
価
へ
も
繋
が
る
だ
ろ

う 

―
― 

へ
の
導
入
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
「
言
語
活
動
」
と
い
う
言
葉
を
鍵
に
し
て
、
よ
り
具
体
的
な

「『
国
語
』
教
育
」
の
場
面
に
お
い
て
こ
う
し
た
問
題
を
分
析
し
た

上
述
の
渡
辺
哲
男
『「
国
語
」
教
育
の
思
想
』（
二
〇
一
〇
）
は
、
小

林
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
本
稿
で
扱
う
極
め
て
細
部
の
問
題
と
は

異
な
っ
た
主
題
を
扱
い
つ
つ
大
き
な
見
取
り
図
を
与
え
て
お
り
、
日

本
に
お
い
て
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
だ
と
言
え
る
言
語
学
史
研
究
の

極
め
て
優
れ
た
労
作
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
も
そ
の
影
響
下

に
あ
る
事
を
記
し
て
お
き
た
い
（
な
お
以
下
、
本
編
中
の
引
用
は
、
必

要
な
場
合
、
基
本
的
に
す
べ
て
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
て
あ
る
）。

Ⅱ　

時
枝
誠
記
の
現
在

　

時
枝
誠
記
の
日
本
語
を
軸
と
し
た
言
語
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
以

前
か
ら
、
哲
学
的
な
観
点
か
ら
の
関
心
・
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
は

良
く
知
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
。
古
典
的
な
所
で
は
、
例
え
ば
、
三
浦

つ
と
む
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
、
時
枝
の
、
言
語
は
何
よ
り

も
、
個
別
の
具
体
的
な
言
語
の
規
則
・
規
範
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

表
現
と
理
解
の
過
程
に
あ
る
と
し
た
「
言
語
過
程
説
」
を
高
く
評
価

し
た
。
と
は
い
え
、
三
浦
は
、
時
枝
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判
と
言
語
過

程
説
に
つ
い
て
、「（
時
枝
は
）
正
し
い
規
範
論
を
持
た
な
か
っ
た
た

め
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
理
論
を
正
し
く
つ
く
り
か
え
る
ま
で
に
至
ら
な

か
っ
た
」
と
評
す
の
で
あ
り
（
三
浦
（
一
九
八
三
）、
四
三
一
頁
）、
表

現
（
な
い
し
交
通
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
お
け
る
規
範
・
形
式

の
重
要
性
・
不
可
欠
性
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
う
し
た
欠
点
を
補
い
つ

つ
言
語
過
程
説
を
理
論
的
に
再
整
備
し
よ
う
と
試
み
た
上
で
の
評
価

で
は
あ
っ
た
の
だ
が
（
小
川
（
二
〇
〇
四
）
参
照
）。

　

あ
る
い
は
例
え
ば
中
村
雄
二
郎
（
一
九
七
一
＝
一
九
九
三
）（
一
九

八
三
・
一
九
八
七
＝
一
九
九
三
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
西
田
哲
学
の

再
評
価
と
連
動
さ
せ
て
の
時
枝
評
価
も
存
在
す
る
。一
連
の
著
作
で
、

中
村
は
、
時
枝
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判
は
、
お
そ
ら
く
邦
訳
の
問
題
に

由
来
す
る
に
せ
よ
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
用
語
法
を
ま
る
で
理
解
し
て
い

な
い
決
定
的
な
誤
読
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
完
全
に
切
っ
て
捨
て
つ

つ
も
、
西
田
幾
多
郎
の
「
場
所
の
論
理
」
と
日
本
語
の
構
造
の
驚
く

べ
き
近
さ
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
、
西
田
哲
学
と
時
枝
の
言
語
理
論
と
が
ど
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の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
に
は
、
あ
る
程
度

慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
柄
谷
（
一
九
八
三
＝

一
九
九
九
＝
二
〇
〇
四
）
は
、
こ
う
し
た
類
似
性
は
、
そ
も
そ
も
時
枝

誠
記
が
西
田
哲
学
の
影
響
下
に
い
た
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
見
方
は
転
倒
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
も
直
接
的
な
影
響
関
係
を
証
明
す
る
の
は
現
状
で

は
困
難
で
あ
り
（
安
田
（
二
〇
〇
六
）、
一
〇
七
頁
）、
柄
谷
が
言
う
よ

う
な
形
で
西
田
（
学
派
）
と
の
関
係
を
自
明
で
あ
る
と
言
っ
て
済
ま

す
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
西
田
自
身
で
は
な
く
、
西
田
周
辺
の
人
々

が
書
い
た
科
学
哲
学
的
な
書
物
へ
の
、
時
枝
に
留
ま
ら
な
い
周
辺

の
言
語
学
者
も
含
め
た
言
及
に
つ
い
て
、「
哲
学
的
」
影
響
と
い
う

よ
り
も
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
「
科
学
哲
学
的
」
影
響
の
観
点
（
そ
れ

ら
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
人
文
科
学
も
含
め
た
諸
科
学
の
性
格
付
け
が

論
じ
ら
れ
て
お
り
、
時
枝
等
が
、
ど
の
よ
う
に
言
語
学
の
科
学
＝
学
門
と

し
て
の
可
能
性
を
考
え
た
か
の
影
響
関
係
を
追
う
こ
と
が
出
来
る
）
か
ら
、

よ
り
具
体
的
な
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

他
方
で
、
西
田
幾
多
郎
と
京
都
学
派
の
政
治
的
な
役
割
に
つ
い
て

の
評
価
と
同
様
に
、
彼
の
言
語
理
論
が
、
そ
の
発
言
さ
れ
た
文
脈
に

お
い
て
含
み
持
つ
政
治
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
戦
後
す

ぐ
か
ら
批
判
が
続
い
て
き
た
の
で
あ
り
、
近
年
で
は
「
国
語
」
と

「
日
本
語
」
を
め
ぐ
る
政
治
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
分
析
し
続
け
て
き

た
安
田
敏
郎
の 

―
―
と
り
わ
け
『
植
民
地
の
な
か
の
「
国
語
学
」』

（
一
九
九
八
） 

―
―
子
安
宣
邦
（
一
九
九
四
＝
一
九
九
六
＝
二
〇
〇
三
）

が
、
そ
う
し
た
問
題
を
追
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
一
方
で
の
哲
学
的
関
心
か
ら
の
肯
定
的
評

価
と
、
そ
の
当
時
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
政
治
的
な
機
能
か
ら

の
批
判
的
分
析
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
政
治
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
な

ど
を
取
り
あ
え
ず
括
弧
に
入
れ
た
上
で
の
、
時
枝
誠
記
の
言
語
理
論

自
体
は
、
現
在
、
言
語
学
の
分
野
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

そ
こ
に
は
、
あ
る
種
の
分
裂
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
一
方
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
の
先
駆
者
と

し
て
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
や
や
言
語
学
史
的
な
話
題
に

な
る
の
だ
が
、彼
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判
に
つ
い
て
は
、例
外
的
な
ケ
ー

ス
を
の
ぞ
き
、先
に
中
村
雄
二
郎
の
時
枝
評
価
に
見
た
の
と
同
様
に
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
理
解
・
翻
訳
の
問
題
な
ど
に
起
因
す
る
あ
る
種
の
誤

読
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
、
も
は
や
顧
み
ら
れ
な
い
事
が
多

い
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
肯
定
的
評
価
の
方
を
見
て
み
よ
う
。

　

例
え
ば
「
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
研
究
は
、こ
の
十
年
の
間
に
、

言
語
学
に
お
い
て
最
も
活
動
的
な
研
究
分
野
の
一
つ
と
な
っ
た
」（
実
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際
、
数
多
く
の
研
究
論
文
・
研
究
書
が
近
年
出
版
さ
れ
て
い
る
―
―
た
だ
し
、

日
本
で
は
こ
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
は
、
さ
ら
に
早
い
時
期
か
ら
盛
ん
で
あ

る
）
と
い
う
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
の
総
括
か
ら
始
ま

るN
arrog

（
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
、
日
本
語
の
例
は
、
英
語
と
ド

イ
ツ
語
に
並
ん
で
、
決
定
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
彼
は

確
か
に
、ド
イ
ツ
出
身
の
日
本
語
学
研
究
者
な
の
だ
が
、モ
ダ
リ
テ
ィ

研
究
に
お
い
て
、
日
本
語
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
偶
然

で
は
な
い
。

　

詳
細
に
踏
み
込
む
と
論
者
に
よ
る
定
義
の
違
い
な
ど
扱
う
べ
き
問

題
点
は
多
い
た
め
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、「
モ
ダ
リ
テ
ィ
」
と
い

う
の
は
、
話
し
手
が
発
話
す
る
際
の
心
的
な
態
度
を
言
う
も
の
で
あ

る
。
一
方
に
外
的
世
界
や
内
的
世
界
の「
事
態
・
対
象
的
な
内
容
」（
命

題
）
が
あ
り
、
他
方
に
、
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
っ
て
い
る
か
、
そ
し

て
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
話
し
手
の
態
度
（
モ
ダ
リ
テ
ィ
）
が
あ
る

（
仁
田
・
益
岡
（
二
〇
〇
〇
））。
例
え
ば
英
語
で
あ
れ
ば
、m

ust

や
m

ay

と
い
っ
た
法
助
動
詞
で
表
さ
れ
る
事
態
を
想
像
す
る
の
が
早
い

だ
ろ
う
。
日
本
語
で
は
、
し
ば
し
ば
そ
れ
は
日
本
語
に
と
っ
て
重
要

な
末
尾
に
お
い
て
、
高
度
に
文
法
化
さ
れ
た
形
で
明
示
さ
れ
る
（
益

岡
（
一
九
九
一
）、
三
〇
頁
）。
そ
う
し
た
事
柄
の
分
析
か
ら
、
ま
た
、

日
本
語
は
「
感
情
や
思
考
の
表
現
に
お
い
て
、
判
断
主
体
の
主
観
性

に
属
す
る
事
柄
を
客
観
的
事
柄
か
ら
区
別
し
て
扱
」
い
、「
当
該
の

事
態
に
対
す
る
判
断
主
体
の
関
わ
り
を
明
示
す
る
傾
向
が
強
い
」
と

言
う
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
（
同
所
）。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
、
ま
さ
に
時
枝
が
日
本
語
に
つ
い
て
分
析
し

た
際
に
、
話
者
（
時
枝
の
記
述
で
は
主
に
主
体
と
言
い
換
え
ら
れ
る
）
の

重
要
性
を
強
調
し
、「
辞
」
と
い
わ
れ
る
機
能
語
が
、
後
か
ら
、
先

行
す
る
「
客
観
的
事
実
」
を
示
す
「
詞
」
を
包
み
込
む
と
分
析
し
た

こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。

　

実
際
、
例
え
ば
、
先
のN

arrog

は
、
日
本
語
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
研

究
に
特
化
し
たN

arrog

（
二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る

モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
時
枝
誠
記

は
、
あ
る
種
の
前
史
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
（
同
書
二
二 

― 

三
二
頁
。
こ
こ
で
追
記
し
て
お
く
べ
き

は
時
枝
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
避
け
つ
つ
言
語
に
お
け
る
主
体
性
を
研
究
し

よ
う
と
し
た
日
本
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
シ
ャ
ル
ル
・
バ
イ
イ
が
非
常
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
）。
同
様
に
、

日
本
語
に
お
け
る
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
に
お
い
て
、
時
枝
が
理
論
的
な

経
緯
に
お
い
て
も
、
関
連
す
る
言
語
資
料
の
提
示
に
お
い
て
も
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ばM

aynard

（
一
九
九
三
）
やJohnson

（
二
〇
〇
三
）
も
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
例
え
ば
池
原
（
二
〇
〇
四
）
は
、
時
枝
の
言
語
理
論
を
継

承
し
た
三
浦
つ
と
む
の
言
語
理
論
と
の
出
会
い
と
対
話
が
、
彼
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
の
自
然
言
語
処
理
研
究
の
進
展
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
事
を
述
懐
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
時
枝
の
言
語
理
論
は
、
狭
義
の
言
語
学
内
部
に
お

い
て
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
単
に
日
本
語
研

究
に
留
ま
ら
な
い
形
で
、
あ
る
種
の
源
流
に
あ
る
も
の
と
し
て
評
価

さ
れ
読
ま
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
受
容
の
歴
史
か

ら
見
た
場
合
、
ど
う
な
の
か
。
こ
ち
ら
の
事
情
は
、
後
述
の
よ
う

に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
が
あ
り
、
少
々
入
り
組

ん
で
い
る
。
だ
が
、
総
体
と
し
て
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
誤
読
に
基
づ

く
も
の
と
し
て
あ
ま
り
真
剣
に
は
検
討
さ
れ
な
い
か
、
あ
る
い
は

一
九
五
〇
年
代
以
降
次
々
と
発
掘
さ
れ
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
新
資
料
に

基
づ
き
、
当
時
時
枝
が
目
の
前
に
し
て
い
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
そ
も

そ
も
「
本
当
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り

時
枝
が
批
判
し
て
い
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
本
来
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
で
は
な

く
、
時
枝
自
身
の
立
場
は
、
実
は
真
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
な
る
も
の
の
立

場
と
決
し
て
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
か
っ
た
、
と
問
題
が
解
消
さ
れ
る
事

が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

確
か
に
早
く
か
ら
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
前
田
英
樹
（
と

り
わ
け
前
田
（
二
〇
〇
七
））
の
よ
う
に
、
時
枝
に
よ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル

批
判
を
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
の
限
界
を
的
確
に
指
摘
し
た
も
の

で
あ
る
と
す
る
論
者
も
い
る
。
だ
が
、
恐
ら
く
、
時
枝
の
言
語
理
論

自
体
は
評
価
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判
に
つ
い
て
の

評
価
と
し
て
は
、
日
本
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
受
容
史
に
新
た
な
段
階
を
も

た
ら
し
た
丸
山
圭
三
郎
が
編
集
し
た
『
ソ
シ
ュ
ー
ル
小
事
典
』
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
前
田
・
滝
口
（
一
九
八
五
）
に
よ
る
、
日
本
に
お
け

る
ソ
シ
ュ
ー
ル
受
容
史
を
ま
と
め
た
文
章
が
示
し
て
い
る
線
に
近
い

も
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
依
拠
し
つ
つ
、
若
干
違
っ
た
観
点

も
含
ん
で
い
るSuenaga

（
二
〇
〇
三
）、
ま
た
昭
和
初
期
の
受
容
に

つ
い
て
、さ
ら
に
細
か
く
扱
っ
て
い
る
石
井
（
二
〇
〇
七
）
と
合
わ
せ
、

本
稿
の
読
者
に
は
必
ず
し
も
知
ら
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
ソ
シ
ュ
ー

ル
の
受
容
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
簡
単
に
そ
の
評
価
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
受
容
は

三
段
階
、
あ
る
い
は
四
段
階
（Suenaga

）
に
分
け
ら
れ
る
と
言
う
。

Suenaga

（
二
〇
〇
三
）
は
、
前
田
・
滝
口
（
一
九
八
五
）
後
の
状
況

も
扱
っ
て
い
る
た
め
、
四
段
階
に
区
分
す
る
の
が
、
現
在
か
ら
見
た

場
合
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
は
厳
密
な

意
味
で
時
間
的
に
区
分
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
・

論
争
が
続
い
て
い
る
時
期
は
部
分
的
に
重
な
っ
て
い
る
。

第
一
段
階　

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
邦
訳
と
初
期
受
容

　

ま
ず
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
講
義
を
「
弟
子
」
達
が
、
講
義
出
席
者

の
ノ
ー
ト
を
元
に
書
物
と
し
て
ま
と
め
、『C

ours de linguistique 

générale
』
が
一
九
一
六
年
に
出
版
さ
れ
る
。
こ
の
講
義
録
は
以
上

の
よ
う
な
経
緯
を
成
立
事
情
と
し
て
有
す
る
た
め
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
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身
の
思
想
を
ど
れ
だ
け
正
確
に
伝
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
多
く
の

問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
も
、
出
席
者
の
ノ
ー
ト
が
ど
れ

だ
け
正
確
に
講
義
を
伝
え
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、

書
籍
の
形
式
に
す
る
た
め
に
、
編
者
達
は
講
義
の
前
後
を
い
じ
り
、

表
現
を
書
き
加
え
、
素
材
と
し
た
講
義
ノ
ー
ト
に
大
幅
に
手
を
入
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、「
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
の
意
図
」

と
の
関
係
で
言
え
ば
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
、
ノ
ー
ト

自
体
や
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
の
草
稿
の
研
究
が
一
九
五
〇
年
代
以
降
、

幾
つ
か
の
段
階
を
経
な
が
ら
進
展
す
る
ま
で
、
こ
の
形
態
で
受
容
さ

れ
る
事
に
な
っ
た
書
物
で
あ
る
（
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
語
原
書
に
つ
い
て
、

こ
の
当
時
出
版
さ
れ
た
版
に
は 

―
― 

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
時
枝
や
小

林
が
参
照
で
き
た
版
に
は 

―
― 

現
在
入
手
で
き
る
版
に
含
ま
れ
て
い
る
イ

タ
リ
ア
の
研
究
者D

e M
auro 

に
よ
る
、
そ
の
後
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
進

展
を
反
映
し
た
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る
詳
細
な
註
が
付
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
）。

　

さ
て
、
や
が
て
二
〇
世
紀
の
言
語
学
に
広
く
、
お
よ
び
そ
の
他

の
人
文
諸
科
学
に
と
っ
て
も
、「
構
造
主
義
の
源
流
」
と
し
て
非
常

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
に
な
る
同
書
だ
が
、
実
は
最
初
に
翻

訳
さ
れ
た
の
は
日
本
語
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
早
く
も

一
九
二
八
年
に
、
当
初
は
『
言
語
学
原
論
』
と
い
う
、
や
や
原
題

と
は
異
な
る
邦
題
で
で
は
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
扱
う
小
林
英
夫
の

翻
訳
に
よ
り
、
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
厳
密
に
は
神
保
格
が

一
九
二
二
年
に
は
す
で
に
間
接
的
に
紹
介
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。
神

保
（
一
九
二
二
）、
渡
辺
（
二
〇
一
〇
）
四
四
―
四
五
頁
参
照
）。
そ
し
て
、

こ
の
本
は
、
そ
れ
ま
で
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ソ
シ
ュ
ー
ル
以

前
の
、
主
に
ド
イ
ツ
系
の
近
代
言
語
学
を
輸
入
し
て
い
た
日
本
語
を

研
究
す
る
学
者
達
（
国
語
学
者
達
）
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
、
第
二
段
階
で
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
時
枝
誠
記
の
そ

う
し
た
受
容
状
況
へ
の
批
判
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の

段
階
で
、
国
語
学
者
達
に
よ
り
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
（
の
邦
訳
）
自
体
が

読
ま
れ
、
理
解
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
小
林
自
身
の
多

く
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
解
説
論
文
と
解
説
書 

―
― 

と
見
な
さ
れ
た
も
の

の
、
実
際
に
は
極
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
側
面
も
多
く
含
む 

―
― 

例

え
ば
『
言
語
学
通
論
』（
一
九
三
七
）
等
を
介
し
て
の
理
解
で
あ
っ
た

か
は
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

第
二
段
階　
「
時
枝
論
争
」

　

次
い
で
、
前
田
・
滝
口
（
一
九
八
五
）
が
「
時
枝
論
争
」
と
名
付

け
て
い
る
段
階
が
来
る
。

　

時
枝
誠
記
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
「
心
的
過
程
と
し
て
の

言
語
本
質
観
」（
一
九
三
七
）、「
言
語
に
於
け
る
場
面
の
制
約
に
つ
い

て
」（
一
九
三
八
）、「
言
語
に
対
す
る
二
つ
の
立
場 

―
― 

主
体
的
立

場
と
観
察
者
的
立
場 

―
―
」（
一
九
四
〇
）
と
い
っ
た
、
ど
の
よ
う



98

研究　東洋

に
言
語
を
分
析
す
べ
き
か
を
論
じ
た
一
連
の
論
文
を
執
筆
し
、
ソ

シ
ュ
ー
ル
批
判
を
行
い
つ
つ
自
分
の
言
語
論
の
立
場
を
組
み
上
げ

て
い
く
（
す
べ
て
時
枝
（
一
九
七
三
）
に
収
録
）。
そ
う
し
て
作
り
上
げ

ら
れ
た
立
場
を
基
に
、
一
九
四
〇
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学
と
は
異

な
っ
た
日
本
に
お
け
る
言
語
理
論
の
歴
史
を
振
り
返
る『
国
語
学
史
』

が
、
そ
し
て
、
一
九
四
一
年
に
言
語
過
程
説
の
立
場
に
基
づ
く
具
体

的
な
日
本
語
の
分
析
を
含
む
『
国
語
学
原
論
』
が
出
版
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
書
物
に
お
い
て
、
時
枝
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学
に

は
「
言
語
を
『
物
』
と
し
て
見
る
傾
向
」
が
あ
る
の
に
対
し
、「
日

本
に
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
考
え
方
は
、『
事
』
と
『
言
』
を
同
一
視

す
る
考
え
方
」
で
あ
り
、「『
言
う
事
』
の
根
本
に
あ
る
の
は
『
心
』

で
」
あ
る
と
い
う
形
で
日
本
の
言
語
思
想
を
発
掘
す
る
（
時
枝

（
一
九
四
〇
）、
一
八
―
一
九
頁
）。
そ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
、「
言
語

の
具
体
的
存
在
」
は
、「
個
人
の
主
体
的
行
為
以
外
に
な
い
」
と
し

（
時
枝
一
九
九
一
＝
二
〇
〇
七
、一
五
八
頁
）、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
そ
う

し
た
主
体
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
「
言
語
」
を
主
体
の
外
に
、「
物
」

と
し
て
実
在
す
る
か
の
よ
う
に
扱
う
間
違
い
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
と

言
う
。
そ
し
て
、こ
れ
に
よ
り
言
語
に
関
し
て
の「
主
体
的
立
場
」（
当

事
者
的
な
立
場
）
を
言
語
の
学
か
ら
追
い
出
し
、
単
に
観
察
者
的
な

立
場
に
よ
る
も
の
へ
と
言
語
の
学
を
還
元
し
て
し
ま
っ
た
と
批
判
す

る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
時
枝
の
批
判
に
対
し
、
既
に
小
林
か
ら
早
い
時
期
に
批

判
が
あ
り
（
小
林
・
波
多
野
・
滑
川
（
一
九
四
七
））
―
― 

実
は
こ
の

批
判
は
以
下
に
触
れ
る
服
部
と
の
論
争
と
あ
る
程
度
同
じ
内
容
を
含

ん
で
い
る
―
―
、
そ
の
後
さ
ら
に
様
々
な
論
者
を
巻
き
込
ん
で
一
つ

の
論
争
と
な
る
。
そ
の
中
で
、
本
稿
の
目
的
に
関
連
し
て
注
目
し
て

お
く
べ
き
は
、
時
枝
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
「
誤
読
」
を
具
体
的
に
、
ま
た

決
定
的
に
示
し
た
こ
と
に
な
る
、
言
語
学
者
の
服
部
四
郎
と
の
間
で

行
わ
れ
た
一
九
五
七
年
の
や
り
と
り
で
あ
る
（
服
部
の
応
答
「
言
語
過

程
説
に
つ
い
て
」「
ソ
ス
ュ
ー
ル
のlangue

と
言
語
過
程
説
」
は
す
べ
て
服

部
（
一
九
六
〇
）
に
所
収
。
時
枝
側
の
応
答
は
「
服
部
四
郎
教
授
の
『
言

語
過
程
説
に
つ
い
て
』を
読
む
」と
し
て『
国
語
国
文
』第
二
六
巻
第
四
号
）。

そ
こ
で
は
、ソ
シ
ュ
ー
ル
の
基
礎
概
念
で
あ
る「langage

」「langue

」

「parole

」と
い
っ
た
語
が
、日
本
語
の「
言
語
」の
両
義
性（langage

とlangue

の
両
方
を
意
味
し
う
る
）
に
よ
り
、
時
枝
の
誤
読
と
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
様
子
が
ソ

シ
ュ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
語
原
文
を
引
用
し
つ
つ
分
析
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
時
枝
の
批
判
は
、
小
林
の
邦
訳
を
通
し
た
誤
読
の
せ
い
で
あ
る
、

と
い
う
形
に
還
元
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
論
争
を
通
じ
て
、

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
原
典
に
基
づ
く
解
釈
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
に

至
る
の
で
あ
る
。

第
三
段
階　

構
造
主
義
の
導
入
と
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
原
典
へ

　

こ
う
し
た
段
階
を
経
て
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
学
は
、
日
本
語
研
究
・
国
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語
学
へ
の
直
接
的
な
適
用
可
能
性
よ
り
も
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
の
理

解
を
深
め
る
第
三
段
階
へ
と
移
る
。
そ
こ
で
は
、
構
造
主
義
の
高

ま
り
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
源
流
に
あ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
へ
の
注
目

が
高
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
発
掘
が
進
ん
だ
ソ

シ
ュ
ー
ル
の
講
義
録
の
原
資
料
の
直
接
的
研
究
に
基
づ
い
た
丸
山
圭

三
郎
の
一
連
の
研
究
に
よ
り
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
の
言
語
理
論
の
理

解
は
新
た
な
段
階
に
入
る
。

第
四
段
階　

ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
成
熟
へ

　

そ
し
てSuenaga

（
二
〇
〇
三
）
の
言
う
第
四
段
階
だ
が
、
こ
こ

で
は
丸
山
圭
三
郎
の
弟
子
の
世
代
の
研
究
者
達
が
、
一
方
で
、
丸
山

の
基
礎
研
究
の
上
に
、
自
ら
の
独
自
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
読
解
や
、
言
語

哲
学
を
組
み
立
て
て
い
く
動
き
が
あ
り
、
他
方
で
、
現
地
で
の
さ
ら

な
る
資
料
の
発
掘
と
連
動
し
つ
つ
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
に
さ
ら
に
近

い
資
料
を
、
よ
り
正
確
な
形
で
校
訂
す
る
作
業
に
従
事
す
る
研
究
者

も
増
え
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
成
果
が
次
々
と
邦

訳
さ
れ
て
も
い
る
。

　

と
は
い
え
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
の
手
稿
が
新
た
に
ま
と
ま
っ
て
校

訂
刊
行
さ
れ
る
、
そ
れ
に
対
す
る
さ
ら
な
る
訂
正
版
が
出
る
と
い
っ

た
形
で
の
資
料
の
発
掘
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
続
き
、
ソ

シ
ュ
ー
ル
自
身
が
実
際
の
所
、
何
を
考
え
て
い
た
か
と
い
う
点
の
理

解
で
言
え
ば
、
ま
さ
に
世
界
的
に
未
だ
途
上
の
段
階
と
い
う
状
況
な

の
で
あ
る
。

Ⅲ　

時
枝
誠
記
の
「
誤
読
」

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
ソ
シ
ュ
ー
ル
受
容
史
を
簡
単
に
確
認
し
た

上
で
、
時
枝
の
「
誤
読
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
幾
つ
か
の
論
点

が
あ
る
の
だ
が
、
次
の
一
点
に
絞
っ
て
本
稿
で
は
扱
っ
て
い
こ
う
。

　

時
枝
は
、ソ
シ
ュ
ー
ル（
お
よ
び
そ
の
小
林
に
よ
る
解
釈
・
解
説
）の「
言

語
」
と
「
言
」（
そ
れ
ぞ
れ
に
す
べ
て
「
ラ
ン
グ
」
と
「
パ
ロ
ー
ル
」

と
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
語
の
音
写
を
振
り
仮
名
で
振
っ
て
あ
る
）
の
定

義
を
批
判
す
る
文
脈
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

例
え
ば
、一
匹
の
馬
を
表
す
に
何
故
に
、「
馬
」と
い
う「
言
語〔
ラ

ン
グ
〕」
が
使
用
さ
れ
る
か
、
又
は
、「
動
物
」
と
い
う
「
言
語

〔
ラ
ン
グ
〕」
が
使
用
さ
れ
る
か
は
、「
言
〔
パ
ロ
ー
ル
〕」
と
「
言

語
〔
ラ
ン
グ
〕」
と
の
関
係
を
考
え
る
上
に
重
要
な
問
題
で
あ

る
（
時
枝
（
一
九
四
一
＝
二
〇
〇
七
）、
九
〇
頁
）。

　

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
議
論
を
知
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
現
在
の
フ
ラ
ン

ス
語
を
良
く
知
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
何
か
奇
妙
な
印
象
を

与
え
る
文
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
語
で

も
、
今
日
の
「
言
語
」
と
い
う
言
葉
の
一
般
的
な
用
法
に
従
え
ば
違

和
感
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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小
林
英
夫
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
邦
訳
の
中
で
「langage

（
ラ
ン
ガ
ー

ジ
ュ
）」に「
言
語
活
動
」、「langue

（
ラ
ン
グ
）」に「
言
語
」、「parole

（
パ
ロ
ー
ル
）」
に
「
言
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
て
い
る
。
こ
こ
で
は

そ
れ
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
原
語
も
振
り
仮
名
で
示
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
こ
こ
で
は
「
馬
」
や
「
動
物
」
と
い
っ
た
個
々
の
語
に
対
し
て

「
言
語 langue
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
「
言
語 langue

」
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
重
要

と
な
る
の
は
、「
言
語
活
動 langage
」
と
対
比
さ
れ
た
そ
の
意
味

で
あ
る
。
小
林
英
夫
に
よ
っ
て「
言
語
活
動
」と
訳
さ
れ
た
ソ
シ
ュ
ー

ル
の
「langage

」
の
解
釈
に
つ
い
て
実
は
問
題
も
あ
る
の
だ
が
（
ケ

ル
ナ
ー
（
一
九
八
二
）、二
一
五
―
二
五
三
頁
、Arrivé
（
二
〇
〇
七
）、三
八

―
四
一
頁
）、
例
え
ば
、『
ソ
シ
ュ
ー
ル
小
事
典
』
は
両
者
を
対
比
さ

せ
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

人
間
の
も
つ
普
遍
的
な
言
語
能
力
・
抽
象
能
力
・
カ
テ
ゴ
リ
ー

化
の
能
力
お
よ
び
そ
の
諸
活
動
を
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
（langage
）

と
よ
び
、
個
別
言
語
共
同
体
で
用
い
ら
れ
て
い
る
多
種
多
様
な

国
語
体
を
ラ
ン
グ
（langue

）
と
よ
ん
で
、
こ
の
二
つ
を
峻
別

し
た
（
丸
山
（
一
九
八
五
）、
六
三
頁
）。

　

つ
ま
り
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
文
脈
で
は
、
日
本
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
と

い
っ
た
個
別
言
語
（
個
別
の
国
語
）
を
指
し
示
し
て
使
わ
れ
る
言
葉

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
先
の
時
枝
の
引
用
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
個
別
言
語

に
属
し
て
い
る
個
々
の
語
に
対
し
て
使
わ
れ
、
こ
れ
が
ソ
シ
ュ
ー
ル

批
判
の
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。と
い
う
の
も
、こ
う
し
た
個
々

の
語 

―
― 

時
枝
言
う
と
こ
ろ
の「
言
語
」―
― 

を
実
体
化
し
て
扱
っ

て
い
る
の
が
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
問
題
で
あ
る
、
と
時
枝
は
分
析
し
、
そ

う
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
語
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
音
声
の

印
象（
聴
覚
映
像
）と
意
味（
概
念
）の
連
合
は
、あ
く
ま
で
も
主
体（
話

者
）
に
お
い
て
過
程
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
言
語
の
学

は
、
そ
れ
（
を
含
む
形
で
／
む
し
ろ
そ
ち
ら
）
を
分
析
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
結
論
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
お

け
る
「
言
語 langue

」
と
は
、
そ
う
し
た
個
々
の
語
を
単
位
と
し

て
成
り
立
た
せ
含
み
持
つ
体
系
な
の
で
あ
り
、
こ
の
批
判
は
ど
う
に

も
話
が
か
み
合
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
確
か
に
、
こ
れ
は
日
本

語
に
お
け
る
〈
こ
と
ば
〉
を
示
す
語
彙
の
多
義
性
、
と
り
わ
け
「
言

語
」と
い
う
言
葉
で
は
今
日
明
確
で
な
い
と
す
れ
ば
、そ
れ
を「
言
葉
」

と
置
き
換
え
れ
ば
明
確
に
な
る
よ
う
な
多
義
性
に
よ
り
、
ソ
シ
ュ
ー

ル
の
「
誤
読
」
が
起
こ
り
、
そ
れ
ゆ
え
す
れ
違
い
が
起
こ
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
（
な
お
本
稿
で
も
「
言
葉
」
の
多
義
性
を
意
図
的
に
用

い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
語
」
の
意
味
で
あ
る
）。

　

実
際
、
小
林
は
、
一
九
四
七
年
の
鼎
談
で
、「
言
語
は
記
憶
的
事
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実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」
を
時
枝
は
認
め
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
と

分
析
し
た
上
で
、
そ
う
し
た
時
枝
が
以
上
の
よ
う
な
ソ
シ
ュ
ー
ル
批

判
を
行
う
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
の
で
あ
る
。

小
林　

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、日
本
語
で
非
常
に
困
る
の
は
、

一
々
の
単
語
も
言
葉
だ
し
、
言
語
も
言
葉
だ
し
、
言
語
活
動
も

言
葉
だ
し
、
そ
れ
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
、
話
に
な
ら
ん
で
す
よ
。

そ
れ
で
時
枝
氏
が
、
言
語
の
本
質
と
し
て
聴
覚
映
像
と
概
念
の

れ
ん
合
と
い
う
よ
う
に
ソ
ッ
シ
ュ
ー
ル
が
言
っ
た
と
い
う
が
、

ソ
ッ
シ
ュ
ー
ル
は
そ
う
言
っ
て
な
い
の
で
す
よ（
小
林
・
波
多
野
・

滑
川
（
一
九
四
七
）、
五
頁
）。

　

つ
ま
り
、
時
枝
は
日
本
語
の
「
言
葉
」
の
多
義
性
を
「
ご
っ
ち
ゃ

に
し
て
」
い
る
所
に
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
誤
読

し
た
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
時
枝
の
（
的
外
れ
の
）
ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判

が
出
て
き
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば 

―
― 

小
林
自
身

が
ソ
シ
ュ
ー
ル
翻
訳
の
責
任
者
で
あ
り
当
事
者
で
は
あ
る
の
だ
が 

―
― 

翻
訳
の
（
失
敗
の
）
問
題
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
起
こ
っ
て

い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
あ
る
問
題
は
、
そ
れ
で

片
付
く
も
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅳ　

言
語
学
に
お
け
る
〈
こ
と
ば
〉

　

こ
こ
で
、
少
し
だ
け
遠
回
り
を
し
て
み
た
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
は
、
想
定
さ
れ
る
系
統
的
に
も
、
実
際
の

語
彙
や
統
語
法
に
お
い
て
も
遠
い
言
語
で
あ
る
。
そ
う
し
た
理
由
か

ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ
う
し
た
行
き
違
い
は
、
二
つ
の
言
語
が
遠

く
離
れ
て
い
る
か
ら
当
た
り
前
の
事
だ
と
い
う
風
に
考
え
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。

　

だ
が
、
例
え
ば
、
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
に
比
べ
れ
ば
比
較
的
近

い
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
間
で
も
、
類
似
の
問
題
は
生
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、今
問
題
に
し
て
い
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
の「langage

」「langue

」

「parole

」
は
英
語
で
は
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し

て
い
る
の
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
講
義

に
は
現
在D

e M
auro

の
詳
細
な
訳
が
付
い
て
お
り
、
そ
こ
で
も
こ

う
し
た
問
題
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
（Saussure

（
一
九
一
六

＝
一
九
九
五
）、
註
六
五
、四
二
〇
―
四
二
二
頁
）、
近
年
の
ソ
シ
ュ
ー

ル
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
『T

he Cam
bridge Com

panion 
to Saussure

』
に
お
い
て
、
編
者
は
様
々
に
提
案
さ
れ
て
き
た
英

語
で
の
翻
訳
語
を
検
討
し
た
後
に
、「langue

」
に
は
「language 

system

」
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
語
を
そ
の
ま
ま
使
い
「langue

」
を
、

「parole

」
に
は
「speech

」
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
語
を
そ
の
ま
ま
使

い
「parole

」
を
、
と
あ
る
種
の
翻
訳
不
可
能
性
を
認
め
た
提
案
を

行
う
（Sanders　
（
二
〇
〇
四
）、
一
―
六
頁
）。
だ
が
、
何
よ
り
も
こ

う
し
た
提
案
の
困
難
さ
は
、
編
者
の
言
明
に
も
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
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著
者
の
論
考
が
集
め
ら
れ
た
同
巻
の
中
で
、
最
終
的
に
翻
訳
語
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
事
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
一

連
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
に
見
合
う
と
考
え
ら
れ
る
英
語
の
語
は
、
著

者
に
よ
り
判
断
が
分
か
れ
、
一
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
う
し
た
中

で
の
安
全
策
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
そ
の
ま
ま
残
す
、
と
い
う

事
に
な
る
の
で
あ
る
（A

m
acker

（
二
〇
〇
五
）
参
照
）。

　

ま
た
、
英
語
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
も
同
様
の
問
題
が
生
じ

て
い
る
。
例
え
ば
、
近
年
の
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
は
「I-language

」
と

い
う
言
葉
を
術
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
言
語
の
知
と
い

う
も
の
は
、
集
団
的
で
外
的
と
い
う
よ
り
も
、
個
人
的
で
内
的

な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
を
示
す
語
で
あ
る
の
だ

が
、「langue

」
と
「langage

」
と
い
う
区
別
が
な
く
、
そ
れ
ら

に
対
し
「language

」
と
い
う
一
語
を
持
つ
英
語
で
作
ら
れ
た

こ
の
新
し
い
語
を
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ど
の
よ
う
に
訳
し
て
い

る
の
か
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
あ
る
著
作
の
仏
訳
者
は
、
そ
の
序
文

で
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
置
き
換
え
可
能
性
と
し
て
「I-language

（《langue/langage interne

》）」と
両
方
を
併
記
す
る（Chom

sky 

tr. Fr.

（
二
〇
〇
五
）、
二
八
頁
）。
別
の
研
究
者
は
翻
訳
不
可
能
な

語
と
し
て
「I-language

」
と
英
語
の
ま
ま
用
い
る
（Rouveret

（
二
〇
〇
四
））。
ま
た
別
の
研
究
者
は
「I-langue

」
と
い
う
語
を

提
案
す
る
（Pollock

（
一
九
九
八
））。
こ
う
し
た
困
難
は
、
英
語
の

「I-language

」
と
い
う
表
現
が
、
言
語
の
内
的
な
能
力
と
で
も
言

う
べ
き
も
の
（I-langage

）
と
、
内
的
な
あ
る
言
語
と
で
も
言
う
べ

き
も
の
（I-langue

）
の
両
者
を
示
し
う
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
両

者
を
同
時
に
示
す
と
い
う
所
に
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
立
論
が
成
立
し
て

い
る
が
故
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、チ
ョ

ム
ス
キ
ー
の
立
論
は
、
英
語
の
「language

」
が
よ
り
普
遍
的
な
相

で
あ
る
「langage

」
と
よ
り
個
別
的
な
相
で
あ
る
「langue

」
の

両
方
を
含
意
す
る
／
し
う
る
が
故
に
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事

を
、
こ
の
翻
訳
問
題
は
明
か
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
間
で
す
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

言
語
に
お
い
て
育
て
上
げ
ら
れ
て
き
た
言
語
学
の
理
論
は
、
意
外
な

ほ
ど
翻
訳
の
困
難
を
抱
え
て
お
り
、（
初
期
と
は
違
っ
た
形
と
は
言
え
）

形
式
化
を
目
指
し
て
来
た
生
成
文
法
の
用
語
に
お
い
て
す
ら
、
こ
の

よ
う
に
基
礎
的
な
用
語
も
機
械
的
に
フ
ラ
ン
ス
語
へ
と
訳
す
こ
と
は

出
来
な
い
。
そ
し
て
、
ま
た
、
こ
う
し
た
翻
訳
の
問
題
は
、
一
言
語

の
中
だ
け
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
、
そ
う
し
た
理
論
が
形
作

ら
れ
練
り
上
げ
ら
れ
る
言
語
に
、
い
か
に
理
論
が
依
存
し
て
い
る
か

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅴ　

ソ
シ
ュ
ー
ル
を
読
む
小
林
を
読
む
時
枝

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
言
語
学
に
お
い
て 

―
― 

た
と
え
現
代
の

生
成
文
法
の
よ
う
に
一
定
の
形
式
化
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
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あ
っ
て
も 

―
― 

そ
う
し
た
理
論
の
記
述
を
行
っ
て
い
る
言
語
の
影

響
は
、
理
論
の
内
実
に
も
影
響
し
か
ね
な
い
も
の
だ
と
い
う
事
を
簡

単
に
だ
が
確
認
し
た
。

　

時
枝
の
ケ
ー
ス
と
い
う
の
も
、
あ
る
意
味
で
そ
う
し
た
状
況
の
一

つ
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
時
枝
が
単
に
勘
違
い

を
し
た
、
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
語
を
正
し
く
理
解
し
な
か
っ
た
と
い
う

よ
り
も
、
実
の
所
、
一
時
期
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
小
林
英
夫
の
、
あ

る
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
違
い
の
解
釈
を
、積
極
的
に
捉
え
直
し
、

転
倒
さ
せ
る
所
に
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

小
林
英
夫
は
、
日
本
に
お
け
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
受
容
の
場
面
で
も
触

れ
た
『
言
語
学
通
論
』
と
い
う
非
常
に
広
く
読
ま
れ
た
書
物
に
お
い

て
、
言
語
学
が
何
を
対
象
と
す
る
学
問
で
あ
る
の
か
を
説
明
し
よ
う

と
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
に
日
本
語
に
お
け
る
〈
こ
と
ば
〉
を
め
ぐ

る
語
彙
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
（
小
林
（
一
九
三
七
）、一
四
―
一
七
頁
）。

　

言
語
学
は
コ
ト
バ
を
そ
の
対
象
と
す
る
科
学
で
あ
る　

―
― 

こ
れ
は
同
語
反
復
で
あ
っ
て
定
義
の
体
を
な
さ
な
い
。
要
は
コ

ト
バ
と
は
何
か
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
コ
ト
バ
と
い
う
日
本
語
は
恐
ろ
し
く
多
種
多
様
の

意
味
を
含
ん
で
い
る
。
い
ま
そ
の
う
ち
幾
つ
か
を
取
り
出
し
、

例
を
以
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
多
種
多
様
な
意
味
」
か
ら
、
代
表
的
な
七
つ
の

意
味
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
と
対
応

さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
説
明
が
見
ら
れ
る
の

だ
が
、
す
べ
て
を
引
用
す
る
に
は
長
い
た
め
、
要
点
だ
け
を
ま
と
め

な
が
ら
見
て
い
き
た
い
（
要
約
し
て
の
引
用
で
あ
る
）。

　

一
．
「
鳥
獣
に
も
コ
ト
バ
あ
り
」
と
い
う
場
合
。
こ
れ
は
比
喩
的

な
表
現
で
あ
り
、
本
来
は
人
間
に
固
有
の
、
思
想
感
情
を

音
声
を
持
っ
て
表
現
す
る
能
力
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の

「langage

」。

　

二
．
「
わ
が
国
の
コ
ト
バ
」
と
い
う
場
合
。
い
わ
ゆ
る
「
国
語
」

の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
一
国
内
部
で
互
い
に
意
思
疎
通
を
す

る
た
め
の
音
声
手
段
の
規
則
の
体
系
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語

の
「langue

」。

　

三
．
「
コ
ト
バ
を
交
わ
す
」
と
い
う
場
合
。
こ
れ
は
各
人
が
持
っ

て
い
る
言
語
の
能
力
を
、
第
二
の
意
味
の
規
則
の
体
系
と
し

て
の
コ
ト
バ
を
「
材
料
」
と
し
て
行
使
す
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
「parole

」。
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四
．
「
コ
ト
バ
の
上
で
の
争
い
」
と
い
う
場
合
。
こ
れ
は
事
実
や

内
容
に
対
比
し
て
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
表
現
面
に
注
視
し

た
意
味
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
形
容
詞
「verbal

」。

　

五
．
「
コ
ト
バ
巧
み
に
言
い
寄
る
」
と
い
う
場
合
。
第
四
の
意
味

に
近
い
な
が
ら
、よ
り
技
術
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

雄
弁
術
や
修
辞
学
の
扱
う
「
コ
ト
バ
」
の
領
域
。
フ
ラ
ン
ス

語
の
「discours
」。

　

六
．
「
学
問
上
の
コ
ト
バ
」
と
い
う
場
合
。
明
確
に
定
義
さ
れ
た

概
念
の
表
記
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
「term
e

」。

　

七
．
テ
ニ
ヲ
ハ
ま
で
も
含
め
た
コ
ト
バ
。
第
二
の
意
味
の
コ
ト
バ

の
要
素
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
「m

ot

」。

　

こ
の
よ
う
に
、小
林
は
、日
本
語
の「
コ
ト
バ
」と
い
う
言
葉（m

ot
）

が
い
か
に
多
様
な
意
味
を
持
ち
得
る
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
フ
ラ

ン
ス
語
に
対
応
さ
せ
る
事
で
示
し
て
い
る
。
小
林
の
分
析
が
興
味
深

い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
七
つ
の
異
な
っ
た
意
味
を
抽
出
し
た
上
で
、

そ
こ
に
あ
る
種
の
矛
盾
と
止
揚
の
運
動
を
見
い
だ
し
て
い
く
過
程
で

あ
る
。

　

ま
ず
小
林
は
、
第
六
と
第
七
の
意
味
は
、
第
二
の
意
味
で
の
コ
ト

バ
の
要
素
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
考
察
か
ら
外
す
。
そ
の

上
で
、
第
一
は
最
後
に
扱
う
と
し
て
、
第
二
の
意
味
に
つ
い
て
、
つ

ま
りlangue

と
し
て
の
意
味
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

第
２
義
の
コ
ト
バ
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
一
国
民
、
一
民

族
乃
至
一
社
会
の
歴
史
的
産
物
即
ち
文
化
財
で
あ
る
が
、
何
ら

か
の
既
製
の
も
の
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
コ
ト

バ
の
静
的
様
相
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、langue

と
し
て
の
コ
ト
バ
と
は
、
集
団
的
な
産
物
で
、

あ
る
種
の
静
的
な
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
第
三
か
ら
第
五
の
意
味
が
分
析
さ
れ
る
（
以
下
、
引
用
文

中
の
傍
線
は
著
者
自
身
に
よ
る
も
の
）。

　

第
３
義
は
能
力
の
行
使
で
あ
り
、
第
４
義
は
既
に
行
使
を
予

定
し
た
上
で
の
表
現
面
で
あ
り
、
第
５
義
は
特
に
技
術
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
互
に
些
少
の
差
異
を
含
ん
で
い
は
し
て
も
、
い

ず
れ
も
第
２
義
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
活
動
の
概
念
を
共

有
し
て
い
る
。
即
ち
静
的
様
相
に
対
す
る
動
的
様
相
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、こ
の
対
比
は
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
２
義
の
コ
ト
バ
が
物
と
い
う
感
じ
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
動
的
様
相
は
事
と
い
う
感
じ
を
与
え
る
。

　

つ
ま
り
、
第
二
義
（langue

）
の
意
味
の
コ
ト
バ
は
、「
物
」
で
あ

り
「
静
的
」
で
あ
る
の
だ
が
、
第
三
義
（parole

）
か
ら
第
五
義
ま

で
の
コ
ト
バ
は
「
事
」
で
あ
り
「
動
的
」
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。

　

だ
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。

　

物
と
事
、
静
と
動
―
―
こ
の
二
つ
は
云
う
迄
も
な
く
矛
盾
で

あ
る
。
日
本
語
の
コ
ト
バ
と
い
う
語
は
こ
の
よ
う
に
矛
盾
を
含

ん
だ
語
で
あ
る
。
物
が
正
で
あ
る
な
ら
ば
事
は
反
、
事
が
正
で

あ
る
な
ら
ば
物
は
反
、
二
者
は
並
び
た
ち
え
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　

な
ら
ば
、
日
本
語
の
「
コ
ト
バ
」
は
、
分
裂
し
て
い
て
矛
盾
に
貫

か
れ
て
い
る
の
か
、
両
立
不
可
能
な
も
の
を
一
語
で
指
し
示
し
て
い

る
の
か
。

　

小
林
は
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。

　

然
る
に
こ
こ
に
こ
の
矛
盾
を
止
揚
す
る
と
こ
ろ
の
概
念
が
あ

る
。
そ
れ
が
即
ち
第
１
義
の
コ
ト
バ
で
あ
る
。
我
々
は
先
に
一

先
ず
そ
れ
を
人
間
の
能
力
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
こ
れ
は
不
精

密
な
考
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
陰
在
的
な
力
で
は
な
く
し

て
、
発
現
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
物
を

事
た
ら
し
め
る
活
動
―
―
こ
れ
が
人
間
の
な
し
得
る
こ
と
で
あ

る
。
一
言
に
い
え
ば
「
物
を
言
う
事
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
日
本
語
の
「
コ
ト
バ
」
の
四
つ
の
多
義
性
が
示
し
て

い
る
コ
ト
バ
の
静
的
な
相
（
第
二
義
）
と
動
的
な
相
（
第
三
か
ら
第

五
義
）
を
総
合
す
る
、
止
揚
す
る
も
の
と
し
て
、
第
一
義
の
コ
ト
バ

（langage

）
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
「
物
を
事
た
ら
し
め
る
活
動
」
で

あ
り
、
人
間
に
固
有
の
言
語
能
力
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
多
種
多
様
な
意
義
を
、
第
一
義
の
コ
ト
バ

（langage

）
と
し
て
の
コ
ト
バ
が
統
合
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

　

さ
て
、
時
枝
誠
記
は
、
こ
の
小
林
の
「
コ
ト
バ
」
の
分
析
を
、
ソ

シ
ュ
ー
ル
の
解
説
で
あ
る
と
理
解
し
て
、次
の
よ
う
に
要
約
す
る（
小

林
か
ら
の
引
用
箇
所
ま
で
時
枝
に
よ
る
。
時
枝
（
一
九
四
〇
）、
一
八
頁
）。

　

ソ
シ
ュ
ー
ル
は
「
物
を
い
う
事
」
を
言
語
活
動
（langage

）

と
名
づ
け
、「
い
わ
れ
る
物
」
を
言
語
（langue

）
と
名
づ
け
た

（
小
林
英
夫
『
言
語
学
通
論
』
事
実
編
第
一
「
言
語
活
動
の
定
義
」）

　

こ
こ
に
は
、
第
三
義
か
ら
第
五
義
が
不
在
と
な
る
こ
と
で
、
既
に
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お
そ
ら
く
微
妙
な
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
批

判
す
る
た
め
に
言
語
活
動
で
は
な
く
言
語
に
注
視
す
る
こ
と
で 

―

― 
た
し
か
に
『
講
義
』
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
言
語
を
言
語
学
の
対

象
だ
と
す
る 
―
―
、
そ
れ
は
さ
ら
に
ず
れ
て
く
る
の
だ
が
、
そ
れ

ら
を
足
が
か
り
と
し
て
次
の
結
論
が
導
か
れ
る
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
始

め
と
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学
」
を
批
判
す
る
、
先
に
ソ
シ
ュ
ー

ル
の
受
容
の
第
二
段
階
「
時
枝
論
争
」
で
短
く
引
用
し
た
箇
所
の
全

体
を
見
て
み
よ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学
に
通
じ
て
見
ら
れ
る
言
語
を
「
物
」
と
し

て
見
る
傾
向
に
対
し
て
、
日
本
に
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
考
え
方

は
、「
事
」
と
「
言
」
と
を
同
一
視
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
国

語
に
お
い
て
「
事
」
と
「
言
」
と
は
共
に
「
こ
と
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
事
と
し
て
の
言
語
と
い
う
こ
と
は
、
事
に
お

い
て
使
用
せ
ら
れ
る
素
材
と
し
て
の
言
語
が
存
在
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、「
言
う
事
」
の
根
本
に
あ
る
も

の
は
「
心
」
で
あ
っ
て
、
心
が
発
動
し
て
言
語
と
な
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
（
時
枝
（
一
九
四
〇
）、
一
八
頁
）。

　

そ
し
て
、
平
田
篤
胤
等
の
日
本
の
伝
統
的
言
語
の
捉
え
方
は

事
と
し
て
の
言
語
の
考
え
方
で
あ
る
。
国
語
学
史
上
に
現
わ
れ

て
い
る
言
語
観
は
実
に
右
に
述
べ
た
よ
う
な
「
事
と
し
て
の
言

語
」
観
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学
に

お
け
る
「
物
と
し
て
の
言
語
観
に
対
立
す
る
と
こ
ろ
の
思
想
で

あ
る
（
同
書
、
一
九
頁
）。

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
枝
自
身
は
、
こ
う
し
た
「
事
と

し
て
の
言
語
」
観
へ
と
、
言
語
に
お
け
る
「
主
体
的
立
場
」
を
回
復

す
る
こ
と
に
よ
り
向
か
う
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
先
に
見
た
、
小
林
に
よ
る
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
比
較

を
通
し
て
の
「
コ
ト
バ
」
と
「
言
語
活
動
」
の
定
義
か
ら
、
こ
の
対

比
と
批
判
ま
で
の
距
離
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
実
際
、
こ
の
行
の
直
前
で
、
先
に
見
て
き
た
小
林
の
『
言
語
学

通
論
』
の
該
当
箇
所
が
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
解
説
と
し
て
理
解
さ
れ
引
用

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
基
と
し
て
、
こ
の
対
比
と
批
判
が
導

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
時
枝
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学
批
判
は
、
単

な
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
誤
読
と
し
て
出
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た

同
時
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
読
解
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
の
出
会
い

な
く
し
て
も
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
な
、
日
本
の
古
典
的
著
作
の
読
み

直
し
だ
け
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
小
林

に
よ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
始
め
と
し
た
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
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ン
ス
語
と
日
本
語
と
の
比
較
を
通
し
て
示
さ
れ
た
構
図 

―
― 

た
だ

し
そ
こ
で
は
日
本
語
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
対
し
て
混
乱
し
た
も
の
と

し
て
示
さ
れ
る 

―
― 

を
積
極
的
に
転
倒
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産

み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、小
林
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
準
備
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、

そ
こ
に
お
い
て
は
単
な
る
日
本
語
の
混
乱
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
も
の
を
、
積
極
的
に
捉
え
返
す
こ
と
で
、
日
本
語
に
お

い
て
、〈
こ
と
ば
〉
を
め
ぐ
る
言
葉
が
、
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て

い
る
か
、
機
能
し
て
い
る
か
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
ま
た
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
的
な
「langage

」「langue

」「parole

」

の
区
分
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
あ
る
種
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
伝
統
（「
あ

る
種
の
伝
統
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
分
割
は
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て

は
、
ま
だ
必
ず
し
も
確
定
的
で
は
な
く
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
自
身
も
原
資
料
を

見
る
限
り
段
階
を
経
て
築
き
上
げ
た
区
分
だ
か
ら
だ
）
に
依
拠
し
て
の
み

可
能
だ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
に
潜
在
的
に
含

ま
れ
て
い
た
要
素
が
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
に
可
能
に
し
た
、
あ
る
極
め

て
限
定
さ
れ
た
特
殊
な
区
分
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
知
ら
せ
る

の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
類
似
の
対
比
は
、
ロ
マ
ン
ス
諸
語
に
多
く
見
ら

れ
る 

―
― 

た
と
え
ば
個
別
言
語
に
つ
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
中
世
ラ
テ

ン
語
の
伝
統
に
直
接
連
な
るidiom

a

もlengua

同
様
使
わ
れ
る
と
い
っ
た

違
い
が
あ
る
に
し
て
も
）。

　

あ
く
ま
で
も
言
語
的
普
遍
が
存
在
す
る
と
い
う
科
学
者
（
言
語
学

者
）
と
し
て
の
立
場
を
貫
き
、「
言
語
学
一
般
の
対
象
」
な
い
し
「
言

語
学
の
一
般
的
対
象
」
が
存
在
す
る
と
い
う
立
場
を
取
る
の
で
あ
れ

ば
、
ソ
シ
ュ
ー
ル 

―
― 

た
ま
た
ま
フ
ラ
ン
ス
語
で
そ
の
理
論
を
組

み
上
げ
た 

―
― 

と
時
枝 

―
― 

た
ま
た
ま
日
本
語
で
理
論
を
組
み

上
げ
た 

―
― 

の
ど
ち
ら
か
が
、
よ
り
正
し
く
言
語
学
一
般
の
対
象

を
記
述
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
構
成
へ
と
至
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
時
枝
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
理
論
を
誤
読
・

誤
解
し
た
、
あ
る
い
は
時
枝
の
側
に
立
ち
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
理
論
は
間

違
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
結
論
を
出
す
方
向
へ
と
導
か
れ
る
事
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
科
学
史
家
（
言
語
学
史
家
）、
な
い
し
、
文
化
人
類
学
的

な
視
点
か
ら
、
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
言
語
（
に
対
す
る

反
省
）
の
伝
統
を
持
つ
文
化
に
お
い
て
、
彼
ら
が
日
々
実
践
し
て
い

る
「
言
語
活
動
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
表
象
を
持
つ
に
至
り
、
そ

う
し
た
比
較
的
自
然
に
発
生
す
る
表
象
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
衝
突

を
経
て
ど
の
よ
う
な
（
理
論
的
）
反
省
が
産
ま
れ
て
く
る
か
、
と
考

え
る
と
き
、
こ
う
し
た
「
ソ
シ
ュ
ー
ル
」
と
、
そ
れ
を
小
林
を
介

し
て
読
む
時
枝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
言
語
の
体
験
を
表
現
し
て

い
る
も
の
と
し
て
、
そ
し
て
別
個
の
言
語
と
出
会
う
際
の
衝
撃
を

体
験
し
た
も
の
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
時
枝
が
組
み

上
げ
た
日
本
的
伝
統
に
連
な
る
と
時
枝
が
い
う
言
語
の
「
主
体
」
も
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ま
た
、
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
で
、
柄
谷
（
一
九
八
三
＝
一
九
九
九

＝
二
〇
〇
四
）、
子
安
（
一
九
九
四
＝
一
九
九
六
＝
二
〇
〇
三
）、
安
田

（
一
九
九
八
）
が
指
摘
す
る
よ
う
な
日
本
の
植
民
地
支
配
の
文
脈
に

お
け
る
の
と
は
や
や
別
の
文
脈
で
、狭
義
の「
誤
読
」と
は
異
な
っ
た
、

文
化
の
出
会
い
と
交
差
路
に
お
け
る
出
来
事
と
し
て
読
む
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
時
枝

の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学
」
批
判
は
、
ま
た
別
の
形
で
「
近
代
の
超

克
」
論
が
現
わ
れ
る
文
脈
と
も
接
続
さ
れ
る
事
と
な
る
だ
ろ
う
。
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献
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odality in Japanese. The Layered 
Structure of the C

lause and H
ierarchies of Functional C

at-

egories, John Benjam
ins Publishing Com

pany.
N

arrog, H
. 

（
二
〇
一
二
） M

odality, Subjectivity, and Sem
antic 

C
hange. A C

ross-Linguistic Perspective, O
xford U

niversity 
Press.

Pollock, J.-Y
.

（
一
九
九
八
）　Langage et cognition – introduc-
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tion au program
m

e m
inim

aliste de la gram
m

aire généra-

tive, Presses U
niversitaires de France （1

e édition 1997

）.

Rouveret, A
.

（
二
〇
〇
四
）　"Gram

m
aire form

elle et cognition 
linguistique ", in La linguistique cognitive, éd. par Fuchs, C.,  
Editions O

phrys / Editions de la M
aison des sciences de 

lʼhom
m

e, 27-71.
Sanders, C. ed.

（
二
〇
〇
四
）　The C

am
bridge C

om
panion to 

Saussure, Cam
bridge U

niversity Press.
Saussure, F. de 

（
一
九
一
六
＝
一
九
九
五
）　C

ours de linguistique 
générale, Payot.

Suenaga, A
. 

（
二
〇
〇
三
）　"Le Saussurism
e au Japon au X

X
e 

siècle", C
ahiers Ferdinand de Saussure, vol.56, 177-224.

〔
筆
者
追
記　

本
論
入
稿
後
、
小
林
英
夫
と
時
枝
誠
記
の
ソ
シ
ュ
ー

ル
受
容
は
、
単
純
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

視
点
か
ら
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
へ
の
批
判
的
応
答
で
あ
っ
た
と
し
、
両
者

を
比
較
分
析
す
る
渡
辺
哲
男
の
論
考
「
言
語
論
的
転
回
と
言
語
の
教

育
を
め
ぐ
る
思
想 

―
― 

ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
の
日
本
へ
の
導
入
と

「
読
む
」
こ
と
の
教
育
を
め
ぐ
っ
て
」、『
言
語
と
教
育
を
め
ぐ
る
思

想
史
』（
森
田
伸
子 

編
、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
年
）、
二
八
〇
―

三
三
五
頁
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
非
常
に
興
味
深
い
分
析
は
本
論
に

は
反
映
で
き
な
か
っ
た
事
を
注
記
し
て
お
き
た
い
。〕

日
本
思
想
史
講
座　
全
五
巻

（
ぺ
り
か
ん
社
、
既
刊
分
各
巻 

税
別
三
八
〇
〇
円
）

編
集　

苅
部　

直
／
黒
住　

真
／
佐
藤　

弘
夫

　
　
　

／
末
木
文
美
士
／
田
尻
祐
一
郎

１
―
古
代
（
二
〇
一
二
年
）  

２
―
中
世
（
二
〇
一
二
年
）  

３
―
近
世
（
二
〇
一
二
年
）

４
―
近
代
（
近
刊
）

５
―
方
法
（
近
刊
）
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付
記
：【　

】
の
部
分
は
訳
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

　
（
第
三
章
第
一
節
５
か
ら
承
前
）

６
．
う
蝕
と
酵
素
の
関
係
の
研
究

　

一
九
七
九
年
、
呉
奇
光
は
〈
う
蝕
病
変
の
コ
ハ
ク
酸
脱
水
素
酵
素

分
布
〉
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
は
新
鮮
抜
去
永
久
歯
25
歯
を
選
び
、
そ
の
う
ち
の
20
歯
は
程

度
の
異
な
る
う
蝕
歯
で
、
5
歯
は
う
蝕
を
認
め
な
い
対
照
群
と
し
、

そ
れ
ら
試
料
か
ら
厚
さ
100
㎛
の
研
磨
切
片
を
作
製
し
、
ニ
ト
ロ
ブ

ル
ー
テ
ト
ラ
ゾ
リ
ウ
ム
【N

itrotetrazolium
 blue chloride

】
法

を
用
い
て
染
色
を
行
っ
た
。
染
色
後
、
う
蝕
６
歯
の
研
磨
切
片
の
Ｘ

■
翻
訳
■中

国
口
腔
医
学
発
展
史　
【
Ⅹ
】

　
　

The H
istory and D

evelopm
ent of O

ral M
edicine in C

hina

〔
Ⅹ
〕

訳
：
田
久
昌
次
郎
（
本
学
学
長
）

監
訳
：
田
村　

立
波
（
本
学
東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
）

主
編　

鄭
麟
蕃　

呉
少
鵬　

李
輝
菶

北
京
医
科
大
学
・
中
国
協
和
医
科
大
学
連
合
出
版
社

線
像
を
選
び
、
顕
微
鏡
下
で
う
蝕
進
行
度
の
比
較
観
察
を
行
い
、
以

下
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。

　

エ
ナ
メ
ル
質
う
蝕
の
横
紋
明
顕
層
、
色
素
沈
着
層
お
よ
び
透
明
層

の
コ
ハ
ク
酸
脱
水
素
反
応
は
す
べ
て
陰
性
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
エ
ナ

メ
ル
質
う
蝕
病
変
の
混
濁
層
お
よ
び
崩
壊
層
で
の
そ
の
反
応
は
陽
性

で
あ
っ
た
。
コ
ハ
ク
酸
脱
水
素
酵
素
【
生
体
内
で
、
有
機
物
質
か
ら

水
素
を
離
脱
さ
せ
る
反
応
を
触
媒
す
る
酵
素
】
は
３
－
カ
ル
ボ
キ
シ

ル
循
環
の
中
で
コ
ハ
ク
酸
を
フ
マ
ル
酸
に
気
化
さ
せ
る
た
め
の
酸
化

体
で
あ
る
。
高
倍
率
観
察
で
、
陽
性
区
域
に
は
非
常
に
多
く
の
極
小

の
紫
色
を
呈
し
た
円
形
顆
粒
が
集
ま
り
、
そ
の
形
態
を
根
拠
と
す
れ

ば
球
菌
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

コ
ハ
ク
酸
脱
水
素
酵
素
反
応
陽
性
区
域
は
、
象
牙
質
う
蝕
内
の
研

磨
切
片
の
染
色
区
域
に
比
べ
小
さ
く
、
Ｘ
線
像
に
お
け
る
脱
灰
区
域
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に
比
べ
て
も
小
さ
く
、
こ
れ
に
よ
り
象
牙
質
う
蝕
が
ま
ず
先
に
脱
灰

し
、
そ
の
後
に
細
菌
が
侵
入
し
て
い
る
。

７
．
う
蝕
病
変
と
変
形
連
鎖
球
菌
と
の
関
連
性
の
研
究

　

一
九
七
九
年
、
劉
大
維
ら
は
〈
変
形
連
鎖
球
菌
と
う
蝕
病
変
の
初

歩
的
報
告
〉
を
発
表
す
る
。
筆
者
ら
は
三
～
六
才
の
学
齢
期
前
小
児

八
六
名
と
七
～
十
二
才
の
学
齢
期
児
童
一
〇
九
名
を
対
象
に
、
変
形

連
鎖
球
菌
の
培
養
を
行
い
コ
ロ
ニ
ー
の
鑑
定
を
行
っ
た
。

　

変
形
連
鎖
球
菌
と
う
蝕
病
変
の
関
係
で
は
、
学
齢
前
小
児
・
学
齢

期
児
童
を
問
わ
ず
、
う
蝕
有
病
者
群
の
培
養
コ
ロ
ニ
ー
陽
性
率
は
う

蝕
無
病
群
に
対
し
て
明
ら
か
に
高
か
っ
た
。
変
形
連
鎖
球
菌
と
う
蝕

病
変
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
〇
四
名
の
学
齢
期
児
童
は
半
年
後
に
二
回
目
の
細
菌
培
養
を

実
施
し
、
う
蝕
無
病
群
の
一
一
名
に
う
蝕
が
発
生
、
そ
の
う
ち
の
七

名
で
変
形
連
鎖
球
菌
が
確
認
さ
れ
た
。

　

本
研
究
結
果
か
ら
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
コ
ロ

ニ
ー
形
成
は
う
蝕
病
変
過
程
の
中
で
一
つ
の
重
要
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
握
る
一
方
で
、
決
し
て
コ
ロ
ニ
ー
の
出
現
が
即
ま
た
は
必
ず
、
そ

し
て
等
し
く
う
蝕
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
は
な
い
。
う
蝕
と
の
関
係

で
は
、
変
形
連
鎖
球
菌
は
唯
一
の
う
蝕
原
因
菌
で
は
な
い
。

　

一
九
八
一
年
、
鄭
鎮
西
ら
は
〈
血
清
学
的
分
類
に
よ
る
変
形
連
鎖

球
菌
の
発
展
的
研
究
〉
を
発
表
す
る
。
筆
者
ら
は
四
川
か
ら
分
け
得

ら
れ
た
変
形
連
鎖
球
菌
株
の
中
で
4
つ
の
血
清
型
（
仮
称CY

1

型
、

C
Y

34

型
、C

Y
35

型
、C

Y
21

型
と
す
る
）
を
鑑
定
し
、
ま
た
分
類
方

法
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
三
個
の
血

清
型
の
抗
原
関
係
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ん
だ
研
究
を
行
い
、
さ
ら
に

得
ら
れ
た
血
清
分
類
を
用
い
成
都
地
区
で
分
離
し
た
一
六
の
変
形
連

鎖
球
菌
株
か
ら
三
つ
の
抗
血
清
パ
タ
ー
ン
を
作
り
出
し
、
本
菌
を
用

い
て
各
々
の
吸
収
実
験
を
行
う
と
、
同
じ
量
の
抗
血
清
が
完
全
に
吸

収
さ
れ
る
に
は
、
必
要
な
菌
体
抗
原
量
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
抗C

Y
1

血
清
の
吸
収
が
最
も
困
難
で
、
抗CY

35

血
清
の
吸

収
が
最
も
容
易
で
、
両
者
の
必
要
菌
量
に
は
四
倍
の
開
き
が
あ
る
。

　

変
形
連
鎖
球
菌
の
抗
原
構
造
と
血
清
分
類
の
研
究
で
は
、
寒
天
拡

散
試
験
と
沈
殿
反
応
の
二
つ
の
試
験
法
が
鋭
敏
で
、
確
実
に
実
行
で

き
る
方
法
で
あ
る
。

　

一
九
八
二
年
、
劉
大
維
ら
は
〈
動
物
実
験
に
お
け
る
変
形
連
鎖
球

菌CY
1

と
食
物
条
件
に
よ
る
う
蝕
の
影
響
〉
を
発
表
す
る
。
筆
者
ら

の
研
究
目
的
は
、
動
物
実
験
を
通
じ
て
、
う
蝕
発
生
に
影
響
す
る
変

形
連
鎖
球
菌
と
食
物
条
件
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
う
蝕
予
防
の

根
拠
を
探
る
た
め
で
あ
る
。

　

一
九
八
四
年
、
岳
松
齢
ら
は
〈
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
に
吸
着
す
る
変

形
連
鎖
球
菌
の
初
歩
的
観
察
〉
を
発
表
す
る
。
筆
者
ら
は
指
摘
し
て

い
る
―
歯
牙
表
面
に
吸
着
し
た
細
菌
は
、
う
蝕
と
歯
周
病
の
発
生
に

と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
研
究
は
顕
微
鏡
下
で
細
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菌
吸
着
状
況
を
観
察
す
る
方
法
と
し
て
細
菌
染
色
を
採
用
し
、
被
検

試
料
に
は
ヒ
ト
歯
牙
エ
ナ
メ
ル
質
を
用
い
た
。

　

蔗
糖
含
有
培
地
の
変
形
連
鎖
球
菌
の
歯
牙
吸
着
は
、
蔗
糖
を
含
ま

な
い
培
地
に
比
べ
多
く
、
両
者
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
変
形
連
鎖
球
菌
の
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
の
吸
着
に
と
っ
て
、
蔗

糖
は
明
ら
か
な
促
進
作
用
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

変
形
連
鎖
球
菌
の
各
種
血
清
型
に
よ
る
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
の
吸
着

能
力
は
、
実
験
結
果
か
ら
血
清
型
ａ
に
比
べ
血
清
型
ｃ
の
吸
着
能
力

が
明
ら
か
に
大
き
い
。

　

細
菌
吸
着
能
力
に
係
わ
る
唾
液
の
影
響
は
相
反
す
る
見
解
が
あ

る
。
本
研
究
の
結
果
で
は
唾
液
の
影
響
は
特
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

８
．
唾
液
と
う
蝕
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
研
究

　

一
九
八
三
年
、
盧
華
芳
ら
は
〈
健
常
者
と
う
蝕
罹
患
者
の
数
種
の

唾
液
成
分
測
定
〉
を
発
表
す
る
。

　

資
料
は
、
唾
液
の
物
理
的
性
状
と
う
蝕
の
間
に
、
一
定
の
関
係
が

あ
る
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。
罹
患
者
の
唾
液
は
、
粘
度
が
高

く
、
流
量
が
少
な
い
、
そ
し
て
流
速
は
遅
い
。

　

唾
液
pH
は
比
較
的
安
定
で
、
大
多
数
の
標
本
は
pH 

7.0
前
後
で

あ
り
、
僅
か
な
ケ
ー
ス
で
酸
性
（
pH 

6.0
）
あ
る
い
は
ア
ル
カ
リ
性

（
pH 

7.7
）
に
傾
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
pH
は
食
物
の
影
響
を
容
易
に

被
る
が
、
一
方
で
唾
液
は
自
ら
調
整
す
る
能
力
を
有
し
素
早
く
常
態

に
復
元
す
る
力
が
あ
る
。
う
蝕
歯
数
お
よ
び
う
蝕
に
よ
る
破
壊
の
程

度
と
唾
液
pH
の
間
に
は
明
白
な
因
果
関
係
は
な
い
。

　

唾
液
中
の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
濃
度
は
大
き
く
、
そ
の
活
性
は
高
く
、
澱

粉
の
加
水
分
解
能
力
が
強
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

唾
液
（
口
腔
を
含
む
）
の
防
御
能
力
は
比
較
的
大
き
い
。
ま
ず
第

一
に
、
唾
液
中
に
は
か
な
り
の
数
の
白
血
球
が
現
れ
、
う
蝕
罹
患
者

群
は
健
常
者
群
よ
り
多
い
。
こ
れ
は
人
体
の
防
御
反
応
の
一
つ
で
あ

る
。
本
調
査
資
料
で
は
、
成
人
健
常
者
群
の
唾
液
中
に
溶
け
て
い
る

菌
体
酵
素
含
有
量
は
う
蝕
有
病
者
群
に
比
べ
て
高
く
、
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
溶
解
菌
体
酵
素
が
う
蝕
原
因
菌
を
破
壊
す
る
能
力
の
有
無
に

関
し
て
は
、
さ
ら
に
進
ん
だ
研
究
が
待
た
れ
る
。
本
研
究
資
料
に
お

け
る
各
群
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
う
蝕
程
度
C3
の
出
現
状
況
か
ら
、

う
蝕
の
発
生
拡
大
に
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
C3
の
間
に
一
定
の
内
在
す

る
特
別
な
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

９
．
細
菌
叢
と
う
蝕
病
変
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
研
究

　

一
九
八
一
年
、
岳
松
齢
ら
は
〈
ヒ
ト
歯
牙
咬
合
面
の
細
菌
叢
の
構

成
と
早
期
増
殖
〉
を
発
表
す
る
。
こ
れ
は
、
ヒ
ト
歯
牙
咬
合
面
の
自

然
細
菌
叢
の
基
本
的
構
成
と
咬
合
面
お
よ
び
小
窩
裂
溝
部
の
細
菌
叢

の
増
殖
過
程
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
観
察
さ
れ
た
結

果
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
は
―
咬
合
面
の
細
菌
叢
は
生
活
に
伴
う

細
菌
の
生
態
環
境
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
主
な
組
成
は
細
菌
に
よ
っ
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て
成
り
立
っ
て
い
る
。
細
菌
叢
の
基
本
的
構
成
は
三
層
に
分
け
ら
れ

る
―
内
層
系
は
細
胞
構
造
の
認
め
ら
れ
な
い
薄
く
比
較
的
均
一
な
エ

オ
ジ
ン
好
性
の
層
か
ら
な
る
。
中
間
層
系
は
糸
状
菌
が
主
体
で
、
い

わ
ゆ
る
「
柵
様
式
」
の
構
造
で
並
ん
で
い
る
。
外
層
系
は
球
菌
と
桿

菌
が
主
で
、
し
か
も
不
純
物
が
構
成
に
混
じ
っ
て
い
る
。

　

本
研
究
は
咬
合
面
細
菌
叢
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
を
観
察
し
て
い

る
。
最
初
は
粘
液
性
糸
状
菌
の
沈
殿
か
ら
な
り
、
こ
れ
は
過
去
の
研

究
報
告
で
は
い
ま
だ
か
つ
て
報
告
さ
れ
て
い
な
い
現
象
で
あ
る
。
そ

の
後
、
球
菌
が
現
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
糸
状
菌
と
桿
菌
の
堆
積
能

が
顕
著
と
な
る
。

　

咬
合
面
な
ら
び
に
小
窩
裂
溝
部
の
細
菌
叢
形
成
過
程
で
は
、
小
窩

裂
溝
部
の
細
菌
堆
積
は
咬
合
面
に
比
べ
て
早
い
。

　

咬
合
面
に
形
成
さ
れ
る
細
菌
叢
は
二
日
目
ま
で
に
比
較
的
成
熟
し

た
構
成
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
五
日
目
に
は
相
当
成
熟
し
、

し
か
も
か
な
り
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
細
菌
叢
形
成
が
み
ら
れ
る
。
同
時

に
、
小
窩
裂
溝
部
の
細
菌
叢
は
、
二
日
目
に
は
稲
穂
状
の
構
造
を
呈

す
る
ま
で
に
な
る
。

10
．
う
蝕
病
変
の
ミ
ク
ロ
的
硬
度
変
化
の
研
究

　

一
九
八
一
年
、
曹
採
方
は
〈
う
蝕
歯
の
ミ
ク
ロ
的
硬
度
に
つ
い
て

の
初
歩
的
観
察
〉
を
発
表
す
る
。

　

本
研
究
は
、
顕
微
硬
度
計
、
Ｘ
線
、
そ
し
て
光
学
顕
微
鏡
を
用
い
、

エ
ナ
メ
ル
質
・
象
牙
質
う
蝕
の
初
歩
的
観
察
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

エ
ナ
メ
ル
質
う
蝕
病
変
で
は
、
感
染
崩
壊
層
の
硬
度
が
最
も
低
く
、

横
紋
明
顕
層
が
そ
の
次
と
な
る
。
透
明
層
と
表
層
に
あ
る
不
透
明
層

の
硬
度
は
前
二
者
に
比
べ
高
い
が
、
し
か
し
正
常
エ
ナ
メ
ル
質
硬
度

よ
り
は
軟
ら
か
い
。

　

エ
ナ
メ
ル
質
の
表
層
と
基
底
部
の
病
理
変
化
は
脱
灰
と
再
石
灰
化

の
交
替
現
象
で
あ
る
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
層
の
Ｘ
線
密

度
と
硬
度
変
化
は
一
致
し
て
い
る
。

　

象
牙
質
う
蝕
の
病
理
変
化
は
、
表
層
か
ら
順
に
、
脱
灰
層
、
ニ
ン

ヒ
ド
リ
ン
陽
性
層
、
透
明
層
、
そ
し
て
、
正
常
層
と
そ
の
硬
度
は
次

第
に
高
ま
る
。
透
明
層
の
硬
度
は
正
常
層
に
近
い
が
、
若
干
低
い
か

あ
る
い
は
高
い
こ
と
も
あ
る
。
す
で
に
唾
液
に
曝
さ
れ
て
い
る
う
窩

の
底
部
あ
る
い
は
根
面
う
蝕
の
表
層
に
あ
る
不
透
明
層
は
硬
度
の
ば

ら
つ
き
が
甚
だ
大
き
く
、
一
般
に
は
脱
灰
層
に
比
べ
て
そ
の
硬
度
は

僅
か
に
高
い
。
ま
た
、
表
層
の
不
透
明
層
の
一
部
で
は
正
常
層
に
比

べ
て
も
極
め
て
高
い
場
合
も
あ
る
。

11
．
う
蝕
と
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
の
関
係

　

一
九
八
一
年
、
李
書
英
ら
は
〈
う
蝕
と
唾
液
中
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

の
関
係
の
初
歩
的
検
討
〉
を
発
表
す
る
。
本
研
究
の
目
的
は
健
常
者

と
う
蝕
罹
患
者
の
唾
液
中
IgA
と
IgG
の
含
有
量
を
測
定
し
、
そ
の
違
い

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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単
一
方
向
寒
天
免
疫
拡
散
法
を
用
い
、
漢
族
・
カ
ザ
フ
族
・
ウ
イ

グ
ル
族
の
青
少
年
一
七
三
例
の
唾
液
中
IgA
と
IgG
の
含
有
量
を
測
定
し

た
。
漢
族
・
カ
ザ
フ
族
・
ウ
イ
グ
ル
族
の
健
常
者
群
と
う
蝕
罹
患
者

群
の
唾
液
中
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
含
有
レ
ベ
ル
に
明
ら
か
な
差
は
な

く
、
統
計
的
に
も
有
意
差
が
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
う
蝕
活
動
性
の

高
い
者
に
比
べ
う
蝕
の
な
い
者
の
唾
液
中
IgA
の
含
有
量
が
高
い
と
い

う
仮
説
を
実
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
唾
液
中
の
IgA
と
IgG
の

含
有
量
と
う
蝕
歯
の
間
に
は
特
定
の
因
果
関
係
は
な
い
と
説
明
で
き

る
。

　

一
九
八
二
年
、
駱
明
耀
・
白
玉
珍
は
〈
う
蝕
罹
患
者
の
体
液
性
免

疫
〉
を
発
表
す
る
。
筆
者
ら
の
研
究
の
目
的
は
健
常
者
お
よ
び
う
蝕

罹
患
者
の
唾
液
な
ら
び
に
血
清
中
の
IgA
、
IgG
、
IgM
の
含
有
量
を
測
定

し
、そ
の
違
い
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
成
人
四
〇
名
（
健
常
者
・

う
蝕
罹
患
者
各
二
〇
名
）
の
唾
液
と
血
液
を
採
取
す
る
。
研
究
結
果

は
以
下
の
通
り
―
健
常
者
唾
液
の
IgA
と
IgG
の
濃
度
は
罹
患
者
に
比
べ

い
ず
れ
も
高
い
。
そ
の
一
方
で
血
清
抗
体
の
状
況
は
相
反
し
、
罹
患

者
の
血
清
IgA
と
IgG
の
濃
度
は
健
常
者
に
比
べ
い
ず
れ
も
高
か
っ
た
。

ま
た
、
健
常
者
唾
液
中
に
は
IgM
は
含
ま
れ
ず
、
測
定
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
血
清
IgM
は
両
群
を
比
較
す
る
と
そ
の
差
は
小
さ
い
。

健
常
者
の
唾
液
分
泌
量
は
20
分
間
平
均
で
12
・
４
㎖
、
罹
患
者
で
は

12
・
７
㎖
で
、
両
者
に
は
明
ら
か
な
差
は
な
い
。

第
二
節　

歯
周
病
の
病
因
学
的
研
究

　

歯
周
病
は
非
常
に
広
範
囲
に
み
ら
れ
る
慢
性
疾
患
で
あ
り
、

一
九
四
九
年
以
前
は
正
確
な
罹
患
率
調
査
は
な
く
、
一
般
に
そ
の
罹

患
率
は
う
蝕
に
次
ぐ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
以
降
、
本

疾
患
は
中
国
国
内
の
研
究
者
に
よ
り
重
視
さ
れ
、
多
く
の
医
療
単
位

は
歯
周
病
診
療
室
あ
る
い
は
診
療
班
を
設
け
、
各
方
面
か
ら
研
究
を

開
始
し
、
顕
著
な
実
績
を
収
め
て
い
る
。
一
九
八
五
年
、
関
係
医
療

単
位
に
お
け
る
抜
歯
原
因
の
統
計
分
析
に
よ
れ
ば
、
う
蝕
に
起
因
す

る
抜
歯
者
47
・
７
％
、
歯
周
病
に
よ
る
者
40
・
９
％
を
占
め
て
い
た
。

こ
れ
は
、
歯
周
病
が
顎
口
腔
系
の
健
康
を
破
壊
す
る
ひ
と
つ
の
重
要

な
原
因
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
多
く
の
人
々
は
中
年
期
に

歯
周
病
に
よ
る
個
体
器
官
の
機
能
失
調
を
来
た
し
、
そ
の
た
め
に
健

康
被
害
を
招
来
す
る
こ
と
と
な
る
。　

　

歯
周
病
の
病
因
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
か
つ
て
は
歯
牙
口
腔
軟

硬
組
織
切
片
と
特
殊
染
色
法
が
用
い
ら
れ
、
歯
周
病
に
お
け
る
組
織

変
化
が
観
察
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
動
脈
硬
化
と
歯
周
病
の
発
病
に
つ

い
て
研
究
が
推
進
さ
れ
、
両
者
の
間
に
因
果
関
係
は
な
い
が
並
列
関

係
が
認
め
ら
れ
、
動
脈
硬
化
は
歯
周
病
発
病
の
内
的
要
因
と
な
り
得

る
。
深
部X

線
照
射
よ
っ
て
歯
周
病
動
物
モ
デ
ル
が
で
き
る
―Co

60
の
照
射
に
よ
り
歯
周
組
織
変
化
を
惹
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
―

コ
ル
チ
ゾ
ン
注
射
に
よ
り
モ
ル
モ
ッ
ト
歯
根
膜
お
よ
び
歯
槽
骨
は
、

異
な
る
時
期
に
、
そ
の
活
性
度
が
増
強
あ
る
い
は
変
化
す
る
。
―
ビ
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タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
あ
る
い
は
卵
巣
摘
出
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
は
、
す
べ

て
の
モ
ル
モ
ッ
ト
の
歯
周
組
織
に
病
的
変
化
に
似
た
被
害
を
も
た
ら

し
得
る
。

　

六
〇
年
代
後
半
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
学
、
ス
ペ
ク
ト
ロ
学
、
生

物
学
等
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
医
科
学
研
究
に
新
た
な
技
術
と
知

見
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
微
生
物
学
（
嫌
気
培
養
技
術
の
改

良
は
特
筆
に
価
す
る
）、
免
疫
学
、
生
（
物
）
化
学
、
電
子
顕
微
鏡
技

術
等
の
進
歩
に
よ
り
、
国
外
歯
周
病
研
究
は
飛
躍
的
に
発
展
す
る
。

七
〇
年
代
後
半
、
中
国
国
内
で
は
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
の
嫌
気
性
菌
分

離
鑑
定
の
分
野
で
、
相
次
い
で
研
究
が
推
進
さ
れ
た
。
細
菌
叢
と
歯

石
に
お
い
て
は
超
微
細
構
造
と
化
学
成
分
の
研
究
が
、
歯
周
病
患
者

で
は
血
清
・
唾
液
中
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
測
定
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、

日
増
し
に
重
要
視
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
他
、
歯
周
病
患
者
の
歯
根

部
歯
槽
骨
内
の
内
毒
素
含
有
量
、
お
よ
び
結
合
組
織
に
お
け
る
内
毒

素
の
細
胞
毒
性
の
研
究
で
は
、
罹
患
歯
の
歯
髄
内
変
化
な
ど
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

歯
周
病
の
発
病
要
因
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
、
内
分

泌
機
能
の
不
均
衡
、
代
謝
の
失
調
、
神
経
系
機
能
の
混
乱
が
密
接
に

係
わ
っ
て
い
る
。
中
国
国
内
の
研
究
者
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て

多
く
の
研
究
を
行
う
と
同
時
に
、
中
国
漢
方
医
学
の
虚
実
八
網
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
、
個
体
生
理
機
能
の
失
調
を
整
え
、
治
療
目

的
を
達
成
し
、
優
れ
た
効
能
を
持
つ
多
く
の
漢
方
薬
剤
を
見
出
し
、

臨
床
上
一
定
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
薬
効
成
分
が
含
ま
れ
る
歯
磨

剤
、
特
に
中
国
漢
方
成
分
を
含
有
す
る
歯
磨
剤
が
次
々
と
発
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
価
し
、
歯
周
病
の
予
防
分
野
に
お
い
て
一
定

の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

１
．
歯
肉
に
含
ま
れ
る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
研
究

　

一
九
六
三
年
、
羅
艶
霞
は
〈
正
常
歯
肉
と
歯
周
病
歯
肉
に
含
ま
れ

る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
比
較
分
布
〉
を
報
告
す
る
。
筆
者
は
正
常
あ
る

い
は
歯
周
病
患
者
三
四
例
の
歯
肉
中
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
分
布
の
分
析

を
行
っ
た
。

　

歯
肉
中
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
分
布
は
、
細
胞
液
内
で
、
上
皮
角
化
層

と
有
棘
層
に
よ
く
見
ら
れ
、
角
化
層
で
は
溶
解
状
を
呈
し
、
染
色
後

は
一
面
の
紫
色
と
な
る
。
歯
肉
中
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
は
常
に
認
め
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
三
四
例
中
で
歯
肉
か
ら
遊
離
し
た
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
含
有
者
は
二
四
例
、
70
・
４
％
で
あ
っ
た
。

　

組
織
化
学
と
組
織
学
的
観
察
に
よ
り
、
鏡
検
下
で
の
異
な
る
炎
症

は
異
な
る
程
度
の
炎
症
像
を
示
し
、
呈
示
さ
れ
た
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
量

も
異
な
り
、
四
例
で
は
少
量
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
、
三
例
で
は
中
等
度

の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
、
そ
し
て
多
量
に
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
含
む
も
の
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

反
対
に
、
歯
周
病
歯
肉
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
量
は
正
常
歯
肉
と
は
異

な
り
、
一
八
例
中
一
一
例
で
上
皮
内
に
多
量
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
含
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ん
で
い
た
。

　

本
報
告
の
一
六
例
の
臨
床
的
正
常
歯
肉
で
は
、
鏡
検
下
で
も
九
例

で
炎
症
を
認
め
ら
れ
ず
、
一
般
的
に
は
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
は
存
在
し
な

い
か
、
在
っ
て
も
限
ら
れ
た
範
囲
に
た
ま
た
ま
微
量
の
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン
が
含
ま
れ
る
。
本
報
告
の
歯
周
病
歯
肉
一
八
例
中
一
一
例
で
グ
リ

コ
ー
ゲ
ン
の
増
加
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
五
例
で
は
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
し
か
し
正
常
歯
肉
に
比
べ
れ
ば
そ
の

分
布
量
は
多
い
。

２
．
歯
周
病
罹
患
者
の
内
分
泌
代
謝
に
つ
い
て
の
研
究

　

一
九
六
四
年
、
張
秉
鈞
ら
は
〈
重
症
変
性
型
歯
周
病
罹
患
者
の
内

分
泌
代
謝
研
究
〉
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
八
〇
例
の
重
症
変
性
型
歯
周
病
患
者
の
内
分
泌
代
謝
の

検
査
結
果
、
基
礎
代
謝
率
、
血
漿
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
清
塩
化
物

と
血
清
カ
リ
ウ
ム
を
調
べ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
正
常
範
囲
内
に
あ
る

こ
と
を
報
告
し
た
。Robinson-K

epler-Pow
er

法
【
副
腎
機
能
検

査
法
の
一
つ
】
の
水
試
験
陽
性
率
は
増
加
（
26
・
８
％
）
し
、
内
服

ブ
ド
ウ
糖
耐
性
曲
線
は
正
常
あ
る
い
は
低
め
に
偏
る
。こ
の
た
め
に
、

差
し
当
た
り
早
発
性
重
症
変
性
型
歯
周
病
患
者
の
副
腎
皮
質
機
能
は

低
下
す
る
と
推
論
さ
れ
る
。

　

一
九
六
四
年
、
蕭
卓
然
ら
は
〈
モ
ル
モ
ッ
ト
歯
周
組
織
に
コ
ル
チ

ゾ
ン
を
注
射
し
た
際
の
影
響
〉
を
報
告
す
る
。

　

顎
口
腔
系
の
な
か
で
歯
周
組
織
に
対
す
る
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
に
関
す
る
記
述
は
と
て
も
少
な
い
。
本
論
文
の
目
的
は
モ
ル

モ
ッ
ト
歯
周
組
織
に
お
け
る
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
検
討
す

る
こ
と
で
あ
り
、
歯
周
病
の
動
物
実
験
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
方
法
を

検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

約
二
ヶ
月
の
期
間
、
コ
ル
チ
ゾ
ン
を
毎
日
モ
ル
モ
ッ
ト
に
注
射
し

た
後
、
鏡
検
下
で
歯
周
組
織
変
化
を
確
認
し
た
。
特
に
異
な
る
期
間

内
で
異
な
る
活
性
度
の
歯
根
膜
お
よ
び
歯
槽
骨
の
増
強
が
見
ら
れ

た
。
歯
根
膜
内
の
血
管
は
増
多
・
増
大
現
象
を
示
し
、
線
維
細
胞
も

増
加
す
る
―
歯
槽
骨
の
破
骨
細
胞
と
造
骨
細
胞
も
ま
た
異
な
る
程
度

に
増
加
し
、
そ
の
活
性
度
は
増
強
し
た
。

３
．
電
離
放
射
線
に
対
す
る
歯
周
組
織
反
応
に
つ
い
て
の
研
究

　

一
九
六
四
年
、
于
世
鳳
、
劉
鼎
新
は
〈
電
離
放
射
線
に
対
す
る
歯

周
組
織
の
反
応
〉
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
指
摘
す
る
―
歯
周
組
織
に
お
け
る
電
離
放
射
線
の
損
害

は
、
臨
床
上
あ
る
い
は
歯
周
組
織
の
性
状
を
理
解
す
る
上
で
も
係
わ

り
な
く
、
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
歯
周
病
に
お
け
る
電
離
放

射
線
の
作
用
を
系
統
的
に
一
層
理
解
す
る
た
め
に
、
筆
者
ら
は
動
物

実
験
と
臨
床
的
観
察
の
二
方
面
の
研
究
を
着
手
し
、
肉
眼
的
・
組
織

学
的
観
察
な
ど
を
通
じ
て
検
討
を
加
え
た
。

　

肉
眼
的
観
察
―
一
般
に
照
射
総
量
が1200

～1500

レ
ン
ト
ゲ
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ン
／
時
【
単
位
：
Ｒ
、
照
射
線
量
を
表
す
が
現
在
は
国
際
単
位

系
（
SI
）
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。1R

＝2.58

×10

－4C/kg

＝

0.00876Gy
≒0.00876Sv

で
換
算
す
る
】
で
は
口
腔
粘
膜
お
よ
び
歯

肉
に
軟
性
浮
腫
が
生
じ
、
歯
石
に
は
大
量
の
歯
垢
汚
物
・
食
物
残
渣

が
付
着
す
る
。照
射
総
量2000

レ
ン
ト
ゲ
ン
／
時
で
歯
肉
は
退
縮
し
、

歯
牙
は
動
揺
し
病
的
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
出
現
す
る
。

　

口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘍
に
よ
り
過
去
放
射
線
治
療
を
行
っ
た
患
者
七

例
を
臨
床
的
に
観
察
す
る
と
、
全
例
に
放
射
線
治
療
終
了
後
二
～

十
二
年
で
、
何
ら
か
の
歯
周
組
織
破
壊
を
認
め
た
。
例
え
ば
、
歯
肉

浮
腫
、
ス
テ
ッ
プ
リ
ン
グ
【gingival stippling

】
消
失
、
歯
肉
縁

の
鈍
円
化
、
歯
肉
歯
間
乳
頭
部
の
腫
脹
、
深
い
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
出

現
、
歯
肉
か
ら
の
排
膿
、
歯
牙
の
動
揺
、
根
分
岐
部
の
露
出
な
ど
で

あ
る
。
Ｘ
線
像
―
被
照
射
部
位
の
顎
骨
を
観
察
す
る
と
、
骨
質
は
明

ら
か
に
粗
鬆
で
あ
り
、
歯
槽
突
起
は
水
平
あ
る
い
は
垂
直
に
破
壊
吸

収
さ
れ
、
重
篤
例
で
は
放
射
性
骨
壊
死
を
引
き
起
こ
す
者
も
あ
り
、

大
き
な
規
則
性
の
な
い
壊
死
陰
影
像
を
呈
す
る
。

　

放
射
線
病
学
の
基
礎
と
な
る
動
物
実
験
の
結
果
か
ら
、
電
離
放
射

線
に
対
す
る
歯
周
組
織
の
反
応
は
鋭
敏
で
あ
り
、
歯
周
組
織
に
お
け

る
電
離
放
射
線
の
破
壊
作
用
は
進
行
性
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
。

４
．
歯
周
組
織
に
お
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
影
響

　

一
九
七
九
年
、
陳
恩
徳
、
劉
瑗
如
は
〈
モ
ル
モ
ッ
ト
の
歯
周
組
織

に
お
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
の
影
響
〉
を
報
告
す
る
。
筆
者
ら
は
、

様
々
な
程
度
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
モ
ル
モ
ッ
ト
の
歯
周
組
織
が
被
る

影
響
を
研
究
し
た
。

　

体
重
250
～
290
ｇ
の
雄
の
モ
ル
モ
ッ
ト
五
十
八
匹
を
五
組
に
分
け
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
完
全
に
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
遮
っ
た
後
に
、
歯
牙

の
動
揺
、
歯
肉
お
よ
び
歯
根
膜
の
出
血
・
浮
腫
、
歯
槽
骨
の
造
骨
抑

制
な
ら
び
に
吸
収
増
加
、
歯
肉
炎
お
よ
び
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
形
成
を
観

察
し
た
。

　

歯
周
組
織
病
変
の
程
度
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
の
程
度
は
正
の
相
関

に
あ
る
。

　

一
九
八
二
年
、
楊
美
薷
は
〈
モ
ル
モ
ッ
ト
歯
周
組
織
に
お
け
る
卵

巣
摘
出
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
の
影
響
〉
を
報
告
す
る
。

　

卵
巣
摘
出
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
の
本
実
験
の
治
療
回
復
群
で
、
多

量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
補
充
し
た
後
に
、
大
量
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維
お

よ
び
新
骨
形
成
が
観
察
さ
れ
た
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
補
充
後
、
11
日
経
過

し
た
際
に
、新
生
骨
形
成
が
明
ら
か
に
観
察
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

歯
周
組
織
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
必
須
の
栄

養
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
説
明
で
き
る
。

５
．
歯
周
病
の
線
維
細
胞
再
付
着
の
研
究

　

一
九
八
三
年
、
黄
宗
仁
ら
は
〈
歯
周
病
で
分
離
し
た
処
理
後
根
面
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の
線
維
細
胞
再
付
着
の
実
験
的
研
究
〉
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
ら
は
以
下
の
実
験
を
設
計
す
る
。
二
回
の
高
圧
蒸
気
滅
菌
を

通
し
て
軟
組
織
、
細
菌
叢
、
歯
石
の
処
理
を
行
っ
た
歯
周
病
患
者
か

ら
分
離
し
た
歯
牙
を
用
い
る
。
こ
の
処
理
に
よ
り
熱
不
安
定
因
子
、

例
え
ば
細
菌
、酵
素
あ
る
い
は
蛋
白
質
等
の
物
質
は
除
去
さ
れ
る
が
、

一
方
で
熱
に
安
定
の
毒
素
は
取
り
除
く
こ
と
は
出
来
な
い
。従
っ
て
、

細
胞
は
健
全
歯
根
面
に
（
再
）
付
着
す
る
一
方
で
、
歯
周
病
患
者
の

病
的
歯
根
面
に
は
（
再
）
付
着
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
事
実
に
よ
り
、
病
変
部
歯
牙
・
骨
の
細
菌
内
毒
素
が
線
維
細
胞

の
再
付
着
を
抑
制
す
る
主
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に

証
明
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
現
象
は
こ
れ
に
よ
り
類
推
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
機
械
的
あ
る
い
は
薬
物
的
方
法
を
用
い
て
病
変
部
歯
牙
・
骨

あ
る
い
は
同
部
の
内
毒
素
を
制
圧
・
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
根
面
の

解
毒
が
行
わ
れ
、
そ
の
生
物
的
適
応
性
が
回
復
す
る
。
こ
の
方
法
は

臨
床
的
に
新
付
着
を
獲
得
・
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
最
も
好
ま

し
い
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

６
．
歯
石
成
分
の
研
究

　

一
九
五
七
年
、
戴
佩
韋
、
袁
玄
暉
は
〈
１
／
２
発
光
ス
ペ
ク
ト
ル

分
析
法
を
使
用
し
た
成
人
混
合
歯
肉
縁
上
歯
石
中
の
無
機
質
成
分
と

そ
の
含
有
量
の
研
究
〉
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
ら
は
指
摘
す
る
―
歯
肉
縁
上
歯
石
は
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、

微
量
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
有
機
質
か
ら
な
り
、
水
や
ア
ル
コ
ー
ル

に
は
不
溶
性
で
あ
る
。
分
析
結
果
（
以
下
百
分
率
で
表
す
）：
カ
ル

シ
ウ
ム
10
％
以
上
、ケ
イ
素
1
～
10
％
、ア
ン
チ
モ
ン
０
・
１
～
1
％
、

リ
ン
1
％
以
上
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
０
・
１
～
1
％
、
マ
ン
ガ
ン
０
・

０
０
１
％
、
鉛
０
・
０
０
１
～
０
・
０
１
％
、
鉄
０
・
０
１
％
、
ク
ロ

ム
０
・
０
０
１
％
、
銅
０
・
０
０
３
％
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
1
～
10
％
、
バ

リ
ウ
ム
０
・
０
１
％

７
．
歯
周
膿
瘍
の
嫌
気
性
菌
検
出
率
の
研
究

　

一
九
八
三
年
、
陳
聡
敏
ら
は
〈
十
一
例
の
歯
周
膿
瘍
の
嫌
気
性
菌

検
査
と
そ
の
検
出
率
向
上
の
検
討
〉
を
報
告
す
る
。

　

本
論
文
は
十
一
例
の
歯
周
膿
瘍
液
の
嫌
気
性
菌
検
出
状
況
を
報
告

し
た
。
陽
性
率
は
100
％
で
、
そ
の
う
ち
の
72
・
７
％
は
好
気
性
菌
と

の
混
合
感
染
で
あ
る
。
合
計
で
嫌
気
性
菌
二
四
株
が
分
離
さ
れ
、
そ

の
う
ち
の
50
％
は
グ
ラ
ム
陰
性
桿
菌
で
あ
り
、
バ
ク
テ
ロ
イ
デ
ス
属

【
嫌
気
性
桿
菌
の
一
種
】
が
最
も
散
見
さ
れ
た
。

８
．
歯
周
炎
の
免
疫
学
的
研
究

　

一
九
八
四
年
、
陳
烱
禧
ら
は
〈
歯
周
炎
歯
肉
組
織
中
の
Ｔ
細
胞
・

Ｂ
細
胞
の
初
歩
的
観
察
〉
を
報
告
す
る
。
筆
者
ら
はA

N
A

E

【
酸

性
α-
ナ
フ
チ
ル
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
】
染
色
法
を
用
い
歯
周
炎
病
変
部

に
浸
潤
す
る
リ
ン
パ
細
胞
中
の
Ｔ
細
胞
量
を
検
出
測
定
し
た
。
結
果
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は
、
四
六
例
の
患
者
の
う
ち
一
例
の
Ｔ
細
胞
量
が
9
％
に
達
し
、
そ

れ
以
外
の
四
五
例
は
6
％
以
下
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
直
接
免
疫

蛍
光
法
で
炎
症
性
歯
周
組
織
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
陽
性
体
液
性
細
胞

を
測
定
し
た
結
果
、
四
例
は
陰
性
で
あ
り
、
残
り
の
四
二
例
で
は
免

疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
陽
性
体
液
性
細
胞
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
IgG
と

IgA
陽
性
の
体
液
性
細
胞
が
多
数
を
占
め
、
IgM
陰
性
の
体
液
性
細
胞
だ

け
が
少
数
を
占
め
て
い
た
。
IgM
陽
性
体
液
性
細
胞
が
出
現
し
た
十
三

例
の
標
本
中
、
九
例
で
は
遠
く
な
い
過
去
に
歯
周
膿
瘍
が
発
生
し
て

い
た
。
IgM
陽
性
細
胞
の
出
現
は
急
性
炎
症
と
関
連
が
あ
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
た
。

　

歯
周
炎
の
歯
肉
組
織
中
の
Ｔ
細
胞
と
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
陽
性
体
液

性
細
胞
量
の
初
歩
的
測
定
た
め
に
行
っ
た
臨
床
的
診
断
四
六
例
を
通

じ
て
、
以
下
の
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
―
病
変
部
で
は
Ｂ
細
胞
と
体

液
性
細
胞
の
浸
潤
が
多
数
を
占
め
、
こ
れ
ら
細
胞
と
歯
周
組
織
炎
症

に
は
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
歯
周
炎
組
織
に
お
け
る
Ｔ
細
胞
の
出

現
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
局
所
に
浸
潤
し
た
リ
ン
パ
細
胞
の
6
％
以

下
に
過
ぎ
な
い
。
Ｔ
細
胞
の
働
き
は
明
白
で
は
な
く
、
Ｂ
細
胞
に
よ

る
抗
体
産
生
に
お
い
て
補
助
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。

９
．
歯
周
炎
の
臨
床
的
・
組
織
学
的
変
化
の
研
究

　

一
九
八
四
年
、
高
志
栄
ら
は
〈
歯
周
病
変
の
程
度
と
歯
髄
の
病
理

学
的
変
化
の
関
係
―
一
一
一
例
の
歯
周
炎
患
者
の
臨
床
的
・
組
織
学

的
対
比
研
究
よ
り
―
〉
を
発
表
す
る
。

　

抜
歯
前
に
臨
床
検
査
と
Ｘ
線
撮
影
を
行
っ
た
。
歯
槽
骨
吸
収
の
程

度
と
歯
根
長
に
基
づ
き
患
歯
を
三
群
に
分
類
す
る
。
甲
群
：
歯
槽
骨

吸
収
が
歯
根
長
の
２
／
３
に
近
接
あ
る
い
は
達
し
た
群
、
乙
群
：
吸

収
が
２
／
３
を
超
え
て
い
る
が
、
根
尖
に
は
達
し
て
い
な
い
群
、
丙

群
：
吸
収
が
根
尖
ま
で
達
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
根
尖
を
超
え
て
い

る
群
。

　

歯
髄
組
織
の
病
理
学
的
変
化
は
次
の
通
り
。
歯
牙
形
態
が
整
っ
て

い
る
患
歯
一
〇
〇
例
中
、
64
％
に
歯
髄
の
炎
症
性
変
化
と
壊
死
性
変

化
が
認
め
ら
れ
た
。
歯
髄
の
炎
症
性
変
化
は
三
三
例
、
歯
髄
の
部
分

性
あ
る
い
は
全
部
性
壊
死
は
三
一
例
で
観
察
さ
れ
た
。
Ｘ
線
撮
影
に

よ
る
対
比
観
察
か
ら
、
根
尖
部
に
至
る
歯
槽
骨
吸
収
の
程
度
で
根
部

歯
髄
の
全
部
壊
死
、
冠
部
歯
髄
の
部
分
壊
死
を
類
推
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
二
割
の
患
歯
で
は
内
部
吸
収
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
根
管

中
央
部
～
根
尖
部
に
か
け
て
が
多
い
。
内
部
吸
収
と
歯
髄
の
炎
症
性

変
化
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
歯
髄
結
石
と
充
実
性
石
灰
化
の
発

生
率
は
36
％
と
54
％
で
区
別
さ
れ
、
線
維
性
変
化
は
26
％
、
根
管
内

修
復
性
【
二
次
】
象
牙
質
形
成
は
61
％
に
見
ら
れ
た
。

　

歯
周
組
織
の
破
壊
程
度
と
歯
髄
病
変
の
関
係
―
甲
乙
両
群
の
患
歯

に
お
け
る
歯
髄
炎
症
性
変
化
は
各
々
41
・
7
％
、
36
・
0
％
に
認
め

ら
れ
、
さ
ら
に
丙
群
に
お
け
る
歯
髄
の
炎
症
性
変
化
と
壊
死
性
変
化
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は
併
せ
て
88
・
2
％
に
達
し
た
。

10
．
歯
周
病
に
応
用
す
る
漢
方
治
療
の
研
究

　

一
九
八
二
年
、
徐
治
鴻
ら
は
〈
牙
周
敗
毒
飲
を
用
い
た
実
験
的
研

究
〉
を
発
表
す
る
。

　

一
九
七
〇
年
よ
り
筆
者
ら
は
漢
方
薬
で
あ
る
牙
周
敗
毒
飲
を
急
性

歯
周
炎
治
療
に
応
用
し
、
良
好
な
結
果
を
得
た
。
処
方
と
用
法
は
次

の
通
り
。
生
石
膏
30
ｇ
、
黄
芩
12
ｇ
、
紫
地
丁
15
ｇ
、
生
地
（
地
黄

の
未
加
工
の
も
の
）
15
ｇ
、
元
参
10
ｇ
、
大
黄
6
ｇ
か
ら
成
り
、
主

な
作
用
は
解
熱
解
毒
、
冷
血
消
腫
、
瀉
火
便
通
で
あ
る
。

　

実
験
か
ら
対
照
群
に
比
べ
薬
液
応
用
群
で
、
貪
食
の
割
合
が
明
ら

か
に
増
加
し
て
い
る
結
果
が
示
さ
れ
た
。
薬
液
応
用
群
の
大
食
細
胞

活
性
は
4
時
間
で
増
加
し
始
め
、
8
～
16
時
間
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、

16
時
間
後
に
下
降
し
始
め
る
が
、
24
時
間
は
効
果
を
持
続
す
る
。

　

第
三
の
実
験
に
よ
り
牙
周
敗
毒
飲
に
は
大
食
細
胞
の
貪
食
能
力
を

高
め
る
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
生
体
の
免
疫
系
に
一
定
の
調
節

作
用
あ
る
い
は
影
響
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歯
周
炎
を
抑
え
る
の

に
有
利
に
働
く
。

　　

一
九
六
四
年
、
蕭
卓
然
、
張
蘊
恵
は
〈
Ｘ
線
分
析
に
基
づ
い
た
歯

周
炎
患
者
の
う
蝕
発
生
状
況
〉
を
報
告
す
る
。
筆
者
ら
は
一
九
五
八

～
一
九
六
二
年
の
期
間
、
四
川
医
学
院
附
属
病
院
口
腔
内
科
を
受
診

し
た
全
顎
Ｘ
線
写
真
四
〇
五
名
分
を
対
象
に
、
歯
周
病
患
者
の
う
蝕

発
病
状
況
に
つ
い
て
観
察
分
析
を
行
っ
た
。

　

う
蝕
罹
患
率
：
歯
周
病
患
者405

名
中
、う
蝕
罹
患
者
は
一
〇
六
名
、

罹
患
率
26
・
17
％
で
あ
っ
た
。

　

歯
周
病
患
者
の
タ
イ
プ
別
で
の
う
蝕
罹
患
率
は
、
最
も
多
い
の
が

炎
症
型
で
一
五
四
名
中
う
蝕
罹
患
者
四
六
名
、
29
・
87
％
で
あ
り
、

次
い
で
変
性
型
が
一
九
三
名
中
五
二
名
の
う
蝕
罹
患
者
で
、
率
は

26
・
94
％
で
あ
っ
た
。

　

本
調
査
は
、
歯
周
病
と
う
蝕
が
同
時
に
発
生
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
り
、
同
一
部
位
の
歯
牙
に
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
う
蝕
と
歯
周
病
の
病
因
は
相
反
す
る

性
質
を
有
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節 

顎
口
腔
部
腫
瘤
の
病
因
学
と
診
断
学
に
関
す
る
研
究

１
．
口
腔
癌
腫
の
蛍
光
現
象
の
研
究

　

一
九
六
五
年
、
梁
蕙
英
ら
は
〈
口
腔
癌
腫
の
蛍
光
現
象
〉
を
発
表

す
る
。

　

筆
者
ら
は
指
摘
す
る
―
舌
癌
、
頬
部
癌
、
歯
肉
癌
な
ど
の
扁
平
上

皮
癌
の
中
で
、
癌
性
潰
瘍
が
と
て
も
深
い
場
合
、
潰
瘍
部
は
紫
紅
色

の
蛍
光
を
発
す
る
。
潰
瘍
が
浅
い
場
合
は
、
蛍
光
色
は
鮮
や
か
な
紫

紅
色
を
呈
し
、
紫
紅
色
の
蛍
光
中
に
淡
紅
色
あ
る
い
は
黄
色
の
斑
点

を
帯
び
た
部
分
が
現
れ
る
。
筆
者
ら
は
異
な
る
色
の
部
分
の
組
織
を
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採
取
、
生
検
を
行
い
対
比
し
た
。
そ
の
結
果
、
紫
紅
色
の
部
分
は
し

ば
し
ば
生
長
活
性
の
高
い
組
織
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
淡
紅
色

と
黄
色
の
部
分
の
多
く
は
壊
死
癌
組
織
で
あ
る
。
腫
瘤
の
悪
性
度
の

増
加
に
伴
い
、
蛍
光
色
は
鮮
や
か
な
赤
味
を
増
す
。
良
性
組
織
の
蛍

光
色
は
極
め
て
弱
く
ま
た
淡
い
。

２
．
口
腔
癌
の
免
疫
学
的
研
究

　

一
九
八
〇
年
、
夏
偉
亜
ら
は
〈
口
腔
扁
平
上
皮
細
胞
癌
の
予
防
に

お
け
る
頚
部
リ
ン
パ
節
免
疫
反
応
の
影
響
〉
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
ら
は
指
摘
す
る
―
腫
瘍
患
者
の
予
後
と
免
疫
状
態
に
は
密
接

な
関
係
が
あ
り
、
一
般
に
人
体
に
お
け
る
腫
瘍
の
排
斥
は
細
胞
性
免

疫
が
主
導
的
地
位
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
ら
は

改
良Gottier

ら
の
基
準
を
も
と
に
、
口
腔
扁
平
上
皮
細
胞
癌
患
者

の
予
後
に
影
響
す
る
局
所
性
リ
ン
パ
節
の
免
疫
組
織
学
的
反
応
を
観

察
し
た
。

　

本
研
究
に
供
し
た
一
二
六
例
す
べ
て
は
五
年
以
上
観
察
さ
れ
、
五

年
生
存
者
六
四
例
（
生
存
率
50
・
8
％
）、
十
年
観
察
し
た
者
は

六
四
例
で
、十
年
生
存
者
は
三
〇
例
（
生
存
率
46
・
9
％
）
で
あ
っ
た
。

　

一
二
六
例
中
、
八
一
例
は
頚
部
リ
ン
パ
節
に
転
移
を
認
め
ず
、

四
五
例
に
転
移
が
認
め
ら
れ
た
。
転
移
率
は
35
・
7
％
で
あ
る
。

　

転
移
を
認
め
た
四
五
例
で
は
、
五
年
な
い
し
十
年
生
存
率
は
、
そ

れ
ぞ
れ
31
・
1
％
・
21
・
1
％
で
あ
っ
た
。

　

リ
ン
パ
節
転
移
を
認
め
な
い
八
一
例
で
の
五
年
・
十
年
生
存
率
は
、

そ
れ
ぞ
れ
61
・
7
％
・
57
・
8
％
で
あ
っ
た
。

　

本
研
究
デ
ー
タ
に
よ
り
、
口
腔
扁
平
上
皮
細
胞
癌
の
五
年
・
十
年

生
存
率
は
、
お
お
よ
そ
細
胞
性
免
疫
機
能
の
増
強
あ
る
い
は
減
弱
に

従
う
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

　

腫
瘍
細
胞
の
免
疫
過
程
は
、
一
般
に
局
所
リ
ン
パ
節
の
副
皮
質
内

の
ド
レ
ナ
ー
ジ
さ
れ
た
リ
ン
パ
液
に
よ
り
腫
瘍
抗
原
が
Ｔ
－
リ
ン
パ

球
を
刺
激
し
、
か
つ
Ｔ
－
リ
ン
パ
球
が
大
量
に
増
殖
し
、
そ
の
後
血

流
が
再
通
過
し
た
際
に
腫
瘤
が
存
在
す
る
部
位
に
到
達
し
、
腫
瘤
細

胞
が
反
応
を
惹
起
し
、
腫
瘤
細
胞
を
殺
滅
殺
傷
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

腫
瘍
免
疫
で
は
、
細
胞
性
免
疫
以
外
で
は
体
液
性
免
疫
も
ま
た
関

与
し
て
い
る
。
本
研
究
デ
ー
タ
は
、
体
液
性
免
疫
機
能
の
増
強
あ
る

い
は
減
弱
に
よ
り
腫
瘍
の
五
年
生
存
率
も
ま
た
増
減
す
る
が
、
一
方

で
十
年
生
存
率
に
は
関
係
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
体
液
性
免
疫
機
能
と
生
存
率
と
の
関
係
は
、
細
胞

性
免
疫
の
重
要
性
に
は
及
ば
な
い
と
見
て
と
れ
る
。

　

五
年
・
十
年
生
存
率
に
お
け
る
細
胞
性
免
疫
機
能
は
顕
著
な
影
響

を
示
し
て
い
る
が
、
転
移
率
に
は
影
響
し
な
い
。
転
移
が
認
め
ら
れ

た
際
、
細
胞
性
免
疫
機
能
に
優
れ
る
者
の
予
後
は
比
較
的
良
好
で
あ

る
。

　

筆
者
ら
は
、
口
腔
扁
平
上
皮
癌
患
者
の
頚
部
リ
ン
パ
節
に
お
け
る
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免
疫
形
態
学
的
観
察
を
行
い
、
か
つ
関
連
情
報
を
提
供
し
、
臨
床
医

が
術
後
の
治
療
方
針
を
立
案
す
る
際
に
、
そ
れ
ら
が
人
体
の
免
疫
機

能
の
保
全
に
ど
の
様
に
影
響
し
、
患
者
の
予
後
を
推
測
す
る
の
に
有

効
で
あ
る
と
認
め
る
。

　

一
九
八
一
年
、
陳
維
系
ら
は
〈
口
腔
顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘍
患
者
の

細
胞
性
免
疫
機
能
の
測
定
〉
を
発
表
す
る
。
筆
者
ら
は
一
九
七
八
年

よ
り
ス
ト
レ
プ
ト
キ
ナ
ー
ゼ
（
Ｓ
Ｋ
）
―
ス
ト
レ
プ
ト
ド
ル
ナ
ー

ゼ
（
Ｓ
Ｄ
）
皮
膚
試
験
【
Ｓ
Ｋ
－
Ｓ
Ｄ
抗
原
を
使
用
す
る
腫
瘍
免

疫
皮
膚
反
応
検
査
の
一
つ
】、
赤
血
球
ロ
ゼ
ッ
ト
（erythrocyte 

rosette

）
試
験
【
Ｔ
リ
ン
パ
球
な
ど
が
赤
血
球
と
結
合
す
る
現
象

を
利
用
し
た
免
疫
学
的
検
査
法
】、
フ
ッ
素
胸
腺
ピ
リ
ミ
ジ
ン
核
グ

リ
コ
シ
ド
と
14C-

尿
ピ
リ
ミ
ジ
ン
核
グ
リ
コ
シ
ド
滲
入
に
よ
り
リ
ン

パ
細
胞
の
転
化
を
測
定
す
る
と
い
う
三
つ
の
方
法
を
用
い
て
、
口
腔

顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘍
患
者
三
六
例
の
治
療
前
・
治
療
後
の
細
胞
性
免

疫
の
状
態
を
測
定
し
て
き
た
。

　

本
研
究
は
、
Ｓ
Ｋ
－
Ｓ
Ｄ
皮
膚
試
験
、
赤
血
球
ロ
ゼ
ッ
ト
試
験
お

よ
び
3H
・
14C
の
２
つ
の
マ
ー
ク
に
よ
り
血
液
リ
ン
パ
細
胞
転
化
を
測

定
す
る
三
種
類
の
方
法
を
用
い
て
報
告
を
行
い
、
三
六
例
の
口
腔
顎

顔
面
部
悪
性
腫
瘍
患
者
の
治
療
前
後
の
細
胞
性
免
疫
の
状
態
を
測
定

し
た
。
口
腔
顔
面
部
悪
性
腫
瘍
患
者
の
細
胞
性
免
疫
機
能
は
、
健
常

者
と
比
べ
多
く
は
低
下
す
る
が
、
腫
瘍
切
除
手
術
後
は
程
度
が
異

な
る
が
上
昇
す
る
。
化
学
治
療
薬
で
あ
る
シ
ク
ロ
ホ
ス
フ
ァ
ミ
ド

【cyclophospham
ide

、
抗
が
ん
剤
】
と
チ
オ
ホ
ス
ホ
ル
ア
ミ
ド

【thiophosphoram
ide

、
農
薬
】
お
よ
び
放
射
線
治
療
は
人
体
の

免
疫
機
能
を
抑
制
す
る
。
治
療
後
、
長
期
に
細
胞
免
疫
機
能
が
低
下

し
た
患
者
は
、
腫
瘍
の
残
留
あ
る
い
は
再
発
転
移
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
本
研
究
で
は
四
例
の
予
後
不
良
が
認
め
ら
れ
た
。
筆
者

ら
は
、
上
記
三
種
の
方
法
は
人
体
の
細
胞
性
免
疫
の
働
き
を
知
る
指

標
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
う
ち
の
一
種
だ
け
を
用
い

れ
ば
、
個
体
差
あ
る
い
は
技
術
上
の
要
因
に
よ
り
、
時
と
し
て
個
体

の
細
胞
性
免
疫
状
態
を
客
観
的
に
反
映
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
種
類
以
上
の
方
法
で
対
比
測
定
を
行
う
こ
と
が
、
比
較
的
客
観
的

で
確
実
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。

　

一
九
八
四
年
、
陸
昌
語
ら
は
〈
口
腔
顔
面
部
癌
腫
患
者
の
末
梢
血

の
Ｔ
γ
・
Ｔ
μ
細
胞
測
定
の
初
歩
的
観
察
〉
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
ら
は
指
摘
し
て
い
る
―
近
年
、
多
く
の
研
究
に
よ
り
抑
制
性

の
Ｔ
細
胞
（
Ｔ
γ
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
腫
瘍
免
疫
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
多
く
の
研
究
者
は
Ｔ
γ
細
胞
の

能
力
は
抗
腫
瘍
免
疫
反
応
を
抑
制
し
、
腫
瘍
を
増
大
さ
せ
る
と
報
告

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
臨
床
上
Ｔ
γ
細
胞
を
測
定
す
る
意

義
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
ら
は
、
健
常
者
三
〇
例
と
口
腔
顔
面
部
癌
腫
患
者
三
〇
例
の

Ｔ
γ
・
Ｔ
μ
細
胞
の
測
定
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
口
腔
顔
面
部
癌
腫
患
者
の
Ｔ
γ
細
胞
値
は
明
ら
か
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に
上
昇
し
、Ｔ
μ
細
胞
値
は
明
ら
か
に
低
下
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
四
節 
臨
床
口
腔
材
料
学
の
研
究

１
．
印
象
材
の
研
究
・
製
作

　

一
九
五
五
年
、
黄
培
哲
は
〈
歯
型
採
得
に
臨
床
応
用
し
た
自
製
の

水
胶
【
獣
皮
か
ら
作
っ
た
膠
】
体
印
象
材
〉
を
報
告
す
る
。

　

水
胶
体
印
象
材
は
、
可
逆
性
を
有
す
る
印
象
用
の
胶
【
ゴ
ム
】
と

も
言
う
。
筆
者
は
自
製
の
水
胶
体
印
象
材
を
臨
床
応
用
し
、
本
材
が

印
象
採
得
に
必
要
な
精
度
を
満
た
し
、
原
料
が
安
価
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

　

一
九
五
六
年
、
北
京
市
口
腔
病
院
は
〈
国
産
か
っ
そ
う
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
弾
性
変
色
印
象
材
の
初
歩
的
総
括
〉
を
報
告
す
る
。

　

か
っ
そ
う
酸
、
別
名
海
帯
酸
は
、
水
に
不
溶
性
で
あ
る
が
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
混
ぜ
る
と
ア
ル
カ
リ
性
塩
類
と
な
り
水
溶
性
と
な
る
。
シ

ロ
ッ
プ
状
の
粘
性
を
呈
し
、
粘
稠
度
と
製
造
時
温
度
の
高
低
、
混
和

時
間
の
長
短
、震
と
う
攪
拌
な
ど
の
処
理
に
関
連
し
て
粘
性
を
表
す
。

　

長
所
：
印
象
は
正
確
で
、
表
面
滑
沢
、
操
作
は
簡
便
、
1
～
3
分

間
で
硬
化
す
る
。
清
潔
衛
生
的
で
、
弾
性
度
が
大
き
い
。

　

一
九
五
七
年
、
楊
陛
修
は
〈
石
膏
印
象
用
に
可
溶
性
成
分
を
配
合

し
た
初
歩
的
報
告
〉
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
は
、
石
膏
に
一
定
量
の
澱
粉
を
加
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
印
象
用
石
膏
が
臨
床
的
に
印
象
採
得
の
た
め
の
条
件
を
ク
リ
ア

し
、
熱
湯
中
で
膨
張
・
分
解
し
て
石
膏
模
型
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
模
型
を
損
な
う
こ
と
が
な
く
な
る
。
筆

者
は
印
象
用
石
膏
に
蓮
根
か
ら
採
取
し
た
澱
粉
の
一
種
を
配
合
し

た
。

　

蓮
根
か
ら
の
澱
粉
を
8
％
含
ん
だ
石
膏
は
臨
床
と
技
工
サ
イ
ド
の

要
求
を
充
分
に
満
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
六
六
年
、
上
海
第
二
医
学
院
口
腔
矯
正
学
研
究
室
は
〈
水
胶

体
印
象
材
の
性
能
測
定
〉
を
報
告
す
る
。
水
胶
体
印
象
材
の
性
能
測

定
に
つ
い
て
、
そ
の
測
定
方
法
、
堅
硬
度
、
引
っ
張
り
強
さ
、
抗
圧

力
、
硬
化
時
間
の
測
定
、
体
積
変
化
な
ど
を
詳
細
に
記
述
し
た
。

　

一
九
六
三
年
、
邱
立
崇
ら
は
〈
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
酸
（
ケ
イ
酸
）
ゴ

ム
基
（
61
～
2
型
）
印
象
材
〉
を
報
告
す
る
。
61
～
2
型
ゴ
ム
基
印

象
材
は
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
酸
基
類
に
属
し
て
い
る
。

　

61
～
2
型
印
象
材
の
基
質
は
ポ
リ
二
甲
基
シ
リ
コ
ン
酸
飽
和
鎖
状

化
合
物
と
充
填
材
で
あ
る
。
加
速
材
は
有
機
ケ
イ
素
中
間
体
と
有
機

ス
ズ
化
合
物
か
ら
な
る
。
測
定
結
果
お
よ
び
臨
床
試
験
に
基
づ
き
、

そ
の
性
能
・
応
用
方
法
は
国
外
の
同
種
材
料
と
同
等
で
、
そ
の
他
の

印
象
材
に
勝
り
、
す
べ
て
の
口
腔
修
復
作
業
で
用
い
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

　

61
～
2
型
印
象
材
が
国
外
同
種
材
料
と
異
な
る
点

；

加
速
材
の
保

存
期
間
が
長
く
、
変
質
し
に
く
い
。
硬
化
時
間
が
比
較
的
適
切
（
初

期
硬
化
6
～
10
分
、
最
終
硬
化
11
～
15
分
）
で
、
硬
化
が
極
め
て
速
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い
弱
点
を
克
服
し
て
い
る
。
ひ
ず
み
と
永
久
変
形
の
割
合
は
比
較
的

小
さ
い
。

　

61
～
2
型
印
象
材
は
異
な
る
基
材
と
加
速
材
を
用
い
る
こ
と
で
、

そ
の
割
合
に
応
じ
て
口
腔
修
復
作
業
の
異
な
る
稠
度
の
要
求
に
適
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
膏
注
入
時
間
は
2
時
間
以
内
が
最
も
適
し

て
お
り
、
最
長
で
も
4
時
間
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
九
六
四
年
、
王
鐳
ら
は
〈
線
維
素
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
印
象
材
〉

を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
一
九
六
三
年
五
月
、
基
材
と
し
て
カ
ル
ボ
キ
シ
ル
メ

チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
、
硬
化
促
進
剤
と
し
て
硫
酸
ク
ロ
ム
カ
リ
ウ
ム
か

ら
な
る
線
維
素
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
印
象
材
の
一
種
を
開
発
し
た
。
患

者
に
こ
の
種
の
材
料
を
臨
床
応
用
す
る
中
で
、
約
二
万
個
の
口
腔
お

よ
び
顎
顔
面
部
組
織
の
印
象
を
採
得
し
た
。
実
験
室
で
の
評
価
お
よ

び
臨
床
応
用
の
結
果
、
線
維
素
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
印
象
材
は
単
に
原

料
が
豊
富
な
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
が
安
価
で
、
か
つ
各
項
目
の

性
能
す
べ
て
が
弾
性
印
象
材
に
求
め
ら
れ
る
性
能
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

２
．
歯
科
用
合
金
の
製
造
研
究

　

一
九
五
七
年
、
邱
立
崇
ら
は
〈
不
銹
鋼
を
鋳
造
す
る
方
法
の
若
干

の
問
題
〉
を
報
告
す
る
。
口
腔
医
学
分
野
に
お
け
る
鋳
造
不
銹
鋼
の

応
用
は
一
定
の
価
値
が
あ
り
、
貴
金
属
使
用
の
一
部
分
を
代
替
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
五
八
年
、
邱
立
崇
ら
は
〈
鋳
造
高
熔
合
金
用
埋
没
材
の
理
化

学
的
プ
ロ
セ
ス
〉
を
報
告
す
る
。

１
．
鋳
造
高
熔
合
金
で
の
埋
没
材
の
使
用
は
、
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
、
比
較
的
ト
ピ
ッ
ク
な
問
題
で
あ
る
。

２
．
本
研
究
は
石
英
の
理
化
学
的
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し
た
。
石

英
を
加
え
た
石
膏
を
基
材
と
し
た
埋
没
材
は
、
い
く
つ
か
の

使
用
方
法
を
可
能
と
し
た
。

３
．
正
ケ
イ
酸
四
エ
チ
ル
【
テ
ト
ラ
エ
ト
キ
シ
シ
ラ
ン
】
を
代

替
す
る
ケ
イ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
結
合
剤
と
す
る
純
石
英
系
の

埋
没
材
を
重
点
的
に
紹
介
し
た
。

　

一
九
五
八
年
、
邱
立
崇
ら
は
〈
18
―
8
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
の

鋳
造
性
能
（
附
：
機
械
的
性
能
測
定
の
初
歩
的
報
告
）〉
を
報
告
す
る
。

　

18
―
8
ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
は
、
ク
ロ
ム
が

18
％
、
ニ
ッ
ケ
ル
が
8
％
の
割
合
で
含
ま
れ
て
お
り
、
故
に
18
―
8

ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
と
名
付
け
ら
れ
た
。
18
―
8
ス
テ
ン
レ
ス
ス

チ
ー
ル
の
特
性
は
、
引
っ
張
り
強
さ
が
大
き
く
、
金
属
の
延
び
は
と

て
も
高
く
、
抗
腐
食
性
も
良
好
で
、
し
か
も
粒
子
長
大
傾
向
の
影
響

は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
良
好
な
機
械
的
性
質
を

保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ク
ロ
ム
18
％
の
鋼
材
中
の
ニ
ッ

ケ
ル
添
加
量
に
関
係
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ニ
ッ
ケ
ル
含
有
量
が
、

も
し
26
％
を
超
え
る
と
合
金
は
磁
性
を
帯
び
る
。
18
－
8
ス
テ
ン
レ
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ス
ス
チ
ー
ル
の
組
成
は
、
Cr 

17
～
20
％
、
Ni 

8
～
11
％
、
C 

0
・

07
～
0
・
25
％
、
Si 

0
・
8
～
2
％
、
Mn 

1
・
5
～
2
％
、
Ti 

0
・
56
～
0
・
8
％
、
そ
の
他
の
大
部
分
は
鉄
で
あ
る
。

　

臨
床
的
追
試
の
結
果
―
実
際
の
抜
き
取
り
調
査
は
全
部
で
六
〇
例

を
実
施
し
た
。
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
腐
食
現
象
の
発
生
は

認
め
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
個
別
の
ク
ラ
ス
プ
部
分
が
研
磨
不
十
分
な

た
め
砂
眼
【
鋳
造
に
よ
る
気
泡
部
分
】
付
近
の
汚
染
現
象
と
し
て
認

め
ら
れ
た
。
18
－
8
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
の
鋳
造
後
の
不
銹
性
を

維
持
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

一
九
五
九
年
、
邱
立
崇
ら
は
〈
鋳
造
ク
ラ
ス
プ
用
金
コ
バ
ル
ト
ク

ロ
ム
合
金
お
よ
び
ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
の
鋳
造

性
能
を
論
ず
る（
附
：
中
国
常
用
鋳
造
用
金
の
機
械
的
性
質
の
測
定
結
果
）〉

を
報
告
す
る
。

　

鋳
造
さ
れ
た
ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
の
機
械
的

性
質
の
す
べ
て
は
、
軟
化
熱
処
理
さ
れ
た
鋳
造
ク
ラ
ス
プ
の
機
械
的

性
質
に
近
づ
く
か
、
あ
る
い
は
凌
駕
し
て
い
た
。
ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム

ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
は
、
そ
の
性
質
か
ら
論
ず
れ
ば
、
ク
ラ
ス
プ

用
金
属
材
料
に
求
め
ら
れ
る
修
復
活
動
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
．
接
着
性
レ
ジ
ン
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究

　

一
九
八
一
年
、
徐
恒
昌
ら
は
〈
エ
ナ
メ
ル
質
接
着
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

お
け
る
若
干
の
問
題
の
検
討
〉
を
報
告
す
る
。
本
研
究
論
文
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
の
樹
脂
滲
入
深
度
お
よ
び
エ
ナ
メ
ル
質

表
面
酸
処
理
後
の
再
樹
脂
化
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
方
法
は

４ 

．SEM

顕
微
鏡
撮
影
法
を
用
い
て
、
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
に
滲

入
し
た
レ
ジ
ン
タ
グ
の
長
さ
を
測
定
研
究
す
る
。

５ 

．
負
圧
滲
透
法
を
用
い
、
酸
処
理
後
の
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
に

形
成
さ
れ
た
微
小
裂
孔
の
再
樹
脂
化
の
程
度
を
研
究
す
る
。

走
査
型
電
顕
像
に
よ
り
、
レ
ジ
ン
タ
グ
の
外
形
は
木
の
根
の
よ
う
に

叢
状
分
布
し
、
叢
状
部
分
の
基
部
が
最
も
粗
大
で
、
エ
ナ
メ
ル
小
柱

の
走
行
に
沿
っ
て
深
部
に
達
す
る
ほ
ど
レ
ジ
ン
タ
グ
は
細
く
な
る
。

レ
ジ
ン
タ
グ
が
滲
入
し
た
エ
ナ
メ
ル
質
の
深
さ
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
全

層
の
お
よ
そ
１
／
７
に
達
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

負
圧
滲
透
法
と
常
圧
滲
透
法
を
用
い
て
標
本
を
調
製
し
レ
ジ
ン
タ

グ
の
長
さ
の
相
違
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
長
さ
は
す
べ
て
100
～
120
㎛

の
範
囲
内
に
分
布
し
て
い
た
。
そ
の
上
、
負
圧
滲
透
法
で
の
叢
状
レ

ジ
ン
タ
グ
の
分
布
状
況
は
一
層
均
等
で
密
集
し
て
い
た
。

　

筆
者
ら
は
、
レ
ジ
ン
の
主
要
な
接
着
原
理
を
次
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

　

機
械
的
接
着
力
：
分
子
間
に
産
生
し
た
副
結
合
力
【secondary 

bonding forces

、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ワ
ー
ル
ス
力
、
分
子
間
力
】

か
つ
粘
着
作
用
に
よ
る
も
の
：
接
着
剤
と
被
接
着
物
体
表
面
で
産
生

さ
れ
る
化
学
結
合
の
主
要
な
結
合
力
－
別
名
化
学
結
合
と
い
う
－
、

こ
れ
は
ま
さ
に
理
想
的
な
接
着
力
の
一
つ
で
あ
る
。



127

■翻訳
　

酸
処
理
液
を
用
い
た
処
理
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
は
接
着
操
作
に
お
け

る
重
要
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
の
主
な
役
割
は
エ
ナ
メ
ル
質

表
面
に
微
小
な
孔
の
構
造
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　

エ
ナ
メ
ル
質
に
深
入
し
た
レ
ジ
ン
タ
グ
の
長
さ
が
100
㎛
前
後
で
あ

る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
レ
ジ
ン
タ
グ
の
長

さ
が
接
着
力
の
向
上
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
は
充
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
レ
ジ
ン
タ
グ
の
約
１
／
４
を
占
め
る
線
維
部
分
の
働
き
は
軽
微

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
筆
者
ら
の
初
歩
的
認
識
と
し
て
：
エ
ナ
メ

ル
質
表
面
に
お
け
る
接
着
剤
が
産
生
す
る
接
着
力
の
大
小
と
レ
ジ
ン

タ
グ
の
長
さ
に
は
、
正
比
例
の
関
係
が
決
し
て
続
く
こ
と
は
な
い
可

能
性
が
あ
る
。

　

酸
処
理
済
み
の
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
に
再
度
樹
脂
化
を
行
う
。

　

筆
者
ら
は
、
か
つ
て
治
療
を
行
っ
た
一
〇
〇
歯
面
の
追
跡
調
査
を

一
九
七
五
年
に
行
っ
た
。
全
例
で
ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
法
を

用
い
て
矯
正
装
置
を
装
着
し
、
治
療
を
完
了
し
た
症
例
で
あ
る
。
そ

れ
ら
に
は
、
う
蝕
に
よ
る
破
壊
や
そ
の
他
破
壊
的
な
兆
候
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

酸
処
理
を
経
験
し
た
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
の
脱
灰
層
に
、
接
着
剤
を

塗
布
し
再
度
充
填
を
行
え
ば
、樹
脂
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
蔡
紹
敏
・
高
志
炎
）

【
未
完
】

公
共
哲
学
シ
リ
ー
ズ
第
一
期 

全
一
〇
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
大
学
出
版
会 

全
て
税
別
価
格
）

１　

公
と
私
の
思
想
史　

（
二
〇
〇
一
年
、
三
八
〇
〇
円
）

２　

公
と
私
の
社
会
科
学
（
二
〇
〇
一
年
、
三
六
〇
〇
円
）

３　

日
本
に
お
け
る
公
と
私（
二
〇
〇
二
年
、三
八
〇
〇
円
）

４　

欧
米
に
お
け
る
公
と
私（
二
〇
〇
二
年
、三
六
〇
〇
円
）

５　

国
家
と
人
間
と
公
共
性（
二
〇
〇
二
年
、三
六
〇
〇
円
）

６　

経
済
か
ら
み
た
公
私
問
題

（
二
〇
〇
二
年
、
三
二
〇
〇
円
）

７　

中
間
集
団
が
開
く
公
共
性

（
二
〇
〇
二
年
、
三
八
〇
〇
円
）

８　

科
学
技
術
と
公
共
性
（
二
〇
〇
二
年
、
三
八
〇
〇
円
）

９　

地
球
環
境
と
公
共
性
（
二
〇
〇
二
年
、
三
八
〇
〇
円
）

10　

21
世
紀
公
共
哲
学
の
地
平

（
二
〇
〇
二
年
、
三
八
〇
〇
円
）

編　
　

者　

佐
々
木
毅
・
金　

泰
昌

編
集
委
員　

 

今
田
高
俊
・
宇
井　

純
・
黒
住　

真
・

　
　
　
　
　

小
林
正
弥
・
佐
藤
文
隆
・
鈴
村
興
太
郎
・

　
　
　
　
　

山
脇
直
司
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■
書
評
Ⅰ
■

本
学
東
洋
思
想
研
究
所
嘱
託
研
究
員　

関　

沢　

和　

泉

末
木
文
美
士
著　
『
現
代
仏
教
論
』（
新
潮
社
）

　

本
書
は
、
当
初
、
死
者
の
問
題
を
中
心
と
し
て
仏
教
と
関
連
し
て

書
か
れ
た
小
文
や
講
演
の
記
録
を
集
め
た
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
て

い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
関
連
し
た
論
考
を
第

一
章
と
し
て
練
り
直
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

実
際
、
第
一
章
は
「
震
災
か
ら
仏
教
を
考
え
る
」
と
題
さ
れ
、
題

名
の
通
り
、
仏
教
の
視
点
か
ら
震
災
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
震
災

に
よ
り
仏
教
へ
と
突
き
つ
け
ら
れ
た
問
い
に
つ
い
て
も
、
特
に
そ
の

後
半
部
に
お
い
て
、
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
―

―
そ
の
当
否
は
置
く
と
し
て
―
―
現
状
を
、
一
方
に
硬
直
化
し
た
宗

派
の
教
理
が
あ
り
、
他
方
に
教
理
否
定
の
現
場
主
義
が
あ
る
、
結
果

と
し
て
現
場
の
実
践
を
支
え
る
よ
う
な
、
現
実
に
力
の
あ
る
教
理
が

欠
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
分
析
す
る
。そ
し
て
第
二
章
以
下
で
は
、

あ
る
意
味
で
、
著
者
自
身
が
そ
う
し
た
課
題
に
、
主
に
個
別
の
場
面

で
の
提
言
を
通
し
て
理
論
を
作
ろ
う
と
し
て
き
た
理
論
的
実
践
の
記

録
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
見
て
い
こ
う
。

　

第
二
章
は
「
見
え
ざ
る
も
の
へ
―
―
仏
教
か
ら
現
代
を
問
う
」
と

題
さ
れ
、
読
売
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
ー
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
章
に
は
、
連
載
と
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
著
作
（『
仏
典

を
読
む
―
―
死
か
ら
は
じ
ま
る
仏
教
史
』
二
〇
〇
九
年
、『
近
世
の
仏
教
―

―
華
ひ
ら
く
思
想
と
文
化
』
二
〇
一
〇
年
、『
他
者
・
死
者
た
ち
の
近
代
』

二
〇
一
〇
年
）
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
理
論
を
背
景
と
し
つ
つ
、
時
事

的
な
問
題
に
対
し
て
行
わ
れ
た
発
言
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
は
浅
草
寺
が
発
行
す
る
小
雑
誌
『
浅
草
寺
』
に
連
載
さ

れ
て
い
た
「
死
者
か
ら
考
え
る
」
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

前
述
の
書
籍
を
は
じ
め
と
し
て
（
少
な
く
と
も
さ
ら
に
『
仏
教
VS.
倫

理
』
二
〇
〇
六
年
、『
他
者
／
死
者
／
私　

哲
学
と
宗
教
の
レ
ッ
ス
ン
』

二
〇
〇
七
年
を
あ
げ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
）、
著
者
が
近
年
精
力
的
に
問

い
続
け
て
き
た
死
者
の
問
題
が
、
主
に
仏
教
と
の
関
係
で
分
か
り
や
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す
く
説
か
れ
て
い
る
。

　

最
終
章
で
あ
る
第
四
章
は
「
行
動
す
る
仏
教
、
思
想
す
る
仏
教
」

と
題
さ
れ
、
そ
の
他
の
短
い
文
章
が
、
第
二
章
、
第
三
章
を
補
足
す

る
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
個
別
の
論
点
の
興
味
深

さ
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
文
献
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
著
者
が

何
故
現
在
の
よ
う
に
精
力
的
に
時
代
と
切
り
結
ぶ
思
索
を
進
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、そ
の
率
直
な
言
葉
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
た
め
、

著
者
の
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
著
作
を
追
い
か
け
て
き
た
読
者
に
と
っ

て
も
、
改
め
て
そ
れ
ら
の
労
作
を
捉
え
直
す
鍵
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
比
較
思
想
学
会
会
長
で
も
あ
る
著
者
の
末
木
文
美
士
・
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
に
関
し
て
、
本
誌
の
読
者
に
は
、

そ
の
多
方
面
に
渡
る
業
績
に
つ
い
て
改
め
て
紹
介
す
る
必
要
は
な
い

だ
ろ
う
。
本
誌
で
も
、「
東
日
本
大
震
災
関
連
企
画
講
演
シ
リ
ー
ズ
」

第
二
回
で
行
っ
て
い
た
だ
い
た
講
演
（
こ
れ
は
本
書
に
も
第
一
章
３
の

II
に
再
録
さ
れ
て
い
る
）、
ま
た
谷
口
典
子
前
儒
学
文
化
研
究
所
所
長

に
よ
る
『
日
本
仏
教
の
可
能
性　

―
現
代
思
想
と
し
て
の
冒
険
―
』

（
二
〇
〇
六
年
／
二
〇
一
一
年
）
へ
の
書
評
が
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
後
者
の
書
評
で
は
、
著
者
が
日
本
仏
教
を
再
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
、
い
か
に
「
死
者
」
の
再
検
討
を
行
っ
て
き
た
か
が
簡
潔
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
仏
教
学
、
日
本
思
想
史
の
専
門
家
と
し
て
、
鎌
倉
仏

教
を
中
心
に
文
献
学
的
研
究
を
進
め
て
き
た
著
者
が
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
幾
つ
も
の
書
籍
と
し
て
結
実
す
る
事
に
な
る
、自
身
の
「
哲
学
」

を
構
築
す
る
思
索
へ
と
踏
み
出
し
た
経
緯
は
、『
哲
学
の
現
場　

―

―
日
本
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
』（
二
〇
一
二
年
）
の
後
書
き
に
簡
潔

に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
思
索
へ
と
踏
み
出
す
際
に
、
一
度

肩
書
き
と
名
前
を
捨
て
、「
ぶ
ん
ま
お
」
と
い
う
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム

で
、
匿
名
性
の
仮
面
を
つ
け
、
文
体
も
変
え
た
上
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
実
験
（
エ
ッ
セ
ー
）
を
展
開
し
た
こ
と
が
重
要
な
転
回

点
と
な
っ
た
と
い
う
点
は
、
単
に
個
人
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
で
は

な
く
、（
今
日
）「
自
ら
の
哲
学
」
を
始
め
る
こ
と
の
困
難
を
象
徴
す

る
も
の
と
し
て
も
、
注
記
し
て
お
く
べ
き
か
も
知
れ
な
い
（http://

hom
epage3.nifty.com

/bunm
ao/ 

『
ボ
ク
の
哲
学
モ
ド
キ
』
全
二

巻
、
二
〇
〇
九
年
と
し
て
出
版
）。

　

こ
こ
で
、
そ
の
点
に
言
及
し
た
の
は
、
も
う
一
つ
に
は
、
本
書

の
第
一
章
に
そ
の
一
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「『
震
災
天
罰
論
』
を

め
ぐ
る
論
争
」
が
、
や
は
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
（
も
）
大
き
く

展
開
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
、
そ
う
し
た
議
論
は
、
当

初blog

（
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
サ
イ
ト
）
で
は
な
く
、tw

itter

を
中

心
に
展
開
さ
れ
た
。T

w
itter

に
は
百
四
十
字
と
い
う
、
ま
と
ま
っ

た
議
論
を
展
開
す
る
に
は
困
難
が
伴
う
制
約
が
あ
り
、
こ
う
し
た
メ

デ
ィ
ア
で
当
初
議
論
が
進
め
ら
れ
た
事
は
、
議
論
が
ど
の
よ
う
に
展
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開
す
る
か
に
、決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（
著

者
は
す
ぐ
に
そ
う
し
た
限
界
に
気
付
き
、
臨
時
にblog

を
再
開
し
て
―
―
技

術
的
に
厳
密
に
語
る
な
ら
ば
、
最
初
の
「
ぶ
ん
ま
お
」
名
で
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
た
の
はblog

で
は
な
い
が
―
―
対
話
を
続
け
た
が
、
こ
の
問
題

は
、
し
ば
し
ば
語
ら
れ
るblog

か
らtw

itter

へ
の
ネ
ッ
ト
上
の
言
論
の
移

動
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
論
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
か
と
い

う
事
の
一
例
で
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
）。

　

さ
て
、
こ
の
論
争
は
、
当
初
、
著
者
が
中
外
日
報
二
〇
一
一
年
四

月
二
六
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
に
お
い
て
、
石
原
慎
太
郎
東
京
都

知
事
（
当
時
）
が
震
災
を
「
天
罰
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
天

罰
」
と
い
う
見
方
自
体
は
必
ず
し
も
不
適
当
と
は
言
え
な
い
側
面
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
た
事
に
端
を
発
す
る
。
た
だ
し
、
本

書
で
確
認
出
来
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
石
原
発
言
自
体
へ
の
支
持
は

最
終
的
に
取
り
消
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
書
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
の
短
い
文
章
の
背
景
に
は
、
著
者
が
長
年
育
て
て
き
た
「
顕
と
冥

（
と
無
）」
と
い
う
日
本
仏
教
史
の
文
献
学
的
研
究
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
構
図
と
、そ
れ
に
基
づ
く
近
代
の
捉
え
直
し
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

当
の
文
章
が
、
そ
の
短
さ
故
、
石
原
都
知
事
（
当
時
）
の
非
常
に
乱

暴
と
も
い
え
る
発
言
の
単
純
な
擁
護
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
も

の
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
著
者
の
真
意
も
十
分
に
伝
わ
ら
な

い
ま
ま
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
事

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
石
原
発
言
の
支
持
と
い
う
点
は
、
先
に
確
認

し
た
よ
う
に
、
石
原
前
都
知
事
の
引
き
続
く
発
言
で
明
ら
か
に
な
っ

た
そ
の
真
意
を
受
け
、
著
者
の
天
罰
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
石
原
的

な
天
罰
論
と
は
全
く
異
な
っ
た
意
図
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
事

が
明
言
さ
れ
、
最
終
的
に
、
支
持
は
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
上
で
の
展
開
の
詳
細
は
、
本
書
を
手
に
と
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
（
経
緯
に
つ
い
て
参
考
と
な
るU

RL

も
含
ま
れ
て

い
る
）、
本
評
で
は
、「
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
論
争
」
に
関
し
て
、

本
書
が
新
書
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
分
量
上
、
展
開
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
議
論
に
つ
い
て
、
著
者
の
他
の
書
物
へ
指
し

送
り
つ
つ
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
試
み
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
本
書

第
一
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
自
然
観
に
つ
い
て
は
、『
哲
学
の
現
場
』

（
と
り
わ
け
第
九
章
）、
ま
た
顕
と
冥
の
日
本
に
お
け
る
思
想
史
的

展
開
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
『
近
世
の
仏
教
』（
と
り
わ
け
エ
ピ
ロ
ー
グ
）

に
お
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
（
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
背
景
に
は
、
他
者
と
死
者
の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
問
い
の
練
り
上
げ

が
行
わ
れ
て
い
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
）。
ま

た
、
天
罰
論
に
つ
い
て
は
、
口
頭
で
の
発
言
の
記
録
だ
が
『
現
宗
研

だ
よ
り
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、「
震
災
と
祈
り
―
立
正
安
国
と
は

何
か
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
が
、
仏
教
者
を

前
に
し
て
、
あ
る
程
度
前
提
が
共
有
さ
れ
た
場
で
行
わ
れ
た
発
言
で

あ
る
た
め
、
本
来
の
意
図
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
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（http://ftp.genshu.gr.jp/D
PJ/note/tayori.htm

　
「
震
災
と
祈
り
」、

第
五
、六
、七
回
）。

　

と
こ
ろ
で
、
字
数
の
限
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
議
論
で
は
単

純
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
の
、
著
者
は
思
想
史

家
と
し
て
、
天
罰
と
い
う
名
称
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
に
よ
っ
て

異
な
る
内
実
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
仏
教
だ
け
を
と
っ
て

も
、
そ
の
中
に
、
複
数
の
立
場
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
強

調
し
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
お
き
た
い
（
発
端
と
な
っ

た
文
章
で
は
、例
え
ば
、日
蓮
の
『
立
正
安
国
論
』
の
名
が
引
か
れ
て
い
る
）。

実
際
の
所
、
著
者
は
、
最
終
的
に
、「
天
罰
」
と
い
う
概
念
自
体
を

復
活
さ
せ
た
い
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
様
々
な
立
場
を
通
じ
て
可

能
と
な
る
よ
う
な
「
人
間
至
上
主
義
の
傲
慢
」
を
批
判
す
る
立
場
を

（
再
）
構
築
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
り
、
本

書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
グ
の
文
章
（
二
六
頁
）
に
お
い
て
も
、「
天

罰
」
と
い
う
言
葉
に
は
違
和
感
を
感
じ
て
い
る
、
と
明
確
に
語
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
う
し
た
訳
で
、
こ
こ
で
は
、「
天
罰
」
と
い
う
言
葉
自
体
よ
り

も
、
発
言
の
背
景
に
あ
る
、
著
者
が
近
年
練
り
上
げ
て
き
た
「
顕
と

冥
」
と
い
う
図
式
に
よ
る
近
代
批
判
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
簡

単
に
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
こ
の
「
顕
と
冥
」
と
い
う
分
析
枠
が
、
何
よ
り
も
日
本
思

想
史
、
日
本
仏
教
史
の
検
討
か
ら
出
て
き
た
と
言
う
こ
と
を
確
認
し

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
例
え
ば
『
近
世
の
仏
教
』
に

お
い
て
、
具
体
的
な
思
想
史
の
問
題
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
た
。
人

間
に
よ
り
感
覚
的
に
捉
え
ら
れ
、
ま
た
合
理
的
な
理
法
に
よ
り
理
解

可
能
な
「
顕
」
の
世
界
に
対
し
、
そ
う
し
た
形
で
は
人
間
に
理
解
で

き
な
い
、
神
仏
の
世
界
と
も
い
え
る
「
冥
」
の
世
界
が
重
層
的
に
折

り
重
な
っ
て
い
た
中
世
的
「
顕
と
冥
」
に
対
し
、
近
世
に
お
い
て
、

一
方
で
「
顕
」
の
領
域
が
拡
大
し
、
他
方
で
、
そ
れ
に
対
し
て
「
冥
」

の
領
域
も
新
た
に
編
成
さ
れ
る
、
と
い
う
変
化
が
語
ら
れ
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
、
西
洋
的
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
）
近
代
と
は
、「
冥
」
を

削
除
し
、「
顕
」
と
完
全
に
世
界
を
超
越
し
た
無
限
遠
の
「
無
」
の

二
元
論
へ
と
世
界
を
切
り
詰
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
分
析
さ
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
近
代
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
西
洋
近
代
的
二
元

論
が
、近
代
科
学
と
共
に
輸
入
さ
れ
つ
つ
も
、古
典
的
「
顕
と
冥
（
と

無
）」
の
構
図
と
、
あ
る
種
共
存
し
て
い
た
、
と
結
論
さ
れ
る
（『
哲

学
の
現
場
』
第
八
章
、『
近
世
の
仏
教
』
最
終
章
、
本
書
四
八
―
五
三
頁
を

参
照
）。

　

こ
こ
で
、
た
だ
ち
に
付
け
加
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
は
、
そ
う

し
た
、
近
代
的
な
二
元
論
は
、
神
を
無
限
遠
に
置
く
結
果
、
神
の
視

点
か
ら
は
実
質
的
に
一
元
論
に
な
る
だ
け
で
な
く
、「
顕
」
の
領
域

に
収
ま
ら
な
い
も
の
を
、
人
間
に
は
不
可
知
な
絶
対
神
の
領
域
に
押

し
込
め
る
結
果
、
死
者
た
ち
と
の
関
係
す
ら
危
う
く
さ
せ
る
排
除
の
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仕
組
み
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
、と
分
析
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
近
代
批
判
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
着
想
は
、
日
本
思
想
・
哲
学
、
な
い
し
東
洋
思
想
・

哲
学
内
部
に
お
け
る
内
在
的
な
展
開
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
象
学
に
お
け
る
「
神
学
的
転
回
」（
こ
う
し
た

捉
え
方
を
一
般
的
に
知
ら
れ
る
も
の
と
し
た
ド
ミ
ニ
ク
・
ジ
ャ
ニ

コ
ー
の
本
は
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
―
そ
の
神
学
的
転
回
』［
原

著
一
九
九
一
年
］
邦
訳
一
九
九
四
年
［
北
村
晋
他
訳
、
文
化
書
房
博

文
社
］
と
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
）
と
も
連
携
し
う
る
も
の
と
し
て
練

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
に
も
注
意
し
て
お
こ
う
（『
哲
学
の
現
場
』
第

八
章
。
―
― 

な
お
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
こ
う
し
た
転
回
は
、
同
章
で
も
言

及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
依
拠
し
つ
つ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と

距
離
を
取
る
と
い
う
極
め
て
微
妙
な
戦
略
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
、

と
り
わ
け
そ
う
し
た
「
転
回
以
降
」
改
め
て
発
掘
が
進
ん
で
い
る
オ
イ
ゲ

ン
・
フ
ィ
ン
ク
を
中
心
に
、
そ
の
前
史
と
も
い
え
る
状
況
を
追
っ
た
日
本

語
の
書
物
と
し
て
『
現
象
学
と
形
而
上
学
―
―
フ
ッ
サ
ー
ル
・
フ
ィ
ン
ク
・

ハ
イ
デ
ガ
ー
』
竹
内
大
著
、
二
〇
一
〇
年
が
あ
る
）。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
一
元
論
（
で
あ
る
／
へ
と
容
易
に
転
化
す
る
二

元
論
）
へ
の
近
代
に
お
け
る
還
元
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

も
、
中
世
に
お
い
て
は
、
中
間
に
天
使
な
ど
「
冥
」
の
領
域
が
存
在

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
著
者
の
視
線
は
、
西
洋
に
お
い
て

も
「
近
代
」
と
は
、
極
め
て
特
殊
な
体
制
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を

も
分
析
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
大
き
な
理
論
的
見
通
し
を
確
認
し
た
上

で
、評
者
に
は
、こ
う
し
た
「
顕
と
冥
」
に
よ
る
近
代
批
判
に
関
し
て
、

は
っ
き
り
と
は
理
解
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
同
意
で
き
な
い
部
分
が

あ
る
事
を
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
二
点
あ
げ
た
い
。

　

第
一
に
、「
自
然
」
と
人
間
の
避
け
が
た
い
絡
み
合
い
に
つ
い
て

語
る
た
め
に
、「
天
罰
」
的
な
議
論
を
持
ち
出
す
事
は
果
た
し
て
必

要
不
可
欠
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
無
論
、
先
に
確
認
し

た
よ
う
に
、「
天
罰
」
と
い
う
語
自
体
は
、
最
終
的
に
否
定
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
著
者
が
、
そ
う
し
た
語
を
介
し
て
問
題
と
し
た
か
っ

た
、
人
間
の
側
の
文
明
の
あ
り
方
が
震
災
の
被
害
を
決
定
し
た
の
で

あ
り
、
そ
の
限
り
で
す
べ
て
は
人
災
で
あ
る
、
と
い
っ
た
問
題
提
起

を
す
る
た
め
に
、
果
た
し
て
他
者
と
し
て
の
「
冥
」
を
持
ち
出
す
必

要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　

良
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
七
五
五
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン

を
襲
い
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
街
を
壊
滅
さ
せ
た
大
地
震
の
知
ら
せ

を
受
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
が
、
そ
し
て
思
想
・
宗
教
界
が
、
大
き

く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
体
良
き
も
の
で
あ
る

は
ず
の
神
が
行
う
よ
う
な
事
柄
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
そ
う
し
た
地

震
後
の
応
答
の
中
で
、
既
に
、
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
は
、

人
間
が
都
市
生
活
を
行
い
、
密
集
し
た
生
活
を
行
っ
て
い
る
結
果
、
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地
震
の
被
害
と
い
う
の
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
集
団
生
活
を

行
う
人
間
の
責
任
で
あ
る
の
だ
、
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
い
る
（
恐

ら
く
、
日
本
語
で
最
も
読
み
や
す
い
形
で
、
こ
れ
ら
の
経
緯
が
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
と
し
て
、『
災
害
に
向
き
合
う
』
直
江
清
孝
・
越
智
貢
編
、
岩
波

書
店
、
二
〇
一
二
年
の
Ｉ
の
3
章
「
神
は
な
ぜ
悪
を
許
す
の
か
―
―
リ
ス

ボ
ン
地
震
と
弁
神
論
・
啓
蒙
思
想
―
―
」
福
島
清
紀
、
ま
た
、
こ
の
リ
ス

ボ
ン
大
地
震
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
現
れ
た
様
々
な
地
震
の
捉
え
方
か
ら
、

私
達
［
少
な
く
と
も
欧
米
諸
国
］
は
決
し
て
そ
れ
ほ
ど
遠
い
場
所
に
来
て

は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
後
の
様
々

な
言
説
を
分
析
し
つ
つ
書
か
れ
た
『
ツ
ナ
ミ
の
小
形
而
上
学
』
ジ
ャ
ン
＝

ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ピ
ュ
イ
［
嶋
崎
正
樹
訳
］、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
邦

訳
で
語
ら
れ
て
い
る
）。

　

ま
た
、
物
理
学
者
で
あ
り
、
そ
の
科
学
に
関
す
る
随
筆
で
も
知
ら

れ
る
寺
田
寅
彦
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
発
表
し
た
多
く
の
災

害
に
関
す
る
随
筆
で
、
同
様
の
問
題
を
、
日
本
の
自
然
環
境
の
特
殊

性
に
も
言
及
し
つ
つ
、
や
は
り
指
摘
し
て
い
る
（
震
災
後
に
文
庫
で

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
各
社
か
ら
出
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
青
空
文
庫
で

も
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。

　

あ
る
い
は
、
近
年
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
科
学
史
家
・
科
学
哲
学

者
の
村
上
陽
一
郎
等
が
長
年
推
進
し
て
き
た
安
全
学
的
・
失
敗
学
的

な
観
点
か
ら
も
、
類
似
の
問
題
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
震
と
い
う
地
殻
変
動
に
よ
る
被
害
が
、
人
間
の

生
活
の
形
態
に
よ
っ
て
（
も
）
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
を
指
摘

し
、
そ
れ
に
よ
り
、
私
達
自
身
の
生
活
の
様
式
に
つ
い
て
も
常
に
考

慮
に
入
れ
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
形
で
反
省
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と

主
張
す
る
た
め
に
、
著
者
が
長
年
練
り
上
げ
て
き
た
よ
う
な
冥
の
領

域
を
強
調
す
る
事
（
そ
れ
に
伴
っ
て
「
天
罰
」
に
類
す
る
概
念
を
導
入
す

る
事
）
は
、
必
ず
し
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
の

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
自
身
の
主
張
が
な
か
な
か
通
じ
な
い
、
と
著

者
が
も
ど
か
し
く
感
じ
て
い
る
背
景
に
は
、こ
の
よ
う
に
、「
顕
と
冥
」

の
観
点
と
は
独
立
し
て
、
既
に
類
似
の
指
摘
が
存
在
し
て
い
る
事
実

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
著
者
が
「
科
学
」
と
は
ど
の
よ
う

な
活
動
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
科
学
の
限
界
に
つ
い
て
語
る
際
に
、

そ
こ
に
は
、い
さ
さ
か
の
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

科
学
的
な
予
測
や
復
興
計
画
が
必
要
だ
と
述
べ
た
上
で
で
は
あ
る

が
、「
今
回
の
震
災
は
科
学
が
万
能
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
日
本
の
原
子
力
技
術
は
世
界
の
最
高
水
準
に
あ
る
は
ず
な
の

に
、非
常
事
態
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」（
本
書
五
四
頁
）と
続
き
、

様
々
に
留
保
は
付
け
た
上
で
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
科
学
の
限
界

へ
の
解
決
と
し
て
、
自
然
を
「
冥
」
と
し
て
回
復
す
る
こ
と
で
「
他

者
」
と
し
て
対
し
て
行
く
道
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
は

『
哲
学
の
現
場
』
第
九
章
で
、
さ
ら
に
詳
細
に
近
代
科
学
批
判
と
し

て
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
震
災
の
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被
害
は
「
人
間
の
世
界
を
超
え
た
、
も
っ
と
大
き
な
力
の
発
動
」
で

あ
り
、「
自
然
の
底
で
、抑
圧
さ
れ
た
何
も
の
か
が
呻
く
こ
と
」「
怒
っ

て
暴
れ
る
こ
と
」
と
言
っ
た
現
象
と
し
て
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
果

た
し
て
、
今
回
の
震
災
は
、
福
島
第
一
の
事
故
は
「
科
学
が
万
能
で

な
い
こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
た
の
か
ど
う
か
。
実
際
の
所
、
例
え
ば

福
島
第
一
原
発
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
旧
式
で
あ
る
が
故
の
危
険
性

を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
対
策
強
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
経
済
上
の
理
由
等
か
ら
無
視
さ
れ
た
、
な
い
し

き
ち
ん
と
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
科
学
の
限
界
が
露
呈
し
た
と
い
う
結
論
に
飛
ぶ
の
は
、
い
さ

さ
か
勇
み
足
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、こ
う
し
た
性
急
な
科
学
批
判
は
、

何
よ
り
も
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
の
、
科
学
的
成
果
が
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
か
に
際
し
た
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
問

題
で
あ
っ
た
、と
い
う
点
を
見
落
と
す
事
へ
と
繋
が
り
か
ね
な
い（
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
思
い
出
し
て
み
る
方
が

問
題
が
分
か
り
や
す
い
か
も
知
れ
な
い
）。

　

ま
た
、
著
者
は
、『
哲
学
の
現
場
』
の
第
九
章
で
近
代
科
学
の
限

界
性
を
語
る
流
れ
の
中
で
、
極
め
て
慎
重
に
ク
ー
ン
の
議
論
を
要
約

し
て
は
い
る
の
だ
が
、
章
全
体
の
構
成
の
中
で
は
、
ク
ー
ン
の
議
論

が
、
あ
た
か
も
科
学
相
対
主
義
的
立
場
を
補
強
す
る
か
の
よ
う
に
機

能
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ク
ー
ン
自
身
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム

と
い
う
概
念
を
提
唱
し
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
科
学

の
相
対
化
、
科
学
の
強
い
意
味
で
の
社
会
学
的
相
対
化
に
は
反
対
で

あ
っ
た
事
を
、
念
の
た
め
、
科
学
哲
学
の
歴
史
に
不
案
内
な
読
者
の

た
め
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
顕
と
冥
と
い
う
図
式
自
体
は
、
こ
う
し
た
形
で
の
災

害
の
理
解
に
限
定
し
た
も
の
と
し
て
著
者
に
よ
り
練
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
わ
け
で
は
な
く
、
元
来
は
長
い
ス
パ
ン
で
の
思
想
史
・
文
明
史

的
分
析
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
少
し
、
震

災
と
は
離
れ
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

　

そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
お
い
て
も
、
や

は
り
冥
と
い
う
領
域
は
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
事
は
興
味
深
い
。
実
際
に
、
神
と
人
間
の
間
に
は
天
使
達

が
存
在
し
、
彼
ら
と
の
関
係
が
、
そ
し
て
彼
ら
同
士
の
関
係
が
、
人

間
の
あ
り
方
、
そ
し
て
本
質
を
も
規
定
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
（
そ
れ
は
必
ず
し
も
狭
い
意
味
で
の
中
世
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
）。
し
か
し
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
つ
い
て
語
る
の
で
あ

れ
ば
、
同
時
に
、
冥
を
取
り
戻
す
と
い
う
動
き
は
、
近
代
の
中
で
、

や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
ロ
マ
ン
主
義
の
中
で
、
あ
る
種

の
中
世
趣
味
を
伴
い
つ
つ
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
し

た
中
で
、
一
神
教
に
か
き
消
さ
れ
た
多
様
な
民
間
信
仰
な
ど
を
、
つ

ま
り
冥
の
領
域
を
回
復
す
る
と
い
う
運
動
は
、
や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
も
起
こ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
事
も
、
こ
う
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し
た
運
動
の
一
般
性
に
つ
い
て
考
え
る
文
脈
で
付
け
加
え
る
こ
と
が

出
来
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
冥
の
領
域
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
領

域
の
規
定
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に
「
関
係
主
義
的
」（
た
だ
し
、
こ
の

言
葉
は
慎
重
に
避
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
な
、
規
定
を
す
る

こ
と
は
、
そ
の
豊
か
さ
を
損
な
い
か
ね
な
い
、
危
険
を
伴
う
も
の
の

よ
う
に
も
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
冥
は
私
達
に
対
す

る
関
係
に
お
い
て
あ
る
、
と
い
う
側
面
を
強
調
し
、
そ
れ
の
「
存
在
」

に
つ
い
て
は
問
う
必
要
が
な
い
、
と
言
い
切
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

冥
の
他
者
性
は
、ど
う
し
て
も
、私
達
と
の
関
係
性
に
お
い
て
（
の
み
）

規
定
さ
れ
る
弱
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、私
達
が
キ
ツ
ネ
に
騙
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
何
故
か
、

と
い
う
問
題
が
内
山
節
の
議
論
を
引
き
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
（『
哲

学
の
現
場
』
一
七
一
―
一
七
四
頁
）。
し
か
し
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
も
し
、
我
々
が
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た

か
ら
、
私
達
は
、
も
は
や
彼
ら
に
騙
さ
れ
な
い
の
だ
、
と
言
い
切
る

の
は
、
や
は
り
あ
ま
り
に
人
間
の
側
の
能
力
を
強
調
し
た
図
式
に
帰

着
し
は
し
ま
い
か
。
そ
れ
は
、
筆
者
の
強
調
す
る
よ
う
な
「
顕
」
と

は
異
な
っ
た
「
冥
」
の
蠢
き
へ
の
畏
れ
を
回
復
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
話
と
は
相
反
す
る
結
論
へ
と
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
手
を
す
れ
ば
、
冥
を
、
最
終
的
に
、
私

達
の
表
象
へ
と
還
元
し
て
し
ま
う
道
へ
と
繋
が
っ
て
は
い
ま
い
か
、

と
危
惧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、こ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
自
体
、評
者
が
「
存
在
（
論
）

的
視
点
」
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
指
摘
は
あ
り
う
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、
あ
え
て
冥
の
（
非
）
本
質
に
つ
い

て
語
っ
て
み
る
と
す
れ
ば
（
本
質essentia

は
、
語
源
的
に
も
、
あ
る
時

期
ま
で
の
用
法
に
お
い
て
も
、
有
る
こ
とesse

と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
）、

そ
し
て
、
存
在
（
論
）
的
な
言
葉
と
、
た
と
え
そ
れ
を
否
定
す
る
形

で
あ
る
に
せ
よ
繋
げ
て
語
っ
て
み
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
あ
る
」

と
も
「
あ
ら
ぬ
」
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
り
、
単
に

「
私
（
達
）」
と
の
関
係
で
、
私
（
達
）
へ
の
顕
わ
れ
だ
け
で
語
ら
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
達
と
の
関
係

が
失
わ
れ
て
も
、
ど
こ
か
で
蠢
き
続
け
、
回
帰
し
て
く
る
、
啓
蒙
の

弁
証
法
の
ご
と
き
「
冥
の
弁
証
法
」
に
つ
い
て
語
る
に
は
、
そ
れ
を

私
（
達
）（
と
の
関
係
）
へ
と
還
元
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
関
係
主
義

的
規
定
は
、
あ
ま
り
う
ま
く
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
ラ

カ
ン
＝
ジ
ジ
ェ
ク
的
な
言
い
回
し
が
好
み
で
あ
れ
ば
、
冥
と
は
「
現
実
界
」

で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
そ
の
排
除
と
抑
圧
が
回
帰
し
て
く
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
際
、『
哲
学
の
現
場
』

第
九
章
の
終
わ
り
に
類
似
の
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
―
― 

し
か
し
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
、
顕
と
無
の
間
に
広
が
る
冥
を
含
め
た
三

元
的
構
図
が
、
も
し
日
本
に
お
け
る
思
想
の
ス
ト
ッ
ク
の
中
に
長
ら
く
受

け
継
が
れ
て
き
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
ラ
カ
ン
派
の
一
部
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が
、
仏
教
の
教
義
を
参
照
し
つ
つ
、
と
き
お
り
意
外
な
程
、［
日
本
］
ユ
ン

グ
派
的
な
立
場
と
遠
く
な
い
所
に
い
る
よ
う
に
見
え
る
事
が
あ
る
と
い
う
、

日
本
に
お
け
る
精
神
分
析
学
受
容
史
の
状
況
を
理
解
す
る
た
め
の
図
式
と

し
て
も
有
効
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
）。

　

さ
て
、
著
者
は
一
連
の
著
作
の
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
言
及
し
つ

つ
も
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
好
意
を
示
す
の
だ
が
、

し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
な
科
学
技
術
／
文
明
批
判
の
方
向
性
か
ら

は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ゲ
シ
ュ
テ
ル
（Ge-stell

）
と
し
て
捉
え
る
（
近

代
）
技
術
論
が
、
後
の
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
の
フ
ー
コ
ー
に
よ

る
分
析
）
に
繋
が
る
よ
う
な
、
市
場
・
競
争
原
理
の
あ
ら
ゆ
る
領
域

へ
の
浸
透
を
大
ま
か
に
分
析
し
つ
つ
も
、
そ
の
あ
ま
り
の
一
般
化
故

に
、
具
体
的
な
経
済
・
社
会
的
状
況
へ
の
批
判
力
を
逆
に
失
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
が
思
い
出
さ
れ
る
（
そ
の
限

界
も
含
め
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技
術
論
』
加
藤
尚
武
編
、
二
〇
〇
三
年
、
理

想
社
が
最
も
手
頃
で
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
同
書
で
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技

術
論
と
柳
宗
悦
の
民
芸
論
と
の
比
較
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ー
コ
ー

に
よ
る
新
自
由
主
義
（
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
）
の
分
析
に
つ
い
て
は
『
新

自
由
主
義
と
権
力　

―
―
フ
ー
コ
ー
か
ら
現
在
性
の
哲
学
へ
』
佐
藤
嘉
幸

著
、
二
〇
〇
九
年
、
人
文
書
院
も
参
照
さ
れ
た
い
）。
し
か
し
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
分
析
す
る
（
近
代
）
技
術
は
、
存
在
す
る
も
の
を
分
析
し
計

算
可
能
に
し
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
体
が
、
ゲ

シ
ュ
テ
ル
と
し
て
、
あ
る
種
の
「
冥
」
と
化
す
事
態
で
も
あ
り
、
存

在
に
×
を
付
け
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
文
脈
（『
哲
学
の
現
場
』
第
八

章
）
以
外
に
お
い
て
も
、
前
述
の
問
題
点
も
含
め
、
近
現
代
に
お
け

る
冥
と
科
学
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
、
一
つ
の
（
批
判
的
）
対

話
相
手
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
（
ま
た
、
必
ず
し
も
研
究
者
の
層

が
厚
い
と
は
言
え
な
い
中
世
以
降
の
ス
コ
ラ
学
が
、
デ
カ
ル
ト
以
降
の
自

然
科
学
・
自
然
哲
学
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
応
答
し
た
か
、
そ
の
過
程
を

見
る
事
で
明
ら
か
に
な
る
、
東
ア
ジ
ア
圏
と
も
通
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
中
世
的
な
自
然
科
学
・
自
然
哲
学
か
ら
ど
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代

科
学
が
成
立
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
西
洋
哲
学
史
家
・
科
学
史
家
の

側
で
の
研
究
も
さ
ら
に
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
の

導
入
的
邦
訳
文
献
と
し
て
『
中
世
の
哲
学
』、
Ａ
・
Ｓ
・
マ
ク
グ
レ
イ
ド
編
著
、

邦
訳
二
〇
一
二
年
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
の
第
一
三
章
「
中
世
哲
学
は

ど
の
よ
う
に
後
世
の
思
想
に
足
跡
を
残
し
た
か
」
が
あ
る
）。

　

さ
て
、
第
一
の
点
が
、
か
な
り
長
く
な
っ
た
が
、
二
つ
目
に
指
摘

し
た
い
点
は
「
責
任
」
の
問
題
で
あ
る
。
評
者
に
は
、
著
者
と
そ
の

他
の
論
者
と
の
「
す
れ
違
い
」
が
生
じ
る
最
大
の
原
因
は
、「
責
任
」

の
問
題
が
、著
者
の
論
の
中
で
は
あ
ま
り
重
要
な
位
置
を
占
め
な
い
、

あ
る
い
は
、「
責
任
」
に
つ
い
て
の
捉
え
方
が
、
他
の
論
者
と
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
問
題
は
、
本
書
に
お
け
る
高
橋
哲
哉
へ
の
応
答
の
す
れ
違
い
だ
け
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で
な
く
、
ま
た
『
他
者
／
死
者
／
私
』
に
見
ら
れ
る
柄
谷
行
人
と
の

議
論
の
す
れ
違
い
（
第
八
章
）
の
最
大
の
理
由
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　

無
論
、
著
者
が
顕
と
冥
の
対
話
（
語
源
的
に
は
弁
証
法
と
同
じ
事
で

あ
る
）
の
必
要
性
を
強
調
す
る
背
景
に
は
、
誰
も
が
「
近
代
の
合
理

主
義
と
経
済
優
先
の
開
発
」
に
荷
担
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
も
た

ら
す
と
い
う
目
的
が
あ
り
、
ま
た
、
震
災
に
関
し
て
言
え
ば
、
誰
も

が
被
災
者
で
あ
る
が
故
に
、
被
災
者
同
士
に
と
っ
て
だ
け
可
能
で
あ

る
よ
う
な
助
け
合
い
が
産
ま
れ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ

る
（
本
書
、
三
二
―
三
三
頁
）。

　

し
か
し
、
本
書
に
お
い
て
、
高
橋
哲
哉
の
『
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム　

福
島
・
沖
縄
』（
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
け
る
天
罰
論
の

問
題
点
の
分
析
に
対
し（
た
だ
し
、高
橋
の
本
で
は
、主
に
天
罰
論「
一
般
」

の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
出
発
点
か
ら
し
て
、
既

に
完
全
に
か
み
合
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
）、
著
者

は
問
題
を
整
理
し
、そ
れ
に
対
し
て
反
論
を
行
う
（
本
書
、第
一
章
２
）

の
だ
が
、
そ
の
際
、
高
橋
哲
哉
の
本
に
お
い
て
、
天
罰
論
の
問
題
点

の
分
析
は
、
さ
ら
に
大
き
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
そ
れ
が
個
別

の
具
体
的
な
責
任
関
係
の
消
去
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
危
険
を
は
ら

む
、
と
い
う
本
全
体
の
主
題
と
の
結
び
つ
き
に
は
言
及
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ま
り
に
性
急
に
す
べ
て
の
人
が
同
様
に
被
災

者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
成
員

の
間
で
の
、
具
体
的
な
責
任
の
関
係
（
犠
牲
の
関
係
）
や
、
問
題
が

生
じ
る
に
至
っ
た
社
会
的
・
経
済
的
な
構
造
を
忘
却
さ
せ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ず
、
ま
た
、
そ
れ
は
、
同
じ
よ
う
な
問
題
を
反
復
し
て

産
み
出
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
社
会
・
経
済
的
な
構
造
を
保
持
し
続

け
る
こ
と
に
繋
が
る
、
と
い
う
高
橋
の
問
題
意
識
と
は
繋
が
れ
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
は
、
必
ず
し
も
誰
か
特
定
の
人
物
に
責

任
を
押
し
つ
け
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
話
で
は
な
く
、
そ
う

し
た
立
場
に
い
る
人
間
が
、
失
敗
を
繰
り
返
し
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
構
造
を
分
析
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
失
敗
学
的

な
立
場
に
通
じ
る
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
様
の
構
図
は
、
柄
谷
行
人
の
『
倫
理
21
』（
平
凡
社
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
版
、
二
〇
〇
三
年
）
が
、『
他
者
／
死
者
／
私
』
に
お

い
て
言
及
さ
れ
る
際
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
第
八
章
）。
同

書
に
お
い
て
著
者
が
言
及
し
て
い
る
柄
谷
行
人
の
『
倫
理
21
』
の
く

だ
り
に
お
い
て
、
柄
谷
は
「
す
べ
て
の
人
に
罪
が
あ
る
」
と
述
べ
る

こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な
現
実
の
場
面
に
お
け
る
、
個
々
の
罪
の
具

体
的
な
違
い
と
い
う
重
要
な
問
題
が
消
去
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危

険
性
を
語
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
議

論
自
体
が 

―
― 

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
分
析
に
最
終
的
に
同
意
す
る
か

ど
う
か
は
別
と
し
て
も 

―
― 

著
者
に
は
共
有
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
仏
教
的
な
立
場
か
ら
、
あ
る
い
は
、
著
者
が
組
み
立
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て
て
来
た
哲
学
的
立
場
か
ら
、
そ
う
し
た
「
責
任
」
概
念
を
批
判
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
だ
ろ
う
が
、
評
者
に
は
、
ど
う
や
ら
そ
れ
と

は
別
の
形
で
す
れ
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
と
は
い
え
、
柄

谷
行
人
の
同
書
へ
の
批
判
に
お
い
て
、
柄
谷
が
名
前
を
持
つ
死
者
た
ち
と
、

名
前
を
未
だ
持
た
な
い
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
た
ち
を
同
等
に
扱
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
提
示
し
て
い
る
疑
問
は
、
柄
谷
の
他
者
論
の
、
そ

し
て
理
論
一
般
の
「
転
回
」
を
考
え
る
意
味
で
も
重
要
な
指
摘
だ
ろ
う
）。

　

以
上
、
評
者
の
感
じ
た
疑
問
を
率
直
に
綴
っ
て
み
た
も
の
の
、
本

書
は
、
恐
ら
く
、
新
書
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
、
収
録
さ
れ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
文
章
の
短
さ
か
ら
予
想
さ
れ
る
程
、
分
か
り
や
す
く
軽
い
本
で

は
な
い
。
無
論
、
収
録
さ
れ
て
い
る
文
章
は
発
表
先
に
合
わ
せ
、
非

常
に
分
か
り
や
す
く
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
表
現
に
は
語

弊
が
あ
る
の
だ
が
、
一
見
平
易
に
見
え
る
語
り
口
の
背
後
に
は
、
著

者
の
十
年
来
に
渡
る
、
哲
学
構
築
と
文
献
研
究
と
を
、
仏
教
の
歴
史

研
究
と
現
代
の
実
践
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
一
連
の
労
作
が
あ

り
、
本
書
は
、
そ
れ
ら
へ
の
見
取
り
図
と
糸
口
を
与
え
る
窓
、
手
引

き
書
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
書
を
読
み
、
個
別
の
論
点

に
同
意
す
る
に
せ
よ
、
し
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
提
言
に
刺
激
さ
れ
た
、

あ
る
い
は
疑
問
を
覚
え
た
読
者
は
、
こ
の
本
だ
け
で
結
論
を
出
さ
ず

に
、
さ
ら
に
詳
細
な
形
で
そ
の
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
書
評

の
冒
頭
部
で
挙
げ
た
よ
う
な
一
連
の
著
作
を
紐
解
く
事
を
願
っ
て
や

ま
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
個
別
の
提
言
に
留
ま
ら
な
い
、
近
代

批
判
の
た
め
の
概
念
、
理
論
を
練
り
上
げ
る
、
文
献
史
的
考
察
と
哲

学
的
思
索
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
邂
逅
を
読
む
事
が
出
来
る
。

　
　
　
　
末
木
文
美
士
先
生
出
版
書
籍
　

『
近
世
の
仏
教 

―
― 

華
ひ
ら
く
思
想
と
文
化
』　

　
　
　

二
〇
一
〇
年
七
月
、吉
川
弘
文
館
、一
七
〇
〇
円
（
税
別
）

『
他
者
／
死
者
／
私 

―
― 

哲
学
と
宗
教
の
レ
ッ
ス
ン 

―
―
』

　
　
　
　

二
〇
〇
七
年
五
月
、岩
波
書
店
、二
八
〇
〇
円（
税
別
）

『
哲
学
の
現
場 

―
― 

日
本
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
』

　

二
〇
一
二
年
一
月
、ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、二
二
〇
〇
円（
税
別
）

『
反
・
仏
教
学 

―
― 

仏
教

 VS .
倫
理
』　

　

二
〇
一
三
年
二
月
、ち
く
ま
学
芸
文
庫
、一
一
〇
〇
円（
税
別
）

『
仏
典
を
よ
む 

―
― 

死
か
ら
は
じ
ま
る
仏
教
史
』

　
　
　

二
〇
〇
九
年
四
月
、
新
潮
社
、
一
八
〇
〇
円
（
税
別
）
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先　

崎　

彰　

容

松
本
健
一
著　
『
海
岸
線
は
語
る　
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
で
』（
ミ
シ
マ
社
）

　

本
書
は
、
前
作
『
海
岸
線
の
歴
史
』
の
続
編
と
し
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
筆
者
・
松
本
健
一
氏
は
、
今
回
の
大
震
災
に
先
立
ち
、

す
で
に
日
本
の
海
岸
線
に
注
目
し
『
海
岸
線
の
歴
史
』
を
書
い
て
い

た
。
そ
の
後
、
あ
た
か
も
松
本
氏
の
学
問
的
関
心
を
さ
ら
に
高
め
る

よ
う
な
、
大
震
災
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
よ
っ
て
続
編
で
あ
る
本

作
品
に
は
「
日
本
の
近
代
化
に
お
い
て
、
海
岸
は
ど
の
よ
う
な
変
化

を
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
と
、「
具
体
的
に
、
東
北
の
海
岸
線
は

ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
二
点
が
描
か
れ
て
い
る
。

松
本
氏
は
、
自
身
の
足
で
調
査
し
た
東
北
の
海
岸
線
を
分
析
す
る
と

同
時
に
、
日
本
の
近
代
化
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
文
明
史

的
な
問
題
意
識
も
手
放
さ
な
い
の
だ
。

　

一
例
を
挙
げ
よ
う
。
福
島
県
の
海
岸
線
の
特
徴
と
は
な
に
か
。「
福

島
県
の
断
崖
絶
壁
を
多
く
も
つ
海
岸
線
に
は
、
田
畑
を
耕
す
た
め
の

平
地
も
、
港
を
つ
く
る
た
め
の
入
江
も
乏
し
い
。
つ
ま
り
、
福
島
の

海
岸
線
の
多
く
は
、
農
業
に
も
漁
業
に
も
適
さ
な
い
自
然
条
件
の
厳

し
い
地
形
」（
三
五
頁
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
貧
し
さ
に
あ
え
ぐ
人
々

に
対
し
て
、
地
域
振
興
と
し
て
東
京
電
力
が
原
発
の
設
置
を
行
っ
た

の
で
あ
る
。当
時
の
東
電
社
長
・
木
田
川
一
隆
は
福
島
の
出
身
で
あ
っ

た
。
松
島
や
石
巻
港
を
抱
え
る
宮
城
、
陸
前
高
田
な
ど
リ
ア
ス
式
海

岸
を
擁
す
る
岩
手
、
そ
し
て
福
島
に
い
た
る
ま
で
、
松
本
氏
は
実
際

の
見
聞
を
も
と
に
、
一
つ
ひ
と
つ
海
岸
線
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
こ
か
ら
問
題
の
核
心
を
え
ぐ
り
出
す
。
福
島
県
に
つ
い
て
は
、
広

野
や
久
之
浜
、
相
馬
や
小
名
浜
そ
し
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に

い
た
る
ま
で
詳
細
に
筆
を
割
い
て
い
る
の
だ
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
風
景
、
東
北
の
海
岸
線
の
歴
史
か

ら
何
が
わ
か
る
か
。
さ
ら
に
、
当
時
菅
首
相
の
も
と
で
内
閣
官
房
参

与
を
務
め
て
い
た
松
本
氏
は
、
こ
の
震
災
に
ど
う
対
応
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
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こ
れ
ま
で
震
災
後
の
東
北
地
域
の
復
興
に
つ
い
て
、
大・

・

・

・

・

き
な
視
野

か・

・ら
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
人
が
い
な
か
っ
た
。
次
の
よ
う
に
松

本
氏
は
言
う
「
官
邸
一
階
に
い
る
の
は
各
省
庁
か
ら
出
向
し
て
い
る

官
僚
お
よ
そ
二
百
人
で
、
か
え
っ
ら
は
農
林
水
産
省
な
ら
農
業
や
漁

業
の
復
興
、
経
済
産
業
省
な
ら
原
発
問
題
へ
の
対
応
、
外
務
省
は
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
か
ら
の
支
援
に
ど
う
応
じ
る
か
、
と

そ
れ
ぞ
れ
所
属
官
庁
の
領
域
で
し
か
事
態
を
捉
え
て
い
な
か
っ
た
」。

「
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
。
そ
う
、『
海
岸
線
の
歴
史
』
を
書
き
著

し
た
も
の
と
し
て
、
東
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
風
土
と
産
業
と
文

化
に
見
合
っ
た
復
興
構
想
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
わ
た
し
は
強

く
感
じ
た
」（
以
上
、
一
八
五
頁
）。

　

松
本
氏
は
東
北
復
興
の
基
本
的
理
念
を
「
ふ
る
さ
と
の
再
生
」
だ

と
考
え
る
。
明
治
維
新
以
降
、
西
洋
近
代
を
受
け
入
れ
た
日
本
は
、

海
岸
線
を
「
近
代
化
」
し
た
。
そ
れ
は
自
然
を
支
配
す
る
思
想
に
基

づ
い
て
い
る
。
科
学
技
術
を
利
用
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
波
堤
を

つ
く
る
こ
と
で
、
自
然
に
対
峙
す
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
を
征
服
し

よ
う
と
す
る
思
想
が
、
今
回
の
大
災
害
の
根
底
に
は
潜
ん
で
い
る
。

「
わ
た
し
が
三
月
二
十
三
日
に
菅
首
相
に
提
出
し
た
『
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
（
案
）』
と
い
う
復
興
の
試
案
に
は
、
そ
う
い
う
お
も
い
を
こ
め

た
の
で
あ
る
」（
一
八
八
頁
）。

　

菅
首
相
は
仙
谷
官
房
副
長
官
を
中
心
と
し
て
、
松
本
氏
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
と
に
復
興
の
指
揮
を
執
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に

は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
。
代
わ
り
に
出
来
上
が
っ
た
復
興
構

想
会
議
は
多
く
の
問
題
を
孕
ん
で
い
た
。「
学
者
は
現
場
を
知
ら
な

い
。
海
岸
線
の
暮
ら
し
の
現
実
も
知
ら
な
い
」（
一
九
三
頁
）。
そ
れ

は
机
上
の
空
論
な
の
だ
。
現
場
を
知
る
人
間
、
す
な
わ
ち
松
本
氏
の

案
は
実
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。「
復
興
計
画
を
学
者
に
委
ね
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
小
見
出
し
に
は
、
現
場
を
知
る
氏
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

で
は
最
後
に
、
松
本
氏
は
海
岸
線
の
歴
史
と
、
大
震
災
と
い
う
具

体
的
問
題
を
、
ど
う
文
明
史
に
位
置
づ
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

に
は
、
氏
の
長
年
に
わ
た
る
近
代
へ
の
懐
疑
が
息
づ
い
て
い
る
と
思

う
。

　

松
本
氏
は
、
本
作
品
後
半
で
日
本
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
国

に
な
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。
た
し
か
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
資
源

な
ど
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
繁
栄
し
て
い
る
国
家
で
あ

る
。
だ
が
こ
の
国
家
を
参
考
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
わ

た
し
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
モ
デ
ル
は
、
国
家
モ

デ
ル
と
し
て
は
危
う
い
。
な
ぜ
な
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
そ
こ
に
住
む

人
び
と
の
「
ふ
る
さ
と
」
に
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
二
〇
二
頁
）

―
―
要
す
る
に
、
氏
は
、
近
代
化
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
化
＝
ふ
る
さ
と

の
喪
失
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

　

日
本
が
経
済
大
国
を
目
指
し
、
達
成
し
、
ま
た
そ
れ
を
継
続
し
よ

う
と
い
う
考
え
方
は
、
実
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
型
の
継
続
で
あ
る
。
し
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か
し
一
方
で
、
私
た
ち
日
本
人
は
心
の
ふ
る
さ
と
を
失
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
。
風
土
と
地
域
の
歴
史
を
忘
れ
て
海
岸
線
を
開
発
し
て

き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
よ
う
な
私
た
ち
自
身
の
者
の
考
え

方
を
、
松
本
氏
は
文
明
史
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
考
え
方
の
問
い
直
し
と
い
う
、
き
わ
め
て
大
き
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
に
、
震
災
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
作
品
は
、
具

体
的
な
事
例
と
、
大
き
な
思
想
的
問
題
を
縦
横
に
駆
使
し
て
織
り
上

げ
ら
れ
た
、
一
篇
の
作
品
な
の
で
あ
る
。

松
本
健
一
先
生
出
版
書
籍
　

『
近
代
ア
ジ
ア
精
神
史
の
試
み
』

　
　

二
〇
〇
八
年
一
月
、
岩
波
現
代
文
庫
、
一
〇
五
〇
円

『
海
岸
線
の
歴
史
』

　
　

二
〇
〇
九
年
五
月
、
ミ
シ
マ
社
、
一
八
九
〇
円

『
日
本
の
失
敗
―「
第
二
の
開
国
」と「
大
東
亜
戦
争
」』

　
　

二
〇
〇
六
年
六
月
、
岩
波
現
代
文
庫
、
一
二
八
一
円

『
畏
る
べ
き
昭
和
天
皇
』

　
　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
新
潮
文
庫
、
六
六
〇
円

『
日
本
の
近
代
１　

開
国
・
維
新
』

　
　

二
〇
一
二
年
六
月
、
中
公
文
庫
、
一
四
〇
〇
円
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■
書
評
Ⅲ
■

本
学
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授　

先　

崎　

彰　

容

デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ボ
ー
ム
著　
『
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
―
対
立
か
ら
共
生
へ
、
議
論
か
ら
対
話
へ
』（
英
治
出
版
）

　

本
学
東
洋
思
想
研
究
所
は
、
近
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
東
洋
思
想
の
叡
智
（
儒
学
・
仏
教
学
・
日
本
思
想
）
を
用

い
る
こ
と
で
何
ら
か
の
解
決
の
糸
口
を
積
極
的
に
提
言
し
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
「
近
代
社
会
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
武
器
と
し
て
用
い
る
東
洋
思
想

が
狙
い
を
定
め
る
私
た
ち
の
生
き
て
い
る
時
代
の
課
題
と
は
何
か
―

―
こ
の
問
い
に
対
す
る
一
つ
の
示
唆
が
、
本
書
『
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
』

な
の
で
あ
る
。

　

評
者
は
本
学
客
員
教
授
・
東
北
大
学
准
教
授
の
片
岡
龍
先
生
よ
り

こ
の
著
作
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
。
筆
者
で
あ
る
ボ
ー
ム
は
、
物
理

学
者
で
あ
り
量
子
力
学
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
近
代
科

学
」
の
最
先
端
を
担
っ
た
学
者
が
、
自
ら
の
専
門
＝
理
科
的
知
識
を

背
景
に
、
私
た
ち
の
生
き
る
社
会
を
「
科
学
」
し
た
の
が
本
書
な
の

で
あ
る
。

　

具
体
的
に
内
容
を
見
て
い
こ
う
。「
対
立
か
ら
共
生
へ
、
議
論
か

ら
対
話
へ
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
、
す
で
に
私
た
ち
へ
の
示
唆

が
隠
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
社
会
は
「
対
立
」
と
「
議
論
」
に

満
ち
溢
れ
た
社
会
で
あ
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
崩
壊
し
つ

つ
」あ
る
の
だ（
三
七
頁
）。
私
た
ち
は
他
人
と
話
し
合
い
を
す
る
が
、

自
分
の
既
存
の
世
界
観
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
意
見
を
聴
こ
う
と
し
な

い
。
事
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
耳
ざ
わ
り
の
よ
い
も
の
だ
け
を
聴
い
て

い
る
。
し
か
も
自
分
が
他
人
と
の
会
話
で
意
見
を
押
通
す
こ
と
ば
か

り
気
に
す
る
。
そ
れ
を
ボ
ー
ム
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＝
「
議
論
」

と
名
づ
け
る
の
だ
（
四
五
頁
）。

　

私
と
い
う
存
在
の
ほ
か
に
、
他
人
と
い
う
全
く
異
な
る
世
界
観
・

人
生
経
験
を
蓄
積
し
た
人
が
眼
の
前
に
い
る
。
相
手
と
の
意
見
の
相

違
を
「
私
は
攻
撃
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
う
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

だ
」（
一
五
六
頁
）
と
執
拗
に
自
己
の
な
か
で
の
正
義
感
だ
け
を
握
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り
し
め
主
張
す
る
限
り
、「
対
話
」
は
成
り
立
た
な
い
。
つ
ま
り
「
共

生
」
は
不
可
能
な
の
だ
。
そ
の
際
、
必
要
な
の
は
「
一
貫
性
の
あ
る

こ
と
」
で
あ
り
、「
自
己
受
容
感
覚
」
だ
と
ボ
ー
ム
は
言
う
。

　

こ
れ
は
難
し
い
が
き
わ
め
て
重
要
な
概
念
だ
。
ボ
ー
ム
は
他
の
こ

と
ば
で
こ
れ
を
説
明
し
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
私
た
ち
は
、
自
分
自
身

の
な
か
に
あ
る
他
人
へ
の
怒
り
や
暴
力
、
あ
る
い
は
恐
怖
な
ど
の
感

情
に
翻
弄
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
「
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

怒
り
の
認
識
を
抑
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
怒
り
を
こ
ら
え
る
こ
と
で

も
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
不
安
定
な
地
点
―
―

ナ
イ
フ
の
刃
の
よ
う
に
―
―
の
真
ん
中
に
、
怒
り
と
い
う
感
情
を
掲

げ
て
お
く
の
が
い
い
」
の
だ
（
一
六
一
頁
）。
評
者
は
こ
の
ボ
ー
ム
の
こ

と
ば
に
ふ
れ
た
と
き
、言
い
よ
う
の
な
い
感
慨
を
覚
え
た
。
な
ぜ
か
。

　

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
は
他
人
と
の
関

係
を
結
ぶ
な
か
で
、怒
り
や
恐
怖
な
ど
様
々
な
感
情
に
支
配
さ
れ
る
。

自
分
自
身
を
喜
怒
哀
楽
に
委
ね
て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
は
感
情
の
起

伏
に
翻
弄
さ
れ
る
自
分
が
出
て
来
る
ば
か
り
だ
。
他
人
を
時
に
善
人

に
、
時
に
悪
人
と
評
価
し
て
い
る
つ
も
り
が
、
実
は
感
情
評
価
に
左

右
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
場
合
も
多
い
は
ず
だ
。

　

で
は
、
そ
の
と
き
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。「
感
情
に
左
右
さ
れ

て
は
ダ
メ
で
す
」
と
か
「
感
情
を
押
し
殺
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見

が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
確
か
に
正
論
で
あ
る
。
し
か
し
私
た
ち
に

は
無
理
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。
大
事
な
こ
と
は
、
起
伏
に
富
ん

だ
感
情
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
感
情
を
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
か
に
あ
る
。
感
情
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
感
情
の
起
伏
の

激
し
さ
を
認
め
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
だ
け
の
秩
序
感
覚
、
ル
ー
ル

感
覚
を
身
に
着
け
る
事
、
こ
れ
が
ボ
ー
ム
の
引
用
か
ら
言
え
る
こ
と

で
は
な
い
か
。
感
情
の
「
刃
」
の
上
で
「
不
安
定
」
を
承
知
で
使
い

こ
な
す
危
う
い
作
業
、
こ
の
こ
と
ば
を
評
者
以
上
の
よ
う
に
解
釈
す

る
。

　

実
際
、ボ
ー
ム
は
「
知
識
に
は
常
に
限
界
が
あ
る
」
こ
と
を
認
め
、

と
も
す
れ
ば
「
一
貫
性
」
を
そ
こ
ね
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て

私
た
ち
に
大
事
な
こ
と
は
、
秩
序
や
調
和
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
美

し
さ
で
も
あ
る
と
言
い「
一
貫
性
」こ
そ
大
事
だ
、と
主
張
す
る
の
だ
。

　

以
上
か
ら
何
が
分
か
る
か
。
私
た
ち
の
生
き
て
い
る
「
近
代
社
会

が
抱
え
る
様
々
な
問
題
」
が
明
ら
か
に
で
き
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、

私
た
ち
の
社
会
は
、
そ
し
て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
怒
り
や
対
立

と
い
っ
た
感
情
に
翻
弄
さ
れ
、
支
配
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
か
ら
民
族

紛
争
に
い
た
る
ま
で
、
あ
る
い
は
私
的
な
個
人
同
士
の
喧
嘩
に
い
た

る
ま
で
、
多
く
は
こ
の
感
情
に
左
右
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
ボ
ー
ム
は

時
代
へ
の
処
方
箋
と
し
て
「
一
貫
性
」
を
挙
げ
る
。
そ
れ
は
感
情
そ

の
も
の
を
否
定
す
る
説
教
臭
い
議
論
で
は
な
い
。
感
情
を
い
か
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と
い
う
危
う
い
営
み
、
す
な
わ
ち
倫
理
的
な
行

為
を
「
一
貫
性
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
求
め
ら
れ

る
の
が
自
分
の
正
義
感
だ
け
で
は
他
人
と
の
問
題
は
解
決
で
き
な
い
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と
い
う
「
対
話
」
の
姿
勢
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
終
的
に
「
共
生
」
へ

と
結
び
つ
く
―
―
は
た
し
て
東
洋
思
想
は
こ
の
困
難
な
課
題
に
、
ど

の
よ
う
な
解
答
を
与
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
実
と
の
緊
張
感
を

維
持
し
な
い
思
想
は
、
堕
落
で
あ
る
。
そ
こ
に
物
理
学
者
と
文
系
思

想
家
の
区
別
は
な
い
の
だ
。

公
共
哲
学
叢
書
（
東
京
大
学
出
版
会
す
べ
て
税
別
価
格
）

１　

経
済
と
倫
理　

福
祉
国
家
の
哲
学

　
　

塩
野
谷
祐
一 

著
（
二
〇
〇
二
年
、
五
六
〇
〇
円
）

２　

丸
山
眞
男
論

　
　
　

主
体
的
作
為
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
市
民
社
会

　
　

小
林
正
弥 

編
　　（
二
〇
〇
三
年
、
三
四
〇
〇
円
）

３　

 

地
球
的
平
和
の
公
共
哲
学

　
　
　
「
反
テ
ロ
」
世
界
戦
争
に
抗
し
て

　
　

公
共
哲
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

編
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
〇
〇
三
年
、
三
四
〇
〇
円
）

４　

 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
公
共
知
の
創
出

　
　
　

過
去
、
現
在
、
未
来

　
　
　
　
　

佐
々
木
毅
、
山
脇
直
司
、
村
田
雄
二
郎 

編

（
二
〇
〇
三
年
、
三
八
〇
〇
円
）

５　

福
祉
の
公
共
哲
学

　
　
　
　
　
　

塩
野
谷
祐
一
、
鈴
村
興
太
郎
、
後
藤
玲
子 

編

（
二
〇
〇
四
年
、
四
二
〇
〇
円
）

６　

宗
教
と
公
共
哲
学

　
　
　

生
活
世
界
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
稲
垣
久
和 

著
　（
二
〇
〇
四
年
、
四
〇
〇
〇
円
）

７　

政
治
哲
学
へ　

現
代
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
話

　
　
　
　
　
　
宇
野
重
規 

著
　（
二
〇
〇
四
年
、
三
五
〇
〇
円
）

８　

公
共
哲
学
と
古
典
と
将
来

　
　
　
　
　
　
宮
本
久
雄
、
山
脇
直
司 

編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
五
年
、
四
八
〇
〇
円
）

９　

グ
ロ
ー
カ
ル
公
共
哲
学　

　
　
　
「
活
私
開
公
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
山
脇
直
司 

著
　（
二
〇
〇
八
年
、
四
五
〇
〇
円
）
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訂
正
と
お
詫
び

創
刊
号
な
ら
び
に
第
二
号
に
お
け
る
、訂
正
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

誤　
　
　
　
　
　

→　
　
　
　
　
　

正

創
刊
号
六
九
頁
上
段

　

Ⅲ　
「
東
洋
人
」
の
人
間
観　

→
「
東
洋
」
の
人
間
観

創
刊
号
七
〇
頁
上
段

　
「
東
洋
人
の
人
間
観
」　　

→　
「
東
洋
の
人
間
観
」

創
刊
号
一
二
二
頁
上
段

　
『
中
嶋
広
足
全
集　

第
２
編
』
岡
山
書
店
、
一
九
九
三
年
三
六
一
頁

　
　

→ 

『
中
嶋
広
足
全
集
第
２
編
』
岡
山
書
店
、
一
九
九
三
年

三
六
二
頁

第
二
号
一
頁　
　
　
「
創
刊
に
よ
せ
て
」　

→
「
発
刊
に
よ
せ
て
」

第
二
号
二
七
頁　
　

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
長　

　
　

→　

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
所
長

第
二
号
一
〇
六
頁
下
段 

  『 

東
ア
ジ
ア
の
経
済
と
文
化
』
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
文
化
的

視
点
か
ら
―

　
　

→
『 

東
ア
ジ
ア
の
経
済
と
文
化
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
文
化

的
視
点
か
ら
―
』

第
二
号
一
〇
六
頁
下
段　

　
『
歴
史
と
し
て
の
近
代
』
―
西
洋
と
日
本
の
史
的
構
造
―

　
　

→
『
歴
史
と
し
て
の
近
代
―
西
洋
と
日
本
の
史
的
構
造
―
』

第
二
号
一
〇
六
頁
下
段　

　
『
福
澤
諭
吉
の
原
風
景
』
―
父
と
母
・
儒
学
と
中
津
―

　
　

 

→
『
福
澤
諭
吉
の
原
風
景
―
父
と
母
・
儒
学
と
中
津
―
』

第
二
号
一
五
九
頁　

　

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授 

先
崎
彰
容

　
　

→　

 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
思
想
史
研
究
室
博
士

課
程
後
期 

高
橋
恭
寛

※ 

特
に
第
二
号
一
五
九
頁
に
つ
き
ま
し
て
は
、
評
者
の
著
作
権
の
観

点
か
ら
も
重
ね
て
お
詫
び
し
、
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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平
成
二
三
年
の
東
洋
思
想
研
究
所
、
な
ら
び
に
儒
学
文
化
研
究
所

の
主
な
活
動
は
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

一
月　

論
語
素
読
教
室

二
月　

論
語
素
読
教
室

三
月　

論
語
素
読
教
室

四
月　

湯
島
聖
堂
孔
子
祭
出
席

　
　
　

論
語
素
読
教
室
開
講

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
一
回
運
営
委
員
会
開
催

五
月　

論
語
素
読
教
室

　
　
　

第
二
回
孔
子
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
一
回
例
会
開
催

六
月　

論
語
素
読
教
室

　
　
　

 

孔
子
祭
に
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
現
代
文
明
と
東
洋
思

想
』
開
催
。
中
国
山
東
大
学
哲
学
・
社
会
発
展
学
院
・
傅
永

軍
先
生
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
・
山
脇
直
司
先
生
が
基
調

講
演
。

　
　
　

 

徐
坰
遙
成
均
館
大
儒
学
東
洋
学
部
教
授
、
本
学
儒
学
文
化
研

【
活
動
報
告
】

究
所
所
長
に
就
任

七
月　

論
語
素
読
教
室

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
二
回
例
会

八
月　

夏
季
休
暇

九
月　

論
語
素
読
教
室

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
三
回
例
会
開
催

　
　
　

昌
平
黌
出
版
会
第
一
回
編
集
会
議
開
催

十
月　

論
語
素
読
教
室

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
四
回
例
会
開
催

　
　
　

 

鎌
山
祭
に
て
、
元
内
閣
官
房
参
与
・
松
本
健
一
先
生
が
御
講
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研
究
紀
要
『
研
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東
洋
』
投
稿
規
定

１ 

．投
稿
者
は
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則
と
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て
本
学
教
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非
常
勤
講
師
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含
む
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に
限
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。
た
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本
学
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に
な
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て
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同
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及
び
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集
委
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会
か
ら
依
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（
四
〇
〇
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〇

枚
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究
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（
三
五
枚
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・
史
料
紹
介

（
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後
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評
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一
〇
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に
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分
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る
。
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て
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者
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１
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二
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同
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る
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．
投
稿
原
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『
研
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東
洋
』
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委
員
会
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て
に
提
出
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る
も
の
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し
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文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
。
校
正
等
は
全
て
紀
要
編
集
委
員
会
を
経

由
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
者
は
引
き
と
り
を
求

め
る
こ
と
が
あ
る
。
査
読
の
結
果
、
原
稿
の
修
正
、
再
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

６ 

．
論
文
以
外
の
原
稿
に
つ
い
て
も
、編
集
委
員
会
の
判
断
で
、

修
正
、
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

７ 

．
投
稿
原
稿
は
、
別
に
定
め
る
執
筆
要
項
に
従
い
、
期
日
ま

で
に
完
成
原
稿
と
し
て
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
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■講演論文原文

【講演論文原文】

儒家의 人倫사회와 경제원리

서경요 ( 徐坰遙 , 성균관대 유학동양학부 교수 )

     < 논문 요약 >

 유교는 人倫社會學으로서 인간의 교제관계를 중시하는 인생학이다 . 따라서 유

학은 전반적으로 인간은 무엇인가라는 본질적인 물음보다는 인생은 어떻게 살

아야 하는가라는 가치의 주제로 일관되어 있다 . 유가의 경전은 모두가 人倫日用

의 도리를 싣고 있다 . 유학은 개인의 덕성 함양을 통하여 사회공동체에서 어떠

한 태도로 살아가야 하는지를 제시해 주는 인생체험학이다 . 우리는 능력만 있는 

사람을 사람다운 사람이라고 여기지 않는다 . 개인은 공동체의 구성원 가운데 한 

사람으로 그 分數를 알아보게 하고 남을 알아보아 어울리며 협력하여 살아가고 , 

그  결과 천하공동체의 발전에 보탬이 되는 ‘된 사람’ 혹은 ‘爲人’ 이 되기를 바라

고 있다 .   오늘날 話頭로 제시되는 인문학적 가치에 대한 논의도 따지고 보면 , 

문화적 삶의 가치로서 얼마나 인간답게 사는가의 문제인 것이다 . 유가의 예악사

상은 세상의 풍속문화를 풍격이 낮은 世俗化가 아니라 고상한 禮俗化를 이루고

자 하는 것이다 .『서경』대우모편에는 正德 , 利用 , 厚生 이 세 가지를 정사의 주

요 목표로서 三事라 한다 . 그 주석에 보면 厚生은 賦役과 關稅를 가볍게 하여 농

사철을 빼앗지 않아 백성의 生計를 온후하게 하는 것이라 한다 . 이와 같이 안정

된 사회를 이룩하는 길은 빈부의 차이를 없애는 것이며 , 자기의 분수에 따라 예

를 행하는 것을 유가에서는 禮學이라고 한다 . 따라서 경제활동에도 예가 있는 禮

治주의가 중시되는 것이며 , 그 기준은 무엇보다 義利를 분별하는 것이 강조되는 

것이다 . 

 義利에 관한 관념은 公益과 私利로 구분하므로 義利관계는 公私관계와 같은 것

이다 . 義의 중심적 개념은 自他가 함께 보탬이 되어 이롭다는 인륜적 공동성을

뜻하고 , 利는 나 자신 혼자만이 이롭다는 이기적인 것에서 초래하는 반인륜성이

다 . 공동체에서 모두 함께하는 것이 公義이다 . 재물을 생산하는 데에도 大道가 

있다 . 여기서 大道란 일을 마름질하고 제어함을 의로써 하여 떳떳함을 잡고 이치

를 좇아서 經道와 權道를 가지고 일정함과 변함에 대하여 모두 다 맞게 대응하는 
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것을 말한다 . 이러한 대도를 행하는 대장부는 부귀함이나 빈천함이 그를 흔들어 

놓지 못한다 . 군자는 먼저 덕성을 수양한다 . 덕성을 지닌 자는 사람을 얻을 수 있

고 , 사람을 얻으면 토지를 지닐 수 있고 , 토지를 가지면 財富를 얻을 수 있고 , 재

부를 얻으면 나라를 적시적소에 운용할 수 있다 . 덕성이란 立國의 근본이요 財富

는 지말에 지나지 않는다 . 근본을 가볍게 보고서 말단을 중시하면 백성들이 다투

고 서로 겁탈하는 데로 유도하게 된다 . 이 때문에 이 같은 군주는 비록 재부를  

끌어 모아도 민심이 이산하고 , 반대로 재부를 나누어주면 민심이 돌아오는 법이

다 . 그러므로 情理에 위배되는 말로써 다른 사람을 나무라면 다른 사람도 무리하

게 반격하는 것이니 , 정리에 맞지 않는 방법으로 재물을 얻으면 정리에 맞지 않

게 잃어버리고 만다 . 인간관계 속에서의 義理와 利害는 주관적인 판단과 객관적

인 私利일 따름이다 . 그러나 義利가 주객관을 초월하여 합치하는 것이 公的인 것

이다 . 인륜사회는 至公無私하여야 한다 . 의리는 正邪를 구분하여 和平을 유지하

는 수단인 것이요 , 利害 打算은 욕심 내는 생활만을 위한 목적에 지나지 않는 것

이다 . 天下의 大本으로서의 中과 천하의 達道로서의 和를 이룩하면 천지가 제자

리를 잡고 만물이 제대로 길러진다 . 이와 같이 인간 생명의 만남을 어울리게 하

고 인간 생활의 나눔을 고르게 하는 길만이 인간생명을 살려가며 , 인간생활을 넉

넉하게 할 수 있는 것이다 .  

 따라서 천하가 균평하여 어느 一夫 한 사람이라도 그의 삶이나 소임을 完遂하

지 못함이 없도록 하는 것이 평천하인 것이다 . 그러므로 인심의 同一함을 가지고 

타인을 제대로 헤아림으로써 彼我之間이 제각기 分數와 願意를 제대로 얻으면 上

下 四旁이 均齊하고 方正하게 되어 천하가 均平할 것이다 .

 주제어 : 문화생명 , 경제생활 , 義利분별 , 分數 , 만남 , 나눔 .

            < 목 차 >

     1. 緖 言
     2. 문화생명과 경제생활의 만남

     3. 富民사상

     4. 富豪와 大丈夫
     5. 結 語
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 1. 緖 言

 현대는 가치판단을 중시하는 시대이다 . 일상생활이 의식주만을 해결하기 위한

삶으로는 만족하지 않는다 . 우리가 여행을 떠나면 즐겁고 행복하다 . 그것은 일

상의 중복에서 벗어나 여러 제약으로부터 벗어날 수 있기 때문이다 . 그 가운데에

서 복잡 다난한 도시를 떠나 자연의 품속으로 가는 여행이 더욱 즐겁다 . 여행은 

미지의 세계를 찾아 견문을 넓혀가는 것이다 . 자신이 살아 있어서 보지 못한 곳

에서 함께 호흡할 수 있다는 생명의 기쁨과 자신이 거주하는 곳이 아닌 곳에서 생

활하는 즐거움을 느낄 수 있기 때문이다 . 다시 말해서 일상의 時空을 떠나 자신

의 생명과 생활에 悅樂할 수 있어서 좋은 것이다 . 우리는 이러한 行樂을 즐기는 

것을 진정한 휴가라고 여긴다 . 이른바 福利사회는 生計만을 챙기는 생활이 아니

다 . 일반 시민이 문화적 가치를 누리고 삶의 여유와 풍요를 누릴 수 있는 넉넉함

이 있어야 한다 . 

 현대 시대의 話頭는 과학과 문화와의 융합에 관심이 집중되고 있다 . 그것은 현

대사회는 인간의 價値意識의 高調로 인간답게 살아가는 사회 , 다시 말해서 자연

과 인간 모두가 화평해 가는 세계를 지향하고 있기 때문이다 . 이것은 한편으로  

경제적 성장과 문화적 창작이 융합되지 못하고 어느 한쪽에 편중되어 있음을 말

해준다 . 그러나 현대사회는 경제적 득실의 결과를 따지고 , 물질적 성패만을 가

려내고 있다 . 그러한 가치판단은 경제생산이 일상생활의 편리함에 몰두하게 되

어 인간생명에 대한 무관심 내지는 무시하는 경향이 생겨나게 하였다 . 이러한 이

해와 성패에 편향된 가치관의 쏠림현상은 바로 인간다움의 윤리의식이 결여되

어  있는 것이다 . 현대사회는 개인과 타인이 서로 경쟁하는 관계를 이루고 있다 . 

따라서 개인은 타인을 대하여 자기 보호의 본능을 확대해 가고 타인의 능력보다 

더 나아야 한다는 경쟁의식에 매몰되어 있다 . 그러나 나와 남은 공동생활에서 적

대관계가 아니라 서로 어울리는 待對관계로 살아가야 한다 . 모두가 인간다움을 

점점 상실해 가고 있는 상황을 구제해야 할 것이다 . 더 나아가 남을 포용하는 것

은 내 덕성으로써 남의 원망을 갚는다는 ‘以德報怨’의 실천 행동이다 . 따라서 덕

성이란 나 자신에게 있는 본바탕이 되는 마음씨일 뿐만 아니라 남을 생각하는 마

음씀 새이다 . 나의 사욕을 극복하여 남을 생각하는 사회성을 회복한다는 ‘克己復

禮’ 하는 것이 바로 인간다움이요 , 나를 버리고 남을 따른다는 ‘舍己從人’하는 것

이 내가 남을 待對하는 태도와 실천인 것이다 . 仁義란 덕목도 남을 위하는 德行

으로 실천해야 한다 .　덕성이란 인간에게 하늘이 천부적으로 주어진 본성이라 한

다 . １ 仁德이란 두 사람 사이에 내가 지니고 있는 直心을 행하는 德行으로 표현되
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는 마음이다２.  이러한 해석은 바로 인간다움이 인이요 , 덕이라는 의미이다 . 공

자 이전의 五經에서의 德이라는 표현은 모두가 仁과 통하는 것이다 . 따라서 인간

다움이란 인심과 인정을 들어내어 내가 남을 품어 안아 감싸주는 마음의 표현이

다 . 인간과 인간이 인정을 나누며 , 서로를 알아주고 알아보는 이해와 포용이 가

장 인간다운 행위인 것이다 . “사람이 인간답지 않으면 예는 해서 무엇하며 , 사람

이 인간답지 못하면 樂은 해서 무엇하랴 .”３ 라는 말씀도 , 성현이 만든 예악문화

도 인간다움을 바탕으로 제정한 것이다 . 禮樂이란 인심과 인정에 順하는 것이다 .

 그러나 경제와 문화는 모두가 인간다운 살림살이와 인간다운 참살이를 위한 통

찰의 잣대이다 . 과학은 공동의 合心과 協力을 원하고 , 문화는 개성적 생명 창조

를 바란다 . 그러나 과학기술과 문화생명은 인간다움을 떠나 있다면 活力과 活性

을 잃어버리는 결과를 가져오게 된다 . 다시 말해서 인생살이는 인간다움을 바탕

으로 삼지 않는다면 생명다운 생명이 아니요 , 생활다운 생활이 아니라고 할 것이

다 . 

 현대사회는 가치판단의 기준을 과학기술이 産出하는 산업의 경제적 생산성에 두

고 있다 . 그것은 모두가 動力의 開發과 加速度를 높이기 위해서는 분업화를 이루

는 방법이 더욱 효율적 가치를 지닌다고 생각하게 되었다 . 그러나 산업사회는 협

동과 협력에 의해 더욱 발전하고 , 노동자가 합심하고 , 어느 한 부분만을 알고 일

하는 것이 아니라 전체적인 규모를 알고 일에 종사해야 서로 소통이 이루어져 성

취감을 느끼고 , 자발심이 생겨 , 생산력이 제고되는 것이다 . 또한 생산품의 소유

와 노동의 代價를 분배 받아 만족감을 느낀다 . 그러한 성취감과 만족감은 자신

을 알아주고 알아보는 情感을 느끼는 데서 增進되는 것이다 . 따라서 인간 중심의 

경영이 절실해지는 관점에서 생산윤리와 분배윤리의 문제가 대두되는 필요한 것

이다 .

 인간의 능력이 컴퓨터이거나 로봇보다 월등하게 뒤처지고 있다는 의식에 따라  

기계문명이 인간문화를 지배하는 단계로 발전하였다 . 또한 그러한 인식은 생활

을 위한 과학과 생명을 살리는 문화가 乖離되는 현상을 낳게 되었다 . 그러한 兩

分化관념은 인간의 身心을 별개의 것으로 분리시켜 보게 되었다 . 이를테면 , 善

心의 인성과 慾心의 인정으로 분석해 보는 결과를 가져온 것이다 . 다시 말하면  

勞心과 勞力으로 양분하여 생각하는 사고방식이 생겨난 것이다 . 그것은 두 방면

이 人倫의 상관 관계 속에서 조화되고 , 조절되고 있다는 생각을 놓치고 있기 때

문이다 . 한편으로 , 인간은 개인으로 孤立해서는 살지 못하고 , 나와 남이 교제하

며  공존하는 사회 속에서 인간과 인간이 서로 알아보는 識見과 알아주는 包容으

로 더불어 살아가는 것이다 . 分數를 안다는 것은 禮義廉恥를 안다는 것이요 , 자
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신의 역할을 파악하여 자발적으로 행동할 수 있다는 것이다 .  

 유교는 人倫社會學으로서 관계론을 중시하는 인생학이다 . 따라서 유학은 전반

적으로 인간은 무엇인가라는 본질적인 물음보다는 인생은 어떻게 살아야 하는가

라는 가치의 주제로 일관되어 있다 . 유가의 경전은 모두가 人倫日用의 도리를 싣

고 있다 . ４ 유학이 인간학이라는 관점에서 보면 , 인륜은 經典學의 주제이며 , 일

용은 經世學의 주된 과제인 것이다 . 그것을 성현의 도라 하며 , 인간다운 인간으

로서의 성현이 예악문화를 제정하여 교화를 편 것이다 . 인륜은 생명을 살리는 일

이요 , 일용은 생활을 살리는 일이다 .

 “人倫은 바로 仁倫이요 産業은 곧 生業이다 . 物我가 俱生하는 것을 일러 仁이라 

하고 物我가 均仁하는 것을 일러 生이라 한다 . 仁함을 안다는 것은 生의 性이요 , 

생이란 인함이 드러난 것이다 . 天下에 어찌 無形의 性이 있겠으며 , 無性의 形이 

있겠는가 ? 이것이 인륜과 산업이 無間한 까닭이다 .”５ 따라서 인륜과 산업은 無

間하여 마치 가정의 부부와 같은 것이다 . 두 가지 중에 하나가 없다면 홀아비나 

과부가 가족의 살림살이를 꾸려가는 것처럼 어려움이 따르는 것이다 . ６ 인간의 

생명은 부자관계로 유지되고 인간의 생활은 부부관계의 가정활동으로 영위된다 . 

이와 같이 인간관계는 개체의 생명력과 공동체의 생활력을 통합함으로써 이루어

지는 것이다 . 만물이 생겨나는 변화에는 그에 따른 변통이 이루어져야 한다 . 그

것을 權道나 時中이나 時用이라 한다 . 자연의 萬物은 萬變하는 존재이다 . 그 변

화의 원리를 찾는 일은 고대의 철학자들의 몫이었다 . 그 훌륭한 사상가들이 오

늘날에 와서는 최고경영자와 과학기술자로 그 역할이 바뀌어졌다 . 그들은 인간

을 배제하고 물질에서의 경제적 이익과 기술적 성과만이 세상살이를 이롭게 해

준다는 생각에만 쏠려 있다 . 그러나 인생의 변고는 나와 남의 인간관계인 人倫에

서 일어나는 是非曲直과 論辨으로 생겨난다 . 그러한 변고는 결국 人間事를 만들

어내는 인간환경에 의한 것이다 . 그러한 難題는 絜矩하는 도로써 해결해야 한다 . 

그것은 내가 남을 마음으로 품어안고 마음으로 감싸는 것이기도 한 것이다 . 

 현대는 과학이 인간 문화를 주도하는 시대이다 . 이러한 기술문명의 발달 시기에

는 인간의 능력이 기계의 능력보다 뒤떨어져서 기계로부터 인간은 疎外를 당한

다 . 인간의 기능력은 기술개발로 인하여 점차 줄어들고 있다 .  

 유학에서의 부자의 개념은 사람답게 살아가는 사람이다 . 부를 文物제도에 국한

하여 말한다면 , 역사서에서의 < 食貨志 > 부분에 불과한 것이다 . 부자가 財貨를

모으고 나누는 것도 모두 인정을 베풀고 남을 생각하는 마음에서 비롯하는 것이

다 .  
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 2. 문화생명과 경제생활의 만남

 유가에서 富의 문제는 인간다움의 예악문화 속에서 해결해야 한다 . 이른바 ‘安

貧樂道’란 빈부의 차별에 초점을 두고 한 말이 아니다 . 또한 ‘經世濟民’이라는 경

제의 의미도 인간이 사는 세상을 經綸하여 일반인을 救濟한다는 공동체 意識인  

것이다 .  

 성현은 禮樂刑政으로써 천하를 均齊한다 . “예의로써 사람들의 志向을 인도하

고 음악으로써 사람들의 聲音을 조화하고 政令으로 사람들의 행동을 통일시키고 

형벌로써 사람들의 간사함을 방비한다 .”７ 이와 같이 역대로 제왕들이 禮樂제도

를 만들어 刑政을 운용함으로써 민심을 통일시키고 治國의 정도를 바로잡기 위함

이었다 . 우리에게 인간다움의 문화생명을 예악문화로 남겨준 이가 바로 성현이

다 . “악이란 동일함을 조화롭게 하고 , 예란 차별성을 분별해 준다 .”８ 따라서 음

악의 작용은 好惡의 감정을 조화하여 사람들의 心靈을 淨化하여 煩惱者가 심정을 

평정하게 하는 것이요 , 禮儀의 작용은 貴賤의 등급을 갈라서 각 계층의 사람들이 

모두 제 자리를 지키게 하고 절대로 僭越하지 않아 접촉하는 가운데 상호 존중하

도록 하는 것이다 .

 성대한 음악은 반드시 平易한 것이요 , 엄중한 예의는 반드시 儉約한 것이다 . ９  

예악은 平淡한 가운데 심각함이 깃들어 있고 , 簡素한 가운데 엄격함이 함축되어

있는 것이다 . 예는 減損하는 것이라 격려하지 않으면 점점 衰亡한다 . 악은 充溢

하는 것이라 절제하지 않으면 放縱하게 된다 .10

 “예와 악에는 本義가 있고 文飾이 있다 . 예는 오로지 的中하는 것이요 악은 오

로지 和諧하는 것으로 , 중과 화는 예와 악의 本然인 것이다 . 따라서 본의와 문식 

두 가지는 어느 하나도 빠트려서는 안 된다 . 예의 문식은 玉帛과 俎豆의 부류이

요 , 악의 문식은 聲音과 節奏의 부류이다 . 모름지기 이러한 中和가 있어야 하고 , 

옥백 , 조두와 聲容 , 절주로 문식하여야 비로소 예악이 이룩된다 . 단지 중화의 뜻

만 한편으로 고수한다고 바로 예악이라 이를 수 없는 것이다 .”11 

 인간은 身心一如로 神形妙合을 이루고 있으므로 形氣와 形體를 구별해서 말하기 

어려운 것처럼 예악제도 역시 人情을 바탕으로 제정한 것이다 . 인간은 천지조화

에 함께 참여하여 천지의 도를 성취하는 데 도움이 되는 존재이다 . 따라서 中和

를 이룩하면 천지가 제자리를 잡고 만물이 길러지는 것이다 .12 덕성을 함양하는

것은 人間事를 處身하는 智仁勇 삼달덕을 갖추기 위한 것이다 . 이른바 덕성이란 

人性의 發端이다 .13 그 덕성에 근본하여 德治를 하면 그 인간다움에 感服하여 자



viii

■講演論文原文

율적으로 따르게 되는 것이다 . 개인의 자발성은 그의 潛在 능력과 창조력을 충분

히 발휘하는 것이다 . 타율적인 피동성은 자율적인 능동성이 缺如되어 있다 . 생

명이 있는 창조는 자발적인 능력에 의해 생겨나는 것이다 . 

 또한 『중용』 에서는 인간세상인 天下에 두루 통하는 길인 達道는 中和라고 한

다 . “중화가 나에게 있으므로 천인 ( 우주와 인간 ) 이 間隙이 없으며 , 천지 ( 우주 )

가 제 자리를 지키는 까닭과 만물이 창조적으로 발전하며 길러지는 化育이 되는 

까닭은 모두 이것을 벗어나지 않는다 .”14 이러한 천지의 도는 인간에게서 떠나 

있지 아니한 것이다 .

 유학은 개인의 덕성 함양을 통하여 사회공동체에서 어떠한 태도로 살아가야 하

는지를 제시해 주는 인생체험학이다 . 우리는 능력만 있는 사람을 사람다운 사람

이라고 여기지 않는다 . 개인은 공동체의 구성원 가운데 한 사람으로 그 分數를  

알아보게 하고 남을 알아보아 어울리며 협력하여 살아가고 , 그 결과 천하공동체

의 발전에 보탬이 되는 ‘된 사람’ 혹은 ‘爲人’이 되기를 바라고 있다 . 오늘날 기업

에서 신입사원을 채용할 때 . 그 선발 기준은 지능 지수 (IQ) 가 아니라 사회성 지

수 (SQ) 에 두고 있다 . 자신만의 利慾을 챙기는 것이 아니라 공동체의 富개를 추

구할 수 있는 능력평가인 것이다 . 개인의 생명력이 집단 속에서 타인과 얼마나  

어울릴 수가 있는지의 지수를 알아보는 것이다 . 그 사회성 지수의 높이는 결국  

한 개인이 얼마나 사람다운 사람이며 , 조직사회 속에서 자신의 潛在 능력으로 남

들과 協力과 合心을 맞추어 나갈 수 있는가의 自發性에 대해 평가하는 것이다 .  

 유학에서의 사회적 교화는 禮樂이 通行하면 사람들 모두가 화목하게 되어 서로

간에 원망을 없애버리고 , 또한 사람들 모두가 제 할 일을 하게 되어 사회 안정과  

경제적 발전을 촉진할 수 있다고 한다 . “樂敎가 통행하면 心中에 원한이 없게 되

고 禮敎가 통행하면 사람들이 다투지 않게 된다 .”15 자신과 타인 사이에 사소한 

서운함도 없고 , 사소한 시샘이 없는 것이 서로 한데 어울리는 것이다 . 樂의 작용

은 好惡의 정감을 조화하여 사람들의 심령을 정화함으로써 마음을 平靜하게 하는 

것이요 , 예의 작용은 제 각각의 계층 사람들이 지켜야 할 분수를 서로 僭越하지 

않고 접촉하는 가운데에서 상호 존중하는 것이다 . 따라서 사람다움과 사람노릇

을 하는 仁義는 예악에 접근함으로써 예악의 정신을 體現하는 것이다 .16

 유가는 인간 중심의 사고를 바탕으로 문명과 야만을 구별하는 이른바 인간과 금

수의 分辨의식을 기본적으로 지니고 있다 . 금수는 無禮하여 감정을 제대로 절제

하지 못해 제멋대로 행동하지만 , 인간은 인간다운 예의를 가지고 있어 세련된 문

화생활을 영위한다 . 따라서 인간문화는 인심을 음악으로 교화하여 바로잡는다 . 

인간의 意識과 행위는 어느 것이 본말이며 어느 것이 선후인가를 분변해내는 일
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은 무의미하다 . 인간의 감성에 의해 드러나는 행동은  의식과 행위가 거의 동시

에 발현되는 것이다 . 유가의 성인은 악을 통하여 민심을 착하게 감화하여 ‘移風

易俗’하는 교화를 도모하는 것이다 . 17

 오늘날 話頭로 제시되는 인문학적 가치에 대한 논의도 따지고 보면 , 문화적 삶

의 가치로서 얼마나 인간답게 사는가의 문제인 것이다 . 유가의 예악사상은 세상

의 풍속문화를 풍격이 낮은 世俗化가 아니라 고상한 禮俗化를 이루고자 하는 것

이다 .

 진시황이 천하를 통일하기 이전은 춘추전국시대로서 下剋上의 恣行이 일어나

던 이른바 난세이었다 . 이 때는 천자국인 周나라가 분열되고 제후국들이 저마다 

富國强兵의 정책으로 제 나라만을 위하는 시기였다 . 말하자면 천하공동체의 大

利 경영이 무너지고 국가공동체의 小利 운영에 몰두하던 시대인 것이다 . 이러한 

시기에 공자와 맹자는 富國論보다는 富民사상을 제시하였다 . 孔孟은 堯舜으로부

터 전래하던 유교공동체의 福祉사회를 건설하고자 유학을 집대성하고 , 그 선양

에 모든 힘을 다하였던 것이다 . 이 때의 인간의 삶의 가치는 인의라는 인간답게

살고 사람노릇을 하며 살아가는 데 두었던 것이다 . 인의란 인간의 도덕성만을 강

조하는 것이 아니다 . 일상생활에서 자신만을 위하는 삶이 아니라 公私의 구분을

위한 것이다 . 한편 , 하극상의 극치는 결국 자식이 아비를 살해하고 신하가 임금

을 시해하여 無父無君의 形局이 되어 가정파괴와 무정부사회가 되는 것이다 . 따

라서 대동사회를 건설하고 운영하기 위해서 富貴한 자와 貧賤한 자의 소통이 절

실하였다 . 이에 삶에 있어서 利로움을 보면 사람노릇을 하는 義로움을 생각하라

는 이른바 ‘見利思義’의 생활 지침이 제시된 것이다 . 그 당시의 경제활동의 기반

은 農商이 주를 이루었던 농경사회이었다 . 따라서 가치판단 역시 정착문화의 영

향이 매우 높았다 . 

 우리 말에서 사람이란 어원을 보면 , 사는 일 ( 현상 ) 이라는 삶과 아는 일 ( 지식 )

이라는 앎의 합성어이다 . 따라서 사람이란 지식과 행동이 함께 하는 言行一致를 

제대로 실천하고 실행하며 살아간다는 뜻이다 . 인생살이는 다름이 아니라 사람

답게 人間的으로 살아야 한다 . 사람답다는 말은 그 사람의 됨됨이나 하는 짓이 

사람으로서의 조건에 어그러짐이 없는 것이다 . 그 조건은 無禮한 짐승과 같이  

저 하나만을 위하며 사는 것이 아니라 , 남도 나처럼 살고 있다는 생각으로 인정

을 나누며 살아간다는 말이다 . 사람은 哺乳類의 靈長目에 속하는 脊椎 동물로서 

지구상의 생물 가운데 가장 발달하였다 . 특히 포유 동물은 母子간에 서로를 품

어 안는 待對的인 好字 18 의 관계를 이루며 삶을 營爲한다 . 포유 동물은 젖먹이

를 얼마간 길러내야 한다 . 그래서 따로 독립적으로 떼어 방치하지 못한다 . 사람 
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역시 홀로 서서 직립보행할 때까지 어미의 품에서 길려져야 한다 .

 인간이 생존하기 위해 필요한 기본적인 욕망은 식욕 , 색욕 , 수면욕이라 한다 . 

이와 마찬가지로 유가에서는 인간의 대욕망은 음식남녀라 한다 . “먹고 마시는 음

식과 낳아 기르는 남녀는 사람의 기본적인 욕망이 所在한 것이요 사망과 貧苦는  

사람들이 기본적으로 싫어함이 소재한 것이다 .”19 

 이와 같이 욕망과 싫어함은 사람들의 체력관리와 심리상태의 커다란 단서가 되

는 것이다 .  仁愛할 줄 아는 마음은 바로 愛己하고 愛親하는 마음을 확충하여 行

事 속에서 그 愛情이 타인에게 波及되어 가는 것이다 . 仁이란 兩人이 面對하면  

마음이 서로 접촉되어 향해 가서 心腹하게 하는 , 남에게 嚮往하여 남을 아끼는  

마음씀 새이다 . 바로 人倫에 處身하여 그 分數를 다하는 것이다 .20 사람이 사람

과 相與하는 데는 絜矩하는 도를 쓰는 것이다 . 따라서 仁德이란 用心하는 데서 

드러나는 인간다움이라 할 것이다 . 仁자에 대해 , 漢儒 鄭玄은 사람이 서로 짝한

다고 해석하고 있다 . 짝지어 산다는 것은 편을 들어 사는 것이 아니다 . 待人관계

가 원만해야 하고 , 對物관계에 節用할 줄 알아야 한다 . 이를 유학에서는 禮學이

라 한다 . 그리고 문물제도는 禮樂사상에 맞추어 제정한 것이다 .

 이른바 富라는 것은 바로 福이다 .21 그것은 부유하되 禮를 좋아해야 행복한 것이

다 .22 인간은 인생살이를 생명적으로는 長壽하기를 추구하고 , 생활적으로는 多

福하기를 희구한다 . 바로 壽福康寧하기를 바라는 것이다 .

 幸福함이란 사람들이 물질생활을 창조하고 정신생활을 실천해 가는 가운데에

서 자기의 이상과 목적을 의식적으로 실현함으로써 정신적으로 만족감을 느끼는 

것이다 . 재물이 부유한 자가 부자가 아니다 . 情緖가 안정된 사람이며 , 情理가 완

비된 사람으로서 五福을 다 갖춘 사람이 진정한 부자인 것이다 . 우리는 안녕하신

가라는 인사말에 德分에 잘 지낸다고 답한다 . 남과 남의 재물을 중개해 주는 업

소를 福德房이라 한다 . 그 재산권만을 중재하는 것이 아니라 두 사람의 덕성도 

함께 소개한다는 뜻이다 . 이와 같이 덕성과 재물은 본말관계로 상호 德分에 따라 

福德을 나누어 가지는 紹介房인 것이다 .

 “부유함은 집안을 윤택하게 하듯이 우리의 생활을 넉넉하게 하고 , 덕성은 심신

을 윤택하게 하듯이 우리의 생명을 활기차게 해 주어서 , 사람의 心胸을 寬大하

게 해 주고 신체를 和樂하게 해 주기 때문에 君子는 반드시 得意한 마음을 한결

같이 眞誠하게 한다 .” 23    

 부자의 개념은 경제적 가치로서만 정의를 내릴 것이 아니라 문화적 가치를 함

께 곁들여야 한다 . 인간은 생명을 유지하며 생활하는 존재이기 때문이다 . 생활

은 의식주의 문제로서 대궐과 같은 집에서 好衣好食하기를 누구나 바란다 . 분수
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는 타고 난다 . 부는 聚散을 함께 해야 한다 .

  3. 富民사상

 경제적 공동체 경영에서 중시하는 것은 개체의 욕망을 무시해버리지 않는 것이

다 . 공동체의 구성원인 개체가 모여 전체를 이루는 것이다 . 정사를 돌보는 것은

養民하는 데 이념을 두고 있다 .『서경』대우모편에는 正德 , 利用 , 厚生 이 세 가

지를 정사의 주요 목표로서 三事라 한다 . 그 주석에 보면 厚生은 賦役과 關稅를 

가볍게 하여 농사철을 빼앗지 않아 백성의 生計를 온후하게 하는 것이라 한다 .    

  공자가 衛나라에 갔을 때 冉有가 수레를 몰았는데 , 공자가 위나라 백성을 보시

고 번성하구나 하시니 , 염유가 말한다 . 이미 많아졌으니 편안히 살고 부하게 살

도록 해야 한다 . 부하게 되면 가르쳐야 한다 .24 이와 같이 인구가 많아지면 , 경제

생활을 넉넉하게 해준 다음에 문화적인 삶을 살게 해야 한다는 ‘先富後敎’를 말하

고 있는 것이다 .

 인류사회는 나와 남이 어울리며 함께 사는 공동생활의 集體 사회이다 . 인간은  

심신의 입체 구조로서 생명을 유지하고 생활을 도모한다 . 남을 나와 같이 생각

하는 마음씨가 바로 인간다움이다 . 인간은 탄생으로부터 인간관계를 맺어간다 . 

그 관계를 다섯 가지로 정리하고 그 관계에 따라 써야 할 마음씨가 다섯 가지의 

덕목으로서 社會性에 주목하여 , 친애함 , 분별함 , 떳떳함 , 신뢰함 , 次序를 고려

함 등을 제시한 것이 이른바 五倫이다 .

 인간의 生存은 時空을 함께 하고 , 몸과 마음이 相應하는 변화 流行 속에서 살고

있다 . 인간의 덕성은 마음의 發露로 드러나서 仁情이 되고 , 인간의 情感은 몸의

발로로 仁術이 되는 것이다 . 따라서 , “仁情이란 나 자신을 살리고 남도 살리는  

人情이요 , 仁術이란 나 자신을 살리고 남도 살리는 人術인 것이다 .”25 나를 살리

는 것은 인간생명을 살리는 일이요 남을 살리는 것은 공동생활을 살리는 일이다 . 

인간의 身心의 性情은 陰陽待對의 錯綜 관계로 이루어져 있다 . 그것은 체용론에

서 全體와 大用이 양분하지 아니하고 二進法的으로 서로의 상관성을 유지하고 있

다는 사실을 말해 주는 것이다 . 그러한 생명과 생활의 관계성에 주목한다면 인간

답게 사는 것이 인문학적 가치가 있다는 것을 잊을 수가 없을 것이다 .

 맹자가 양혜왕을 만나보니 왕이 말하였다 . “長老께서 천리를 멀리 여기지 않고

오셨으니 , 내 나라를 이롭게 해 주실 수 있겠습니까 ?” 맹자가 대답하여 말하였

다 . “왕은 어찌 반드시 이롭게 함만을 말씀하십니까 ? 또한 인과 의가 있을 따름
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입니다 .”26

 이는 주나라 현왕 33 년에 , 맹자가 양나라에 가서 혜왕을 본 것은 그 때에 혜왕

이 말을 겸손하게 하고 폐백을 후하게 하여 어진사람을 불렀기 때문에 鄒나라로

부터 양나라에 이르러 도를 행하고자 한 것이다 . 그래서 양혜왕이 맹자에게 장차 

깊은 도모와 좋은 계책으로 내 나라를 이롭게 하여 나라를 부유하게 하고 군사를 

강하게 할 수 있는가를 물은 것이다 . 왕이 다스림을 극진히 하고 나라를 흥하게 

하는데 뜻이 있다면 하필이면 이로움만을 말하는가 仁義가 있어야 한다고 대답한 

것이다 . 인이란 마음의 바탕이요 , 사람을 아끼는 이치이며 , 義라 함은 마음으로 

裁斷함이고 일을 하는데 마땅함이 되는 것이다 . 이것이 천하에 임금이 다스리는 

큰 도리인데 큰 것은 내버려두고 조그마한 이익을 탐내는가 라고 말한 것이다 .27  

여기서 부한 것은 남의 것을 탐을 내는 것이다 . 그래서 맹자는 다음과 같이 말한

다 .

 “왕께서 어떻게 내 나라를 이롭게 할까 하시면 , 대부는 어떻게 내 집을 이롭게  

할까 말하며 , 하급관리와 서민들은 어떻게 내 자신을 이롭게 할까를 말하게 되

어 상하가 서로 이익만을 취하면 나라가 위태롭게 될 것이다 . ( 중략 ) 진실로 의

를 뒤로 하고 이익을 앞세우기만 한다면 다 빼앗지 않고서는 만족하지 않을 것이

다 .”28 

 이와 같이 윗사람이 이익을 아랫사람에게서 취하고 아랫사람은 이익을 윗사람에

게서 취하여 상하의 사람들이 서로 이로움만을 다투면 나라가 위태해진다는 것이

다 . 위태로움은 서로 죽이고 빼앗아 망하게 되는 것이다 .

 인은 아끼는 마음을 주로 하고 의는 공경함을 주로 하는 德行이다 . 財富는 물질

생활만을 풍요롭게 하는 것이 아니라 정신생활도 자유롭게 해야 한다 . 경제생활

은 생산 , 소비 , 유통 ,  분배 등으로 구분해 볼 수 있다 . 그러한 경제활동에 기본

적인 정신적 자세는 나눔과 베푼다는 의식을 중심으로 삼아야 한다 . 가난함은 나

라도 구제하지 못한다는 속담이 있다 . 이는 개개인이 빈부의 차이를 가져오는 것

이라는 뜻이다 . 富益富하고 貧益貧하는 사회적 현상도  덕성을 完備한 자가 寡多

의 문제를 제대로 해결하지 못하는데서 일어나는 것이다 . 

 부자는 문화적 지성인이다 . 부자학은 가치판단학이다 . 유가에서는 진정한 부자

는 대장부이다 . 그에 비해 賤丈夫는 물질생활의 경제적 가치만을 따지고 정신생

활의 문화적 가치는 내버리는 拙丈夫이다 . 오늘날 한국 땅에서는 猝富家가 많이

생겨났다 . 그들은 분수가 넘치는 부를 얻어서 제대로 관리를 할 줄 모른다 .

  유가에서의 부자의 개념은 자신의 分數를 알아차리는 사람이다 . 安分知足할 줄

을 아는 자이다 . 財物이 많은 자가 덕성이 넉넉한 자이라면 모자란 자에게 덕을
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베푸는 자이며 , 남을 생각하고 남을 도우는 자이다 . 많은 자는 덜어내야 한다 . 

富者는 吝嗇해서는 아니 되며 , 貧寒한 자는 구걸만을 일삼아서는 아니 된다 . 우

리라는 관념은 상대적 개념이 아니라 대대관계를 이루어 나와 남이 함께 되는 것

이다 . 그것이 하나 된다는 것이다 . 

 이른바 大丈夫는 均分할 줄 아는 나눔의 天使이다 .

 富는 福자와 같은 의미를 지니고 있다 . 또한 缺乏함을 豐富함으로 분배하는 의

미를 지닌다 . 그리고 滿 , 大 , 厚 , 多 , 富裕 , 興盛 등의 의미도 포함하고 있다 . 

부귀함은 사람들의 분명한 願望이다 그러나 정당한 수단으로 획득하지 않은 부귀

는 받아들이지 않는다 . 빈천함은 사람들이 싫어한다 . 그러나 일정한 情理에 부

합하는 義로움을 중시하고 이로움을 경시하는 사상은 불의에 의해 얻어지는 부귀

는 부질없는 浮雲과 같다고 한다 .29  

 문화는 생활양식과 사고방식에 따라 형성되는 이른바 風俗이다 . 경제문화는 물

질생활과 심리현상의 조화에 의해 이루어져야 한다 . 그것을 유학에서는 예악문

화라 일컫는 것이다 .     

 “儒者는 금옥을 보배로 삼지 않고 충신함을 보배로 삼는다 . 토지를 구하기를 바

라지 않고 도의로써 立身하는 자리로 삼으려 하며 , 재물을 많이 쌓기를 바라지 

않고 많이 배워서 지식과 재주가 많아지기를 바란다 .”30  

 안정된 사회를 이룩하는 길은 빈부의 차이를 없애는 것이며 , 자기의 분수에 따

라 예를 행하는 것을 유가에서는 禮學이라고 한다 . 

4. 富豪와 大丈夫 

  일반적으로 부자다운 부자를 富豪라 하고, 富傑이라 하며, 好禮하는 자라 한다. 

예를 중시하는 것은 正名주의로써 명분과 분수를 제대로 배분하기 위함이다 . 따

라서 경제활동에도 예가 있는 禮治주의가 중시되는 것이다 . 무엇보다 義利를 분

별하는 것이 강조되는 점이다 . 

 義利에 관한 관념은 公益과 私利로 구분하므로 義利관계는 公私관계와 같은 것

이다 . 義의 중심적 개념은 自他가 함께 보탬이 되어 이롭다는 인륜적 공동성을  

뜻하고 , 利는 나 자신 혼자만이 이롭다는 이기적인 것에서 초래하는 반인륜성이

다 . 공동체에서 모두 함께하는 것이 公義이다 . “맹자는 누구나 그렇다고 생각하

는 것을 理라 하고 義라 한다 .”31 자신의 사사로움이 없이 남과 더불어 잘 살 수 

있는 질서가 바로 復禮인 것이다 .
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 천하는 인간 세상을 가리키고 인간은 공동생활을 영위하므로 천하공동체는 인류

사회를 말한다 . “사람들은 모두 口頭로 ‘天下國家’를 말하기를 즐겨한다 . 천하의 

기초는 나라 ( 國 ) 이며 , 나라의 근본은 가정 ( 家 ) 이며 , 그리고 가정의 근본은 

바로 개인 ( 身 ) 이다 .”32 이는 천하국가는  개인을 본위로 삼아 이루어지는 공동

체이므로 그 관계는 분할할 수 없는 連繫가 있다는 공동체 의식을 의미한다 .

 도덕적 가치 관념은 사회경제 관계에 따라 결정된다 . 개인과 개인 간에 , 개인

과 단체 간에 , 전체와 단체 간의 관계 속에서 체현되는 것이다 . 개인과 타인 , 개

인과 단체 , 개인과 사회 간의 이익관계를 조절해 주는 것이다 . 개인이 사회와 타

인에 대하여 의무를 이행하고 필요시에는 자아의 어느 정도의 절제나 많든 적든 

간의 자기희생을 甘受해야 하는 것을 요구한다 . 

 군거하는 것은 인류의 천성이며 , 인간 개인은 군거사회를 떠나 고립해서 살 수

가 없다 . 무리의 생명은 공동체 속에서 개인의 생명에 寄託하는 바가 되어서 , 인

간 개체와 전체와의 사이에 人倫의 德目이 있다 . 이것을 孝悌慈의 性情을 실현하

는 것이 삶의 가치를 부여하는 것이다 . 효는 친애함이요 , 제는 友愛함이요 , 자

는 자애함이다 .

 유교공동체주의는 인간이 함께 삶을 영위하는 사회공동체로서 문화적 사회를 지

향하고 있다 . 인간 개인은 단체에서 구성원으로 직분을 지니고 있다 . 인간세상

에서 가족 공동체는 宗族이나 民族과는 무관한 공동체의 기초가 되는 사회이다 . 

사회공동체 , 국가공동체로 이루어지고 , 인간 개인은 그 공동체의 구성원으로서

의 한 인간 존재이다 .

 맹자는 ‘與民偕樂’하는 왕도로써 천하를 통일하기를 力說하고 있다 . “일반 대중

의 즐거움을 그 자신의 즐거움으로 삼는다면 , 일반 대중들도 그의 즐거움을 자신

의 즐거움으로 만들 수 있다 . 일반 천하 사람들의 걱정거리를 그 자신의 걱정거

리로 삼는다면 , 일반 천하 사람들도 그의 걱정거리를 자신들의 걱정거리로 만들

게 된다 . 천하로 즐거움을 삼고 천하로 근심을 삼으며 , 그렇게 하고서도 왕노릇

을 못할 자는 있지 않습니다 .”33 

 이와 같이 근심과 즐거움을 내 한 몸만을 기준으로 하지 않고 기쁨과 슬픔을 서

로 통하여 상하가 틈이 없게 한다면 천하 사람들이 모두 마음을 기울여서 나에게

로 돌아와 합치게 될 것이다 . 이것이 바로 ‘獨善其身’할 것이 아니라 자신의 덕성

과 의리를 나 자신의 몸에 닦아서 은택이 천하 사람에게 더해지도록 ‘兼善天下’

하여 인간세상을 救濟해야 하는 것이다 .34 또한 왕도란 옛 성왕들이 천하공동체

를 다스리는 방법을 말한다 . 다시 말해서 ‘치우치지 않고 기울어짐도 없으면 왕

도가 널리 시행될 것이며 , 기울어지지 않고 치우치지도 않으면 왕도는 公平할 것
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이며 , 반역하지 않고 기울어지지 않으면 왕도는 바르고 곧을 것이니 , 법칙을 지

키는 이들만 모으면 법칙을 지키는 이들이 따르게 될 것이다 .’35 

 힘으로 仁을 빌리는 覇道나 덕성으로 인함을 행하는 왕도는 모두 다 사람을 복종

하게 한다 . 그러나 힘으로써 복종하게 하는 것은 강하고 큰데 핍박되고 힘이 대

적할 숲 없기 때문에 마지 못해 복종하는 것이다 .  덕성으로 복종하게 되면 그 복

종함이 외적으로 드러날 뿐만 아니라 衷心으로 사랑해서 지성으로 복종하는 것이

다 .36 패도에 의한 복종은 바로 타율적인 복종이요 , 왕도로써 하는 것은 바로 자

율적으로 感服하는 것이다 .

 그러나 현실적으로는 도덕적인 삶을 위한 是非의 구현과 경제적인 삶을 위한 利

害의 추구를 조화시킴은 쉬운 일이 아니다 . 그 조화와 조절의 잣대는 다름이 아

니라 인간다움에 두어야 한다는 人本主義인 것이다 . 따라서 유학에서는 時中과

權道를 제시하여 그 상황의 경중과 緩急을 따져 處事의 선후를 정하는 것이다 . 

‘때에 따라서 中을 얻는 것을 권도라 하고 , 일을 처리함에 합당한 것을 義라고 한

다 . 권도로써 변화에 대응하고 의로써 일을 처리하면 , 나라를 위해 더 이상 뭐

가 있겠는가 ?’37 

 富豪는 小利를 탐내어 大失하는 賤丈夫가 아니라 豪傑인 대장부이다 . 

 “옛날에 시장에서 交易하는 자들이 자기의 소유물을 가지고 없는 물건과 바꾸

면 , 유사는 세금을 거두지 않고 분쟁을 다스릴 뿐이었다 . 그런데 賤丈夫 한 사람

이 龍斷을 찾아 올라가서 좌우로 바라보면서 시장의 이익을 망라하자 , 사람들이

모두 천하게 여겼다 . 그러므로 따라서 그에게 세금을 징수하였으니 , 장사꾼에

게 세금을 징수한 것은 이 천장부로부터 비롯되었다 .”38  

 이와 같이 자기만의 이익을 바라는 자는 장사꾼이요 , 천장부인 것이다 .

 “천하의 선비가 마음 속으로 기뻐하는 것은 일반 사람들이 욕심내는 일인 것이

다 . 그런데도 근심을 풀 수 없었다 . 好色함은 일반 사람들이 욕심내는 일인데도

순임금은 요임금의 두 딸을 아내로 삼고서도 근심을 풀지 못하였다 . 부유함은 일

반 사람들이 욕심내는 일인데 부유함이 천하를 가졌음에도 근심을 풀지 못하였

다 . 귀함은 사람들이 욕심내는 일인데도 귀함이 천자가 되었음에도 근심을 풀지 

못하였다 . 이처럼 속으로 기뻐함과 호색함과 부귀함에서도 근심을 풀 수 없었고 , 

오직 부모에게 순종하는 것으로 근심을 풀 수 있었다 .”39   

 여기서는 孝心을 강조하고 있지만 , 인간의 욕망 가운데 富貴함은 그 하나에 불

과하다는 것을 말해주는 대목이다 .

 “제나라에 한 아내와 한 첩으로 더불어 한 집에 살던 良人이 있었다 . 이 남자는

외출할 때마다 반드시 술과 고기를 배불리 먹은 후에 돌아오곤 하였다 . 그 아내
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가 누구와 같이 마시고 먹었는가를 물으면 모두 부귀한 사람이라고 대답하였다 . 

그 아내가 의심하여 첩에게 말하였다 . “우리 남편이 나가면 반드시 술과 고기를

배부르게 먹은 후에 돌아오는데 , 누구와 같이 먹었는가를 물으면 모두 富貴한 사

람이라고 하지만 , 아지까지 현달한 사람이 찾아온 적이 없다 . 내가 한번 남편이

어디에 가는지 엿보아야 하겠다” 이에 일찍 일어나서 남편이 나가는 때를 타서  

몰래 가는 곳을 따라가 보았다 . 남편은 온 도시 가운데를 돌아다녀도 함께 만나

서 말하는 사람이 없었다 . 그런데 남편이 마침내 동쪽 성곽의 무덤 사이에서 제

사를 지내는 사람들에게 가서 남은 음식을 빌어먹고 , 부족하면 다른 곳으로 가

서 먹는 것이었다 . 이것이 바로 남편이 배부르게 먹는 방법이었다 . 이에 아내가 

집에 돌아와서 첩에게 말하였다 . ‘남편은 평생을 우러러보고 의탁하여 평생을 같

이 하는 사람인데 , 지금 이 모양이다 .’ 이에 첩과 함께 남편을 원망하고 꾸짖으

며 뜰에서 울고 있는데 , 남편은 그 까닭을 알지 못하고  돌아와서는 득의양양하

면서 아내와 첩에게 교만을 부렸다 . “40 

 그런데 부귀한 사람이라면 세상에 이름이 널리 알려진 사람일 것이고 , 이처럼  

계속 같이 마시고 먹었다면 왕래가 있어야 마땅한데  우리 남편이 나가는 것만 보

았고 , 찾아오는 사람은 볼 수 없으니 , 무슨 까닭인지 모르겠다 . 이에 남편이 부

귀한 사람과 교제하지 않았음을 알 수 있었지만 , 남편이 배부르게 먹는 음식의  

출처를 알 수 없었다 . 이제 그 행실이 이와 같으니 수치스러운 일이다 . 우러러보

면 무엇 하겠는가 ?

 이어서 맹자는 이를 두고 다음과 같이 평한다 .

 “군자의 입장에서 본다면 , 지금 사람 가운데 부귀와 영달을 구하는 자들은 그 아

내와 첩이 그것을 보면 부끄러워하여 서로 울지 않을 자가 별로 없을 것이다 .”41

 지금 세상에서 부유하고 귀한 사람들은 득의양양하면서도 도무지 욕이 되는 줄

을 알지 못한다 . 보통 사람이 이들을 보면 도한 즐거움이라고 하겠지만 , 도가 있

는 군자로서 본다면 , 부유함과 귀함을 구하는 감정과 태도가 참으로 말할 수 없

을 지경이다 . 다만 그 아내와 첩이 이러한 상태를 보지 못한 것일 뿐이다 . 그 아

내와 첩이 그 사실을 알았다면 함께 울지 않을 경우가 적을 것이다 . 제나라 사람

처럼 다른 사람만을 따르면서도 자신의 지조를 잃어버리기 쉬운 것이다 . 따라

서 군자는 남의 맛있는 음식이나 화려한 의상을 바라지 않고 , 오직 이익과 의리

의 경계를 엄격하게 지키고 지극히 굳세고 지극히 큰 기운을 기르는 것이다 . 바

로 이른바 浩然之氣를 기르는 것을 말한다 .

 이러한 일화는 맹자가 제나라 사람을 빌어서 부유함과 귀함을 구하는 자의 추

한 태도를 형용한 것이다 . 가령 부귀를 구하는 자가 왜곡된 도로써 어둔 밤에 애
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걸하고는 낮에는 남에게 표리부동하게 교만을 부린다면 이런 제나라 삶과 무엇

이 다르겠는가 ?

 이에 반해 진정한 부호이라면 , 천장부가 되는 것이 아니라 대장부가 되어야 한

다 .

 “천하의 넓은 집에 거처하며 , 천하의 바른 자리에 서며 , 천하의 큰 도를 행하

여 뜻을 얻으면 백성과 함께 도를 행하고 , 뜻을 얻지 못하면 홀로 그 도를 행하여 

부귀가 마음을 방탕하게 하지 못하며 , 빈천이 절개를 변하게 하지 못하며 , 威武

가 지조를 굽게 하지 못하는 것 , 이를 대장부라고 이르는 것이다 .”42 

 여기서 大道란 일을 마름질하고 제어함을 의로써 하여 떳떳함을 잡고 이치를 좇

아서 經道와 權道를 가지고 일정함과 변함에 대하여 모두 다 맞게 대응하는 것

을 말한다 . 이러한 대도를 행하는 대장부는 부귀함이나 빈천함이 그를 흔들어 놓

지 못한다 . 

 부귀한 사람으로서 예를 愛好할 줄 알면 교만하거나 방탕하지 않으며 . 빈천한  

사람으로서 예를 애호할 줄 알면 생각 속에 首尾를 잘 따져보아서 일을 행함에 미

혹되지 않는다 .43 예의란 사람의 행위를 규범화 할 뿐만 아니라 사람의 생각도 성

숙하게 해 준다 . 따라서 사람이 시비를 명변하게 해 주며 , 과감하게 판단을 할  

수 있게 해 준다 . 인간사회를 빈궁한 자와 노인을 구제하는 방법은 禮治를 해야

한다 . 

 “貧窮한 사람에 대해서는 재화를 봉헌하도록 요구하지 않는 것이 예이며 , 나이

든 노인에 대해서는 筋力을 써서 跪拜하도록 요구하지 않는 것이 예이다 .”44 이

와 같이 예의 규범성은 객관적인 정황에 따라 변화에 응하는 것이다 . 빈부나 화

복은 상대적인 가치판단에서 따지는 것이므로 행복한 사회는 균평하게 나누어 가

지는 福祉사회를 유지해야 한다 .

 “나이 어려서 아비가 없는 사람을 孤兒라 하고 , 나이 늙어서 자식이 없는 사람을 

獨居 노인이라 하고 , 늙어서 지어미 처가 없는 이를 홀아비라 부르고 , 늙어서  

지아비 부가 없는 이를 과부라 부른다 . 이 네 부류의 사람들은 세상 생활이 곤란

해져도 의지하고 하소연할 데가 없는 사람으로서 곡식을 나누어 주어야 한다 . 盲

啞 , 聾兒 , 절음발이 , 앉은뱅이 , 四肢가 끊어진 자 왜소한 난장이 등도 규휼해야

할 사람들로서 각종 工匠들이 모두 스스로 기물을 제조하는 기술을 맡겨 양식을

취득하도록 해야 한다 .” 45 

 여느 사회의 문명화 정도에 따라 결손 가정이나 장애자는 사회적으로 보장을 

해 주어야 하는 것이다 . 이른바 사회적 기업이란 복지사회를 건설하는데 一助가 

되는 기업이라 할 것이다 .
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 5. 結 語 

 부귀와 빈천의 구별은 그 지위와 경제력으로 차별화하는 말이지만 경제사회구조

로 보면 , 전체 경영과 세부적인 실무를 담당하는 분별이라 할 것이다 . 

 인생이란 말은 인간의 생명과 생활의 합성어이다 . 부귀와 빈천이란 물질생활의

상대적 가치를 평가하는 표현이다 . 따라서 진정한 부자다운 부자는 인생을 안락

하게 살아가는 자이다 . 덕성은 사회성 지수이다 . 인간의 본성은 천부적인 것이

다 . 남을 생각하는 마음이 덕성이다 . 공자는 桓魋에게서 곤욕함에 처했다 . 그 

때 하신 말씀이, ‘하늘이 나에게 덕을 낳아 주었으니, 환퇴가 나를 어떻게 하겠는가’

46 이다 . “천지의 덕을 한마디로 다해 본다면 仁일 따름이다 . 인간의 마음도 역

시 한마디 말로 요약하면 仁일 뿐이다 .”47 

 그러므로 덕이란 근본이요 , 재물이란 말엽이 되는 것이다 . 근본을 밖으로 하고

말단을 안으로 하면 , 백성을 다투게 하여 탈취하도록 시키게 되는 것이다 . 그러

므로 재물을 모으기만 하면 백성들이 흩어지고 , 재물을 나누면 백성들이 모이게  

되는 것이다 .48 본말이란 서로 분리될 수 없는 것으로서 일을 하는 데는 먼저 할  

것과 나중에 할 것이 있다는 것이다 . 유교에서의 경제원리는 義利에 관한 분별이

다 . 다시 말하면 , 남을 아끼는 덕성과 남을 이롭게 하는 德行을 일상생활에서 실

천하는 것이다 . 

 “군자는 먼저 덕성을 수양한다 . 덕성을 지닌 자는 사람을 얻을 수 있고 , 사람

을 얻으면 토지를 지닐 수 있고 , 토지를 가지면 財富를 얻을 수 있고 , 재부를 얻

으면 나라를 적시적소에 운용할 수 있다 . 덕성이란 立國의 근본이요 財富는 지말

에 지나지 않는다 . 근본을 가볍게 보고서 말단을 중시하면 백성들이 다투고 서로 

겁탈하는 데로 유도하게 된다 . 이 때문에 이 같은 군주는 비록 재부를 끌어 모아

도 민심이 이산하고 , 반대로 재부를 나누어주면 민심이 돌아오는 법이다 . 그러

므로 情理에 위배되는 말로써 다른 사람을 나무라면 다른 사람도 무리하게 반격

하는 것이니 , 정리에 맞지 않는 방법으로 재물을 얻으면 정리에 맞지 않게 잃어

버리고 만다 .”49 

 “재물을 내어 불리는 데도 분명한 정도가 있어야 한다 . 재물을 생산하는 자가 많

고 소비하는 자가 적으며 , 일하는 사람이 재빠르고 사용하는 자들은 느긋하게 한

다면 , 그런 국가의 재정은 충족할 것이다 . 덕성인은 재물을 운용하여 국가와 백

성을 발전시키고 , 仁德하지 못한 사람은 나라와 백성을 이용하여 재물을 끌어 모

으기만 하는 것이다 .”50 
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 “자기 집에서 乘 ( 고대의 戰車 ) 을 끄는 네 마리의 말을 기르는 대부는 닭이나  

돼지를 기르는 사소한 일을 따져서는 아니되며 , 얼음을 나누어 받아 喪祭를 치를

만한 대부는 소나 양을 길러서는 안 되며 , 백대 수량의 兵車를 거느린 卿大夫는  

재물을 끌어 모으는 신하를 길러 수용해서는 안 된다 . 재물을 끌어 모으는 신하

를 두기보다는 오히려 도적질 하는 신하를 두는 게 더 낫다 .”51 

 이것은 오늘날 말하는 獨寡占을 해서는 안 된다는 것이다 . 대기업과 중소기업

이 상생하기 위해서는 義利를 분별하는 분수를 지켜야 하는 것이다 .  

 개인의 생명은 집합 사회 속에서 생활함으로써 시간적으로 기쁨을 누리고 공간

적으로 즐거움을 享有하는 것이다 . 인간 개인은 자신을 알아주는 지기와 동무가

되고 , 남을 알아보는 지혜를 가지고 , 모든 세상을 이해하는 知天의 단계로 나아

가는 것이다 . 인간은 동물과 같이 생존만을 위해 살아가는 것이 아니다 . 생명을  

살려가는 창조와 생활을 살아가는 문화를 인간답게 살기를 원하는 가치를 지향하

는 존재이다 . 

 人倫사회는 인간다움을 바탕으로 인간 개체와 개체가 나와 남으로 만나고 , 개체

와 集體가 만나는 집합체로서 공동사회를 이룬다 . 그 만남의 사회성은 人情感의

나눔에 의해 和樂함을 얻어 태평사회를 이루는 것이다 . 

 현대사회에서 문화적인 삶과 과학적인 삶이 만나려고 한다면 . 仁情과 仁術이 본

말 , 시종 , 선후 , 그리고 내외가 되어 內聖外王의 도를 실현해야 한다 . 이것이 진

정한 인간환경에 의한 인간경영인 것이요 , 창조경영인 것이다 . 환경윤리란 자연

환경에 관한 문제뿐만 아니라 인간의 문화적 환경도 포함되는 것이다 . 

 인간관계 속에서의 義理와 利害는 주관적인 판단과 객관적인 私利일 따름이다 . 

그러나 義利가 주객관을 초월하여 합치하는 것이 公的인 것이다 . 인륜사회는 至

公無私하여야 한다 . 의리는 正邪를 구분하여 和平을 유지하는 수단인 것이요 , 

利害 打算은 욕심 내는 생활만을 위한 목적에 지나지 않는 것이다 . “天下의 大本

으로서의 中과 천하의 達道로서의 和를 이룩하면 천지가 제자리를 잡고 만물이  

제대로 길러진다 .”52 이와 같이 만남을 어울리게 하고 나눔을 고르게 하는 길만

이 인간생명을 살려가며 , 인간생활을 넉넉하게 할 수 있는 것이다 .  

 따라서 “천하가 균평하여 어느 一夫 한 사람이라도 그의 삶이나 소임을 完遂하

지 못함이 없도록 하는 것이 평천하인 것이다 .”53 “그러므로 인심의 同一함을 가

지고 타인을 제대로 헤아림으로써 彼我之間이 제각기 分數와 願意를 제대로 얻으

면 上下 四旁이 均齊하고 方正하게 되어 천하가 均平할 것이다 .”54

 문화는 사람이 이 세상에서 사람답게 살아가는 삶의 흔적이다 . 그것은 나와 남

이 함께 문화적 소통을 통하여 삶을 질적으로 승화시켜 나아가는 일이다 . 문화생

명의 상징성은 인간다움이다 . 나와 남이 함께 생명의 기쁨과 생활의 즐거움을 누
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리는 것이 인간답게 살아가는 이생인 것이다 .
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24『論語』子路 . 
25 李元龜 ,『心性錄』第一 上部 . 仁情者 生己生人之情 仁術者 生己生人之術 .
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38『孟子』公孫丑下 . 古之爲市者 以其所有 易其所無者 有司者治之耳 有賤丈夫焉 必求

龍斷而登之 以左右望而罔市利 人皆以爲賤 故從而征之 征商 自此賤丈夫始矣 .
39『孟子』萬章上 . 天下之士悅之 人之所欲也 而不足以解憂 好色人之所欲 妻帝之二女 

而不足以解憂 富人之所欲 富有天下 而不足以解憂 貴人之所欲 貴爲天子 而不足以解憂 
人悅之 好色富貴 無足以解憂者 惟順於父母 可以解憂 .

40『孟子』離婁下 . 齊人 有一妻一妾而處室者 其良人 出則必饜酒肉而後反 其妻問所與
飮食者 則盡富貴也 其妻告其妾曰 良人 出則必饜酒肉而後反 問其與飮食者 盡富貴也 
而未嘗有顯者來 吾將瞯良人之所之也 蚤起 施從良人之所之 徧國中 無與立談者 卒之東
郭墦間之祭者 乞其餘 不足 又顯而之他 此其爲饜足之道也 其妻歸告其妾曰 良人者  所
仰望而終身也 今若此 與其妾 訕其良人而相泣於中庭 而良人 未之知也 施施從外來 驕
其妻妾 .

41『孟子』離婁下 . 由君子觀之 則人之所以求富貴利達者 其妻妾 不羞也而不相泣者 幾
希矣 .

42『孟子』滕文公下 . 居天下之廣居 立天下之正位 行天下之大道 得之 與民由之 不得之 
獨行其道 富貴不能淫 貧賤不能移 威武不能屈 此之謂大丈夫 .

43『禮記』曲禮 上 . 富貴而知好禮 則不驕不淫 貧賤而知好禮 則志不懾 .
44『禮記』曲禮 上 . 貧者不以貨財爲禮 老者不以筋力爲禮 .
45『禮記』王制 . 少而無父者謂之孤 老而無子者謂之獨 老而無妻者謂之矜 老而無夫者

謂之寡 此四者 天民之窮而無告者也 皆有常餼 暗聾跛躄斷者侏儒 百工各以其器食之 . 
46『論語』述而 . 天生德於予 桓魋其如予何 .
47 戴震 ,『原善』. 天地之德可以一言盡也 仁而已矣 人之心其亦可以一言盡也 仁而已矣 .
48『大學』傳 10 章 . 德者本也 財者末也 外本內末 爭民施奪 是故 財聚則民散 財散則民聚 .
49『大學章句』傳 10 章 . 是故君子 先愼乎德 有德此有人 有人此有土 有土此有財 有財

此有用 .  德者本也 財者末也 外本內末 爭民施奪 是故 財聚則民散 財散則民聚 . 是故 
言悖而出者 亦悖而入 貨悖而入者 亦悖而出 .

50『大學章句』傳 10 章 . 生財有大道 生之者衆 食之者寡 爲之者疾 用之者舒 則財恒足
矣 仁者 以財發身 不仁者 以身發財 .

51『大學章句』傳 10 章 . 畜馬乘 不察於雞豚 伐氷之家 不畜牛羊 百乘之家 不畜聚斂之
臣 與其聚斂之臣 寧有盜臣 . 

52『中庸』第 1 章 . 致中和 天地位焉 萬物育焉 .
53『大學章句』傳 10 章 新安陳氏注 . 如此則 天下均平 而無一夫不遂其所矣 . 
54『大學章句』傳 10 章 朱熹注 . 是以君子 必當因其所同 推以度物 使彼我之間各得分

願則 上下四旁 均齊方正 而天下平矣 .
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現代文明與東亞思想
——在日本福島東日本國際大學孔子節上的講話

孔教學院院長　湯恩佳博士
孔曆二五六二年 2012 年 6 月 22 日

各位同道、各位嘉賓：

　孔子是一位成就和貢獻非常偉大、人格非常崇高的思想家、教育家。雖然他的學

說是根據在二千五百多年前他的一生所見、所聞、所思，透過不少憂患、磨練和奮

鬥所體會出來的哲理，但其中所包含的哲學、宗教、教育、法律、政治、經濟等各

種思想，流傳至今，其影響力跨越國界、跨越時代。在世界上，中、日、韓三國受

到孔子思想的影響㝡大。孔子思想至今仍是中、日、韓三國人民的道德觀與價値觀

的主體。

　早在西元 238 年，孔教經典就傳到了日本。及後，聖德太子在攝政的 30 年間（西

元 593 年至 622 年），尊崇儒家文化，向中國派出了 “遣隋使” 和留學生，他親

自制定《十七條憲法》，將儒家思想作爲官員必須遵守的道德規範。天智天皇（西

元 662 至 671 在位）設置大學寮，即以儒家經典爲教科書。自此，日本學校教育

都在繼承孔教儒學並且取得極好的發展。日本以王陽明思想作爲精神武器，推行明

治維新，長期以來弘揚儒家思想，竭力保護自己的傳統文化，儒釋道乁神道教信徒

約占 90% 以上。美國著名史學家賴肖爾說：“公開承認自己是 ‘孔孟之徒’ 的人幾

乎沒有，但在某種意義上來說，幾乎一億日本人都是 ‘孔孟之徒’。” 2007 年 12 月

30 日，首相先生乁夫人福田貴代子來到曲阜參觀了孔廟，並發表感言說：“產生於

2500 多年前的孔子思想，在當今依然具有很大的影響力，閃爍著智慧的光芒，這

不能不令人感歎。儒家思想對中國和日本都產生了重要影響，是日中兩國文化的共

同點。”

　漢武帝時採納董仲舒建議，實行 “獨尊儒術” 的政策，標誌著儒教從此成爲國教，

影響了中國約兩千年的國情。從漢代直至清朝中期，儒教維持著中國國教的地位，

孔教儒家思想一直是中華民族的主導思想。從西漢至鴉片戰爭時期，中國的人口基

本上保持在全世界人口的三分之一以上，可以說，在這漫長的歷史時期，全球三分

之一以上的人，都是儒教信徒。在 17 世紀中葉以前，中國一直走在世界的㝡前列。

中國本應當是孔子儒家文化的大本營，但自二十世紀初「新文化運動」以來，孔子

儒家文化受到嚴重的衝擊。現在，中國政府對孔子儒家文化給予了正面肯定，並且

在世界各國興辦了三百多所孔子學院，在國內政策上，弘揚儒家思想，主張 “以人
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爲本”、“和諧社會”、“建立中華民族的共有精神家園”，主張 “必須把弘揚和培育

民族精神作爲文化建設極爲重要的任務，納入國民教育全過程，納入精神文明建設

全過程，使全體人民始終保持昂揚向上的精神狀態。”

　孔子就是中華民族的精神導師，孔子儒家思想就是中華民族精神的集中體現，因

此，要將民族精神納入到國民教育中去，實質上就是應當將孔子儒家思想納入到國

民教育之中去。今年二月，中華書局出版發行了一套教育部實驗教材，書名分別是

《仁》、《義》、《禮》、《智》、《信》、《忠》、《孝》、《廉》、《毅》、《和》，其實也就是將

孔子儒家思想的核心價値作了現代演繹，重新用孔子儒家思想培育中國人的道德觀

與價値觀。孔教是香港六大宗教之一，也是聯合國承認的十三個宗教之一。香港孔

教學院自 1930 年由進士陳煥章博士創立至今八十年來，一直都是集宗教、文化教
育於一身的團體。本人自擔任孔教學院院長以來，捐資一億五千多萬用於弘揚儒家

思想，發表九百五十多場學術演講，使孔教學院成爲全世界孔教儒學的核心陣地。

　在韓國，以成均館爲代表的儒家文化陣地，秉承優良傳統一代接一代的從未曾間

斷過。中、日、韓三國作爲儒教文化圈的核心國家，應當合作起來，共同致力於推

動儒家文化的復興。日本的生存與發展，㝡大的問題就是在美國與中國之間保持平

衡，如果過度依賴於美國，疏遠中國，對日本是極爲不利的。㝡近，日本前首相福
田康夫在北京接受訪問時，提出：“我想中日兩國只要攜手合作的話，能做成意想

不到、很好的大事。我們不能因爲一些小事而吵架。” 我非常讚賞他的這種意見。

一、弘揚孔子儒家思想，重建東亞價値觀
　孔子思想的光輝，超越時空，深刻地影響了全球的發展，對人類精神文明作出了

不可或缺的貢獻。孔子是人類歷史上㝡偉大的思想家，儒家學說的創始人，是孔教
的創教教主，是中華民族的精神導師，集中華文化之大成，整理《詩》、《書》、《禮》、

《樂》、《易》、《春秋》等六經，並將中華文化的精華濃縮在《論語》一書裏。孔子

建立起人類思想㝡完整的體系，主張 “仁者愛人”，宣導仁、義、禮、智、信五種

基本道德，在人類歷史上首次建立了有系統的道德理論。在人際關係中主張 “以德

服人”，在社會生活中主張 “爲政以德”，在自己的生活中身體力行。

　孔子是人類㝡早設立 “私學”，聚徒講學，從而被尊爲萬世師表、先師聖人。孔

子是㝡具民主思想的政治家，㝡早提出 “選賢與能” 的自由選舉。孔子畢生的努

力，是在於用正道去引導統治者，而不是作爲統治者之鷹犬。1921 年 12 月，共

產國際的代表馬林 (Henk Sneevliet) 曾經問孫中山先生：“你的革命思想，基礎是

什麼？” 孫中山先生明確地回答說：“中國有一個道統，堯、舜、禹、湯、文、武、

周公、孔子相繼不絕，我的思想基礎，就是這個道統，我的革命，就是繼承這個正

統思想，來發揚光大”。
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二、弘揚孔子思想，重建東亞道德觀
　孔子是人類歷史上㝡早的人本主義思想家。孔子尊重人的生命，重視人的價値乁
人倫道德。人的生存、價値、尊嚴、教育，以至家庭和社會組織成了儒學一貫關心

的課題。儒學明確斷言，管理、治理的核心是人，管理的主體和客體都是人。以性

善論爲基礎的人性管理模式，充分體現了儒家管理思想的人本主義性質。孟子認爲，

人具有先天的「善端」，即善的萌芽，人的善端表現出來就有善心和善德。人所具

有的這種善德是人從事一切有利於社會行爲的內在依據。「仁者愛人」，是孔子關於

「仁」的㝡本質的槪括。儒家認爲治國以民爲本，因此，施仁政就必須「修己以安人，

修己以安百姓」，孔子認爲「修己」是手段，「安人」才是目的，這說明仁政的實質

應爲天下百姓謀求利益。

　孔教儒學是人類精神文明的寶貴遺產，載負著人類㝡完善的精神價値體系，在經

濟全球化的今天，仍然是人類精神文明建設的基礎。我們應當弘揚儒學，通過文明

對話、交流與傳播，使之成爲全球人類精神文明的重要組成部分。《論語》就是全

人類的聖經，《論語》中的許多至理名言，諸如：“和爲貴”、“和而不同”、“仁者愛

人”、“己欲立而立人，己欲立而立人”、“己所不欲，勿施於人” 等等，成爲中國乃

至全人類共同的道德信條。只要我們深入《論語》，理解和貫徹實踐孔子儒家的道

德精神，在中國復興孔教儒家思想，甚至一定能徹底消滅左傾思潮的後遺症。

三、弘揚孔子儒家思想，重建東亞經濟觀
　金融海嘯、歐債危機向全世界響起了警號：以利益掛帥的核心價値，以物欲爲動

力的市場機制，以破壞環境、攻伐自然爲目標的發展模式，以金融衍生爲特色的虛

擬經濟策略，這些都應該劃上句號！全球金融海嘯與歐債危機，病徵是「經濟」，

其病因卻是「道德」。在孔教儒家看來，要根本解決此病症，就必須從道德入手。

單靠法治與知識並不能確保一個社會的正常運行，還必須是按儒家的「仁智統一」

的思想，在法治基礎上，加上孔教儒家道德的力量，才足以使社會處於健康的狀態。

　如果全世界人民遵守孔子儒家的道德，就不會發生金融海嘯。即使發生了金融海

嘯，世界人民按照孔子儒家的教導，也能乁早走出金融海嘯的困境。在戰勝金融危
機的過程中，必須弘揚儒家的仁者愛人、以義制利、誠實守信、以人爲本、以德爲
重、以和爲貴、中庸之道等精神。

四、弘揚孔子思想，重建東亞和平觀
　在宗教領域，儒教就是孔子貢獻給人類的精神珍品。儒教是屬於全人類的，因爲，

儒教是㝡符合人性的宗教，因而可以超越國界，超越時空，超越民族，成爲全人類

寶貴的精神財富。孔子儒家思想 “和而不同” 的原則，不強求各種文化在內容上和

形式上的相同，而是承認各種文化在內容上和形式上的各自具有不同的特色，只要
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堅持 “和爲貴” 的原則，採取寬容的態度，就能保護和發展世界各族人民的民族文

化，避免世界文化的單一化和平面化，按照 “和實生物” 的原理，達致世界多元文

化共存共榮。

　我們提倡 “和而不同” 的精神，目的是要解決當今世界的各種矛盾衝突，發揮它
在維護民族團結，促進世界和平的重大作用。在地球村裏，任何一個民族的利益都

不能離開人類的共同利益。當今世界的政治、經濟、生態的發展都是全球性的，人

類在互愛中共存，在互仇中俱損。發達國家與發展中國家，都要互相依賴。同樣道

理，同一地區相近或相鄰的各國各族之間，也是共同利益大於它們之間的分歧與矛

盾。和則兩利，鬥則兩傷。真正爲本民族利益著想的人，必定是主張睦鄰友好的人。

冤家宜解不宜結，歷史的紛爭只能通過談判、妥協、諒解來解決，而不能訴諸武力。

歷史大儒張載說過：“仇必和而解”。離開此理，仇恨解決永無出路。

　本人堅信孔教儒家思想在國際上有五大主要功能： 

　　一、能促進世界和平；

　　二、能提升全人類道德素質；

　　三、能與世界多元文化共存共榮；

　　四、能達致與世界各宗教文化平起平坐；

　　五、是全人類共同達致的大同理想。

　　謝謝各位，並祝各位

事業進步，身心康泰！

（本人上列講詞，如有同感，請廣肆宣傳，歡迎再複印給各親友。功德無量！）
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Essential qualities and the contemporary meaning 
of Confucianism (Confucianist philosophy)

Oh Suk Won
President of Sungkyunkwan Confucian Graduate School

1. Addressing the Issue
Confucianism has influenced many countries in East Asia, including its place 
of origin, China for as long as several thousands of years. Importantly, this 
philosophy is the one that had the greatest impact on the values and lifestyle 
of the Korean people. To understand the qualities of Confucianism that have 
affected East Asian culture including Korea, and integrating the merits of the 
philosophy into the 21st century, we must pursue ethical values and strive to 
obtain wisdom. We can see new cultural trends of the 21st century and the 
choices of paths we can follow go. It aims to renew the study of Confucianism.

Earlier, comparing Puritan thought in the West with Confucianist philosophy 
in the East, social scientist Max Weber(1806~1920) indicated concretely the 
limitations and problems inherent to Confucianism as the radical causes 
that hindered the economic development of East Asia. But in the 1980s, 
most countries in East Asia, including Korea, Japan, Taiwan, Hong Kong 
and Singapore, achieved tremendous development. As a result of that, many 
scholars in the West accepted that they may have interpreted Confucianist 
thought with prejudice and indicated a lack of understanding of Confucianist 
philosophy in the past.

For example, Du Yoo Myeong, of Harvard University, and Sa Se Hui, from 
East Sea University in Japan, has discussed adding Confucianist ethics to 
the discussion of contemporary capitalism. In 1990s, as Samuel Huntington, a 
professor at Harvard University, used the newly coined term, "Confucianist 
capitalism", he emphasized the importance of Confucianist economic ethics and 



xxvii

研究　東洋

the deep relationship between economics and Confucianism.
As will be seen, there are two conflicting opinions about the functions of 
Confucianism that are based on economic ethics. What is important is to 
correctly perceive the qualities of Confucianism that had supplied wisdom 
to large groups of people for a long part of human history. It is clear that 
Confucianism in the historical process revealed itself through diverse 
appearances according to local and personal traits.
Under any consideration, they all possess elements of universality and 
specialty, essence and phenomenon, the right function and reverse function. 
Indulged in universal qualities of the philosophy, we must not ignore the 
variants. On the other hand, we have to see both aspects simultaneously, for 
example, universality and specialty with an objective view. It is important to 
note the merits derived from the philosophy and to find a way to bring these 
merits to contemporary society.

2. Essential Qualities of Confucianist Philosophy
Confucianist philosophy is originated with Gongja (Confucius, 551~479 B.C). The 
most notable feature of his philosophy is its focus on changing people's sense 
from god centered thought to human centered thought. That is, his philosophy 
made people's knowledge transcendent of divine nature through human's moral 
consciousness in which the human includes the spiritual will of the divine. In 
other words, if a human embodies humanity's inherent original nature in the 
right way, the human will not only embody his or her own physical presence, 
but also get in touch with the spiritual world.
To understand essential features of Confucianist philosophy, Above all, to 
understand essential features of Confucianist philosophy, we must comprehend 
it through his writing 『NONEO』, which contains Confucius's original 
thoughts. In his writing 『NONEO』, Gongja, Confucius emphasized courtesy 
as the basis of human action, righteousness as the correct standard value and 
benevolence the basis of human relationships. Looking at the essential qualities 
of Confucianist philosophy, we can summarize it by examining the following 5 
points:
First, the philosophy of Confucianism is human centered.
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Morality that is pursued in Confucianism is human morality. So, first of all, an 
individual's identity and social relationships matter a great deal. In Taoism 
the role of nature differed from ordinary religions from this basic standpoint. 
This idea of human centered Confucianism does not mean that humans should 
dominate everything under the sun, but it embodies a humanitarian philosophy 
that pursues to coexist with all beings in the universe.
Second, the philosophy of Confucianism is one that affirms the real world. 
It also emphasizes seizing the day, rather than emphasizing things of the past 
or future.
In our daily routine, it is said that we should do our best at the moment. It is a 
practical living philosophy, not an idealistic utopia. So, from these standpoints, 
this philosophy is different from Buddhism and Taoism, with their inherently 
negative views of the real world. Confucianism states that we achieve ultimate 
enlightenment if we do our best in given situations.
Third, this philosophy values motive and process. The effort and intention 
can have greater significance than the consequence. The result and aim is 
important, but motive and process are more so. If we try with a pure mind and 
sincere attitude, we will move closer to our values.
Fourth, practice is of great importance. There should be practice prior to 
knowledge and information. This is different from other Eastern philosophies, 
which seek to have the human being at the center of knowledge. So, while it is 
important to have extensive knowledge, it demands the practice that matches 
an individual's personality.
Fifth, it is the philosophy that embodies the human being. The aim and motive 
is to pursue proper living to achieve the self-realization of human beings.

3. Nature of Korean and Toegye studies
The region marked by Confucian culture is generally East Asia, including 
Korea, China, Japan and Taiwan. Of these countries, the values and rites 
of Confucianism have been best preserved in Korea. Today, while diverse 
religions and philosophies are combined, based on Western-culture, the lifestyle 
and consciousness of Korea still consists of Confucian values. Confucian 
philosophy still exists in the Korean lifestyle. The effects of Confucian 
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philosophy's influences on the ethnic flavor and character of the Korean people 
are as follows:
It is important for Koreans to maintain the dignity and morality of humanity. 
These ideals are easily found from as far back as the Dangun myth (the 
founder of the Korean Nation) and humanitarian ideals. It contains love of 
humanity and a universal view of mankind.

In addition, Koreans respect education and it is a nation which gives serious 
consideration to manners and etiquette. According to Chinese book, Huhanseo, 
it is written that Koreans have a benevolent temperament and like peace, and 
so it has called Koreans true gentleman and Korea the country of courteous 
people in the East. 
Confucian philosophy stimulates the mind of the true gentleman and the 
scholar, so it has led Koreans to study more. One of several factors in Korea's 
dazzling economic growth is the influence of Confucian philosophy on higher 
education.

Koreans are a people who regard respecting our ancestors and parents as 
of highest importance. Ancestor worship is a traditional element of Korean 
culture which originated in ancient times, which is easily confirmed through 
epigraphically evidence. Filial piety has been one of the cornerstones of Koran 
society.
Also, humanity and truth are valued by Koreans. Moralists of the early Joseon 
Dynasty had accepted Confucian philosophy as the official method to analyze 
moral practice and social justice.
Therefore, moralists of the early Joseon Dynasty such as Jeongam Jo Gwangjo 
(1536~1684), based themselves on Confucian philosophy, and attempted positive 
political reform. Confucian philosophy was analyzed and refined by the scholars 
of the Mid-Joseon Dynasty such as Yulgok Lee-I (1536~1684) through their 
discourses.
Confucian philosophy was carefully examined by Toegye Lee Hwang, who, 
more than earlier scholars, minutely systemized and readjusted understanding 
of human nature. The Key feature of Toegye Studies is human studies. 
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Toegye had firm values, based on strong faith and belief, to realize nature of 
humans via noble acts and emotions. In addition, not only did he formulate and 
systemize his theory, but he also practiced it himself throughout life.
Studies were apt to contain ideological components, but Toegye was conscious 
of the essence of Confucian philosophy as he practiced his theories himself. 
Toegye's life had a positive effect on scholarship in China and Japan as well, 
because he had become a model based on his high level of scholarship and his 
personality. Also, he trained many Confucian scholars in Andong, which was 
called Yeongnamhakpa (southeastern part of Korea Study Party).

4. Role of Values and Confucianism in Modern Times
Today, various cultures of the world are gathering and meeting and the 
intellectual level of people raises day by day though the spread of modern 
technology. Yet struggles and killings from confrontation and conflict continue.
Nowadays, Western oriented Modernism which emerged after the Renaissance 
dominates the world. The fundamental view of Western-oriented Modernism 
places emphasis on material, economic efficiency rather than on spiritual 
morality. The value systems placing importance on economic materialism have 
brought great advancements in industry, science, medical technology and have 
substantially promoted material abundance and the welfare of all mankind.
But, as the values that emphasize the material rather than the spiritual make 
weaken morality, the dignity of humans is lost in a vacuum of values. In 
addition, the continuous desire of materials promotes shortages, discontent and 
hostility.
Trying to obtain more materials without any limit is the cause of many bad 
phenomena, including social corruption and violence.
One of the features of modernism in the West is rationalism on the basis of 
human reason. In the view of rationalism, people view opposite values, like 
materialism and spirituality, individual and group, human and nature as and 
opposites rather than as complementary.
Analytic and rational values have promoted a scientific way of thinking, but it 
has worsened the social conflicts and struggles.
In this way, the values of an individual centered ideology led to the expansion 
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of human rights and freedom. It has also promoted self-realization and 
expansion of personality. But freedom without responsibility leads to a 
principle of noninterference. When ignoring the consciousness of the group, 
individual egoism will dominate. When we lose healthy and balanced thinking, 
we can experience the problems of aimless violence and collective egoism.
There is a human centered stream in Confucian philosophy. It states that 
humans should live their lives according to the basis benevolence and 
righteousness. There is a pure morality that calls to the world beyond 
materialism, a personality that considers other people and is open to strong 
criticism and to train the spirit to embody truth and justice. Moreover, the 
values that Confucianism reached for include individualism on the basis of 
responsibility and collective consciousness, the pursuit of material within the 
basis of morality and humanity on the basis of maintaining human coexistence 
with nature.
In 21st century human society, the human dignity should be restored as 
society is transformed to a more humanitarian world. Although high-tech 
industry has given is space travel, the human being must remain higher than 
any technology.
So, we should build such a society that all human beings coexist in peace and 
realize the dignity of human life and cherish the cultures and religions of their 
counterparts.
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■論文英文要約

The Analects of Confucius as norms for the self-
regulation of the community

ISHII Hideo

　“Community” (Gemeinde, Gesellschaft) is a society satisfying the following 
condition: its indivisible shared means of productions are, in an inseparable 
way, tied to its indivisible group of producers. This means, it is an integrated 
organism, and a hierarchical or tribal society, where “kinship” (that doesn’t 
necessarily imply a blood relation) is the basis on which households are united. 
Before the capitalist mode of production came to prevail, this had been the 
principal manner of forming our society.
　The Analects of Confucius, one of the most classic pieces in the history of 
mankind, is a text which goes back to such a period (more than two thousand 
years ago). A landmark research on community, led by Dr. NAKAMURA 
Kichiji, allows us to recognise, alongside its incontestable importance in general, 
its specific contributions to social science: the Analects reveals what the self-
regulating norms of a community are and how we can manage them; in this 
sense, it is a brilliant resource book for ethics and public philosophy.

【論文英文要約】
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Did TOKIEDA Motoki “misread” the Cours de 
linguistique générale of Ferdinand de Saussure? – 
An essay on the role of KOBAYASHI Hideo in the 
reception of Saussure in Japan

SEKIZAWA Izumi

  Probably no one will doubt today the importance of Tokieda’s contributions to 
linguistics, not only for the study of Japanese language, but also for the study 
of linguistics in general, especially concerning “modality”. Many philosophers 
are interested today in Tokieda’s interpretation of the Japanese sujet parlant 
in relation to Nishida’s reconsideration of the idea of subject.
  However, only few scholars take Tokieda’s criticism of Saussurean linguistics 
seriously, because Tokieda misread Saussure, making very simple mistakes, 
when he was doing so. For example, in fact, Tokieda took “langue” in Saussure 
for an “unité linguistique” in some passages. 
　It derives however from the very polysemy of the Japanese word “kotoba” 
which means “langage”, “langue”, “parole”, “dicours”, “unité linguistique” and 
other things, as Kobayashi, the first translator of the Cours, pointed out its 
demerit in his introductory book on linguistics. But it is in this polysemy that 
Japanese speaker (sujet parlant) speaks – and speaks on the “kotoba”. Tokieda 
delimited, to a certain extent, the universality of Saussure’s ideas, inverting 
Kobayashi’s analysis of this polysemy.


